


お客様へ 


このたびは；><ルセデス-ベンツ車を 
お買い上げいたださ、あ0がとラご 
ざいます。 

この取扱説明書は、車の取り扱い方法 
をはじめ、機能を十分に発揮させるた 
めの情報や、危険な状況を回避ずるた 
めの情報、万一のとさの処置などを記 
載しています。 

車をお使いになる前に、本書を必ずお 
読み < ださい。 

• 取扱説日月書は、いつでち読めるよう 
に必ず車内に保管して<ださい。 

• この取扱説明書には、日本仕様とは 
異なる記述やイラスト、操作ち法な 
どが含まれている場合がありまず。 

• 表紙の画像はイ^ージであり、日本 
仕様とは異なる場合がありまず。 

• この取扱説明書には、日本仕様には 
設定されない装備の記述が含まれて 
いる場合がありまず。 

• この取扱説日月書には、走行速度が 
1 OOkm / h を超えたときの車両機能 
や状態についての記述がありまず 
が、公道を走行ずる際は、必ず法 
定速度や制限速度を遵守して < だ 
さし、。 

•装備や仕様の違いなどにより、一 
部の記述やイラストが、お買い上 
げいただいた車とは異なることが 
ありまず。 


• スイッチなどの形状や装備、操作方 
法などは予告な<変更されることが 
ありまず。 

• オーディオやナビゲーションに関し 
ては、別冊の rCOMAND システム 
取扱説明書」をご覧< ださい。 

• 車を次のオーナーにお讓りになる場 
合は、車と一緒にずベての取扱説明 
書と整備手帳をお渡し < ださい。 

• オプションや仕様により異なる装備 
には* マークが ついていまず。 

• 関連する内容が他のページにちある 
場合は、該当ページを（杉25日ペー 
ジ）のよラなかたちでおしてし''まず。 

•操作手順などは、文頭に►を記し 
ています。 

• ご不明な点は、お買い上げの販売店 
またはルセデス-ベンツ指定ヴー 
ビスエ場におたずね < ださい。 


〇 方ルセデス•ベンツ日本 ㈱ 公式ヴィト 

http://www.mercedes-benz.co.jp/ 


メルセデス-ベンツ日本株式会社 





表記と記載内容について 


マ ー ク 

内容 

A 

お化 

口 

重大事故や命にかかわる 
けびを未然に防ぐために 
必ず守ってし）たださたい 
ことでず。 

D 

ミ主意 

けびや事故、車の損傷を未 
然に防ぐため、必ず巧って 
し、にださたいことです。 

〇 

知識 

知っていると便利なこと 
や、知っておいていたださ 
たいことでず。 

平 

環境 

環境保護のにめのアドバイ 
スや守っていたださたいこ 
とです。 


A 事故のおそれびありまず 

車両には警告ラベルが貼付されていま 
す。警告ラベルには危険な状況を回避 
するための情報や、車を安全に使用す 
るたがの情報などが記されていまず。 
警告ラベルは絶巧にはがさないでくだ 
さい。 
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車両の操作 . 59 

日常の取扱い . 233 

万一のとき . 269 

サービスデータ . 341 
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さ < いん 



アシストグリップ . 231 


アシストグリッブ . 231 

アダフティブブレーキランプ . 50 

雨降りや 濃霧 時の運転 . 261 

ま全のために . 13 

オートマチック車の取0扱い . 16 

オートマチックトランスミッションの 
セレクターレバーを操作ずるとをの 

を意 . 13 

モ供を乗せるとき . 15 

こんなことにをミ主意 . 17 

走行する前に . 14 

イ ージー エントリー . 89 

イグニッション位置 . 75 

キーレスコ‘一装備車 . 76 

インジケーター付きバッテ U —. 330 

インストルメントパネル . 21 

左ノ V ンドル車 . 21 

ち八ンドル車 . 22 

ウィンタータイヤ . 255、350 

ウォッシャー液 . 24台 、347 

ウォッシャー液を補給する . 247 

運転のヒント . 125 

エアコンディシ ョナー . 191 

AC モード . 196 

運転席モード . 200 

エアコンディショナーの取0扱い •••• 191 

コント□ールパネル . 192 

送風□の開閉 . 195 

送風口の風向き調整 . 196 

送風口の選択 . 194 

送風量の調整 . 194 

送風温度の調整 . 193 

通常の使いかた ( AUTO モード）……193 

デフ□スターモード . 198 

内気循環モード . 197 

フ□ントのコント□ールノネルで U ア 
エアコンディショナーを操作ずる •• 201 
余熱ヒーター.ベンチレーショ ン••••200 

U アエアコンディショナー . 202 

I 」アデフォッガー . 199 

エアバッグ . 34 


エアバッグの効果について . 30 

エマー ジェンシ ーキー . 302 

エンジン . 257 

エンジンオイル . 241、345 

エンジンオイル交換の時期 . 242 

エンジンオイルの量を点検ずる . 241 

エンジンオイル容量 . 346 

エンジンオイルを補給ずる . 241 

使用するエンジンオイル . 346 

エンジンの始動 . 118 

キーによるエンジンの始動 . 119 

キーレスコ’一によるエンジンの始動 •• 119 

シフトポジション . 118 

エンジンの停止 . 122 

エンジンスイッチにキーび差し込まれて 

いるとを . 122 

エンジンスイッチにキーレスゴー 

スイッチを取り付けているとを••-122 

エンジン番号 . 344 

エンジンルーム . 237、239 

ウオッシヤー液 . 246 

エンジンオイル . 241 

エンジン ルーム . 239 

プレーキ液 . 245 

ボンネット . 237 

冷却水 . 243 

エンジンルーム內のヒューズボックス••337 

オイル•液類/パ‘ッテリー . 344 

ウオッシヤー液 . 347 

エンジンオイル . 345 

オイル-液類に関ずるま意 . 344 

オートマチックトランスミッション 

オイル . 346 

燃料 . 345 

バッテ U —. 347 

プレーキ液 . 347 

冷却水 . 346 

オイル-液類に関ずるま意 . 344 

応急用スペアタイヤ . 350 

応急用スペアタイヤへの交換 . 313 

応急用スペアタイヤを取り出ず . 274 

才ートマチックトランスミッション"•‘123 











































































さ < いん 5 


運転のヒント . 12己 

シフトポジション表示 . 12己 

セレクターレバー . 123 

走行モード . 126 

テイップシフト . 127 

オートマチックトランスミッションオイル 



. 346 

才ーブン/ク□—ズ . 

. 60 

キ . 

. 60 

ドアの開閉 . 

. 67 

□ケイターライティング . 

. 67 

オブシヨンコードフレート . 

. 344 



外観 . 20 


外気温度表示 


記憶させたシート位置の呼び出し . 94 

救急セット . 272 

クルーズコント□—ル . 159 

クルーズコント□ールの使いかた••-160 

けん引 . 333 

車を運搬する . 33己 

けん引ずる . 33己 

けん引するときのミ主意 . 33己 

けん引フックの取り付け . 334 

けん引ずるときのミ主意 . 335 

けん引フックの取り付け . 334 

けん引防止警報機能 . 56 

警報び作動したとさの停止方法 . 56 

けん引防止警報機能の解除 . 56 

けん引防止警報機能を待機状態にする-日6 
コーナ U ングランプ . 104 


が装 . 265 

カップ ホルダー . 212 

サードシートのカップホルダー . 21斗 

センターコンソール後ちの 

カップホルダー . 213 

センターコンソールのカップホルダー 

. 212 

可変スピードリミッター . 163 

可変スピード U ミッターの使いかた-164 
環境保護について . 13 

寒を時の取り扱い . 254 

ウィンタータイヤ . 255 

スノーチェー ン . 256 

雪道を走行するとを . 257 

キ. . 60 

キーレスコ、一 . 63 

U モコン機能 . 61 

キーの電池交換 . 305 

キーの電池を点検する . 30己 

電池の交換手順 . 306 

キーの電池を点横ずる . 305 

キーレスコ‘一装備車 . 76 

キーによるイグニッシヨン位置の選択 • 76 
キーレスづースイッチによる 

イグニッシヨン位置の選択 . 76 


故障/警告メッセージ . 276 

イラストメ ッセー ジ . 281 

艾字メッセージ . 277 

子供を乗せるとき . 41 

ISO - FIX 対応チャイルドセーフティ 

シート固定装置 . 44 

純正チャイルドセーフティシート……42 

助手席エアバッグオフ表示阿 ■. 43 

チャイルドセーフティシート . 41 

チャイルドセーフティシート固定機構 • 43 

チャイルドプルーフ□ック . 46 

テヴーアンカー . 45 

ル物入れ . 210 

グ□-ブボックス . 210 

グ□ーブボックスの施錠 . 211 

センターコンソールのル物入れ . 211 

フロントアームレストのル物入れ •••• 211 

こんなことにもミ主意 . 17 

コンビニエンスオープニング機能 . 115 

コンビニエンスク□—ジング機能 . 116 

キーレスコ‘一操作で閉じる . 117 

U モコン操作で閉じる . 116 

サードシートへの乗車 . 83 
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さ < いん 


サードシートか5車を降りる . 84 

ヴードシートに乗車する . 84 

左ちセカンドシートを元の位置に戻す • 8日 

サイドビューカメラ . 176 

ガイドライン . 179 

サイドビューカ^ラの位置 . 178 

サイドビューカ^ラの映像 . 179 

サイドビューカ^ラの作動と停止 •••• 178 

サイドビューカ^ラの表示範囲 . 178 

障害物のあるカーブを曲びるとき •••• 181 

洗車するときのミ主意 . 177 

路肩などに車を寄せるとを . 180 

サンバイザー . 227 

バニティミラー . 227 

シート . 77 

ヴードシートへの乗車 . 83 

シー トヒ ーター . 86 

シート ベンチ レーター . 86 

セカンドシートとサードシート . 80 

電動ランバーヴポート . 79 

フ□ントシート . 77 

へッドレストの脱着 . 82 

へッドレストの調整 . 82 

シート位置の記憶 . 93 

シート位置の呼び出し . 94 

シートヒーター . 86 

シートベルト . 31、95 

シートベルトの着用 . 95 

正しい運転姿勢 . 98 

フ□ントシ ー トベルトの高さ調整……98 

シートベルトの着用 . 95 

フ□ントシートベルトのテンション 

自動調整機能 . 98 

シー トベンチ レーター . 86 

事故-故障のとき . 270 

室内装備 . 227 

12 V 電源ソケット . 230 

アシストグ U ップ . 231 

サンバイヴー . 227 

睐皿 . 228 

フ□アマット . 232 

ライター . 229 


自動防に機能 . 92 

シフトポジション表示 . 125 

車がランプ消灯遅延機能 . 102 

車載工具 . 272 

輪止他 . 275 

車載品の収納場巧 . 270 

救急セット . 272 

事故.故障のとを . 270 

車載工具 . 272 

停止表示板 . 271 

非常信号用具 . 270 

ラゲッジフ□アポード . 271 

輪止他 . 275 

車台番号 . 343 

車両に保巧されるデータ . 18 

故障データ . 18 

データび保存されるその他の装備……18 

収納ネット . 214 

純正部品/純正アクセサ U -. 342 

乗員ま全装備 . 30 

NECK PRO アクティブへッドレスト •• 40 

PRE-SAFE . 40 

SRS (棄員保護補助装置） . 32 

エアバッグの効果について . 30 

モ供を棄せるとき . 41 

シー トべ J レト . 31 

棄員保護装置 . 30 

チャイルドセーフティシート . 41 

乗員保護装置 . 30 

ステアリング . 88 

イ ージー エント1」一 . 89 

ステア U ングの調整（手動式） . 88 

ステア U ングの調整（電動式） . 89 

ステア U ングの調整（手動式） . 88 

ステア U ングの調整（電動式） . 89 

スノーチェーン . 256 

スライディングルーフのリセット . 208 

スライディングルーフを開閉ずる . 207 

スライディングルーフをチルトアッフ/ 

チルトダウンずる . 207 
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セカンド シー ト/ サー ド シー トの 
巧りたたみ . 215 

サードシートのみを折0たたむ . 219 

ヴードシートを元の位置に戻す . 220 

セカンドシートとヴードシートを 

折0たたむ . 219 

中央セカンドシートを巧0たたむ • •■•218 

セカンドシートとサードシート . 80 

左ちセカンドシートの前後位置の調整 • 80 

中央セカンドシートの調整 . 81 

バックレストの角度の調整 . 80 

積載荷物の制限重量 . 348 

セレクターレバー . 123 


走行モード . 126 



タイヤ空気圧警告システム . 251 

タイヤ空気圧警告システムを再起動ずる 
. 251 


タイヤ空気圧ラベル . 249 

タイヤとホイール . 247、349 

ウィンタータイヤ . 350 

応急用スペアタイヤ . 350 

走行時のミ主意 . 249 

タイヤ空気圧警告システム . 251 

タイヤ空気圧ラベル . 249 

タイヤの回転方向について . 249 

タイヤの点検 . 248 

タイヤ□—テーシヨン . 253 

タイヤを清掃するとき . 249 

標準タイヤ . 349 

タイヤの回転ち向について . 249 


前席上方の操作部 . 26 

センターコンソール . 25 

走行ま全装備 . 48 

ABS . 48 

目 AS . 50 

EBV . 54 


ESP . 51 

アダプティブプレーキランプ . 50 

走行時のミち意 . 257 

雨降りや濃露時の運転 . 261 

エンジン . 257 

走行ずるとを . 258 

走行中に異常を感じたら . 260 

駐停車するとき . 260 

ブレーキ . 257 

走巧ずるとき . 258 

走行装備 . 159 

4 MAT に . 171 

AIR マティックサスペンション . 167 

可変スピードリミッター . 163 

クルーズコント□—ル . 159 

サイドビューカ六ラ . 176 

パーキングアシスト U アビューカ六ラ182 

パークトロニック . 172 

走行中に異常を感じた5 . 260 

走巧と停車 . 118 

エンジンの始動 . 118 

エンジンの停止 . 122 

駐車 . 120 

発進 . 119 


タイヤの交換または修理の準備 . 313 

タイヤフィットげ車載されている車種 • *320 

タイヤ□— テーシヨ ン . 253 

タコメーター . 129 

正しい運転姿勢 . 98 

ダッシュボー ドち側の ヒューズボッ クス 
. 336 

チャイルドセーフティシート . 41 

駐車 . 120 

パーキングブレーキ . 121 

駐停車ずるとき . 260 

ティップシフト . 127 

テールゲート . 70 

EASY - PACK 自動開閉テールゲート 

装備車 . 71 

EASY - PACK 自動開閉テールゲート 

非装備車 . 70 

テールゲート巧 側の レバーでの 解錠 ••• 74 
テールゲート 巧側の レバーでの 解錠……74 

テールゲートを開いたときの高さ . 348 

電球の交換 . 308 
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テールランプ . 

フォグランプ . 

へッドランプ . 

ライセンスランプ . 

電動ブラインドを開聞ずる . 

電動ランパ‘ーサポート . 

ドアウインドウが自動で開閉しないとさ 
ドアウインドウの開閉 . 

挟み込み防止機能 . 

ドアの開閉 . 

車速感応ドア□ック . 

ドアごとに解錠/施錠する . 

ドア□ックスイッチ . 

ドアの操作部 . 

ドアミラー . 

施錠時のドア S ラーの格納 . 

ドアミラーの角度調整 . 

ドアミラーの格納/展開 . 

ドアミラーのリセット . 

盗難防止警報システム . 

警報び作動したときの停止ちま . 

システムの待機状態を辭除ずる . 

システムを待機状態にする . 

盗難防止システム . 

けん引防止警報機能 . 

盗難防止警報システム . 

時計 . 

トラブルの原因と対応 . 

ウインドウ . 

エンジン . 

オートマチックトランス S ッシヨン • • 

キー . 

車を使用しないとき . 

苗な / M - 

言 a B . 

事故のとき . 

スイッチやボタンの表示灯/警告好 • 

燃料と燃料タンク . 

パークト□ニック . 

へッドランプ . 

巧一 . 

^ーターパネルの表示巧/警告灯- • • 
ワイパー . 



慣5し運車5 . 234 


慣5し運輯 . 234 

日常の手入れ . 264 

外装 . 265 

高圧式スプレーガンの使用 . 266 

自動洗車機の使用 . 266 

ノ —キングアシスト U アビユー 

力^ラの清掃 . 267 

パークトロニックセンサーの手入れ 

. 267 

マフラーの 手入れ . 268 

ランプ類の手入れ . 267 

車内 . 268 

荷物の固定 . 220 

荷物固定用フック . 221 

荷物固定用リング . 220 

荷物の積み方/小物入れ . 209 

EASY-PACK ラゲッジルームカバー-- 222 

カップホルダー . 212 

ル物入れ . 210 

収納ネット . 214 

セカンド シー ト/ ヴー ド シー トの 

折りたたみ . 215 

荷物の固定 . 220 

ラゲッジルームに荷物を積むとき••- 209 

ルーフラック . 226 

ニユーカーブレート . 343 

燃料 . 345 

燃料消費について . 345 

燃料タンク容量 . 345 

燃料給油フラップげ開かないとさ . 304 

燃料計 . 130 

燃料残量警告灯 . 130 

燃料の給油 . 235 

燃料を給油ずる . 235 


/V 


パーキングアシストリアビユーカメラ •• 182 

COMAND ディスプレイの映像 . 184 

音声案内の設定 . 190 

カメラの位置 . 183 

縦列駐車モード . 186 


309 

309 

309 

310 

207 

•79 

113 

111 

112 

• 67 

■69 

•68 

■69 

• 27 

•91 

■92 

•91 

■91 

■92 

•54 

■己己 

•55 

•己己 

•54 

- 56 

■日4 

130 

288 

299 

29己 

297 

300 

301 

293 

294 

288 

294 

298 

298 

300 

289 

299 
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洗車ずるとをのを意 . 183 

パーキングヘルプ機能 . 94 

パークト□ニック . 172 

インジケーター . 173 

作動表示灯 ■. 173 

センサーの感知範囲 . 174 

パークトロニックオフスイッチ . 175 

パークト□ニックセンサー . 172 

パークトロニックの作動 . 174 

パークト□ニックの作動条件 . 173 

灰皿 . 228 

フ□ントの灰皿 . 228 

U アの陳皿 . 228 

発進 . 119 

ヒルスタートアシスト . 120 

ノ V ’ッテリ. . 328、347 

VRLA バッテ U —. 330 

インジケーター付をバッテ U — . 330 

車載バッテ U —の電圧/容量 . 347 

バッテリー取り扱いの一般的なを意 • • 328 
バッテリーの位置 . 330 

八’ッテ U —があげったとき . 331 

始動のち法 . 332 

パッテ U —取り扱いの一般的なミ主意…•328 

パッテ U — の位置 . 330 

パノラミックスライディングルーフ‘ • ••206 
スライディングルーフの U セット•• - 208 
スライデイングルーフを開閉する••■•207 


スライデイングルーフをチルトアップ/ 


チルトダウンずる . 207 

電動ブラインドを開閉する . 207 

パワーウインドウ . 111 


コンビニエンスオープニング機能 •••• 11己 
コンビニエンスク□—ジング機能 •••• 116 
ドアウインドウび自動で開閉しないとさ 


. 113 

ドアウインドウの開閉 . 111 

ベンチレーシヨンウインドウの開閉 •• 11斗 

パンクしたとき . 313 

応急用スペアタイヤへの交換 . 313 

応急用スペアタイヤに空気を入れる317 
応急用スペアタイヤの取り付け•• - 317 
ジャッキアップ . 31斗 


ジャッキダウン . 319 

タイヤ交撰の準備 . 314 

タイヤの取り外し . 316 

ホイールボルト . 316 

ホイールボルトの締め付け . 319 

タイヤの交換または修理の準備 . 313 

タイヤフィットび車載されている車種 

. 320 

タイヤフィットの準備 . 321 

タイヤを修理ずる 

(空気圧ゲージー体型） . 32己 

タイヤを修理ずる 

(空気圧ゲージ別体型） . 322 

ビークルフレート . 343 

エンジン番号 . 344 

オプションコードプレート . 34斗 

車台番号 . 343 

ニューカー プ レー ト . 343 

非常時の辭錠/施錠 . 302 

運転席ドアの解錠 . 303 

エマージェンシーキー . 302 

車両の施錠 . 303 

燃料給油フラップの解錠 . 30斗 

非常信号用具 . 270 

非常点滅口 . 103 

ヒューズー覧 . 338 

ヒューズの交換 . 336 

ダッシュボードち側のヒューズボックス 

. 336 

ヒューズー責 . 338 

ヒューズを交撰ずる . 337 

ラゲッジ J レームのヒューズポックス •• 337 
ヒューズを交換ずる . 337 

標準タイヤ . 349 

オプション装着用タイヤ/ホイール. 349 

ブレーキ . 257 

ブレーキ警告な . 258 

ブレーキ液 . 245、347 

ブレーキ液の交換 . 246 

ブレーキ液の量を点検する . 246 

フ□アマット . 232 

フ□ントシート . 77 
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4 ウェイパワーシートの調整 . 77 

^モ U — 付パワーシートの調整 . 78 

フ□ントシートベルトの高さ調藝 . 98 

フ□ントワイパー . 108、310 

レインセンサー . 109 

ワイパープレードを取 0 付ける . 311 

ワイパーブレードを取 0 外ず . 311 

へッ ドランプウォッシャー . 104 

へッドランプ下向き/上向きの切り替え 
. 101 

へッドレストの脱着 . 82 

ヴードシート のへ ッドレスト . 83 

左ちセカンドシートのへッドレスト ••• 82 
中央セカンドシートのへッドレスト ••• 83 

へッドレストの調整 . 82 

へッドレストの角度の調整 . 82 

へッドレストの高さの調整 . 82 

ベンチ レーシヨ ンウインドウの開閉••一114 

方向指示 . 102 

ボンネット . 237 

ボンネットを垂直位置まで開く . 239 

ボンネットを閉じる . 238 

ボンネットを開く . 237 



マルチフアンクシヨンステアリング 

. 24、131 


マルチフアンクシヨンディスプレイ •••• 131 


才ーディオ . 136 

各種設定 . 139 

インストルメントクラスタ . 142 

各種設定項目の初期化 . 141 

各種設定方イン画面 . 140 

コンフオート . 151 

シャ U ョウ . 148 

設定グループ選択画面 . 140 

ライト . 145 

故障表示 . 138 

故障表示のリセット . 138 

車高レベル表示 . 137 


車両情報 . 133 

ヴプスピード方ーター/ 

外気温度表示画面 . 136 

車両情報サブ画面 . 134 

車両情報方イン画面 . 134 

タイヤ空気圧警告システム画面 • ••- 135 
メンテナンスインジケーター画面 • • 136 

;令却水温度画面 . 135 

車両設定 . 154 

けん引防止警報機能設定画面 . 154 

電話 . 158 

卜 U ツプコンピユーター . 155 

瞬間燃費画面 . 157 

シヨートトリツプ y — 夕一画面 ——155 

走行可能距離画面 . 157 

□ングト U ツプ六一夕一画面 . 156 

ナビゲーシヨン. 進行方向ち位表示 •• 137 
マルチフアンクシヨンステアリング •• 131 

方イン画面一覧 . 132 

ミラー . 90 

自動防眩機能 . 92 

ドアミラー . 91 

ルー ム S ラー . 90 

メーターパネル . 23、129 

スピードメーター . 129 

タコメーター . 129 

時計 . 130 

燃料計 . 130 

燃料残量警告口 . 130 

方ーターパネル照度調整ボタン . 130 

方ーターパネルの点灯 . 129 

リセツトボタン . 130 

メーターパネルの点灯 . 129 

メモリー機能 . 93 

シート位置の記憶 . 93 

シート位置の呼び出し . 94 

パーキングヘルプ機能 . 94 

メンテナンス . 262 

整備手帳 . 262 

日常点検 . 262 

方ンテナンスインジケーター画面—— 262 

メンテナンスインジケーター画面 . 262 

自動表示機能 . 262 

手動で表示させる . 263 
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表示方ッセージ . 263 

メンテナンスインジケーターのリセット 
. 26斗 

夕字メッセージ . 277 



雪道を走行ずるとき . 257 



ライター . 229 

ラゲッジフ□アボ—ド . 271 

ラゲッジルームに荷物を積むとき . 209 

ラゲッジルームのヒユーズボックス • • • • 3 37 

ランプ . 99 

コーナリングランプ . 104 

車外ランプ消幻■遅延機能 . 102 

が常点滅好 . 103 

へッドランプウォッシャー . 104 

へッドランプ下向を/上向さの切り替え 

. 101 

ち向指示 . 102 

ランプスイッチ . 99 

ルームランプ . 105 

ランブスイッチ . 99 

パーキングランプ . 101 

フォグランプ . 101 

へッドランプ . 100 

へッドランプの自動点灯機能 . 100 

U アエアコンディシ ヨナー . 202 

ヴードシート送風 □. 203 


U アエアコンディショナーの作動/停止 

. 203 

U アエアコンディショナーの送風口選択 

. 20斗 

U アエアコンデイシヨナーの送風量調整 


. 204 

U アサイド送風口 . 203 

U ア送風口の開閉 . 20己 

U ア送風口の風向を調整 . 20己 


U ア中央送風口 /コント□ールパネル 
. 202 


ワイパープレードを取り付ける . 312 

ワイパープレードを取り外す . 312 

ルーフラック . 226 

ルームミラー . 90 

ルームミラーの角度調整 . 90 

ルームランプ . 105 

ヴー ドシー トルー ムランプおよび 

ヴードシート読書好の点巧/消灯 • 107 
セカンドシートルームランプの点灯/ 

消财 . 106 

センターコンソールランプ . 108 

ドア下部のランプ . 108 

ドアミラー下部のランプ . 108 

非常時の自動点好 . 106 

フットウエルランプ . 107 

フ□ント読書灯の点阿/消阿 . 106 

フロントルームランプの点巧/消灯-106 
ルームランプの点灯モードの選択 • ••-105 

お却水 . 243、346 

オーバーヒートしたとき . 24斗 

不凍液の濃度 . 346 

冷却水の量を点検する . 243 

冷却水を補給する . 243 

□ケイタ—ライティング . 67 



ワイパー . 108 

フ□ントワイパー . 108 

U アワイパー . 109 


ワイパー . 108 

フ□ントワイパー . 108 

U アワイパー . 109 

ワイパーブレードの交換 . 310 

フ□ントワイパー . 310 

U アワイパー . 312 



ABS . 48 

ABS び作動したとさ . 49 

ABS 警告灯 . 49 

AC モード . 196 

AIR マティックサスペンション . 167 

ADS . 167 

レベルコント□—ル . 168 


リアワイパー 


109、312 
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BAS . 50 VRLA /ぃッテ U — . 330 



EASY - PACK 自動開閉テールゲート装備車 


. 71 

車外からの開閉 . 71 

車内からの開閉 . 73 

テールゲートの開□角度の設定 . 73 

テールゲートを閉じて車を施錠ずる 

(キーレスコ f - 装備車） . 72 

EASY - PACK 自動開閉テールゲート非装備車 
. 70 

EASY - PACK ラゲツジルームカバ-222 

エクステンションの脱着 . 225 

ラゲツジルームカノ（一収納 U —ル • • • • 223 

EBV . 54 

ESP . 51 

ESP / ETS 表示口 . 51 

ESP の機能の解除 . 53 

ETS . 52 


数字 


12 V 電源ソケット . 230 

4 MAT に . 171 



NECK PRO アクティブヘッドレスト .‘.40 

NECK PRO アクティブへッドレストの 
IJ セット . 305 



PRE-SAFE . 40 



SRS (乗員保護補助装置） . 32 

SRS 警告：):了 . 32 

エアバッグ . 34 

シートベルトテンシヨナー/ 

ベルトフオース U ミッター . 33 

シートベルトテンシヨナーと運転席/ 
助手席エアバッグの作動 . 32 
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環境保護について 


Daimler AG では、大気ミち染の抑制、 

資源の有効利用をはじめとずる環境保 

護対策に取0組んでいまず。環境保護 

のため、お車をご使用になるとさは LU 

下の点にご協力 < ださい。 

• 短距離短時間の走行を控えること 
で、燃料の余分な消費を抑えられ 
ます。 

• タイヤの空気圧が適正であることを 
確認して < ださい。 

• 停車したままの暖機運転は必要あり 
ません。 

• 急発進や急加速は避けて < ださい。 

• エンジン回転数がその車の許容限度 
の2/3 (許容限度が6,00日回転の 
ときは約4,00日回転）を超えない 
よラに運転して < ださい。 

• 不必要な荷物を載せたままにしない 
で < ださい。 

• スキーラックやルーフラックが必要 
でないとさは、車から取りがしてく 
ださい。 

• 長時間の停車時は、エンジンを停止 
して < ださい。 

• ルセデス-ベンツ指定 サービス エ 
場で適切な時期に点検整備を受けて 
<ださい。 

• エンジン始動後は、アクセルペダル 
を踏み込まないで < ださい。 

• 慎重に運転をし、前車との車間距離 
を適切に保って < ださい。 

平環境 

Daimler AG は、資源を有効活用する 
ため、 U サイクル部品を積極的に導入 
しています。 



ち八ンドル 

セレクターレパーの位置 

オートマチックトランスクッションの 
セレクターレバーは、センターコン 
ソールではなく、ステア U ングのち側 
にありまず。 

セレクターレ/ (—の操作ち法 

方向指おやワイパーの操作をずる際 
は、誤ってセレクターレバーの操作を 
しないようにま意してください。事故 
を起こずおそれびありまず。 

また、センターコンソールにセレク 
ターレ バーび ある車両と比べると、セ 
レクターレノ（一の操作方法び大さ <異 
なりまず。詳しくは（>118、123ペー 
ジ）をご覧ください。 
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走行■ず々目りに 


点検と壁備 

曰苗点検や定期点検は、使用を自身の 
責任において実施ずることび法律で養 
務付けられていまず。これらの点検項 
目については、別冊の「整備手帳」を 
ご覧 < ださい。 

夏季の取り扱い 

• 夏を迎える前にエアコンディシヨ 
ナーのを媒に不足びないか、メルセ 
デス-ベンツ指定サービスエ場で点 
検を受けてください。 

• オーバーヒートの予防策として、い 
つちより頻繁に;ち却水量を点検して 
<ださい。 

曰ごろの状態と異なるとを 

エンジンをかけたとを、いつをと異な 
る音やにおいを感じたり、駐車してい 
に場所に水やオイルの跡び残っている 
とさは、ずみやかにメルセデス-ベン 
ツ指定サービスエ場で点検を受けてく 
ださい。 

ドアを開<と 

ドアを開くと、一部の装置び自動的に 
動を始め、作動音などび聞こえること 
びありまずび、異常ではありません。 

タイヤの点検 

タイヤの空気圧や溝の深さび十分あ 
り、タイヤに損傷や異常な摩耗びない 
ことを点検してください。タイヤの空 
気圧びほかったり、損傷したタイヤで 
走行すると、タイヤび破裂したり、乂 
災び発生ずるなど、事故を起こずおそ 
れびありまず。 


シートベルトは必ず着用 

走行を開始する前に、ずべての柔員び 
シートベルトを着用してください。 

運転席足元に注意 

• 運転席の足元には、物を置ひないでく 
ださい。ブレーキぺ夕 V レやアクセ J レべ 
夕 VUD 下に物び入ると、ペタルを操作 
でをな < なるおそれびありまず。 

• フ□アマットは純正品のみを正しく 
使用してください。車に合ったちの 
を使用しないと、ペダル操作びでさ 
な < なるおそれびあ0まず。 

車庫内では 

車庫などの換気の悪い場所ではエンジ 
ンを停止してください。排気ガスに含 
まれる一酸化炭素を吸い込むと、一酸 
化炭素中毒を起こしにり、死 t ずるお 
それびあ0まず。 

一酸化炭素は、無色無臭のにめ気び 
付かない5ちに吸い込むおそれびあ 
りまず。 

ウオー吉ングアップ（暖機運転） 

エンジンびをえているとさでを、停車 
したままでの暖機運転は必要ありませ 
ん。エンジンの始動後は、急加速を避 
けて車をウオーミングアップしてくだ 
さい。 

荷物を積むとを 

• 荷物はでさるだけラゲッジルームに 
積んでください。 

• 車内に荷物を積むとさは、動かない 
よ5にお実に固定してください。急 
ブレーキ時などに荷物び放り出さ 
れ、柔員びけびをずるおそれびあり 
ます。 
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• ラゲ ツジルームカバーの 上に荷物を 
置かないで < ださい。急ブレーキ時 
などに荷物が放り出され、乗員がけ 
がをするおそれがあ0まず。 

• 鋭い角のあるちのは、角の部分に必 
ず カバーを して <ださい。 

• 荷物は左ちのウインドウより下の位 
置に積んで < ださい。 

燃えるものは積まない 

燃料を入れた容器や可燃性のスプ 
レー吿などを積まないで < ださい。 
万一のとさに引火や爆発のおそれが 
ありまず。 


子供を乗せるとさ 


テ供にち必ずシートベルトを着用 

• モ供であってち、シートベルトを正 
しく着用して、シートやヘッドレ 
ストが正しい位置になっていること 
を大人が確認して<ださい。正し< 
シートベルトが着用でさないルさな 
モイ期ま、チャイルドセーフティシー 
卜を使用して < ださい。 

• 乳児やモ供を抱いたり、膝の上に乗 
せて走行しないで<ださい。急ブ 
レーキ時や事故のとさ、大人と車の 
間に挟まれて重大なけがをずるおそ 
れがありまず。 

ルさな子供にはチャイルドセーフティ 

シート 

6歳未満のモおにはチャイルドセーフ 

テイシート（1>41ページ）を使用する 

ことが法律で義務付けられていまず。 


子供は後席に 

• モ供はでさるだけ後席に乗せて<だ 
さい。助手席では、モおの動さが気 
になったり、モ供が運転装置をさわ 
るなど、運転の妨げになることがあ 
りまず。 

• チャイルドセーフティシートは、必 
ず後席に装着して < ださい。 

やむを得ず助手席に装着ずるとさ 
は、車の進行方向に向けてチャイ 
ルド セーフ ティ シー トを装着し、 
助手席シートを最後部に移動して 
<ださい。 

• モおを助手席に座らせるとさは、助 
手席シートを最後部にし、正し<座 
らせて<ださい。エアバッグの作動 
時に大さな衝撃を受けるおそれがあ 
りまず。 

子供には操作させない 

• ドアやドアウインドウは大人が開閉 
して<ださい。モ供が操作ずると、 
身体を挟んだり、けがをするおそれ 
がありまず。 

• リアドアのチャイルドプルーフ □ッ 
ク（[>47ページ）やドアウインド 
ウのセ ー フ ティ スイ ッチ（1>47ぺ一 
ジ）を活用して<ださい。 

ドアウインドウやベンチ レー シヨンウ 

インドウ*、パノラミックスライディ 

ングルーフ*か5身体を出さない 

モ供がドアウインドウやベンチレー 

シヨンウインドウ、パノラミックスラ 

イディングルーフの開口部から身体を 

出さないように注意してください。け 

がをするおそれがあ0ます。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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車か5離れるとを 

モイ其だけを車内に残して車から離れな 
いでください。運転装置に触れてけび 
をしたり、事故の原因になりまず。 

まに、炎天下では車内び高温になり、 
熱中症を起こずおそれびありまず。 


才ートマチック車の取り扱い 

運転する前に、オートマチック車の特 
性や操作上のミ主意を理解し、正し< 
操作してください。「走行と停車」を 
あわせてお読みください （01 18ペー 
ジ)。 

才ートマチック車の特性 

クリープ現象：エンジンびかかって 
し、るとさ、シフトポジションび ra 、 
■ aLU 外になっていると、動力びつ 
なびった状態になり、アクセルペダル 
を踏み込まなくてを車びゆっくり動さ 
出します。これをク1」ープ現象といい 
ます。 

キックダウン：走行中にアクセルぺダ 
ルをいっぱいまで踏み込むと、自動的 
にほいギアに切り替わり、エンジンの 
回転数び上びって素早<加速しまず。 
これをキックダウンといいまず。 

エンジンの始動前 

• ブレーキ ペダルは必ずち足で操作 
してください。不慣れな左足で操 
作すると、事故を起こずおそれび 
ありまず。 

• ブレーキ ペダルを踏み込んだとさ 
に、ペダルび一定のところで停止ず 
ることやペダルの踏みしろの量を確 
認してください。 


エンジンの始動 

シフトポジションび ra になってい 

ることを確認し、 ブレーキ ペダルを 

確実に踏んでエンジンを始動しまず。 

アクセルペダルを踏む必要はありま 

せん。 

発進 

• エンジンび適正なアイド1」ング回転 
数になっていることを確認してくだ 
さい。 

• シフトポジションを〇、〇に 
するとさは、必ず ブレーキ ペダルを 
十分に踏み込んで < ださい。 

• アクセルペダルを踏んだまま、セ 
レクターレバーを動かさないで< 
ださい。車び急発進ずるおそれび 
ありまず。 

• 急な上り坂で発進ずるとをは、パー 
キングブレーキを効かせたままアク 
セルペダルを静かに踏み込み、車び 
ねずかに動を出ずのを確認してから 
ノてーキングブレーキを解除して発進 
して < ださい。 

走巧中 

• シフトポジションを IDl にしたま 
まで走行し続けないでください。エ 
ンジンブレーキびまった < 効かず、 
ブレーキぺ夕 V レだけで走行速度を調 
整しよラとずると、車のコント□一 
ルを失ラおそれびありまず。 

• 滑りやずい路面で急激なエンジンブ 
レーキを効かせると、ス1」ップして 
車のコント□ールを失い、事故を起 
こずおそれびありまず。 
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停車 

• 停車中はエンジンの空ぶかしをしな 
いでください。万一、シフトポジ 
ションび走行位置になると、車び急 
発進して事故を起こずおそれびあり 
ます。 

• 急な上りおでの停車時、後退しよ5 
とする車を、アクセルペダルを踏む 
ことにより停止状態を保たないでく 
ださい。トランスミッションを損傷 
するおそれびありまず。 

• 完全に停車ずる前に、シフトポジ 
ションをにしないで<ださい。 
トランスミッションを損傷ずるおそ 
れびありまず。 

駐車 

• 駐車時や車から離れるとさは、お 
ずシフトポジションを ra にして、 
パーキングブレーキを確実に効かせ 
て、エンジンを停止してください。 

• 後退したあとは、ずぐにシフトポジ 
ションを la か m に戻ずように 
むびけてください。 la になって 
いることを忘れてアクセルペダルを 
踏み込むと、車び後退して事故を起 
こずおそれびあ0まず。 


こんなことにちミち意 


運転ずるとをの注意事項 

• 服用後の運転び禁止されている薬 
や、酒類を飲んだ後は絶対に運転し 
ないで < ださい。 

• ペダル操作の巧げになるよ5な靴 
(厚底靴など）やサンダル履さで運 
転しないで < ださい。 


曰射に関ずる注意事項 

• ウインドウなどに吸盤を貼り付けな 
いでください。吸盤びレンズの働さ 
をして、乂災び発生ずるおそれびあ 
りまず。 

• メガネやサングラスを車内に放置し 
ないで< ださい。炎天下では車内び 
高温になるため、レンズやフレーム 
び変形した0、ひび割れずるおそれ 
びありまず。 

ライターに関するま意事項 

• ライターを車内に放置しないでくだ 
さい。炎天下の車内は非雷に高温に 
なるにめ、ライターび発乂しに0爆 
発するおそれびあ0まず。 

• ライターをグ□ーブボックスやル 
物入れなどに入れたままにした0、 
車内に落としたままにしないでく 
ださい。 

荷物を押し込んだとさやシートを操 
作したとさにライターの操作部に触 
れてライターび誤作動し、火災び発 
生ずるおそれびあ0まず。 

違法改造はしない 

• 違法改造はしないで< ださい。違法 
改造や純正でない部品の使用は、保 
証の適用外になるだけでなく、事故 
の原因にな0まず。 

• 定期交換部品などは純正品だけを使 
用し、燃料や油脂類などは指定品を 
使用してください。 

• 燃料やオイルの添加剤などは一切使 
用しないでください。故障の原因に 
なりまず。 
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• 無線機やオーディオなどの電装品を 
取り付けたり取りがずとさは、語 
セデス-ベンツ指定サービスエ場に 
おたずね < ださい。 

自動車電話、携帯電話の使用 

運転者は、走行中に自動車電話や携帯 
電話を使用しないで< ださい。道路交 
通法違反にな0まず。なお、八ンズフ 
U —機能は使用でさまずが、ま意力が 
散漫にな0事故の原因にな0まず。安 
全な場所に停車してから使用して < だ 
さし、。 

COMAND システムの操作 

COMAND システムの操作は、できる 
だけ走行中を避け、安全な場所に停車 
してから操作して< ださい。走行中 
に COMAND ディスプレイを見るとき 
は、必要最ル限（約1秒 LU 内）にとど 
めて < ださい。 

さびしい条件下での運転 

発進、停止を繰0返す市街地走行、山 
間部や路面の悪い道路などさびしい条 
件下での走行が多いとさは、タイヤや 
エアクリーナー、エンジンオイル、エ 
ンジンオイルフィルター類の点検整備 
や交換を、定期的な交換時期よりち早 
く行なラことが必要になりまず。 


車両に保巧されるデータ 


故障データ 

車両には、故障時や異苗時のデータを 
保をする機能びありまず。 

保をされたデータは、ま全装備など 
び作動ずるとを、または故障や異常 
の原因の特定、車両開発などに使用 
されまず。 

データを使用して、車両の過去の移動 
経路を調べることはでをません。 

メルセデス-ベンツ指定サービスエ場 
で、故障診断機によって読み取られた 
データは、使用後に消去されまず。 


デ~夕び保巧されるその化の装備 

COMAND システムでは、ナビゲー 
シヨンや電話などでデータを保存した 
り、編集ずることびでさまず。詳しく 
は、別冊 rCOMAND システム取扱説 
巧書」をご覧ください。 








19 


外観 . 20 

インストルメントパネル . 21 

メー ターパネル . 23 

マルチファンクシヨンステアリング 

. 24 

センターコンソール . 25 

前席上ちの操作部 . 26 

ドアの操作部 . 27 


B 賣〇贵贿 


Q 










20 


外観 





名称 

ぺージ 

® ボンネット 

237 

エンジンオイル 

241 


345 

ブレーキ液 

245 


347 

ウォッシャー液 

246 


347 

冷却水 

243 


346 

(D けん引フック 

334 

® タイヤとホイール 

247 


349 



名称、 

ぺージ 

① 

テールゲート 

70 


応急用スペアタイヤ 

274 


車載工具 

272 

③ 

U アデフォッガー 

199 

③ 

へッ ドランプ 

100 


テールランプ 

309 

④ 

燃料給油口 

235 

⑥ 

ドァ S ラー 

91 

⑥ 

デフ □スター 

198 


ウインドウウオッシャー 

109 

⑦ 

ワイ パー 

108 


夕懼 


を ws 荒如 





インストルメントパネル 
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インストルメントパネル 


左八ンドル車 



を 

が 

化 

か! 



名称 

ぺージ 

① 

クルーズコント□—ル 
レバー/可変スピード 
IJS ッターレバー 

160 

164 

③ 

メーターパネル 

129 

③ 

パドル 

127 

④ 

セレクターレバー 

118 

123 

⑥ 

パークト□ニックイン 
ジケーター/作動表 
示灯 

173 

⑧ 

前席上方の操作部 

26 

⑦ 

エアコンディシヨナー 
コ ン 卜□ールパネル 

192 

⑨ 

エンジンスイッチ 

75 



名祿 

ぺージ 

⑨ 

ステア U ング調整レ 
バー 

89 

⑩ 

ボンネット□ック解除 
レバー 

237 

⑩ 

パーキングブレーキ解 
除八ンドル 

121 

⑩ 

パーキングブレーキぺ 
ダル 

121 

⑩ 

ランプスイッチ 

99 

⑩ 

コンビネーション 

スイッチ 



(へッドランプ/方向指 
お/ワイパー/ U アつ 
ィパー) 

100 

102 



108 



109 
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インストルメントパネル 




名称 

ぺージ 

⑩ 

パーキングブレーキぺ 
ダル 

121 

⑩ 

ステア1」ング調整レ 
バー* 

89 

⑩ 

コンビネーション 

スイッチ 

(へッドランプ/方向指 
お/ワイパー/ 1」アワ 
イパー) 

100 

102 

108 

109 

⑩ 

エアコンデイショナー 
コン 卜□ールパネル 

192 

⑩ 

クルーズコント□ール 
レバー/可変スピード 
1」云ッターレバー 

160 

164 




名称 

ぺージ 

① 

前席上方の操作部 

26 

③ 

パークト□ニックイン 
ジケーター/作動表 
示灯 

173 

③ 

パドル 

127 

④ 

メーターパネル 

129 

⑥ 

セレクターレバー 

118 

123 

⑥ 

ランプスイッチ 

99 

⑦ 

パーキングブレーキ解 
除八ンドル 

121 

⑨ 

ボンネット□ック解除 
レバー 

237 

⑨ 

エンジンスイッチ 

75 

⑩ 

ステア U ング□ック解 
除八ンドル* 

88 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 


ち八ンドル車 


をが6吊如 

















メーター パネル 
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を 

が 

姐 

如 



を称 

ぺージ 

⑩ 

SRS 警告灯 

32 

⑩ 

へッドランプ表示灯 

100 

⑩ 

エンジン警告灯 

291 

⑩ 

タコ メーター 

129 

⑩ 

八イビーム表示灯 

102 

⑩ 

燃料計 

130 

⑩ 

燃料残量警告灯 

130 

⑩ 

マルチフアンクシヨン 
ディスプレイ 

131 

⑩ 

スピー ド メーター 

129 

⑩ 

時計 

130 



を妳 

ぺージ 

① 

ABS 警告灯 

49 

③ 

可変スピードリミツ 
ター表示灯 

165 

③ 

ESP / ETS 表示:口 

已 1 

④ 

車間距離警告灯 13 


⑥ 

ブレーキ警告灯 

2 已 8 

⑥ 

方向指示表示灯 

102 

103 

⑦ 

照度調整ボタン 

130 

⑨ 

U セツトボタン 

130 

⑨ 

照度調整ボタン 

130 

⑩ 

ち向指示表示灯 

102 

103 

⑩ 

シートベルト警告灯 

31 


1) 曰本仕様車では、警告なとしては機能しません。 








マルチファンクシヨンステアリング 



名称 

ぺージ 

④スク□—ルスイッチ 

131 

ロロ 


表お切り替えスイッチ 

131 

liiil WBI 


音青認識锅除スイッチ 

131 

^^9 




名称 

ぺージ 

① 

マルチフアンクシヨン 
ディスプレイ 

131 

③ 

COMAND システム 

別冊 

③ 

設定スイッチ/音量ス 
イッチ 

131 


B ^9 

通話開始/終了スイッ 
チ（電話） 

1^ ^1 

131 


音声認識スイッチ 

iw 

131 







センターコンソール 
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名称 

ぺージ 

⑩ 

センターコンソールの 
ル物入れ 

211 

⑩ 

フ□ント アーム レスト 
のル物入れ（上段） 

211 

⑩ 

フ□ント アーム レスト 
の小物入れ（下段） 

211 

⑩ 

センターコンソールの 
カップホルダー 

212 

⑩ 

灰皿 

228 


ライター 

229 




を称 

ぺージ 

① 

COMAND システム 

別冊 

③ 

シートヒータースイッチ 

86 

③ 

車高調整スイッチ* 

169 

④ 

走行モード選択スイッチ 

126 

⑤ 

助手席エアパッグオフ 
表示灯 

43 

⑧ 

非常点滅灯スイッチ 

103 

⑦ 

盗難防止警報システム 
表示口* 

已斗 

⑨ 

パークト□ニックオフ 
スイッチ 

175 

⑨ 

ESP オフスイッチ 

已3 

⑩ 

サスペンシヨンモード 
選択スイッチ* 

167 


* オプションや仕様により、異なる装備です。 


センターコンソール 


B _賣0> 荒如 
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前席上方の操作部 



を 

が 

Da 

化 

贿 



名称 

ぺージ 

① 

フ□ント読書灯スイッ 
チ（左側） 

105 

③ 

サー ド シー トルームラ 
ンプスイッチ 

105 

③ 

点灯モード選択スイッチ 

105 

④ 

フ□ントルームランプス 
イッチ 

105 

⑥ 

フ□ント読書灯スイッ 
チ（ち側） 

105 



名称 

ぺージ 

⑥ 

パノラミックスライデイ 
ン グルー フスイッチ* 

207 

⑦ 

ルーム S ラー 

90 

⑨ 

フ□ント読書灯 

105 



* オプションや仕様により、異なる装備でず。 






ドアの操作部 
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を 

が 

bo, 

化 

炮 



名称、 

ぺージ 

① 

ドア レバー 

68 

③ 

ドア □ッ クスイッチ 

69 

③ 

ドア S ラー調整スイッチ 

91 

④ 

ドアミラー選択スイッチ 

91 


ドアミラー格納/展開 
スイッチ 

91 



を称、 

ぺージ 

⑤ 

ドアウインドウスイッチ 

112 

⑥ 

リアドアウインドウの 
チャイルドプルーフ 
□ックスイッチ 

47 

⑦ 

ベンチ レーショ ンウイ 
ンドウスイッチ* 

114 

⑨ 

テールゲートスイッチ* 

73 


* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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乗員を全装備 . 30 

走巧を全装備 . 48 

盗難防止システム . 54 


磐涨がが 
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乗員ま全装備 



事故が発生したとさの衝撃により、車 
は急激に加速または減速ずるおそれが 
ありまず。 

そのとさ、乗員は車内に身体を激し< 
ぶつけたり、車がに放出されて、けが 
をするおそれがありまず。 

ただし、 シー トベルトを中むに、シー 
トベルトテン シヨ ナー やべルトフ オー 
スリミッター、エアバッグなどで構成 
される乗員保護装置によって、負傷ず 
る可能性を最ル限にでさ、また、万一 
負傷したとさにち、けがの程度を最ル 
限にとどめることがでさまず。 

A 事故やけびのおそれびありまず 

点検整備や修理などは、必要な専門知 
識と専用工具を備えた メルセデス. ベ 
ンツ指定ヴービスエ場で行なラことを 
お勧めします。特に安全に関わる整備 
については、必ずメルセデス-ベンツ 
指定サービスエ場で行なって<ださ 
し、。不適切な作業を行なラと、事故や 
故障の原因にな0ます。 


心 けびのおそれびありまず 

乗員保護装置を取り外した0、関連部 
品や配線などを改造しないで<ださ 
し、。また、車の電テ制御部品やソフト 
ウェアを改造しないでください。 
誤作動でけがをしたり、事故などのと 
さ、正常に作動しなくなるおそれがあ 
0ます。 


エアバッグの効果について _ 

• UTF の理由から、エアバッグはシート 

ベルトを正し<着用している場合にの 

み、シートベルトの保護機能を高める 

ことがでさまず。 

• シートベルトを着用ずることで、乗 
員とエアパッグの適切な位置関係を 
保つことがでさまず。 

• シートベルトを着用ずることで、 
正面からの衝突のとさなどに乗員 
が前方に投げ出されるのを防ぐこ 
とがでさまず。 

〇 シートベルトとエアバッグは、物 
がが部から車内に入り込んだとさの 
衝撃から乗員を保護ずる効果はあり 
ません。 

A けがのおそれびありまず 

エアバッグはシートベルトの効果を 
補助ずる装置であり、シートベルト 
の代わりになるものではありません。 
必ず乗員全員がシートベルトを正し 
<着用し、シートのバックレストを 
でさるだけ垂直の位置にして乗車し 
て < ださい。 

〇 エアバッグは、あらゆる種類の事 
故で作動ずるわけではありません。 
また、乗員が正し<シートベルトを 
着用している場合、状況によっては 
エアパッグによる補助的な保護を必 
要としないことがありまず。 


擊骗がが 
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ンートヘルト 

シートベルトとチヤイルドセーフティ 
シート （041 ページ）は、車内に身体 
を激し<ぶつけたり、車がに放出され 
る危険から乗員を守0まず。 

シートベルトとチヤイルドセーフティ 
シートは、衝突時における最ち重要で 
効果的な乗員保護装置でず。 

Q 妊娠中の方やけがの治療中の方 
は、医師に相談の上、シートベルト 
を着用して < ださい。 

A けびのおそれびありまず 

. 乗車するときは、すべての乗員が正 
しくシートベルトを着用しているこ 
とを確認してください。 

• シートベルトを着用していなかった 
り、シートベルトのプレートが確実 
にバックルに差し込まれていない 
と、事故などのとさ致命的なけがを 
するおそれがありまず。 

• 子供を膝の上に乗せて走行しないで 
ください。急ブレーキ時や衝突時な 
どに身体を車内に激しくぶつけた 
り、車外に放り出されて致命的なけ 
がをするおそれがあります。 

• シートベルトやバックルが巧れてい 
たり損傷していると、シートベルト 
の保護機能が正しく発揮されません。 
シートベルトを正しく機能させ、損 
傷を防ぐたがにし U 下の点にミ主意して 
<ださい。 

◊ドアに挟んだり、鋭利な部分に 
当てない 

◊たばこの火など、熱いち)のをお 
付けない 

◊バックル部分に異物を入れない 
〇分解や改造などをしない 


• 衝突後やシー h ベルトが大量な衝 
撃を受けたときは、メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場で新品と 
交換し、関連部品の点検を受けて 
<ださい。 

• 純正部品政外のシートベルトは使用 
しないで < ださい。 

MM シートベルト警告む 

イグこッシヨン位置を2にずると点灯 
し、数秒後に消口しまず。 

点口しないとさは警告口の異常でずの 
で、すみやかに^ルセデス-ベンツ指 
定ヴービスエ場で点検を受けて < ださ 
し、。 

エンジンがかかっているときに運転席 
または助手席の乗員がシートベルトを 
着用していないとさは、シートベルト 
警告灯が点灯します。 

シートベルト警告音 

運転席の乗員がシートベルトを着用 
せずにイグこッシヨン位置を2にず 
るかエンジンを始動ずると、警告音が 
数秒間鳴り、シートベルトの着用を促 
し cJ ^ 9 〇 


醒骗がが 
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乗員ま全装備 


走す5中のシートベルト警告 

走行速度が約 25 km / hii (上になった 
とさに運転席または助手席の乗員が 
シートベルトを着用していないか、 
シートベルトをバックルからがしたと 
きは、シートベルト警告灯が点滅して、 
断続的な警告音ち鳴りまず。 

そのままの状態で約6日秒間走行ずる 
か、または停車したとさは警告灯は点 
口に変わり、警告音ち鳴り止みまずが、 
シートベルトを着用しないまま再び走 
行を始めて速度が約2日 km/h 上に 
なると、この警告は繰り返し行なわれ 
ます。 

〇 助手席に重い荷物などを積んでい 
ると、エンジンがかかっているとさ 
にシートベルト警告が行なわれるこ 
とがありまず。 


SRS (乗員保護補助装置) _ 

SRS は(下の装備により構成されまず。 
• SRS 警告灯 

• シートベルトテンシヨナー 
• ベルトフ オース リミッター 
• エアバッグ 


SRS 


イグこッシヨン位置を1にずると点灯 
し、数秒後に消灯しまず。 

イグこッシヨン位置を2にずると点灯 
し、エンジン始動後に消口しまず。 


A けびのおそれびありまず 

1；^下のよラなときは、 SRS に異常 
が発生しています。衝撃を受けてを 
エアバッグや シー トベルトテン シヨ 
ナーが作動しないおそれや、不意に 
作動するおそれがあります。ただち 
にメルセデス-ベンツ指定サービス 
工場で点検を受けて<ださい。 

•イグニッシヨン位置を1か2にし 
たときに SRS 警告灯が点灯しない 
とさ 

•イグニッシヨン位置を1にしたと 
さは数秒後に、イグニッシヨン位置 
を2にしたときはエンジン始動後 
に SRS 警告打が消灯しないとさ 
• エンジンがかかっているとさなどに 
SRS 警告口が点灯したとを 

シートベルトテンシヨナーと運転席/ 
助手席エアバッグの作動 

シートベルトテンシヨナーとエアバッ 
グの作動は、衝撃の強さによって変わ 
りまず。 

衝突などで衝撃が発生した際、セン 
サーは衝撃の強さや方向などを検知 
し、シートベルトテンシヨナーを作動 
させる必要があるか判断しまず。 

さらに前ちから一定(上の衝撃を検知 
したとさに、運転席/助手席エアバッ 
グが作動しまず。 


磐骗がが 


イグこッシヨン位置が1か2のとき 
は、一定間隔で自己診断を行ない、 
SRS の異常を検出しまず。 
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〇 事故の状況によってはエアバッグ 
び作動しない場合びありまず。 

事故の際にずベてのエアノ（ッグび作 
動するわけではありません。 

各エアバッグの作動条件はそれぞれ 
異なります。 

し、ずれのエアバッグを、衝突の最 
巧の段階において検知された衝撃 
の強ごや方向などに基づいて作動 
します。 

〇 センサーが検知ずる衝撃の強さや 
ち向は、 iu 下の要素によって決まり 
ます。 

. 衝撃の集中度/分散度 
. 衝撃の角度 
• 車体の変形度合い 
• 衝突物の特性 

シートベルトテンシヨナー/ベルト 
フオースリ S ツター 


シートベルトテンシヨナー 

シートベルトテンシヨナーは、車の前 
後方向から大さな衝撃を受けたとさに 
シートベルトを引さ込み、シートベル 
卜の効果を高める装置です。 

中央セカンドシートを除くシートベル 
卜に装備されていまず。 

シー トベルトテン シ ヨナーは イグこツ 
シヨン位置が2で、 iU 下のとさに作動 
します。 

. SRS に異常がないとき 

• フ□ントのシートベルトテンシヨ 
ナーは、シートベルトが正し<バッ 
クルに差し込まれているとさ 


• 衝撃を受けた最初の段階で、車両の 
前後方向に急激に強い衝撃が加わっ 
たとさ 

• 車両の横方向に強い衝撃が加わった 
とさ 

• 車両の横転などにより、一定 iU 上の 
衝撃を検知したとさ 

ベルトフオースリミッター 

ベルトフ オース リミッターは、シート 
ベルトに一定 LiLL の荷重がかかったと 
さに作動し、乗員の胸にかかる力を分 
散-軽減します。 

中央セカンドシートを除< U アシート 
ベルトに装備されていまず。 

フ □ン トシートのベルトフ オース リ 
S ッターは、運転席/助手席エアバッ 
グと連動してお0、乗員にかかる力を 
分散-軽減します。 

A けびのおそれびありまず 

フ□ン トシ ー トのシートベルト テン 
シヨナーは、シートベルトのバックル 
が下方に引さ込まれたとさにのみ、正 
しく機能します。シートベルトのバッ 
クルの動さを妨げるよラなをのがない 
ことを確認してください。また、バッ 
クルをつかまないでください。 


醒骗がが 
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A けびのおそれびありまず 

• シートベルトテンシヨナーの作動時 
にわずかに白煙が発生することがあ 
りますが、火災のむ配はありません。 
ただし、ぜんそ<などの呼暇疾患の 
あるちは一時的に呼暇障害を起こす 
おそれがありますので、安全を確認 
のラえ車外へ出るか、ドアやドアウ 
インドウを開さ換気を行なってくだ 
さい。 

• 作動したシートベルトテンシヨナー 
は、必ず^ルセデス■ベンツ指定 
サービスエ場で新品と交換して < だ 
さし、。 

未作動のシートベルトテンシヨナー 
を廃棄ずるとをは、廃棄専用の処置 
が必要です。メルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場、または専門業者に 
依頼してください。 

。シー トベルトテン シヨ ナ ーが 作動 
すると、シートベルトに強く締め付 
けられることがありまず。 

P シートベルトに強く締め付けられ 
ている状態でシートベルトをがずと 
さは、シートベルトのプレートを確 
実につかみながらバックルの解除ボ 
タンを押してください。シートべル 
卜の張力により、解除したプレート 
が跳ね返り、けがをずるおそれがあ 
りまず。 

Q 助手席に乗車していないときは、 
シー トベルトの プレー トをバックル 
に差し込まないで<ださい。衝突時 
などに、シートベルトテンシヨナー 
が作動ずることがありまず。 

Q シー トベルトテン シヨ ナ ーの 作動 
時に聞こえる爆発音は、ご<まれに 
聴力に影響ずることがありまず。 


〇 シートベルトテンシヨナーは、 
シート位置が不適切なとさや、シー 
トベルトが正し<着用されていない 
とさは、効果を発揮でさません。 

0 シ—トベルトテンシヨナーは、 
パックレストに乗員の身体を密着さ 
せるためのちのではありません。 

〇 シートベルトテンシヨナーが作動 
ずると、 SRS 警告口が点口しまず。 

〇 ドア□ックスイッチや車速感応ド 
ア□ックなどにより車が施錠されて 
いても、シートベルトテンシヨナー 
やエアバッグが作動ずると、ドアは 
自動的に解錠されまず。 

〇 フ□ントのシートベルトテンシヨ 
ナーが作動すると、シートベルトの 
バックルがシートクッシヨンと同じ 
位の高さまで弓 I さ込まれまず。 

エアバッグ 


心 けびのおそれびありまず 

エアバッグの乗員保護機能を正しく発 

揮するため、し U 下の点にま意してくだ 

さし、。 

. 乗員全員がシートベルトを正し<着 
用し、バックレストをでさるだけ重 
直の位置にしてください。 

へッドレストの中央が目の高さにな 
るよラに調整してください。 

• 身長1日 Ocm 未満の子供はチャイル 
ドセーフテイシートを使用して確実 
に身体を固定してください。 

• 運転席シートは正しい位置に調整 
し、助手席シートはでさるだけ後ち 
に動かし、エアバッグとの間隔を確 
保してくださし、。間隔が狭ずぎると、 
エアバッグが作動する衝撃でけがを 
するおそれがあ0まず。 


磐紙が化 
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• やむを得ず助手席にチャイルド 
セーフテイシートを装着するとさ 
は、必ず前向さに装着して、助手 
席シートををっとを後ろの位置に 
して < ださい。 

• 頭部をドアウインドウに寄りかけな 
いでください。サイドバッグやウイ 
ンドウバッグが作動する衝撃でけが 
をずるおそれがあ0ます。 

• 巧服のポケットなどに重い物や鋭利 
な物を入れないで < ださい。 

• 運転中はステアリングのパッド部を 
持ったり、身体をステアリングや 
ダッシュボードにのせないで<ださ 
し、。エアバッグの作動が妨げられる 
おそれや、エアバッグが作動したと 
さにけがをするおそれがあります。 

• ドアなどの内張りに寄りかからない 
で < ださい。 

• エアバッグ作動範囲と乗員の間に 
ぺットや荷物を置かないでくださし、。 

• エアバッグ収納部やその近くに物を 
置かないで <ださい。 

• アシストグリップやコートフックに 
かたい物や鋭利な物をかけないでく 
ださい。 

• ウインドウが ピラーの 周囲にアク 
セサリーなどを取り付けないでく 
ださい。 

• ルーム S ラーに 市販のワイド S ラー 
などを取0付けないで<ださい。 

• エアバッグを取り外したり、関連部 
品や配線などを改造しないでくださ 
し、。誤作動でけがをしたり、正しく 
作動しなくなります。 


A けびのおそれびありまず 

じ(下のエアバッグ収納部には、バッジ、 
ステッカー、リモコンなどを貼付した 
り、市販のカップホルダーやアクセサ 
U —などを取り付けないでください。 

• ステア U ングパッド部 
• 助手席側のダッシュボードノてネル部 
• フ□ント/左ちセカンドシートの 
バックレスト側面 

エアバッグの作動 

車が一定 Li (上の衝撃を受けると、高温 
のガスが排出されて、収納されている 
エアバッグが瞬時にふ<らみまず。 

これにより、乗員の頭部や胸部への衝 
撃を分散-軽減します。 

A けびのおそれびありまず 

• 関連部品に身体を触れないでくださ 
し、。部品が熱くなっており、火傷を 
するおそれがあります。 

• エアバッグの作動時にわずかに白煙 
が発生することがありますが、火災 
のむ配はありません。 

ただし、ぜんそくなどの呼颐疾患の 
あるちは一時的に呼颐障害を起こず 
おそれがありますので、安全を確認 
のうえ車外へ出るか、ドアやドアウ 
インドウを開さ換気を行なってくだ 
さし、。 

• 作動したエアバッグは、必ず^ルセ 
デス-ベンツ指定サービスエ場で新 
品と交換してください。 

未作動のエアバッグを廃棄するとを 
は、廃棄専用の処置が必要です。； 
ルセデス-ベンツ指定サービスエ 
場、または専門業者に依頼してくだ 
さし、。 


醒骗がが 
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〇エアバッグは高温のガスにより面 
くらむため、ずり傷や乂傷、打撲な 
どをすることびありまず。 

〇エアバッグの作動時に聞こえる爆 
発音は、ごくまれに聴力に影響ずる 
ことびありまず。 

〇 エアバッグび作動ずると、 SRS 警 
告灯び点灯しまず。 


エアバッグの種類と収納場所 


エアバッグ名 収納場所 

運転席 

エアバッグ 

ステアリング 
パッド部 

助手席 

エアバッグ 

助手席ダッシュ 
ボードパネル部 

フ□ントサイド 
バッグ 

フ□ントシート 
のバックレスト 
側面 

セカンドシート 
サイドバッグ 

左ちセカンド 
シートのバック 
レスト側面 

ウインドウ 

バッグ 

フ□ントピラー 
と IJ アピラー間 
のルーフライニ 
ング部 


運転席/助手席エアバッグ 



左八ンドル車 


①運転席エアバッグ 
ステア U ングパッド部 

©助手席エアバッグ 

助手席ダッシュボードパネル部 

前方からの強い衝撃を受けると作動 

し、乗員の頭部や胸部への衝撃を分 

散-軽減しまず。 

運転席/助手席エアバッグは、他の 

エアバッグの作動に関わらず、 LiTF の 

ときに作動しまず。 

• 衝突の最初の段階で、前方から一定 
iU 上の衝撃を検知したとさ 

• 運転席/助手席エアバッグの作動 
が、シートベルトによる保護機能を 
高めるとシステムが判断したとさ 

• シートベルトを正し<着用している 
とさ 

• 車両の横転などにより、前後方向か 
ら一定(上の衝撃を検知したとさ 

〇 車の前方からの衝撃が弱いとさは 
シートベルトテンシヨナーだけが作 
動し、運転席/助手席エアバッグ 
は作動しないことがありまず。 


磐紙が化 
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フロント/セカンドシートヴイドノ（ツグ 



③フ□ントヴイドバッグ 

運転席/助手席シートのバックレス 
卜側面 


® セカンドシートサイドバッグ 

左ちセカンドシートのノ くックレスト側面 

横ち向からの強い衝撃を受けると、衝 
撃を受けた側のサイドパ'ッグが作動 
し、胸部などへの衝撃を軽減しまず。 

サイドバッグは、運転席/助手席エ 
アバッグや シー トベルトテン シヨ ナー 
の作動、シートベルトの着用に関わら 
ず、 Li (下のとさに作動しまず。 

• 衝突の最初の段階で、左ちち向から 
一定 1；( 上の衝撃を検知したとさ 

• 車両の横転時に左ち方向から強い 
衝撃を受けて、サイドバッグがシー 
トベルトの効果の向上になると判 
断されたとさ 

A けびのおそれびありまず 

シー トに市販の シー トカ バーを 使用し 
ないでください。サイドバッグの作動 
が妨げられるおそれがありまず。 


心 けびのおそれびありまず 

エアバッグのセンサーがドアの内部に 
お0ます。ドアやドアト U ムにオー 
ディオや電装品を追加装備したり、修 
理や飯金作業などを行なラと、エア 
バッグの作動に悪影響を与えるおそれ 
がありまず。詳しくはメルセデス■ベ 
ンツ指定サービスエ場におたずねくだ 
さし、。 


ウインドウバッグ 



⑥ウインドウバッグ 


横方向からの強い衝撃を受けると、乗 
員の有無に関わ日ず衝撃を受けた側の 
ウインドウバッグび作動し、頭部など 
への衝撃を分散-軽減しまず。 

ウインドウバッグは、運転席/助手 
席エアパッグの作動、助手席の柔員 
の有無、シートベルトの着用に関わ 
日ず、衝突の最初の段階で、左ち方向 
から一定じ(上の衝撃を検知したとをに 
作動します。 


摆涨がが 
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運転席/助手席エアバッグび作動ず運転席/助手席エアバッグび作動し 
るとを ないとを 


正面衝突など車の前ち左ち 
約3□度しソ内のち向から強 
し、衝撃を受けたとさ 



かたいコンク1」ートの壁 
などに正面衝突したとさ 




運転席/助手席エアバッグび作動し 
ない場合びあるとを 

立木や電柱への衝突のとを 


サイドバッグ/ウインドウバッグび 
作動ずるとを 





六 


トラックの下に潜0込ん 
だとさ 





斜め前方への衝突のとさ 



磐紙が化 
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サイドバッグ/ウインドウバッグびいずれかのエアバッグび作動ずる場合 
作動しない場合びあるとを びあるとを 


斜めち向か6衝撃を受けたとを 





4 

客室 iu がの側面に衝撃を受けたとさ 





中央分離帯や縁石などに 
衝突したとを 



深い巧や溝に落ちたとさ 



床下に強い衝撃を受けたとを 




横転したとさ 




磐涨がが 
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PRE-SAFE 

PRE-SAFE (プレセーフ）は、車が盾; 
険な状態にあることを感知したとさ 
に、乗員保護機能を高める装置でず。 

PRE - SAFE は、下のときに作動し 
ます。 

• BAS が作動ずるよラな急ブレーキ 
を効かせたとさ 

• オーバーステア状態やアンダーステ 
ア状態など、車の姿勢が危険な状態 
になったとさ 

PRE-SAFE は、約 30 km / haU 上で走 
行しているとき、下のよラに作動し 
ます。 

•衝突に備え、 PRE - SAFE 用の電動 
式シートベルトテンシヨナーが前 
席シートベルトを引さ込み、シー 
トベルトテンシヨナーの効果を高 
めます。 

• モリー付パワーシート装備車は、 
助手席シートが、エアバッグの作 
動に对し不適切な位置にある場を 
は、助手席シートを適正な位置に 
自動的に調整しまず。 

• 車の横滑りを感知ずると、万一の横 
転時に乗員が車がに放出されるこ 
とを防ぐため、ドアウインドウとパ 
ノラミックスライディングルーフ* 
がかし開いた状態まで自動的に閉じ 
ます。 

車が危険な状態から脱ずると、電動式 
シートベルトテンシヨナーの張力が緩 
みます。また、助手席シートの位置+、 
ドアウインドウやパノラミックスライ 
ディングルーフ*の開さ具をを再度調 
整することがでさまず。 

* オプション和仕様により、異なる装備でず。 


NECK PRO アクティブへッドレスト 

NECK PRO アクティブへッドレスト 
は、追突など後方からの衝撃を受けた 
ときに、フ□ントシートのヘッドレス 
卜が前方および上方に動<ことによ 
り、運転席と助手席乗員の頭部をより 
効果的に支持し、頭部や頸部の保護度 
合し^を局めまず。 

衝撃の大ささや衝撃を受けた方向に 
よっては 、 NECK PRO アクティブへッ 
ドレストが作動しないことがありまず。 

A けびのおそれびありまず 

市販のシートカバーを使用しないで 
ください 。 NECK PRO アクティブへッ 
ドレストの作動が巧げられるおそれ 
があります。詳しくは^ルセデス- 
べンツ指定サービスエ場に おたずね 
<ださい。 

事故などのときに NECK PRO アク 
ティブへッドレストが作動した場合 
は、へッドレストが前方に動いたま 
まの状態になりまず。このときは、 
NECK PRO アクティブへッドレスト 
のリセット作業を行なって<ださい 
(>30 日ページ)。 


磐骗がが 
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子供を乗せるとさ _ 

シートベルトは身長1 50 cm 上の乗 
員が使用ずることを前提にしていま 
す。シートベルトが正し<着用でさな 
い体格のモ供などは、適切なチヤイル 
ドセーフテイ シー トを使用してくだ 
さい。 

A けびのおそれびありまず 

チヤイルドセーフテイシートを使用し 
ている場合でち、子供だけを車内に残 
して車から離れないでください。 

• 運乾装置に触れてけがをずるおそれ 
がおります。 

• 誤ってドアを開き、事故の原因にな 
ります。 

• 炎天下では車内が高温にな0、熱中 
症を起こすおそれがあります。 

• 寒冷時には車内び低温になり、命に 
かかわるおそれがあ0まず。 


心 けびのおそれびありまず 

荷物が固定されていなかったり適切な 
位置に置かれていないと、し U 下のよラ 
な場合に子供がけがをずる危険性が増 
加します。 

• 事故 

• 急 ブレーキ 
• 急な進路変更 

荷物を積むとさ/固定ずるとをについ 
て、詳しくは0209、220ぺージ） 
をご覧ください。 


チヤイルドセーフテイシート 


心 けびのおそれびありまず 

• シートベルトが正しく着用でをない 
体格の子供などは、チャイルドセー 
フテイシートを使用してください。 
急な進路変更時や急ブレーキ時、事 
故などのとをに身体を車内に激し 
くぶつけたり、車外に放り出され 
て致命的なけがをずるおそれがあ 
ります。 

• シートベルトを正しく着用できない 
体格の子供が、そのままシートべル 
卜を着用すると、首を締め付けたり、 
腹部を強<圧迫したりして致命的な 
けがをするおそれがおります。 

• 6歳未満の子供が乗車するときは、 
チャイルドセ ーフテイシー トを使用 
ずることが法律で義務付けられてい 
ます。 

• 6歳!;^上の子供でを、シートベルト 
が正しく着用でさない子供は、チャ 
イルドセーフテイシートを使用して 
ください。 

• 身長1 50 cm 未満の子供はチャイル 
ドセーフテイシートを使用して確実 
に身体を固定してください。 

• テ供の体格に適をしたチャイルド 
セーフテイシートを使用し、子供を 
正しい姿勢で座らせ、身体をシート 
ベルトで確実に固定してください。 

• 子供を膝の上に乗せて走行しないで 
<ださい。急な進路変更時や急ブ 
レーキ時、事故などのとさに身体 
を車内に激しくぶつけたり、車外に 
放り出されて致命的なけがをずるお 
それびあ0まず。 


磐骗がが 
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• チャイルドセーフテイシートは、左 
ちセカンドシートまたは ヴー ド シー 
卜に装着してください。 

左ちセカンドシートまたはサード 
シートにチャイルドセーフテイ 
シートを装着するときは、バック 
レストを起こして確実に□ックし 
て < ださい。 

やむを得ず助手席に装着するとさ 
は、必ず前向さに装着して、助手 
席をもっとを後ろの位置にしてく 
ださい。 

• 後ろ向きに装着ずるタイプのチャイ 
ルドセーフテイシートは助手席に装 
着しないでください。またタイプに 
かかわらず、助手席にはチャイルド 
セーフテイシートを後ろ向さに装着 
しないでください。エアバッグが作 
動する衝撃で致命的なけがをするお 
それがお0ます。 

チャイルドセーフテイシートに関す 
るを意事項を記載したステッカー 
が、助手席側のサンバイヴーに貼付 
されています。 

-亡—心 

巧 


• チャイルドセーフテイシートび損傷 
しているとさは新品と交換してくだ 
さい。大さな衝撃を受けたり、損傷 
したをのは子供を保護でをません。 

• チャイルドセーフテイシートは確実 
に装着してください。急ブレーキ時 
などに、チャイルドセーフテイシー 
卜が放り出されて乗員がけがをする 
おそれがあります。 


• チャイルド セーフティシー トの下 
にクッションなどを置かないでく 
ださい。チャイルド セーフティ シー 
卜が確実に装着されないおそれが 
あ0まず。 

• チャイルドセーフティシートを使用 
しないとさは、車から取り外すか、 
確実に固定してください。 

• チャイルドセーフティシートは直射 
曰光に当てないでください。炎天下 
では車内に置いたチャイルドセーフ 
ティシートが高温になり、子供が火 
傷をずるおそれがありまず。 

• チャイルドセーフティシートの取り 
扱いや装着ち法については、製品に 
添付されている取扱説明書をご覧< 
ださい。 

純正チャイルドセーフティシート 

Daimler AG では、モ供の体重や年齢 
に応じた純正チャイルドセーフティ 
シートを用意していまず。 

純正チャイルドセーフティシートに 
は、 iU 下のタイプがありまず。詳し< 
は販売店におたずね<ださい。 


選択の目安 


シートを 

体重 

年齡 

ベビー セー 
フプラス 

約1日 kgl^TF 
または 

約 13 l < g 似下 

新生児〜 

9力月位 
または 

18力月位 

デュオ 

プラス 

9〜1 8 kg 

8力月〜 

4歳位 

キッド 

1 己〜 36 kg 

3歳半〜 
12歳位 


《チヤイルドセーフティシートの種類や名 
称は予告なく変更されることびあ0まず。 
詳しくは販売店におたずねください。 


磐骗がが 
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助手席エアバッグオフ表示'打 



->1 JC. 

①助手席 エア バッグオフ表示灯 

チヤイルド セーフ ティ シー ト検知シス 
テム装備車のための表示口で、曰本仕 
様には設定のない装備のため、表示口 
としては機能しません。 

イグこッシヨン位置を1か2にした 
とさに、助手席エアパッグオフ表示口 
が点口ずることがありまずが、助手席 
エアバッグの機能は解除されません。 

チヤイルドセーフティシート 固定機構 

チヤイ J レドセーフティシートをシート 
ベルトで固定ずるとさ、シートベルト 
が引さ出されないよ5に□ックして 
チヤイルドセーフティシートを確実に 
固定するシステムでず。 

セカンドシートとサードシートのシ ー 
トベルトに装備されていまず。 

娘車種や仕様により、中央セカンドシート 
のシートベルトにはチヤイルドセーフ 
ティシート固定機構は装備されません。 


A けびのおそれびあ0まず 

テ供をチヤイルドセーフテイシート固 
定機構で遊ばせないで<ださい。固定 
機構び作動するとシートベルトび引さ 
出しち向に動かなくなるため、誤って 
シートベルトび首に巻さ付くと、窒息 
など致命的なけびをするおそれびあ D 
まず。 


固定機構を使用ずる 

► チャイルドセーフテイシートを、製 
品に付属の取扱説明書に従って正し 
く装着します。 

► シートベルトのプレートをバックル 
に差し込みまず。 

► シートベルトをいっぱいまで引き出 
した 後、 チャイルド セーフテイシー 
卜が確実に固定でさる位置までシー 
トベルトを巻さ取らせます。 

。チャイルドセーフテイシートを固 
定後、シートベルトが引き出し方 
向に動かないことを確認してくだ 
さい。 

固定機構を解除ずる 

► シートベルトのプレートをバックル 
からがし、シートベルトを巻さ取ら 
せます。 

。シー トベルトを着用した 状態で 上 
体を大さく動かしたとさに、シー 
トベルトがいっぱいに引き出され 
てチャイルド セーフ テイ シー ト固 
定機構が作動ずることがありまず。 
このとさは、固定機構を解除して 
から、シートベルトを再度着用し 
て < ださい。 


攫账がが 
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に 0- FIX 対応チャイルドセーフティ 
シート固定装置 

左ちセカンドシートとヴードシート 
に、 ISO - FIX 対応チャイルドセーフ 
ティシート用の固定装置を装備して 
し、ます。 

A けびのおそれびありまず 

この固定装置は、体重 22 kgl ； rF のモ 
供を乗せるとさに使用してください。 
体重 22 kgL 处上の子供を乗せるときは、 
チャイルド セーフティシー トを左ち セ 
カンド シー ト またはヴー ド シー トの 
シー トベルトで固定してください。 


心 けびのおそれびありまず 

チャイルド セーフテイシートは、 必ず 
製品の取扱説明書の指示に従い、左ち 
の固定装置に装着して<ださい。装着 
ち法を誤ると、事故のとさ、十分な効 
果が得られなかったり、チャイルド 
セーフ テイ シー トが外れるおそれがあ 
0まず。 

チャイルドセーフテイシートを装着す 
るとさは、バックレストを起こして確 
実に□ックしてください。 


心 けがのおそれびありまず 

チヤイルド セーフテイシー トや固定装 
置が事故で損傷したり強い負荷を受け 
た場合は、新品に交換してください。 


セカンドシートにチャイルドセーフ 
テイシートを装着ずる 





① シー トクッシヨンのカバーの 切れ目 
©固定装置 

► シートクッシヨンのカバーの 切れ目 
①を開きまず。 

► 内部の固定装置⑤にチャイルドセー 
フテイシートを装着します。 


ヴードシートにチヤイルドセーフティ 
シートを装着ずる 



ヴードシート 
©カバー 
@固定装置 


► バックレスト下部のカバー③を取り 
外します。 

► 内部の固定装置④にチャイルドセー 
フティシートを装着しまず。 


磐紙がが 
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テザーアン カー 


左ちセカンドシートとサードシート 
の背面にテヴーアンカーを装備して 
います。 

それぞれのテヴーアンカーには、テ 
ヴーベルトおよびテヴーフックを使用 
して、テヴーアンカーに対応した専用 
チャイルドセーフテイシートを固定で 
さまず。 

チャイルド セーフ テイ シー トの上部を 
固定することにより、事故などのとき、 
チャイルド セーフ テイ シー トの前方へ 
の移動を抑えることがでさまず。 

A けびのおそれびありまず 

• テヴー フックは、チャイルド セーフ 
テイシートの位置に対応したテプー 
アンカーに取り付けてください。 

• テヴーベルトがねじれたり、複数の 
テヴーべルトが交差しないことを確 
認してください。 

• テヴーアンカーに、テヴーフックが 
確実に固定されていることを確認し 
て < ださい。 

〇 純正チャイルドセーフテイシート 
には、テヴーアンカーに対応してい 
ないタイプがありまず。詳し<は販 
売店におたずね < ださい。 



①カバー 


テザーフックを取り付ける 

► カバー①を取りがしまず。 

► へッドレストをいっぱいまで上げ 
cA 9 〇 

►バックレストの□ックを解除して、 
前方に少し傾けまず。 

P □ックを解除ずると、セカンド 
シートの場合はシートが前ちに動さ 
ながら下がり、サードシートの場合 
はシートクッシヨンが前方に起き上 
がりまず。シートに身体を挟まれた 
り、ぶつけないよラにミ主意してくだ 
さい。 


攫骗がが 
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③テヴーアンカー 

③ テヴーフック 

④ ストラップ 
⑥テヴーベルト 

► へッドレストの2本の支せの間に 
テヴーべルト⑥を通しまず。 

シー ト背後にラゲッジルームカバー 
収納 U — ル0223ページ）を取り 
付けてあるときは、テヴーベルト⑥ 
びバックレストとラゲッジルームカ 
ノ（一収納1」ールの間を通るよ5にし 
ます。 

► テヴーフック③をテヴーアンカー③ 
にかけまず。 

► バックレストを最を起こしに角度に 
戻して確実に□ックしまず。 

シートび確実に□ックごれている 
ことを確認してください（[>80ペー 
ジ)。 

A けがのおそれびあ0まず 

テヴー フック③を テヴーアンカー® に 
固定したとさは、シートが確実に□ッ 
クされ、バックレストが最ち起さた角 
度で□ックされていることを確認して 
ください。 


A けびのおそれびありまず 

サードシートにチヤイルドセーフテイ 
シートを装着するとさは、テプーフッ 
ク感をストラップ®にかけないでくだ 
さい。チヤイルドセーフテイシートが 
正し < 固定でさないため、事故のとさ、 
けがをずるおそれがお0ます。 

► テヴーベルトを締めまず。 

► 必要であれば、へッドレストをかし 
下げまず。 

テヴーべルトの動さが妨げられてい 
ないことを確認して < ださい。 

チャイルドプルーフ□ック 


モ供が後席に乗車ずるとさは、 Li (下の 
チャイルドプルーフ□ックを使用して 
<ださい。 

• U アドアのチャイルドプルーフ 
□ック 

• リアドアウインドウのチャイルドプ 
ルーフ□ック 

A 事故やけびのおそれびありまず 

子供が後席に乗車するとさは、チャイ 
ルドプルーフ□ックを設定してくださ 
し、。子供がリアドアやリアドアウイン 
ドウを開<と、事故やけがの原因にな 
0まず。 


磐紙がが 
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リアドアのチャイルドプルーフ□ック 
を設定ずる 



①チヤイルドプルーフ□ックレバー 
©解除側 
③設定側 


リアドアの車内のドアレノ（一を弓 I いて 

ち U アドアが開かな<なりまず。 

► レバー①を設定側⑤または解除側® 
に操作します。 

►車内のドアレバーを引いて、設定/ 
解除を確認します。 

〇 リアドアのチヤイルドプルーフ 
□ックが設定されていてち、車が解 
錠されているとさは、車がのドア八 
ンドルで U アドアを開<ことがでさ 
ます。 


リアドアウインドウのチヤイ ル ドプ 
ルーフ □ツクを設定ずる 



①チ ヤイルドプルーフ□ックスイッチ 


リアドアのスイッチによる U アドアウ 
インドウの開閉がでさな<なりまず。 

► スイッチ①を押して、押された状態 
にしまず。 

U アドアのスイッチからは U アド 
アウインドウが操作でさな<なり 
cA 9 〇 

►解除するときは、スイッチ①を押し 
て、押されていない状態にしまず。 

〇 チャイルドプルーフ□ックの設定/ 
解除にかかわらず、運転席ドアのス 
イッチでは U アドアウインドウを操 
作でさます。 


摆骗がが 
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走巧を全装備 


走行安全装備には、 iU 下のちのがあり 
ます。 

• ABS (アンチ□ック•ブレーキング- 
システム） 

• BAS (ブレーキアシスト） 

• アダプティブブレーキランプ 

• ESP (エレクト□ニック.スタビ U 
ティ-プ□グラム） 

• EBV (エレクト□ニック.ブレーキ 
パワ ー. ディストリビューション） 

〇 雪道や凍結路を走行ずるときは、 
ウィンタータイヤや スノー チェーン 
の装着をお勧めしまず。 

このよ5な路面状況では、ウィン 
ター タイヤや スノーチェーンを装着 
することで、走行安全装備の効果び 
発揮されます。 

A 事故のおそれびありまず 

走行安全装備が適切に作動してわ、車 
両操縦性や走行安定性の確保、制動距 
離の短縮には限界があります。常に道 
路や天候の状況に注意し、十分な車間 
距離を保って運転して<ださい。 

また、タイヤのグ U ップが失われた状 
況では、走行安全装備は効果を発揮し 
まはん。 


ABS 

ABS (アンチ□ック.ブレーキング- 
システム）は、急ブレーキ時や滑りや 
すい路面でのフレーキ時など、車び不 
ま定な状況になったとさに、タイヤの 
□ックを防ざ、ステアリングでの車両 
操縦性を確保ずる装置でず。 

ABS は路面の状態に関わらず、走行 
速度び約 8 km / h を超えると作動でさ 
るよ5になりまず。 

滑りやずい路面では、軽くブレーキぺ 
ダルを踏み込んだだけでを ABS は作 
動します。 

A 事故のおそれがありまず 

ブレーキ操作をずるとさは、ブレーキ 
ぺ夕 } レをしっかりと踏み込んでくださ 
し、。ポンピングブレーキを行なラと制 
動距離が長<なるおそれがありまず。 


A 事故のおそれびありまず 

• ABS はブレーキ操作を補助する装 
置で、無謀な運転か5の事故を防ぐ 
ちのではありません。 

ABS が適切に作動してを、車両操 
縦性や走行安定性の確保には限界が 
あります。常に道路や天候の状況に 
ミ主意し、十分な車間距離を保って運 
転してください。 

また、タイヤのグリップが失われた 
状況では効果を発揮しません。 

• ABS 作動時の安全確保や危険回避 
については運転者に全責任があり 
ます。 


磐骗がが 
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. ABS に異常があるときは、ブレー 
キペダルを強<踏み込むとタイヤ 
は□ックします。その結果、ステ 
ア U ングでの車両操縦性が制限さ 
れ、制動距離が長<なるおそれが 
お0ます。 

• 故障により、 ABS の機能が解除さ 
れたとさは、 BAS と ESP の機能ち） 
解除されます。常に道路や天候の 
状況にま意して運転してください。 

Pabs は制動お離を短くずる装置で 
はありません。し U 下のよ5な路面び 
滑りやずい状況では、 ABS を装備 
していない車と比べ制動お離び長< 
なることびありまず。 

• 雪の積をった路面や凍結した路面 
• 砂利道などの荒れた路面 

• 石だたみのよラに摩擦係数び連 
続して変化ずる路面 

• スノーチェーン 装着時 

P マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イに ABS に関する故障/警告メッ 
セージび表おされたとさは0277 
ページ）をご覧ください。 

Habs に異常びあると、急ブレーキ 
時にタイヤび□ックしてステア U ン 
グ操作び効かな<なり、制動距離び 
長 < なるおそれびあ0まず。 

OaBS に異苗びあると、 ESP に関ず 
る故障/警告メッセージび表示さ 
れることびありまず。ずみやかにメ 
ルセデス.ベンツ指定サービスエ場 
で点検を受けてください。 

〇 バッテ U —電圧びほ下ずると ABS 
び一時的に機能を停止しまず。電圧 
び回復ずると、機能ち元に戻りまず。 


ABS び作動したとを 


ABS び作動ずると、ブレーキペダル 
に脈動を感じたり車体び振動ずるこ 
とびありまずび、異常ではありませ 
ん。そのままペダルを踏み続けてく 
ださい。 

強い制動力び必要なとさは、ブレー 
キペダルをいっぱいまで踏み込んで 
<ださい。 

〇 エンジン始動後や発進直後にブ 
レーキペダルを踏み込むと、ペダル 
びわずかに振動した0モーターの音 
び聞こえることびありまずび、これ 
は、システムび自己診断をしている 
とさの音で異苗ではありません。 

■ゅ) 1 ABS 警告。 

イグニッシヨン位置を2にしたとき、 
またはキーレス3—でのエンジン始動 
操作直後に点灯し（点灯しないとをは 
警告灯び故障していまず）、エンジン 
始動後に消灯しまず。 

エンジン始動後に消灯しないとさやエ 
ンジンびかかっているとさに点灯した 
ときは、 ABS に異常びありまず。 

ブレーキは 通常通り作動しまずび、 
ABS 、 ESP 、 目 AS 、 ETS 、 PRE-SAFE 
などは作動しません。 

いつをより慎重に運転し、ずみやかに 
メルセデス-ベンツ指定サービスエ場 
で点検を受けてくださし、。 


醒骗が批 







50 


走行ま全装備 


BAS 


BAS (ブレーキアシスト）は、緊急ブ 
レーキの操作時に、短い時間で大さな 
制動力を確保ずるブレーキの補助装置 
です。 

BAS の操作は、通常のブレーキ操作 
と同じでずが、ブレーキペダルを踏み 
込む速さなどをセンサーが検知して、 
緊急ブレーキと判断したとさに自動的 
に作動しまず。 

BAS はブレーキペダルから足を放せ 
ば自動的に解除されまず。 

A 事故のおそれびありまず 

• 臣 AS は緊急ブレーキの操作を補助 
する装置で、無謀な運転からの事 
故を防ぐものではありません 。 BAS 
が作動してち制動距離の短縮には限 
巧があります。また、タイヤのグリツ 
プが失われた状況では効果を発揮し 
ません。 

• 臣 AS に異常びあるときち)ブレーキ 
は通常通り作動しまずが、緊急ブ 
レーキ時には制動距離が長<なるお 
それがあ0ます。 

• 臣 AS 作動時の安全確保や危険回避 
については運転者に全責任があり 
まず。 

〇マルチフアンクシヨンデイスフレ 
イに ABS に関する故障/警告メツ 
セージび表おごれたとさは BAS は 
作動しません。詳しくは瓜277ぺ一 
ジ）をご覧< ださい。 


ObAS に異甫びあると、 ABS を正し 
く作動しなくなることびありまず。 

Obas に異常びあるとをは、マル 
チフアンクシヨンデイスプレイに 
ABS に関する故障/警告メッセー 
ジび表おごれまずび、ブレーキは通 
常通り作動しまず。 

〇 バッテ U — 電圧びほ下ずると BAS 
び一時的に機能を停止しまず。電圧 
び回復ずると機能を元に戻りまず。 


アダプ ティブブレーキ ランプ 

約 25 km / hl ； ■(上からの急ブレーキ時 
に BAS び作動ずると、ブレーキラン 
プび点滅し、後方の車両にミ主意を促し 
まず。停車ずると、ブレーキランプは 
点灯に変わりまず。 

また、約 70 km / h じ(上からの急ブレー 
キ時には、 ブレーキランプの点滅に加 
えて、停車すると非甫点滅灯び自動的 
1し点滅しまず。 

自動的に点滅した非甫点滅灯は、非甫 
点滅灯スイッチを押ずか、再度走行を 
開始して走行速度び約 lOkm / hLU 上 
になると、自動的に消灯しまず。 


磐骗がが 
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ESP 

ESP (エレクト□ニック-スタビ U 
ティ-プ□グラム）は、タイヤの空転 
時や横滑り時など、車が不安定な状況 
になったとさに、個別のタイヤに独立 
してブレーキを効かせた0、エンジン 
の出力を制御ずることによって、車両 
操縦性や走行安定性を確保しよラとす 
るシステムでず。 

E1 ESP / ETS 表示灯 


イグこッション位置を2にずると点灯 
し（点灯しないとさは表示灯が故障し 
ています）、エンジン始動後に消灯し 
ます。 

発進時または走行中に点滅したとさ 
は、 ESP または ETS が作動していまず。 

ESP オフスイッチで ESP の機能を解 
除（1>日3ページ）しているときは、 
点灯したままになりまず。 

A 事故のおそれびありまず 

ESP は車両操縦性や走行安定性を高め 
るシステムで、無謀な運転からの事故 
を防ぐものではありません。 ESP が作 
動してを、車両操縦性や走行安定性の 
確保には限界がありまず。また、タイ 
ヤのグリップが失われた状況では効果 
を発揮しません。 

ESP 作動時の安全確保や危険回避につ 
いては運転者に全責任があ0ます。 


A 事故のおそれびありまず 

ESP / ETS 表示灯が点滅したときは、 
タイヤび空転しているか、車が横滑り 
しています。アクセルペダルを踏む力 
をかしゆるめてください。また、慎重 
に運転するととちに、し: TF の操作は絶 
対に行なわないよラにしてください。 

• 急八ンドル 
-急ブレーキ 
• 急発進、急加速 
-急激なエンジンブレーキ 
• ESP の機能の解除 

A 事故のおそれびありまず 

走行中に ESP / ETS 表示打が点灯し 
ているときは、 ESP の機能が解除され 
ています。路面や天候の状況にあわせ 
て慎重に運転してください。 

Q マルチフアンクシヨンデイスフレ 
イに ESP に関する故障/警告><ッ 
セージが表おされたときは(>278 
ページ）をご覧<ださい。 

Q 前輪または後輪のみを持ち上げた 
状態でけん引しないで<ださい。駆 
動装置などを損傷ずるおそれがあり 
9 〇 

Q ESP が故障ずると、マルチフアン 
クシヨンディスプレイに故障/警 
告^ ッセージが 表示され、エンジン 
の出力が低下ずることがあ0ます。 
走行が困難なとさは、すみやかに安 
全な場所に停車し、ルセデス-ベ 
ンツ指定サービスエ場に連絡して< 
ださい。 


攫骗がが 
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走行ま全装備 


P ブレーキダイナモ上で車輪を動か 
すときは、約10秒じ(内にしてくだ 
ごい。また、イグニッシヨン位置を 
0 か 1 にして < ださい。ブレーキ 
システムや駆動系部品を損傷ずるお 
それびあ0まず。 

P ダイナモメーターを使用して検査 
などを行な5とさは、必ず2軸ダ 
イナモメーターを使用してくださ 
しん駆動系部品やブレーキシステム 
を損傷するおそれびありまず。 

詳しくはメルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場におたずねください。 

〇 ABS に異甫び発生したときは、 
ESP の機能を解除されまず。 

〇 指定のサイズで4輪とを同じ銘柄 
のタイヤを装着しないと、 ESP び 
作動することびありまず（走行中に 
ESP / ETS 表示灯び点滅したまま 
になりまず）。 

Oabs 警告灯圆び点灯していると 
をは、 ESP を作動しません。メル 
セデス.ベンツ指定サービスエ場で 
点検を受けてください。 

〇 エンジンびかかっている状態で、 
駐車場などのターンテーブルで回転 
させたり、駐車場のらせん状のアプ 
□ーチを走行しているとさなどに、 
マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イに ESP に関する故障/警告メッ 
セージび表おごれ、 ESP / ETS 表 
示灯や ABS 警告灯び点灯ずること 
びありまず。 


このよ5なとさは、安全な場所に停 
車して、イグニッシヨン位置を0に 
戻し、エンジンを再始動してくださ 
しんしばらく走行ずると、故障/警 
告メッセージや表示灯、警告灯は消 
灯しまず。 

ETS 


ETS は ESP の機能の一部でず。 

ETS は、滑りやずい路面などで車輪び 
空転したとさにブレーキを効かせて発 
進時や加速時の駆動力を確保しよラと 
ずるシステムです。 

ESP の機能を解除したときも、 ETS の 
機能は解除されません。 

A 事故のおそれびありまず 

• ETS は駆動力を確保し車両操縦性 
や走行安定性を高めるシステムで、 
無謀な運転からの事故を防ぐをの 
ではありません。 ETS が適切に作 
動してち、駆動力の確保には限界 
があ0まず。 

• ETS 作動時の安全確保や危険回避 
については運転者に全責任があり 
まず。 

〇 ブレーキに大さな負荷がかかりブ 
レーキが過熱ずると、ブレーキの保 
護のため、 ETS が一時的に解除さ 
れます。このときは ESP / ETS 表 
示口が点口し、マルチファンクショ 
ンディスプレイに故障/警告><ッ 
セージが表示されまず。 


磐骗がが 
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ESP の機能の解除 


次のよラな状況では、 ESP の機能を解 
除したほラが走行しやずい場合があり 
ます。 

• スノーチェーンを装着して走行する 
とさ 

• 深い雪の上を走行するとさ 
• 砂や砂利の上を走行ずるとさ 
このときは ESP の機能を解除しまず。 

A 事故のおそれびありまず 

ESP の機能を解除したとさは、必ず路 
面の状況に応じた速度で慎重に運転ず 
るととちに、じ I 下の操作は絶対に行な 
わないよラにしてください。 

• 急八ンドル 
• 急ブレーキ 
• 急発進、急加速 
• 急激なエンジンブレーキ 

A 事故のおそれびありまず 

ESP の機能を解除する必要がなくなっ 
たときは、 ESP を待機状態にしてくだ 
さい。車が不安定な状況になったとき 
に、操縦安定性や走行安定性を高める 
ことがでさません。 


ESP の機能が解除されると、 Li (下の状 
態にな0まず。 

• ESP は作動せず、車両操縦性や走 
行安定性を確保しよラとずることが 
でさな < なりまず。 

• エンジンの出力制御は行なわれず、 
駆動輪が空転ずることがありまず。 
この空転によ0、グ U ップを向上 
させることがでさまず。 


•駆動輪が空転した場合、ブレーキ 
制御による駆動力の確保は行なわ 
れまず。 

• ブレーキを効かせたとさは ESP は 
自動的に作動しまず。 

〇 ESP の機能を解除しているとき 
にタイヤの空転や横滑りを感知ず 
ると、 ESP 表示灯が点滅しまずが、 
ESP は作動しません。 



① ESP オフスイッチ 


ESP の機能を解除ずる 

► エンジンがかかっているとさに、 
ESP オフスイッチ①を押しまず。 

一夕ーパネルの ESP / ETS 表示 
灯が点口しまず。 

ESP を待機げ態にずる 

►エンジンがかかっているとさに、再 
度 ESP オフスイッチ①を押しまず。 

一夕ーパネルの ESP / ETS 表示 
灯が消灯しまず。 

A 事故のおそれびありまず 

エンジンがかかっているとさに ESP 
オフ表示灯が点灯しているとさは、 
ESP の機能が解除されているか 、 ESP 
が故障していまず。路面や天候の状況 
に合わせて慎重に運転してください。 


醒骗がが 
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盜難防止システム 


〇 エンジンを始動したとき、 ESP は 
常に待機状態になりまず。 


EBV 

EBV (エレクト□ニック.ブレーキパ 
ワー-デイスト U ビューシヨン）は、 
後輪のブレーキ圧を調整し、ブレーキ 
時の車両操縦性と走行安定性を確保し 
よラとするシステムでず。 

A 事故のおそれびありまず 

EBV に異常があるとさもブレーキは通 
常通り作動しますが、急ブレーキ時な 
どには後輪が□ックするため、車のコ 
ント□ールを失い、事故を起こすおそ 
れがあります。車両操縦性の変化にミ主 
意して慎重に運転してくださし、。 


を難防止システム 


[盗難防止警報システム 


システムび待機状態のとさ、(下のよ 
ラな状況を感知ずると、サイレンび約 
30秒間鳴り、非甫点滅灯び通常の約 
2倍の速さで約5分間点滅しまず。ま 
た、ルームランプを点灯しまず。 

バッテ U —の接続び絶たれたとさを、 
警報び作動しまず。 

• ドアび開けられたとさ 
• テールゲートび開けられたとさ 

• ボンネットの□ックび解除された 
とさ 

盗難防止警報システムは、 U モコン操 
作またはキーレス ZI —操作*により 
施綻した後、エマージェンシーキーで 
運転席ドアを解綻して開いたとさを作 
動します。 



①表示な 


オプションや仕様により、異なる装備です。 


磐紙がが 
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システムを待機が態にずる 


► U モコン操作またはキーレス3—操 
作*で施錠しまず。 

表示灯①び点滅し、約10秒後に待 
機状態になりまず。 

システムび待機状態のとさは、表示灯 
①び点滅を続けまず。 

〇 システムを待機状態にずるとをは 
ボンネットび完全に閉じていること 
をお認して<ださい。ボンネットの 
□ ックび解除された状態でシステム 
を待機状態にずると、ボンネットび 
開けられてを警報は作動しません。 

〇 システムび待機状態のとをに車内 
からドアや テールゲー トを開いた 
り、 ボンネット□ック解除 レバーで 
ボンネットの□ックを解除ずると警 
報び作動しまず。車内に人びいると 
をは待機状態にしないでください。 

〇 システムを待機状態にしてを、表 
示灯①び点滅しない場合は、システ 
ムび故障していまず。ずみやかにメ 
ルセデス-ベンツ指定サービスエ場 
で点検を受けてください。 

システムの待機:!犬態を解除ずる 

► U モコン操作まにはキーレス3—操 
作で解錠しまず。 

表示灯①び消灯しまず。 


警報び作動したときの停止ち法 

► け下のいずれかの操作を行なラと、 
警報び停止しまず。 

• キーをエンジンスイッチに差し込む 

• キーのいずれかのボタンを押ず 

キーレス3’一装備車は、 LiTF のいずれ 

かの操作を行なってを、警報び停止し 
9 〇 

• キーび左ち側のキーレス3’ーアンテ 
ナの検知範囲 （063 ページ）にあ 
るときに、ドア八ンドルに触れる 

. キーび 車室内の キー レス3—アン テ 
ナの検知範囲 （063 ページ）にあ 
るときに、エンジンスイッチに取り 
付けに キー レス3’ースイッチを押ず 

• キーび テールゲート側の キー レス 
コーアンテナの検知範囲(>63ぺ一 
ジ）にあるとさに、テールゲート八 
ンドルを引くか、テールゲートの 
キー レス ゴース イッチを押ず 

〇 ドアやテールゲートを開けられた 
り、ボンネットの□ックを解除さ 
れて警報び作動したとさは、それ 
らをずぐに閉じてを、警報は停止 
しません。 


摆骗がが 


* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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を難防止システム 


けん引防止警報機能 


盗難防止警報システムが待機状態のと 
さ、車が傾いたことを検知ずると、け 
ん引防止警報機能が働さ、サイレンと 
非常点滅灯の点滅による警報が作動し 
ます。 

けん弓 I 防止警報機能を待機が態にずる 

► U モコン操作またはキーレス3’一操 
作*で施錠しまず。 

約3日秒後にけん引防止警報機能が 
待機状態になりまず。 

警報が作動したとをの停止方法 

► iU 下のいずれかの操作を行なラと、 
警報が停止しまず。 

• キーをエンジンスイッチに差し込む 
• キーのいずれかのボタンを押ず 

• キーがキーレス3’ 一の 左ち側アンテ 
ナの検知範囲（[>63ページ）にあ 
るとさに、ドア八ンドルに触れる 
(キーレス3—装備車） 

けん引防止警報機能の解除 

誤作動を防ぐため、(下のよ5な状況 
で車を施錠する場合は、けん引防止機 
能を解除してください。 

• けん引されるとさ 

• カーフエ U —や車両運搬車に載せて 
運搬するとき 

• 機械式駐車場などに駐車ずるとさ 



けん弓 I 防止警報機能設定画面 

けん弓 I 防止警報機能を解除ずる 

►イグこッシヨン位置を1か2にし 
まず。 

► マルチフアンクシヨンディスプレイ 
にけん弓 I 防止警報機能設定画面を表 
示させます（>154ぺージ）。 

►ステア U ングの U を押し、オフ 
を選択します。 

けん引防止警報機能が解除され 
まず。 

► リモコン操作またはキーレス3’一操 
作*で車を施錠しまず。 

または 

►イグこッシヨン位置を1か2にし 
まず。 

► マルチフアンクシヨンディスプレイ 
にエンジン停止時の表示設定画面を 
表おさせまず（杉149ページ）。 

► ステア U ングの■■を押し、"ケンイ 
ンホ''ウシケイホウ"を選択しまず。 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 


磐骗がが 
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〇 けん引防止警報機能を解除して 
ち、盗難防止警報システムは作動し 
9 〇 

〇 なに U モコン操作またはキーレス 
3—操作*で施読ずるまで、けん 
弓 I 防止警報機能は解除されたままに 
►イグニッシヨン位置を0にずるか、 なりまず。 

エンジンスイッチからキーを巧き 
ます。 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に II ケンインホ''ウシケイがオン"と表示され 
ます。 

II ケンインホ''ウシケイホウオフ"と表示されたと 
をは、けん引防止警報機能び解除さ 
れています。そのまま、 U モコン操 
作またはキーレス3—操作*で施 
綻してください。 

► ステアリングの n または〇を 
押します。 

マルチフアンクシヨンディスフレ 
イに"ケンインホ''ウシケイホウむ"と表おさ 
れ、けん引防止警報機能び解除さ 
れます。 

► U モコン操作またはキーレス3—操 
作*で施錠しまず。 

〇けん引防止警報機能を解除したと 
をは、必ずマルチフアンクシヨン 
ディスプレイに"ケンインホ''ウシケイホウオフ" 

と表示されたことを確認してくだ 
さし、。 


* オプションや仕様により、異なる萬倫でず。 



醒骗がが 
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U モコン機能付さのキーび2本付属し 
ています。 

エンジンの始動および車の解綻/施 
結に使用しまず。 

また、 それぞれの キーにはエマージェ 
ン シーキーを リ又納していまず。 

A けがのおそれびありまず 

• モ供だけを残して車から離れないで 
ください。車び施錠されていてち、 
誤って車内か S ドアを開いたり運転 
装置に触れて、事故やけびをするお 
それびあ0ます。 

また、キーレスゴー装備車は、キー 
び車室内またはドア付近などの車外 
にあるとさにキーレスゴースイッチ 
* を押すと、エンジンび始動して事 
故の原因にな0まず。 

• 短時間でち、車内にキーを残したま 
ま車から離れないで<ださい。事故 
やを難のおそれびあ0まず。 

• エンジンスイッチにキーを差し込む 
とさは、重い物や必要な上に大さな 
物、ステアリングなどの操作部に接 
触ずる物をキーホルダーとして使用 
しないで < ださし、。 

キーホルダー自体の重み や、 キーホ 
ルダーびステア U ングなどに接軸す 
ることでキーびまわると、エンジン 
び停止して事故を起こずおそれびあ 
0ます。 


〇キーを紛失したとさは、盗難や事 
故を防ぐため、ただちにメルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場に連絡して 
<ださい。 

〇キーを強い電磁波にさらずと 、 U 
モコンに障害び発生ずるおそれびあ 
りまず。 

〇キーは強い衝撃や水から避けてく 
ださい。故障の原因にな0まず。 

〇キーの先端部をミちしたり覆ったり 
しないでください。故障や誤作動の 
原因になりまず。 

。盗難や事故を防ぐため、車から離 
れるとをは必ず車を施湿してくだ 
さし、。 

〇貴重品は絶巧に車内に置いたまま 
にしないで<ださい。盗難のおそれ 
びありまず。 

〇 新たにキーをつくる場合は、メル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場に 
おたずね < ださい。 

〇2 つのキーを見わけるため、キー 
のストッパーの色は異な0まず。 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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リモコン機能 



キーレスゴー、 EASY - PACK 自動開閉テールゲー 
卜装備車 
①発信部 
⑨表示な 

③ 施錠ボタン 

④ 解錠ボタン 

⑥ エマージェンシーキー 
⑥ テールゲー ト 開閉 ボタン* 

エンジンスイッチにキーを差し込んで 
いないとさに LU 下の操作びでさまず。 

• ドア、テールゲート、燃料給油フラッ 
プの解錠/施錠 
• テールゲートの開閉* 

• コンビニエンスオープニング機能と 
コンビニエンスク□ージング機能の 
操作 （ M 15、116ぺージ)。 

操作時に表示灯③び1回点滅しまず。 

〇 キーレスゴー装備車は、イグニッ 
シヨン位置び0でエンジンスイッ 
チにキーを差し込んでいないとさ 
に、上記の操作び行なえまず。 

解綻ずる 

► 角军蟲ボタン④を押しまず。 

ドア、 テールゲー ト、燃料給油フラッ 
プび解錠され、非常点滅灯び1回 
点滅します。 


施綻ずる 

► 施錠ボタン③を押しまず。 

ドア、テールゲー K 燃料給油フラッ 
プび施錠され、非常点滅灯び3回 
点滅します。 

テールゲートを開< * 

► テールゲートび開さ始めるまで、 
テールゲート開閉ボタン⑧を押し 
続けまず。 

警告音び鳴り、テールゲートび自 
動で開をます。 

テールゲートを閉じる* 

► テールゲートび閉じ始めるまで、 
テールゲート開閉ボタン⑥を押し続 
けまず。 

警告音び鳴り、テールゲートび自動 
で閉じまず。 

〇 車び施錠されているとさにテール 
ゲート開閉ボタン⑥を押ずと 、子一 
ルゲートだけび解錠され、開さまず。 
その状態でテールゲート開閉ボタン 
を押すと、テールゲートび閉じ、施 
錯されます。 

〇高圧電線や電波発信塔付近などの 
強電界下で1」モコン操作を行な5 
と、1」モコンび作動しなかったり、 
誤作動ずることびあ0まず。 

Q U モコン操作で施錠したとさは、 
非苗点滅灯び3回点滅したことを 
確認してください。 

〇 U モコン操作でテールゲートを開 
くとをは、後方や上方に十分な空間 
びあり、身体や物に接触ずるおそれ 
のないことを確認して < ださい。 


I 


* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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P リモコン操作でテールゲートを閉 
じるときは、身体や物を挟まないよ 
ラに十分ま意して<ださい。車の周 
りにモおがいるときは、特にミ主意し 
て < ださい。 

リモコン機能の設定切替 

U モコン操作での解錠時に、運転席ド 
アと燃料給油フラップだけを解錠ずる 
ように設定できまず。 

► 施錠ボタン⑤と解錠ボタン®を同時 
に約日秒間押し続けまず。 

キーの表示灯®が2回点滅し、設 
定が切り替わりまず。 

この状態では、 Li (下のよ5に作動 
します。 

► 解綻ボタン④を1回押しまず。 

運転席ドアと燃料給油フラップ 
のみび解湿され、非甫点滅灯び1 
回点滅します。 

► 続けて約40秒 Li (内に解綻ボタン 
④を押しまず。 

助手席ドア、1」アドア、テール 
ゲートび解錠され、非苗点滅灯 
び1回点滅しまず。 

元の設定に戻ずとさは、再度、施錠ボ 
タン③と解綻ボタン④を同時に約5秒 
間押し続けまず。 

キーの表示灯③び2回点滅し、元の設 
定に戻りまず。 


〇 エンジンスイッチにキーを差し込 
んでいるときは、 U モコン操作はで 
さません。 

〇 車びバッテ U —あびりを起こした 
とさは、 U モコンの電ミ也び正常でを 
U モコン操作での解淀/施淀はで 
きません。 

〇 U モコンの電ミ也び消耗ずると操作 
時に表示灯び点灯せず、 U モコン操 
作びでさな<な0まずび、エンジン 
は始動でさまず。 

〇 U モコン操作での解淀後約40秒 
じ(内に、じ(下のいずれかの操作をし 
ないと、再び施插されまず。 

• ドアを開< 

• テールゲートを開< 

• エンジンスイッチにキーを差し 
込む 

• ドア□ックスイッチ（解綻）を 
押す 

• キーレス3— スイッチを押ず 
(キーレス 3- 装備車） 
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キーレスゴー * 


キーレス3’一は、キーを携帯ずること 
により、キーとキーレス u —アンテナ 
び電波の送受信を行ない、 U モコン操 
作をしな<てち、車の解湿/施錠や 
エンジンの始動を行な5ことびでさ 
ます。 


の 



© 


①ち側アンテナの検知範囲 

③左側アンテナの検知範囲 

③ テールゲート側アンテナの検知範囲 

④ 車室内アンテナの検知範囲 

〇 エンジンスイッチにキーを差し込 
んでいるとさは、キーレス3—操作 
はでをません。 

〇 エンジンスイッチにキーを差し込 
んでいないとさを、エンジンびか 
かっているとさやイグニッシヨン位 
置び2のとさは、キーレス ZI —操 
作で施錠でをません。 

キーの位置により、キーレス—操作 

で行な5ことびでさる操作びし i (下のよ 

ラに異なりまず。 


キーび左ち側アンテナの検知節囲①③ 

におるとを 

• ドア八ンドルに触れると車の解錠び 
でさまず。 

• ドア八ンドルのキーレス3’ースイツ 
チを押ずと車の施蟲びでさまず。 

〇 キーの 位置によっては、 キーび 検 
知範囲にない側のドア八ンドルに触 
れにり、 キー レス：:]’ ー スイッチを押 
すことで、車び解淀/施淀される 
ことびありまず。 

キーびテールゲート側アンテナの検知 

節囲③にあるとを 

• テールゲー ト八ンドルを引くと、 
テールゲー トのみを解綻して開くこ 
とびでさまず。 

• テール ゲートの キー レス ZJ —スイッ 
チ*を押して、車を施湿ずること 
びでさまず。 

〇 キーの位置によっては、キーび検 
知範囲にないとをを、テールゲー 
卜八ンドルを引 < ことでテー J レ 
ゲートのみび解錠して開くことび 
ありまず。 

キーび車室内アンテナの検知節囲④に 

おるとを 

• イグニッシヨン位置の選択びでさま 
ず（[>76ぺージ）。 

• エンジンの始動びでさまず（^76、 
118ページ)。 

〇 キーの位置によっては、キーびド 
ア付おやルーフ上、ボンネット上な 
どの車外にあるときを、車室内アン 
テナにキーび検知されることびあり 
ます。 


I 


* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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心 けびや事故のおそれびありまず 

• 埋め込み型む臓ペース一力一およ 
び埋め込み型除細動器を装着されて 
いるちや、その他の医療用電子機器 
を使用されている方は、車を使用す 
る前に、あらかじが医師や医療用電 
子機器^一力一などにキーレス3’一 
による電波の影響についてご相談く 
ださい。 

• 埋め込み型む臓ペース一力一およ 
び埋め込み型除細動器を装着されて 
いるちは、キーレス3—アンテナか 
ら約 22 cm し U 内にお付かないよう 
にしてください。キーレスづ一操作 
で車を解錠/施錠するときやテ ー 
ルゲートを開閉ずるとさ、エンジン 
を始動するとさなどは、キーとアン 
テナの間で電波が送受信されるた 
め 、埋め込み型む臓ペース分一力一 
および埋め込み型除細動器の作動に 
影響を与えるおそれがあります。 

• 子供だけを残して車から離れないで 
ください。施錠されていてち、誤っ 
て車内からドアを開いたり運転装置 
に触れて、事故やけがをずるおそれ 
があ0ます。 

また、キーが車室内にあるとさや、 
キーの位置によっては、車外にキー 
があるとさち、キーレスづースイツ 
チを押すことにより、エンジンが始 
動するなど、事故の原因になりまず。 

• 短時間でも、車から離れると量は、 
エンジンを停止して車を施錠し、 
キーを携帯してください。 


〇車を操作ずるとさは、運転者は甫 
にキーを携帯してください。 

[I キーを携帯電話などの電モ機器や 
硬貨などの金属製のをのと一緒に持 
ち運ばないで < ださい。 

〇高圧電線や電波発信塔付近などの 
強電界下でキーレスゴー操作を行な 
5と、作動しなかったり、誤作動ず 
ることびありまず。 

〇磁気を発生ずる電化製品の近< に 
キーを置かないで<ださい。 

〇 キーを車から遠ざけたとさは、 
キーレス3—操作で車を施錠/解 
淀しにり、エンジンを始動ずること 
はでをません。 

〇 車を長期間使用しなかったとさ 
は、ドア八ンドルを引いてからキー 
レス ZJ —操作を行なってください。 

〇 キーレス3’ーアンテナの検知範囲 
内にキーびあるとをは、キーを携帯 
していない人でを、車を施錠/解 
錠したり、エンジンを始動でさまず。 

〇 車両のバッテ1」一びあびったとさ 
は、キーの電池び正常でちキーレス 
3’一による操作はでさません。 

〇 キーの電池び消耗ずると操作時に 
表示灯び点灯せず、キーレス3’ 一 
操作びでさなくなりまずび、エン 
ジンスイッチにキーを差し込むこ 
とによるイグニッシヨン位置の選 
おとエンジンの始動はでさまず。 
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解綻ずる（ネリ期設定時） 

► ドア八ンドルの裏側に触れまず。 

ドア、テールゲー K 燃料給油フラッ 
プび解錠され、非常点滅灯び1回 
点滅します。 

〇 解錠後約40秒(内に、(下のい 
ずれかの操作をしないと、再び施錯 
されます。 

• ドアを開< 

• テールゲートを開く 
• エンジンスイッチにキーを差し 
込む 

• ドア□ックスイッチ（解錠）を 
押す 

• キーび車室内にあるとさは、ェ 
ンジンスイッチに取り付けた 
キーレス3—スイッチを押ず 


解錠時の設定の切り替え 



EASY-PACK 自動開閉テールゲート装備車 
①表示灯 
©施錠ボタン 
③解錠ボタン 


► 施錠ボタン③と解錠ボタン③を同時 
に約6秒間押し続けまず。 

キーの表示口①が2回点滅し、設 
定が切り替わりまず。 

この状態では、 iU 下のよ5に作動 
し 9 〇 

► 運転席ドア八ンドルの裏側に触 
れます。 

運転席ドア、燃料給油フラップ 
び解錠され、非苗点滅灯び1回 
点滅します。 

ネリ期設定に戻ず 

► 施錠ボタン③と解錠ボタン③を同時 
に約6秒間押し続けまず。 

キーの表示灯①び2回点滅し、元の設 
定に戻りまず。 

〇 手袋を着用したままドア八ンドル 
に触れたとさは、解錠しないことが 
ありまず。 

〇 設定を切り替えたとさち、運転席 
ドア列のドア八ンドルの裏側に触 
れることで、ずべてのドアとテール 
ゲート、燃料給油フラップを解錠す 
ることがでさまず。 


運転席ドア八ンドルの裏側に触れて解 
錠したとさの作動内容を切り替えるこ 
とがで'さまず。 
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施綻ずる 



ち側フ□ントドア 

①ドアハンドルのキーレスゴースイッチ 


► ドア八ンドルのキーレス3’ースイツ 
チ①を押しまず。 

まには 



EASY - PACK 自動開閉 テールゲート 装備車 
③ テールゲー トの キー レス ゴース イッチ 


► テールゲー トの キー レス:： J ース イツ 
チ③を押しまず。 

テールゲー トび閉じまず。 

ドア、テールゲート、燃料給油フラツ 
プび施湿され、非甫点滅灯び3回点滅 
します。 


〇車を施淀したとさは、非甫点滅灯 
び3回点滅したことを確認してく 
ださい。 

〇 キーび車 室内にあるとをは、ドア 
八ンドルや テールゲー h の キー レス 
3—スイッチで施綻でさません。こ 
のときは、マルチフアンクシヨン 
ディスプレイにIIキ-力'' 外ナイこアリ7 
ス！"または"キ-ヲケンチデ'キ7セン"と 
表示されることびありまず。 

ただし、キーび左ち側アンテナの検 
知範囲にあり、を51本のキーび 
車室内にあるときは、ドア八ンドル 
のキーレス3’ ー スイッチを押ずこと 
で施錠でさまず。 

〇 いずれかのドアび開いているとさ 
にドア八ンドルまたはテールゲート 
のキーレス3—スイッチを押ずと、 
マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に"□ックノタメド乃トシ''テクタ''サイ"と表示 
ごれます。 

テールゲートを解綻して開く ( EASY - 
PACK 自動開閉テールゲートが装備車) 

► テールゲー ト八ンドルを引さまず。 

テールゲー トのみび解湿されまず。 
► テールゲー トを引さ上げまず。 

テールゲートを解錠して開く ( EASY - 
PACK 自動開閉テールゲート装備車） 

► テールゲー ト八ンドルを引さまず。 

テールゲートのみび解錠されて自動 
で開さまず。 

〇テールゲートを開くとさは、後方 
や上方Iこ十分な空間びあることを確 
認してください。 
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□ケイターライティング _ 

周囲び暗いとを、 U モコン操作で解錠 
すると、車幅灯、フ□ントフォグラン 
プ、テールランプ、ライセンスランプ 
び点灯しまず。 

点灯したランプはじ(下のとさに消灯し 
ます。 

• 運転席ドアを開いたとさ 
• 点灯してから約40秒経過したとさ 

• エンジンスイッチにキーを差し込ん 
だとさ 

• キーび車室内にあるとさに、エンジ 
ンスイッチに取り付けたキーレス 
3—スイッチを押したとさ（キーレ 
ス3—装備車） 

この機能の設定と解除については 
(>146ぺージ）をご覧ください。 


ドアの開閉 


心 事故のおそれびありまず 

• ドアは確実に閉じてください。ドア 
の閉じかたが不完全（半ドア）な場 
合、走行中にドアが開くおそれがあ 
りまず。 

• ドアを開 < とさは、周囲の安全を十 
分確認してください。 

• 同乗者がドアを開くとさは、危険 
がないことを運転者が確認してく 
ださい。 





①ドア八ンドル 


車がか5開< 

► ドア八ンドル①を引きます。 

車がか5閉じる 

► ドア八ンドル①を持って確実に閉じ 
ます。 
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③ドア レバー 

③ イン ナーグ U ップ 

④ □ックノブ 


車内か5開く 

► ドアレバー③を引きまず。 

ドアび施錠されているとさは□ック 
ノブ④び上びり、解淀されまず。 

車内から閉じる 

► インナーグ U ップ③を持って確実に 
閉じまず。 

〇車ひら離れるとさは、エンジンを 
停止し、必ず車を施綻してください。 

〇ドアを閉じるときは、身体や物を 
挟まないよラにミ主意してください。 
車の周りにモ巧びいるときは、特に 
ま意して < ださい。 

〇 助手席のドアと1」アドアは、開い 
ているときに□ックノブを押し込ん 
でから閉じると施淀されまず。 

〇 ドアび完全に閉じていない状態で 
走行すると、警告音び鳴り、マルチ 
フアンクシヨンディスプレイに警告 
マークび表おされまず0281ペー 
ジ）。 


ドアごとに解綻/施綻ずる 



①□ックノブ 
③ドア レバー 


解綻ずる 

► ドアレバー③を矢印の方向に引き 
まず。 

このとさドアち開さまず。 

施錠ずる 

► □ックノブ①を矢印の方向に押し込 
みます。 

H 施錠後は、□ックノブび完全に 
下びっていることを確認してくだ 
さい。 

H □ックノブび完全に下びっていな 
し、ドアびあるとさは、そのドアを 
いったん開を、再度閉じてから施錠 
して < ださい。 

〇ドアの□ックノブび下びっていて 
を、車内のドアレバーを引くとドア 
は開さまず。モ供び柔車していると 
さは特にま意してください。 
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ドア□ツクスイッチ 



運転席ドアのスイツチ（左パンドル車) 
①解錠 スイッチ 
③施綻 スイッチ 


車内から、ずべてのドアと テールゲー 

卜をスイッチ操作で解淀/施錠でさ 

ます。 

ドア□ックスイッチは、運転席ドアと 

助手席ドアにありまず。 

解錠ずる 

► 角军淀スイッチ①を押しまず。 

施綻ずる 

► 施錠スイッチ③を押しまず。 

次のよラな場合はドア□ックスイッチ 

で解錯/施錠でさません。 

• U モコン操作まにはキーレス3—操 
作*で施錠しているとさ 

• 助手席ドアび開いているとさ 

〇 ドア□ックスイッチで施錠してあ 
るとき、車内のドア レバーを 引いて 
フ□ントドアを開くと、他のドア、 
テールゲー トち解錠されます。 

〇 ドア□ックスイッチで施錠して 
ち、燃料給油フラップは施錠されま 
せん。 


〇 ドア□ックスイッチにより施錠さ 
れていてち、エアバッグやシートべ 
ルトテンシヨナーが作動ずるとドア 
は自動的に解錠されまず。 

〇 運転席ドアび開いているとさにド 
ア□ックスイッチを操作ずると、運 
転席ドア Li (外のドアとテールゲート 
び解錠/施淀されまず。 


車速感応ドア□ック 

走行速度び約1 Skm/h LU 上になると、 

ドアとテールゲートを自動的に施錠し 

ます。 

この機能の設定と解除については 

(>150ぺージ）をご覧ください。 

〇車速感応ドア□ックを設定した状 
態で、車を移動しにり、タイヤ交 
換などで車を持ち上げるとさ、ダ 
イナモメーターで車を検査ずると 
さは、イグニッシヨン位置を0に 
してください。車輪び回転ずると 
施綻され、車外に閉め出されるお 
それびあ0まず。 

Q 車速感応ドア □ ックで施淀された 
ドアをドア□ックスイッチで解錠ず 
ると、ドアを開くかエンジンを再始 
動するまで、車速感応ドア□ックは 
作動しません。 

〇 車速感応ドア□ックにより施湿さ 
れていてを、エアバッグやシートべ 
ルトテンシヨナーび作動ずるとドア 
は自動的に解錠されまず。 


I 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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ールゲート 


^ールゲート 


心 中毒のおそれびありまず 

エンジンをかけた状態でテールゲート 
を開いたままにしないでください。排 
気ガスが車内に入り、意識不明になつ 
たり、中毒死するおそれがありまず。 


心 けびのおそれびありまず 

• テールゲートを開くとさは、テール 
ゲートの動さにミ主意してください。 
テールゲートのすぐ後方にいると、 
テールゲートに接触して、けがをす 
るおそれがあ0ます。 

• テールゲートを閉じるとさは、身体 
や物を挟まないよラに十分ミ主意して 
ください。車の周りに子供がいると 
をは、特にミ主意してください。 


U テールゲートを開くときは、後方 
や上方に十分な空間があり、身体や 
物に接触ずるおそれのないことを確 
認して < ださい。 

〇テールゲートを開 < とさは、 テー 
ルゲートの動さにミ主意して<ださ 
し、。テールゲートのすぐ後方にいる 
と、テールゲートに接触して、けが 
をするおそれがあ0まず。 

Q 強風のとさにテールゲートを開く 
と、風にあおられ、テールゲートが 
不意に下がることがありまず。風の 
強い曰は十分にま意して < ださい。 

また、テールゲートに雪が積ちつ 
ているときち同様にミ主意してくだ 
さし、。 


P テールゲートを閉じたとさは、 
テールゲートが確実に閉じているこ 
とを確認して < ださい。 

Q テールゲートが開いているときに 
U モコン操作で施錠し、テールゲー 
卜を閉じるとテールゲートは施錠さ 
れまず。キーの閉じ込みにま意して 
<ださい。 

Q ラゲツジルームには乗車しないで 
ください。事故のとさ、けがをずる 
おそれがあ0まず。 

〇 テールゲートが完全に閉じていな 
い状態で走行すると、警告音が鳴り、 
マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に警告マークが表示されまず。 


EASY - PACK 自動開閉テールゲート 
非装備車 


看 


①テールゲート八ンドル 

テールゲートを開く 

► テールゲー ト八ンドル①を手前に引 
さまず。 

► テールゲートを引さ上げまず。 
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テールゲートを閉じる 

► 凹部③に手をかけてテールゲートを 
引き下げまず。 

► 外側からテールゲートを軽く押さえ 
ます。 

ク□ージングサポーターび作動し 
て、テールゲートび閉じまず。 


EASY-PACK 自動開閉テールゲート 
装備車 _ 

〇 テールゲートが自動で開閉してい 
るとさに挟み込みを感知すると、閉 
じているとさはテールゲートは停止 
して全開まで開き、開いているとき 
はテールゲートはその位置で停止し 
ます。 

〇 完全に停車していないときは、 
テールゲー トク □ーヴー スイッチや 
運転席ドアの テールゲー トスイッチ 
で テールゲー トを操作でさません。 


〇 テールゲー トび自動で開閉して 
いるとをにけ下の操作を行な5と、 
テールゲー トはその位置で停止し 
ます。 

• キーのテールゲート開閉ボタン 
を押す 

• テールゲー トク□— ヴース イッ 
チを押す 

• テールゲート八ンドルを引く 

• 運転席ドアの テールゲー トス 
イッチを操作ずる 

• テール ゲートの キー レス3—ス 
イッチ*を押ず 

車がか5の開閉 

テールゲートを開< 

► テールゲー ト八ンドル①を手前に引 
さまず。 

テールゲー トび自動で開さまず。 
または 

► テールゲー トび開さ始めるまで、 
キーのテールゲー ト 開閉 ボタン 
(杉61ページ）を押し続けまず。 

警告音び鳴り、テールゲートび自動 
で開さまず。 


I 


* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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ち円：キーレスゴーが装備車 

ち円：キーレス3—装備車 

③テールゲートク□ーヴースイツチ 


テールゲートを閉じて車を施綻ずる 
(キーレスコー装備車） 



④キーレスゴースイッチ 


テールゲートを閉じる 

► テールゲートク□ーヴースイッチ③ 
を押します。 

テールゲートび自動で閉じまず。 
まには 

► テールゲートびいっぱいまで開いて 
いるとをに、テールゲートび閉じ始 
めるまで、キーのテールゲート開閉 
ボタン （^61 ページ）を押し続け 
ます。 

警告音び鳴0、テールゲートび自動 
で閉じまず。 


► テールゲートのキーレス3—スイッ 
チ④を押しまず。 

テールゲートび自動で閉じまず。 

ドア、テールゲート、燃料給油フラッ 
プび施綻され、非苗点滅灯び3回 
点滅します。 

〇キーびラゲッジルーム内やリア 
シート周辺にあるとをに、テール 
ゲートのキーレスコースイッチ④を 
押すと、テールゲートび閉じ、ずべ 
てのドアと燃料給油フラップび施錠 
ごれますび、テールゲートは施錠さ 
れません。 


〇車を施淀したとさは、非常点滅灯 
び3回点滅したことを確認してく 
ださい。 

〇 いずれかのドアび開いているとを 
にキーレスコースイッチ④を押ず 
と、テールゲートはかし閉じた後停 
止します。このとさは、マルチファ 
ンクシヨンデイスプレイに"□ックノタメ 
ド乃トシ''テクダサイ"と表示されまず。 
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左八ンドル車 

⑥ テールゲー トスイッチ 

テールゲートを 開く 

►テールゲートスイッチ⑥を引き 
ます。 

警告音び鳴り、テールゲートび自動 
で開さまず。 

テールゲートを 閉じる 

►イグニッシヨン位置び1か2のと 
を、テールゲートスイッチ⑥を押し 
ます。 

警告音び鳴り、テールゲートび自動 
で閉じまず。 


上方に十分な空間びないところなど 
でテールゲートを開<とさのために、 
テールゲートの開□角度を設定でさ 
ます。 

開□角度を設定ずる 

► テールゲートび開閉しているとさ 
に、し iTF のいずれかの操作を行なつ 
て、設定したい角度でテールゲート 
を停止させまず。 

• テールゲートのテールゲートク 
□ーヴー スイッチを 押ず 
• テールゲート八ン ドルを 引く 
• テールゲートの キー レス3’ ース 
イッチ*を 押ず 

• キーのテールゲー ト 開閉 ボタン* 
を押す 

• 運転席ドアの テールゲー トス 
イッチ*を操作ずる 

►確認音び1回鳴るまで、テールゲー 
卜のテールゲートク□ーヴースイッ 
チを押して保持しまず。 

開□角度び設定されまず。 

なにテールゲートを開いたとさは、 
設定されに開□角度で停止しまず。 

開□角度の設定を解除ずる 

►確認音び2回鳴るまで、テールゲー 
卜のテールゲー h ク□ーヴースイッ 
チを押して保持します。 

開□角度の設定び解除されまず。 

〇 テールゲー トの角度によっては、 
その開□角度に設定でさないことび 
ありまず。 


車内からの開閉 


テールゲートの開□角度の設定 


I 



* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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ールゲート 


テールゲート 内側の レバー で①解綻 



①レバー 


テール ゲート内側のレバーで、 テール 
ゲートを解綻して開くことびでさまず。 

テールゲートを開く 

► レバー①を左側に押しなびら、上方 
に引さ上げまず。 

テールゲー トの□ックび解除され 
ます。 

► レバー①を引さ上げにまま、テール 
ゲートを後方へ押し上げまず。 


心 けびのおそれびありまず 

EASY-PACK 自動開閉テールゲート装 
備車は、テールゲートを開くとさに大 
さな力が必要になります。テールゲー 
卜が不意に下がってさて、身体を挟ま 
ないよラにミ主意してください。 


〇 EASY-PACK 自動開閉テールゲー 
卜装備車は、テールゲートの□ッ 
クを解除してからテールゲートを 
開かないでいると、数秒後にテー 
ルゲートが自動的に閉じる場合が 
ありまず。 


〇盗難防止警報システム装備車では、 
施綻した後に、レバー①でテール 
ゲートを解綻して開くと、盗難防止 
警報び作動しまず。 

LU 下のいずれかの操作をずると、警 
報び停止しまず。 

• キーをエンジンスイッチに差し 
込む 

• キーのいずれかのボタンを押ず 

キーレス3’一装備車は、 LiTF のいず 
れかの操作を行なってを、警報び停 
止しまず。 

• キーび 左ち側の キー レス3—ア 
ンテナの検知範囲（杉63ページ) 
にあるとさは、ドア八ンドルに 
触れる 

. キーび 車室内の キー レス3’ ーア 
ンテナの検知範囲 （^63 ページ) 
にあるとさは、エンジンスイッ 
チに取り付けたキーレス3—ス 
イッチを押す 

• キーびテールゲート側のキーレス 
3’ーアンテナの検知範囲 （063 
ぺージ）にあるときは、テール 
ゲート八ンドルを引くか、テール 
ゲートのキーレス ZI —スイッチを 
押ず 

〇レバー①で解錠した後に、テール 
ゲートを閉じると再び施錠されま 
す。キーの閉じ込みにミ主意してくだ 
さい。 

〇 レバー①でテールゲートを解綻し 
て開いてを、ドアと燃料給油フラッ 
プは解錠されません。 
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イグニッシヨン位置 
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イグニツシヨン位置 


心 事故やけびのおそれびありまず 

ごく短時間でも、車から離れるとさは 
エンジンスイッチからキーを巧いてく 
ださい。また、モ供だけを車内に残さ 
ないでください。いたず S から車の発 
進、火災などの事故び発生ずるおそれ 
びあ D まず。また、炎天下では車内び 
非常に高温になり、熱中症を起こすお 
それびあ0ます。 


〇走行中にエンジンを停止させない 
で<ださい。エンジンブレーキび効 
かな<な0まず。また、ブレーキや 
ステア U ングの操作に非常に大さな 
力び必要にな0まず。 

P バッテ1」一あび0を防止ずる 
ために、駐車時は必ずエンジン 
スイッチからキーを巧いてくだ 
さい。 

Q エンジンスイッチにエマージェン 
シーキーを差し込むことはでさま 
せん。 


イグニッシヨン位置を選択ずる 



エンジンスイッチに差し込んだキーを 
まわすと、じ(下のようにイグニッシヨ 
ン位置び変更されまず。 


キーの 
位置 

イグニッシヨン位置 

⑩ 

0 :キーを差し込む/巧 
<位置 

① 

1:イグニッシヨン位置び 

1になります。 

③ 

2:イグニッシヨン位置び 

2になります。 

③ 

3 :エンジンび始動しまず。 


〇 エンジンスイッチからキーを巧ひ 
ずに⑩の位置で長時間放置してし) 
ると、キーびまわせな<なることび 
ありまず。このとさは、キーをいつ 
たん巧を、再度差し込んでからまね 
して < ださい。 

〇 キーの発信部び覆われていたり、 
ミちれていると、エンジンを始動でさ 
な< な0まず。 


I 
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イグニッシヨン位置 


キーレスコ’一装備車 


キーレスコー スイッチによるイグ ニツ 
シヨン位置の選択 



① キーレスゴースイッチ 

車室内にキーびあり、エンジンスイッ 
チにキーレスコースイッチ①を取り付 
けてあるとを、キーレス3—スイッチ 
①を押ずことにより、イグニッシヨン 
位置の選択とエンジンの始動びでを 
ます。 

イグニッシヨン位置を選択ずる 

► ブレーキペダルを踏んでいないとさ 
にキーレスコースイッチ①を押ず 
と、し U 下のようにイグニッシヨン位 
置び変更されまず。 


キー レス ゴース 
イツチの操作 

イグ ニツシヨン 
位置 

1回押ず 

0から1になり 
ます。 

さらに1回押ず 

1から2になり 
ます。 

さらに1回押ず 

2から0になり 
ます。 


エンジンを始動ずる 

► ブレーキ ペダルを踏んでいるとさ 
に キーレスコース イッチ①を押し 
ます。 

〇ドア付近や ルーフの 上、ボンネッ 
卜の上などの車外にキーびあると 
さをエンジンは始動でさることび 
ありまず。車両の盗難にま意して 
<ださい。 

〇 エンジンスイッチにキーレス3— 
スイッチを取り付けた直後は、キー 
レス3—スイッチでのイグニッシヨ 
ン位置の選択やエンジン始動びでさ 
ないことびありまず。 

〇 車室内にキーびないとさにキーレ 
ス3—スイッチを押ずと、マルチ 
フアンクシヨンデイスプレイに"キ- 
ヲケンチテ''巧め"と表示されまず。 


キーによるイグニツシヨン位置の選択 



① キーレスゴースイッチ 
③ エンジンスイッチ 


キーレスコースイッチ①を取り外し、 
エンジンスイッチ③にキーを差し込ん 
でまわずことによ0、イグニッシヨン 
位置の選択や、エンジンの始動 （^118 
ページ）を行なラことびでさまず。 
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フ□ントシートには LiTF の2種類があ 
りまず。 


を称 

ぺージ 

4ウェイパワーシート 

77 

；<モ|」一付パワーシート 
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A 事故のおそれびありまず 


運乾席の乗員は必ず運転前に自分の運 
転姿勢に合った正しいシート位置に調 
整してください。運転中に調整して操 
作を誤ると、車のコント□ールを失い、 
事故を起こすおそれがあります。 


A けびのおそれびあ0まず 

モ供だけを車内に残して車から離れな 
いでください。シート調整スイッチに 
触れるとシートが動さ出し、けがをず 
るおそれがあ0ます。 

シートを調整ずるとさは、身体や物 
などが挟まれないよラにミ主意してく 
ださい。 


〇左ちセカンドシートを折りたたん 
でいるとさにフ□ントシートを後方 
に移動ずるとさは、セカンドシート 
に接触しないようにま意して<ださ 
し、。シートを損傷ずるおそれがあり 
ます。 

。シートを調整ずるときは、 ヘッド 
レストびルーフ内張りやアシストグ 
リップ、サンバイヴーなどに接触し 
ないよラにま意して < ださい。 

。シートを 調整ず ると をは、足元や 
シートの下などに物びないことを確 
認してください。シートや物を損傷 
ずるおそれびありまず。 
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4 ウェイパワーシー トの調整 



ち側フ□ントシートのスイッチ、レバー 


シートを調整するとさは、エアバッグ 
に関するま意ちお読みください034 
ページ)。 

A けがのおそれびありまず 

乗車するとさは、必ずヘッドレストの 
中央が目の高さになっていることを確 
認してください。事故のとさ、首にけ 
がをするおそれがお0ます。 


シートを調整ずる 


矢 EP の 
ち向 

調整内容 

① 

シートの前後位置 

③ 

シートクッシヨンの角度 

③ 

シートの高さ 

④ 

バックレストの角度 
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► シート調整スイッチを矢印③〜④の 
方向に操作しまず。 

シートの前後位置は、レバー①を矢 
印の方向に引いたままシートを前後 
に動かして調整しまず。 

〇 シートの前後位置の調整は、電動 
式ではあ0ません。 



⑥へッドレスト 
⑥□ック解除ボタン 


へッドレストの高さを調壁ずる 

►高くずるときは、ヘッドレストを引 
さ上げまず。 


ほくするときは、□ック解除ボタ 
ン⑥を押しなびらへッドレストを 
下げまず。 



へッドレストのち度を調壁ずる 

► へッドレストの下部を持って、矢印 


の方向に動かしまず。 

メモリー付パワーシートの調整 



ち側フ□ントシートのスイツチ 


シートを調壁ずる 

► シート調整スイッチを矢印①〜⑥の 
方向に操作しまず。 


矢 EP の 
ち向 

調整内容 

① 

へッドレストの高さ 

③ 

シートクッシヨンの角度 

③ 

シートの高さ 

④ 

パックレストの角度 

⑥ 

シートの前後位置 


B を邸6恒冊 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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〇 シートの前後位置を調整ずると、 
へッドレストの高さを連動して上下 
することびありまず。 

OpRE-SAFE (040 ぺージ）び作動 
すると、助手席び適正な位置に自動 
的に調整されまず。 

〇助手席の前後には物を置かないで 
ください。 PRE - SAFE び作動して助 
手席び適正な位置に自動的に調整さ 
れるとをに、シートの移動の巧げ 
になりまず。 



へッドレストのち度を調壁ずる 

►へッドレストの下部を持って、矢印 
の方向に動かしまず。 


電動ランパーヴポート 



ち側フ□ントシ ー トのスイ ッチ 

①③ラン バーサポー トの位置の調整 

③ ランノ（ーヴポートの強さの調整（弱） 

④ ランノ（ーヴポートの強さの調整（強） 

ランバー（腰部）のヴポー h を調整で 

さまず。 

ヴポートの位置を調壁ずる 

► スイッチ①まには③を押しまず。 

ヴポートの強さを調豊ずる 

►スイッチ③（弱）または④（強）を 
押しまず。 

〇 車を解湿したとさやドアを開いた 
とを、イグニッシヨン位置を1に 
しにとさに、ランバーサポートび 
自動的に1」セットされることびあ 
りまず。 

〇 ち側シートは、スイッチ③（弱） 
と④（強）の位置び逆になりまず。 


* オプションや仕様により、異なる萬倫でず。 


I 
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セカンドシートとヴードシート 


心 けびのおそれびありまず 

シートを調整したとさは、シートが確 
実に固定されていて、バックレストが 
垂直におい角度で固定されていること 
を確認してください。 

左ちのセカンドシートを調整したとさ 
は、セカンドシートの□ックインジ 
ケーター（1>8日ページ）の状態を確 
認してくださし、。 

バックレストが確実に固定されていな 
いと、急ブレーキ時や急な進路変更時、 
事故のときなどにバックレストが前ち 
に動さ、致命的なけがをするおそれが 
おりまず。 

シートの調整をするとさは、他の乗員 
の身体や物などが挟まれないよラにま 
意してください。 


左ちセカンドシートの前後位置の調整 



► 調整レバー①を矢印の方向に引いて 
保持します。 

► シートを前後に動かしまず。 

► 調整レバー①から手を放しまず。 


。シ_卜を調整ずるときは、足元や 
シートの下などに物がないことを確 
認して<ださい。シートや物を損傷 
するおそれがあ0まず。 


バックレストの角度の調整 



ヴー ドシート 
①調整 レバー 


►シートに乗車した状態で、調整レ 
バー①を矢印の方向に軽く引いた 
ままバックレストの角度を調整し 
まず。 

〇 ヴードシートのバックレストは、 
シートに荷重びかかっていないとさ 
にレバー①を矢印の方向に引くと、 
バックレストび前方に倒れ、シート 
クッションび起を上びりまず。 


B を邸6恒冊 


シートが固定されまず。 













シ— 


81 


A けびのおそれびあ0まず 

セカンドシートのバックレストの角度 
を調整するとさは、し U 下の点にミ主意し 
てください。シートクッションが床面 
まで下がり、身体を挟んでけがをずる 
おそれがありまず。 

• セカンドシートに乗車し、シート後 
ちに荷重をかけた状態で調整してく 
ださい。 

• 調整レバー①はいっぱいまで引かな 
いでください。必ず軽<引いて操作 
して < ださし、。 

• バックレストの角度を調整している 
とさにバックレストを後方から押さ 
ないで < ださし、。 


A けびのおそれびありまず 

圍 

セカンドシートに乗車しているとき 
は、シートクッシヨンの横や下、アー 
ム部分（イラストの X 印の部分）など 
に手や指などを入れないで < ださい。 
シートクッシヨンび床面まで下びった 
とさに、手や指などび挟まれ、けびを 
するおそれびあ0ます。 



中巧セカンドシートの調壁 



①ストラップ 
③バックレスト 


バックレストを前方に倒ず 

バックレストを前方に倒ずと、アーム 
レストとして使用できまず。 

►へッドレストを最をほし''位置にし 
ます。 


►ストラップ①を矢印の方向に引きな 
びらバックレスト③を前方に倒し、 
確実に□ックしまず。 



③バックレスト 

バックレストを元の位置に戻ず 

►ストラップ①を矢印の方向に引きな 
びらバックレスト③を後方に起こ 
し、確実に□ックしまず。 


I 
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ヘッドレストの調壁 


A けびのおそれびありまず 

柔車するとさは、必ずヘッドレストを 
取り付け、ヘッドレストを引さ上げて 
ください。事故のとき、首にけびをす 
るおそれびありまず。 


へッドレストの高さの調壁 



ちちセカンドシート 

①□ック解除ボタン 
③へッドレスト 


へッドレストを高くずる 

► へッドレスト③を引さ上げまず。 

へッドレストび引さ上げられない 
ときは、□ック解除ボタン①を押 
しなびらへッドレストを上げまず。 

へッドレストを<氏くずる 

► □ック解除ボタン①を押しなびら 
へッドレストを下げまず。 

A けびのおそれびありまず 

柔車ずるとさは、ヘッドレストの中む 
び目の高さになっていることを確認し 
てください。事故のとを、首にけびを 
ずるおそれびあ0まず。 


へッドレスト①角度の調壁 


左ちセカンドシートのへッドレストは 
角度の調整びでさまず。 

中央セカンドシートとサードシートの 
へッドレストでは、角度の調整はでさ 
ません。 

►へッドレストの下側を押して/引 
いて調整します。 


へッドレストの脱着 


A けびのおそれびありまず 

柔車するとさは、必ずヘッドレストを 
取0付けてください。事故のとさ、首 
にけびをずるおそれびあります。 


をちセカン ドシートのへッドレスト 

へッドレストを取りがず 

► シート位置を最を後方の位置にし 
て、バックレストを前方に倒しまず 
084ページ）。 



左ちセカンドシート 


► □ック解除ボタン①を押しなびら 
へッドレストを取り外しまず。 


を邸 S 恒冊 
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へッドレストを取り付ける 

► シート位置を最を後方の位置にし 
て、バックレストを前方に倒しまず 
(084 ページ)。 

► 切り欠さのある支柱び左側になる 
ようにして、ヘッドレストの支柱 
を取り付け巧に差し込んで□ック 
させます。 

中巧セカンドシート のへ ッドレスト 

へッドレストを取り夕巧" 

► □ック解除ボタン①を押しなびら 
へッドレストを取り外しまず。 

へッドレストを取り付ける 

► 切り欠さのある支せびち側になる 
ようにして、ヘッドレストの支柱 
を取り付け巧に差し込んで□ック 
させます。 

A けびのおそれびありまず 

中央セカンド 
シートに乗員 
が柔車してい 
るとさは、中 
央セカンド 
シート背面の 
ストラップ 
©を引かないでください。中央セカン 
ドシートが前方に移動してシートクッ 
シヨンが床面まで下がり、身体を挟ん 
でけがをするおそれがあります。 


ヴー ド シー トのへツドレスト 


へッドレストを取りがず 

► バックレストを前ちに傾けまず。 

► □ック解除ボタン①を押しながら 
へッドレストを取りがしまず。 

へッドレストを取り付ける 

► バックレストを前ちに傾けまず。 

► 切〇夕さのある支柱がち側になる 
ようにして、ヘッドレストの支柱 
を取り付け巧に差し込んで □ ック 
させます。 


ヴートソート への 乗卓 _ 

左ちセカンドシートのバックレストを 
前方に倒し、セカンドシートを前方に 
移動することにより、サードシートへ 
の乗り降りを容易にしまず。 

A けびのおそれびありまず 

セカンドシートやヴードシートに柔車 
するとをは、左ちセカンドシートが確 
実に固定されていて、バックレストが 
垂直に近い角度で固定されていること 
を確認してください。 

左ちのセカンドシートを調整したとさ 
は、セカンドシートの□ックインジ 
ケーターの状態を確認して < ださし、。 
バックレストが確実に固定されていな 
いと、急ブレーキ時や急な進路変更時、 
事故のとさなどにバックレストが前方 
に動さ、致命的なけがをするおそれが 
あります。 
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ヴードシートに乗車ずる 


ヴードシートか5車を降りる 



もん 《 


ザご 


① レバー 

► セカンドシートに柔車していないと 
きに、レバー①を矢印の方向に軽く 
引をなびら、バックレストを前方に 
倒します。 

バックレストび前方に倒れ、シート 
び前方に移動して、シートクッシヨ 
ンび床面まで下びりまず 


③ストラップ 

►セカンドシート背面のストラップ③ 
を矢印の方向に引さまず。 

バックレストの□ックび解除され 
9 〇 

►バックレストを軽く前方に押し 
まず。 

バックレストび前方に倒れ、シート 
び前方に移動して、シートクッシヨ 
ンび床面まで下びりまず。 



ちちセカンドシートを前方に倒したが態 


ちちセカンドシートを前ちに倒した巧態 


を邸 S 恒冊 








A けびのおそれびあ 0 まず 

セカンドシートに乗員が乗車している 
ときは、ストラップ®を引かないでく 
ださい。セカンドシートのバックレス 
卜が前ちに倒れ、シートが前方に移動 
してシートクッションが床面まで下が 
り、身体を挟んでけがをずるおそれが 
あ0ます。 

左ちセカンドシートを元の位置に戻ず 

►バックレストを後方に起こして□ッ 
クしてから、シート全体を後方に移 
動させます。 

"カチッ"といラ音がして、シート 
が □ ックされたことを確認してくだ 
さし、。 

A 事故のおそれびありまず 

走行する前にシートが確実に□ックさ 
れていることを確認して<ださい。急 
ブレーキ時皆急な進路変更時、事故の 
とさなどに、けがをずるおそれがあり 
ます。 


A けびのおそれびありまず 

サードシートに乗員が乗車していると 
さにセカンドシートを元の位置に戻す 
とさは、サードシートの乗員の身体が 
挟まれないよラにミ主意してください。 

。シートを 操作ずるときは、足元や 
シートの下などに物がないことを確 
認して<ださい。シートや物を損傷 
するおそれがありまず。 
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□ックインジケーター 



シートが□ックされていない状態 

①□ックインジケーター（前部) 
©□ックインジケーター（後部) 


セカンドシートを元の位置に戻したと 
きは、□ックインジケーター①©の状 
態を確認して < ださい。 

□ックインジケーター①©が上図の状 
態のとさは、シートは□ックされてい 
ません。 



シートび□ックされている状態 


□ックインジケーター①©が上図の状 
態のとさは、シートが□ックされてい 
9 〇 

〇 □ックインジケーターでの確認だ 
けでな<、シートを前後に押して、 
確実に□ックされていることを確認 
して < ださい。 


を邸 S 直掛 








86 


シ— 



のシ ー トベンチレ ー タ ー スイッチ 
@表示灯 

イグこッシヨン位置が1か2のとき 
に使用できまず。 

シートベンチレーターを使用ずる 

► シー トベンチレータースイッチの 
を押します。 

シ—トベンチレ ー タ ー スイッチを押 
すごとに点灯ずる表示灯®の数が 
変わり、シートベンチレーターの作 
動が切り替わりまず。 


点むしている 
表示灯の数 

作動内容 

3 

シー トベンチレー 
ターが強で作動し 
ます。 

2 

シ—トベンチレ ー 
ターが中で作動し 
ます。 

1 

シートベンチレー 
ターが弱で作動し 
ます。 

0 

停止していまず。 


シートベンチレーターを停止ずる 

►シートベンチレータースイッチ© 
を押して、表示口®を消灯させ 
ます。 

〇 U モコン操作でドアウインドウや 
パノラミックスライディングルーフ 
* を開くと、運転席のシートベンチ 
レーターび強で作動しまず。 

〇 多くの電気装備を使用していた 
0バッテ U —の電圧びほ < なると、 
シートベンチレーターび停止ずるこ 
とびありまず。電圧び回復ずると、 
再び自動的に作動しまず。 



①シートヒータースイッチ 
③表示な 

イグニッシヨン位置び1か2のとを 
に使用できまず。 

シートヒーターを使用ずる 

►シートヒータースイッチ①を押し 
まず。 

シートヒータースイッチを押ずごと 
に表示灯③の点口数が変わり、シー 
トヒーターの作動内容が切り替わり 
ます。 


B を邸6恒冊 


《シートベンチレーターは、曰本仕様には装備されません。 
* オプション作仕様により、異なる装備でず。 
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シートヒーターを停止ずる 


►シートヒータースイッチ①を押し 
て、表示灯®を消口させまず。 


表示なの 
点む数 

作動内容 

3 

シートヒーターび 強で 
作動します。 

約5分後に自動的に中 
に切り替わりまず。 

2 

シートヒーターび 中で 
作動します。 

約10分後に自動的に弱 
に切り替わりまず。 

1 

シー ト ヒーターが 弱で 
作動します。 

約20分後に自動的に停 
止します。 

0 

停止していまず。 


心 けびのおそれびありまず 

コー ト传厚手の衣服などを着用してい 
る状態や、毛巧などの保温性の高い を 
のをシートにかけた状態でシート ヒー 
ターを使用しないでください。また、 
シートヒーターを連続して使用しない 
でください。異常過熱により低温火傷 
(紅斑、水ぶ<れ）を起こずおそれが 
あ0ます。 


A けびのおそれびあ0まず 

し^下の事項に該当するちは、熱すざた 
り、低温火傷をずるおそれびあります 
ので、十分に注意して<ださい。 

• 乳幼児、お年寄り、病人、体が不自 
由なち 

• 皮膚の弱い方 
• 疲労の激しい方 
• 眠気をさそラ薬を服用された方 
• 飲酒したち 

Q シートに凸部のある重量物を置か 
ないで<ださい。故障の原因になり 
9 〇 

〇 バッテ U —の電圧が低<なると、 
シー ト ヒーターが 停止することがあ 
りまず。このとさは表示灯が点滅し 
ます。電圧が回復ずると、再び自動 
的に作動し、表示灯が点灯しまず。 


I 
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ステアリング 


ステアリング 


心 事故のおそれびありまず 

ステアリングの調整は、必ず運転前に 
行なって< ださい。運転中に調整ずる 
と、車のコント□ールを失い、事故を 
起こすおそれがありまず。 


心 けびのおそれびありまず 

• 運転中はステア U ングのパッド部を 
持たなし''でください。万一のとさ、 
エアバッグの作動を妨げるおそれが 
あ0まず。 

• ステア U ングのパッド部にカバーを 
したり、エアバッグ収納部の上に 
バッジ、ステッカー、オーデイオの 
U モコンなどを貼り付けないでくだ 
さい。エアバッグの作動を巧げた 
り、作動時にけがをするおそれが 
あ0ます。 

• 子供だけを車内に残して車から離れ 
ないでください。ステアリング調整 
レバー*を操作することでステア 
U ングが動さ出し、ステアリングに 
挟まれるおそれがありまず。 


ステアリングを調整ずるときは、 iu 下 
のことにミ主意してください。 

• ステアリングを握ったとき、腕に適 
度なを裕がある 

• 足を自由に動かせて、ペダルが十分 
に踏み込める 

• ーターパ ネルのすべての 一 
ター類 やマルチ フアン クシ ヨン 
ディスプレイ、警告灯/表示灯を 
確認でさる 


H ステア U ングをいっぱいにまわし 
た状態を長<保持しないで<ださ 
し、。ステア U ング装置を損傷ずるお 
それがあ0まず。 

〇故障などでエンジンを停止してけ 
ん引ずるときは、十分ま意してくだ 
さい。エンジンび停止していると、 
通常のとをに比べてステア1」ング操 
作に非甫に大さな力び必要でず。 


ステア U ングの調壁（手動式) 



①□ック解除八ンドル 


ステアリング位置を調舊ずる 

► ステア U ングコラム下部の□ック解 
除八ンドル①を手前に引きまず。 

ステア1」ングを前後上下に動かして 
正しい位置に調整しまず。 

► □ック解除八ンドル①を前方に押し 
て□ックしまず。 

調整後は、ステア U ングび確実に 
□ックしていることを確認してくだ 
さし、。 


B を邸6恒冊 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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ステアリングの調壁（電動式) 



③ステア U ング調整レバー 

③ 前後位置の調整 

④ 上下位置の調整 


前を位置を調舊ずる 

►ステア U ング調整レノ（一③を③の方 
向に操作しまず。 

上下位置を調壁ずる 

►ステア U ング調整レノ（一③を④の方 
向に操作しまず。 

〇 ステア U ングの位置は、運転席 
シートの位置やドアミラーの角度と 
併せて記憶させることびでさまず 
([>93ページ）。 


イ ー ソ ー -ll ノトリー 

運転席への乗り降りを容易にずるた 

め、次のいずれかの操作をずると、ス 

テア U ングが上方に移動しまず。 

• エンジンスイッチからキーを抜く 

• イグこッシヨン位置が0か1のと 
さに運転席ドアを開< 

• 運転席ドアが開いているとさに、 
キーレス3—スイッチでイグこッ 
シヨン位置を0にずる（キーレス 
3—装備車） 

ステアリングは、次のいずれかの操作 

をすると、元の位置に戻りまず。 

• 運転席ドアが閉じている状態で、エ 
ンジンスイッチにキーを差ず 

• イグこッシヨン位置が0のとさは、 
運転席ドアを閉じてから1の位置 
にずる 

• イグこッシヨン位置が1のときは、 
運転席ドアを閉じて、2の位置に 
ずる 

この機能の設定と解除については 

(>152 ページ）をご覧ください。 
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巧一 


A けびのおそれびありまず 

• イージーエントリーの作動中に身体 
や物が挟まれないよラに注意して< 
ださい。 

挟まれそラになったときは、運転 
席の^モ U —スイッチかポジシヨ 
ンスイッチ、ステア U ング調整レ 
バーのいずれかを操作して<ださ 
し、。イージーエント U —の作動が 
停止します。 

• デ供だけを残して車から離れないで 
ください。誤ってエンジンスイッチ 
からキーを抜いたり、運転席ドアを 
開いたとさにイージーエントリーが 
作動し、身体が挟まれてけがをする 
おそれがあります。 

〇 ステア U ングの位置によっては、 
ステア U ングび上方に移動しないこ 
とびありまず。 

〇 イージーエント U —を設定してい 
るとをは、事故などのとさにステア 
1」ングび自動的に上方に移動して、 
車がへの脱出や乗員の救出を容易に 
します。 


巧一 


A 事故のおそれびありまず 

S ラー類は必ず走行前に、後ちが十分 
確認でさるよラに調整してください。 
走行中に調整ずると、事故を起こずお 
それがありまず。 

ルームミラーやドア S ラーには死角が 
ありまず。車線変更をずるとさなどは、 
必ずルーム S ラーおよびドアミラーで 
後方を確認してください。また、肩ご 
しに直接斜め後方を確認してください。 

Q ルーム S ラーやドア S ラーのミちれ 
を取るとさにガラスクリーナーを 
使用ずる場合は、必ずルセデス- 
べンツ指定サービスエ場に ご相談 
<ださい。ガラスク U —ナーによつ 
ては、ルームミラーやドアミラー 
が変色ずるおそれがありまず。 


ル—ムニフ— 


ルーム S ラーの 角度調整 





► 手でルーム S ラーの角度を調整し 
ます。 
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ドア s ラー 


^ 事故のおそれびありまず 

ドア S ラーに写った像は実際よりを遠 
くにあるよラに見えます。車線変更を 
するとさなどは、肩ごしに直接斜め後 
ちを確認して < ださい。 


Q ドア S ラーは車体の側面から突 
さ出ています。すれ違いや車庫入 
れのとさ、また、歩行者などに十 
分注意して<ださい。 

〇 ドア S ラーにはヒーターび装着 
されています。 U アデフォッガー 
0199ページ）を作動させたとき 
や外気温度び下びったとさは、自動 
的に温められ、凍結を防ざまず。 


ドア吉ラーのち度を調壁ずる 

► 調整したい側のドア S ラー選択ス 
イッチ③または③を押しまず。 

スイッチの表示灯び点灯しまず。 

► ドアミラー選択スイッチの表示灯び 
点灯しているとさに、ドア S ラー調 
整スイッチ①を操作してドアミラー 
の角度を調整します。 

〇 ドアミラーの角度を調整しない 
まま約15秒経過ずると、ドアミ 
ラー選択スイッチの表示灯は消灯 
します。 

〇 車種や仕様により、ドアミラーの 
角度は、運転席シートやステアリン 
グの位置と併せて記憶させることび 
でをます （>93 ページ）。 


〇 運転席側ドア三ラーは、ルーム ドア S ラーの格納/展開_ 



左八ンドル車 

® ドアミラー格納/展開スイッチ 


左八ンドル車 

①ドアミラー調整スイッチ 
@運転席側ドアミラー選択スイッチ 
③助手席側ドア S ラー選択スイッチ 

イグニッシヨン位置が1か2のとさ 
に調整でさまず。 


イグこッシヨン位置が1か2のとさ 
に操作でさまず。 

ドアミラーを格納ずる 

► ドアミラー格納/展開スイッチ④ 
を押します。 
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巧一 


ドアミラーを展開ずる 

► 再度、ドアミラー格納/展開スイッ 
チ④を押しまず。 

P ドア S ラーは手で格納したり、展 
開しないで<ださい。ドアミラーを 
損傷するおそれびありまず。 

P 走行ずるときはドアミラーを展開 
して < ださい。 

P ドアミラーを格納/展開している 
とをは、身体や物び挟まれないよ5 
にま意してください。車の周りにモ 
イ其びいるとさは、特にま意してくだ 
さい。 

P 洗車機を使用ずるとをはドアミ 
ラーを格納してください。ドアミ 
ラーを損傷するおそれびありまず。 

〇 走行速度び約 45km/hii (上のと 
きは、スイッチでドアミラーを格納 
することはでさません。 

〇 車を施淀ずるときにドアミラーを 
併せて格納でさまず。 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 


ドア吉 ラーの リセット 


ノ（ッテ U —の接続び一時的に断たれた 
とさは、施湿時のドアミラー格納び作 
動しないことびありまず。このよ5な 
とさは、ドア S ラーを1」セットしてく 
ださい。 

►イグニッシヨン位置を1にしまず。 

► ドアミラー格納/展開スイッチ④ 
を押しまず。 

施綻時のドア5ラーの格納 


U モコン操作またはキーレス3—操作 
* で施蟲ずるときにドアミラーを併せ 
て格納でさまず。 

格納されたドアミラーは、フ□ントド 
アを開くと展開しまず。 

この機能の設定と解除については 
0153ページ）をご覧ください。 

〇 ドアミラー格納/展開スイッチで 
ドア S ラーを格納してから施湿した 
とさは、フ□ントドアを開いてを、 
ドア云ラーは展開しません。 



①センサー 
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周囲が暗<、イグこッシヨン位置が1 
か2のとさに、ルームミラーのセン 
ヴー①が後続車のライトを受けると、 
自動的にルーム S ラーと運転席側のド 
ア三ラーの色の濃度が変わり、眩しさ 
を防止します。 

A 事故のおそれびありまず 

ルーム S ラーのセンサーに後続車のラ 
イトが照射されないとさは、自動防胺 
機能は作動しません。十分ミ主意して走 
行してください。また、必要に応じて 
ルーム S ラーの角度を変えてください。 


A けびのおそれびありまず 

S ラーのガラスが損傷すると、液体が 
漏れ出すことがあります。この液体は 
物を腐食させる性質がありまずので、 
皮膚や目に直接触れないよラ注意して 
<ださい。 

万一、液体が目に入ったときや皮膚に 
付着したとさは、ただちに清潔な水で 
十分洗い流し、医師の診断を受けて< 
ださい。 

D 液体が車の塗装面に付着したとさ 
は、ただちに水で湿らせた巧などで 
おさ取って<ださい。塗装面を損傷 
するおそれがありまず。 

〇 シフトポジションが〇のとさ 
やフ□ントルームランプが点口し 
ているとさは自動防隘機能は解除 
されます。 



左側フ□ントシートのスイッチ 

①ポジションスイッチ 
モリースイッチ 

運転席シートと助手席シートには、 3 
つの位置を記憶させることがでさまず。 

運転席シートでは、ステア U ングの位 
置とドア S ラーの角度ち記憶させるこ 
とがでさまず。 

A けびのおそれびありまず 

テ供だけを車内に残して車から離れな 
いでください。スイッチを操作するこ 
とでシートなどが動さだし、身体を挟 
まれるおそれがあります。 

► 正しいシート位置に調整しまず。 

運転席では、さらにステアリング 
の位置、ドア S ラーの角度を調整 
しまず。 

ドア三ラーの角度を調整ずるとさ 
は、イグニッション位置を1か2 
にして <ださい。 


I 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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メモリー機能 


► メモ U —スイッチ③を押しまず。 

►約3秒じ(巧にポジションスイッチ 
①の1〜3のいずれかを押しまず。 

II ピッ II とい5確認音び鳴り、その 
ポジションスイッチにシート位置び 
記憶されまず。 


シート位置の呼び出し 

A 事故のおそれびあ0まず 

運転席シート位置の呼び出しは、おず 
停車しているとさに行なってくださ 
し、。走行中に行なって操作を誤ると、 
車のコント□ールを失い、事故を起こ 
すおそれがあ0ます。 

► 呼び出したいポジションスイッチ 
①の1〜3のいずれかを押し続け 
ます。 

シートなどが動さはじめ、あらか 
じめ記憶させた位置になると停止 
します。 

。バックレストを大さく後ろに傾け 
ているとさは、記憶位置を呼び出ず 
前に、バックレストを起こしてくだ 
さい。 

〇 ま全のため、ポジションスイッチ 
から手を放ずとシートなどは停止し 
ます。 


パーキングヘルプ機能 



左八ンドル車 

①ドアミラー調整スイッチ 
©運転席側ドア S ラー選択スイッチ 
@助手席側ドア S ラー選択スイッチ 

シフトポジションを〇にしたとさ 
に、助手席側ドアミラーの角度があら 
かじめ記憶させていた角度になり、車 
両後方の視界を確保して、後退を容易 
にしまず。 

助手席側ドア S ラーの角度を記憶さ 
せる 

►パーキングブレーキを確実に効か 
せ、エンジンを停止しまず。 

► イグニッション位置を2にしまず。 

► 助手席側ドアミラー選択スイッチ⑤ 
を押しまず。 

► シフトポジションを〇にしまず。 

助手席側ドア S ラーの角度が、あ 
らかじめ記憶させていた角度にな 
りまず。 

► ドアミラー調整スイッチ①で、助手 
席ドア云ラーを後退時に後方が確認 
しやすい角度に調整しまず。 

調整した角度が新たに記憶されまず。 
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助手席側ドア S ラーを記憶させてい 
た角度にずる 

► イグニッション位置を2にしまず。 

► 助手席側ドアミラー選択スイッチ③ 
を押します。 

► シフトポジションを la にしまず。 

助手席側ドア S ラーの角度び、あ 
らかじめ記憶させていた角度にな 
りまず。 

助手席側ドア S ラーは次のいずれかの 
ときに元の角度に戻りまず。 

• 走行速度び約 lOkm/hLi (上になつ 
たとさ 

• シフトポジションを10■から他の 
位置にして約10秒経過したとさ 

• 運転席側ドア S ラー選択スイッチ③ 
を押したとさ 

〇 運転席側ドアミラー選択スイッチ 
③び押されているとさは、助手席側 
ドアミラーの角度は変わりません。 

〇 パーキングヘルプ機能び作動して 
いるとをは、助手席側ドアミラー選 
おスイッチの表示灯び点灯したまま 
になりまず。 


シートベルト 


シートベルトの着用 


心 けびのおそれびありまず 

• シートベルトを正しく着用していな 
かったり、シートベルトがバック 
ルに確実に差し込まれていないと、 
シートベルトの機能が十分に発揮さ 
れずに、致命的なけがをずるおそれ 
がおりまず。 

• シートベルトやバックルにミちれや 
損傷があるとさや、事故でシート 
ベルトが大さな負担を受けたとさ、 
シートベルトを改造しているとさ 
は、十分な棄員保護機能を発揮で 
きずに、致命的なけがをするおそ 
れがおります。 

• 乗員全員が、常にシートベルトを正 
しく着用していることを確認してく 
ださい。 

• 妊娠中の方やけがの治療中のちは、 
医師に相談の上、シートベルトを着 
用して < ださい。 

A けびのおそれびあ0まず 

• テ供を膝の上に座らせて走行しない 
でください。急ブレーキ時や急な進 
路変更時、事故のとさなどに子供を 
保護することがでさず、テ供と他の 
乗員が致命的なけがをするおそれび 
お0ます。 

• 身長1日 0 cm 未満の乗員または12 
歳未満の子供は、シートベルトを正 
しく着用することがでさません。必 
ず チヤイルド セーフテイ シートを適 
切なシートに装着して、子供の安全 
を確保してください。 

詳しくは （041 ページ）をご覧く 
ださい。 
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シートベルト 


• 子供がシートベルトを着用ずるとさ 
は、着用状態を運転者び確認して< 
ださい。また、正しく着用でさない 
体格の子供は適切なチャイルドセー 
フテイシートを使用してください。 

A けびのおそれびありまず 

シートベルトの機能が十分発揮でをる 

よラに、じ I 下の点にミ主意して正しく着 

用して < ださい。 

• シートベルトは身体に密着させて、 
ねじれのないよラに着用してくだ 
さし、。 

• コートなどの厚手のを類は着用しな 
いで <ださい。 

• 肩を通るベルトは肩の中央にかけて 
ください。絶対に首や脇の下には通 
さないでください。また、シートべ 
ルトを引さ上げて上半身に密着させ 
て < ださい。 

• 腰を通るベルトは腰骨のでさるだけ 
低い位置にかけ、絶対に腹部にはか 
けないでください。必要であれば、 
シートベルトをかし押し下げた後 
に、引さ上げて< ださい。 

• 眼鏡やペン、キーなど、衣類のポ 
ケットに入れたとがった物やこわ 
れやすい物にシートベルトをかけ 
ないでください。事故のときに、 
シートベルトを損傷し、切れるお 
それがあります。 

• シートべルトク U ップなどを使用し 
てシートベルトにたるみをつけない 
で < ださい。 

• 1本のシートベルトを2人し U 上で共 
用したり、シートベルトと身体の間 
にバッグなどを挟み込まないでくだ 
さし、。 


心 けびのおそれびありまず 

シートベルトの効果は、パ‘ックレスト 
がでさるだけ垂直に近い角度で、乗員 
が上体を起こして座っている場含にの 
み発揮ずることがでさまず。絶対に 
バックレストを大をく寝かせた状態で 
走行しないで<ださい。致命的なけが 
をするおそれがありまず。 

シートベルトについては（杉31ページ） 
ち)ご覧ください。 



一 I •ィ と 

①ベルトアンカー 


©プレート 
⑤バックル 
® 解除ボタン 

シートベルトを着用ずる 

►シートを調整し、パックレストをで 
きるだけ垂直に近い角度にしまず。 
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► シー トベルトをベルト アンカー ① 
からゆっ < りと引さ出しまず。 

シートベルトが□ックして引き出 
せないとさは、シートベルトをか 
し戻してから、再びゆっ < り引さ 
出します。 

►ねじれがないよ5にしながら、シー 
トベルトを肩の中央にかけまず。 

► プレート③の先端をバックル③に 
差し込みます。 

フ□ントのシートベルトは、自動 
的にシートベルトの締め付け具合 
が調整されまず。 

► 肩を通るベルトが肩の中央にか 
かってし''ることを確認しまず。また、 
腰を通るベルトが腰骨のでさるだけ 
低し''位置にかかってし^ることを確認 
します。 

►フ□ントシートは、必要に応じて 
シートベルトの高さを調整しまず 
(098 ぺージ）。 

► 必要に応じてシートベルトの肩に 
かかる部分を引さ上げ、身体に密着 
させます。 

シートベルトをがず 

► 手でプレート③を持ち、バックル 
③の解除ボタン④を押して、シート 
ベルトをゆつ < り巻さ取らせます。 


心 けびのおそれがあ0まず 

• シートベルトが下のよラなとさ 
は、機能が十分に発揮されずに致命 
的なけがをするおそれがあ0ます。 
〇シートベルトが損傷しているとき 
〇事故などでシートベルトに大さ 
な衝撃がかかったとさ 
〇シートベルトを改造-分解した 
とさ 

• 鋭利な部分の上にシートベルトを通 
さないでください。シートベルトを 
損傷するおそれがあります。 

• シートベルトを使用して、重い荷物 
などを固定しないでください。 

• シー h ベルトがドアやシートレール 
に挟まれていないことを確認してく 
ださい。シートベルトを損傷ずるお 
それがあ0まず。 

• シートベルトを改造したり分解しな 
いで < ださし、。 

• 衝突後やシートベルトが大さな衝 
撃を受けたときは、メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場で新品と 
交換し、関連部品の点検を受けて 
<ださい。 

• 純正部品!;1外のシートベルトは使用 
しないで < ださい。 

• シートベルトの強度が低下し、乗 
員保護機能が損なわれるので、清 
掃ずるとさはし U 下の点に注意して 
<ださい。 

◊強い酸性やアルカリ性洗剤、有 
機溶剤などを使用しない 


〇乾燥時にドライヤーや直射日光 
を当てない 

◊シートベルトを漂白したり、染 
色しない 

• シートベルトに損傷がないか、定期 
的に点検してください。 
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シートベルト 


フ□ントシートベルトのテンション自 
動調壁機能 

フ□ントシートベルトにはテンション 
自動調整機能が装備されていまず。 

イグこッション位置が2のときに、プ 
レートの先端をバックルに差し込む 
と、シートベルトが身体に密着ずる 
ように、自動的にシートベルトのテン 
ション（締め付け具合）を調整しまず。 

この機能の設定と解除については 
(>153ページ）をご覧ください。 



①□ック解除ボタン 
©ベルトアンカー 

フ□ントシートベルトでは、高さを調 
整することがでさまず。 

シートベルトが首にかかったり、肩か 
らがれないよラに高さを調整しまず。 

高さは3段階に調整でさまず。 


シートベルトの高さを調整ずる 

►上げるときは、ベルトアンカー®を 
そのまま上げまず。 

►下げるときは、□ック解除ボタン① 
を押しながらベルトアンカー®を下 
げまず。 

調整後はベルトアンカーが確実に 
□ックしていることを確認してくだ 
さし、。 


正しい運転姿勢 _ 

正しい運転姿勢になるよ5に Li (下の 
点に注意してシートを調整して<だ 
さい。 

• 運転席エアバッグからでさるだけ 
離れている 

• へッドレストの中央が目の高さに 
おな 

• バックレストはできるだけ垂直に 
ずる 

• 背中はバックレストに密着させる 
• シートベルトが正し<着用でさる 

• ちちの裏側が軽<支えられるよう 
に、シートクッシヨンの角度を調整 
する 

• ペダルが楽に踏み込める 
• ステアリングが楽に操作でさる 
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A 事故のおそれびありまず 



運転席の乗員は必ず運転前に自分の運 


ランプスイッチ 


転姿勢に合った正しいシート位置に調 
整してください。運転中に調整して操 
作を誤ると、車のコント□ールを失い、 
事故を起こずおそれがあります。 


心 けびのおそれびありまず 

• バックレストと背中の間に物を挟ま 
ないでください。事故のとさ、けが 
をするおそれがありまず。 

• シートのバックレストを大さく後ち 
に傾けた状態で走行しないでくださ 
し、。急ブレーキ時や衝突時などに身 
体がシートベルトの下を抜けてベル 
卜の力が腹部や首にかかり、致命的 
なけがをずるおそれがあ0まず。 

• シートを調整しているときは、シー 
卜の下や横に身体を入れたり、作動 
部に触れないでください。挟まれて 
けがをずるおそれがありまず。 

• シートの一部が身体や物に当たった 
とさは、それ似上操作しないでくだ 
さし、。 

• 誤ってシート調整スイッチに触れる 
とシートが動さ、乗員がけがをする 
おそれがあります。子供を乗せてい 
るとさは十分ミ主意してください。 



ち八ンドル車 
①ランプスイッチ 


位置作動内容 


③ 

〇 

ずべてのランプが消灯 

③ 


周囲の明るさに応じて自 
動的に点灯/消灯 

④ 


車幅灯、テールランプ、 
ライセンスランプやス 
イツチなどの照日月が点口 
し、表示口③が点口 

⑥ 

回 

へツドランプが点灯 

⑥ 

因 

ち側のパーキングランプ 
び点灯 


四 

左側のパーキングランプ 
び点な 


® 車幅灯表示灯 


® フ□ントフォグランプ表示灯 
@リアフォグランプ表示口 



を 

邸 
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〇車から離れるとさはランプを消灯 
してください。パ'ッテ U —びあびる 
おそれびあ0まず。 

B エンジンを停止した状態で、ラン 
プを長時間点灯しないで<ださい。 
八ッテ U —びあびるおそれびあり 
ます。 

P ランプスイッチを区因の位置に 
したまま、エンジンスイッチに差し 
込んだ'キーを抜ぐかキーレス—ス 
イッチ*でイグこッシヨン位置を 
0にして、運転席ドアを開くと、警 
告音が鳴り、マルチフアンクシヨン 
ディスプレイに"ラ仆ヲケシテクタ''サイ！" 
と表示されます。このとさはランプ 
を消口して<ださい。バッテリーが 
あがるおそれがあ0まず。 

へッドランプ 


へッドランプを手動で点灯ずる 

► ランプスイッチ①を ESI の位置に 
します。 

•イグこッシヨン位置が1のとき 
は、車幅口、テールランプ、ライ 
センスランプが点口し、車幅灯表 
示灯⑩が点灯しまず。 

•イグこッシヨン位置が2のとき 
は、上記に加えてヘッドランプも 
点の■し、ーターパネルのヘッド 
ランプ表示灯画 g が点灯しまず。 

〇へッ ドランプが点灯しているとき 
に、イグこッシヨン位置を1にず 
ると、へッドランプが消口しまず。 

さらにこの状態でイグこッシヨン位 
置を0にして運転席ドアを開くか、 
エンジンスイッチからキーを抜く 
と、車幅口などち消灯しまず。 


へッドランプの自動点灯機能 

周囲が暗いときに、へッドランプを自 
動的に点灯/消灯でさまず。 

A 事故のおそれびありまず 

• ランプの点灯/消灯に関ずる責任は 
運転者にありまず。ランプの自動点 
灯機能は運転者を支援ずる機能でず。 

• の状況などではランプは自動的 

に点灯しなかったり、点灯していた 
ランプが消灯して事故を起こずおそ 
れがありまず。このとさは、手動で 
ランプを点灯してください。 

◊霧の中を走行ずるとき 
◊対向車のランプなどにより、セ 
ンヴーが正常に作動しないとさ 

• ランプスイッチをから 四 
の位置にずるとさは、必ず停車して 
<ださい。ランプが一瞬消灯して事 
故を起こずおそれがありまず。 


へツドランプを自動的に点け/消'打 
ずる 

► ランプスイツチ①を^巧の位置に 

します。 

• イグこツシヨン位置が1のとき 
は、周囲が暗いとさに、車幅灯、 
テールランプ、ライセンスラン 
プなどが自動的に点灯し、車幅 
口表示口®が点灯しまず。 

• エンジンがかかっているとさは、 
上記に加えてへツドランプも自 
動的に点灯し、ーターパネル 
のへツドランプ表示灯画3が点 
口しまず。 
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オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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〇 フ□ントウインドウの上部中央に 
は巧るさを感知ずるセンサーびあり 
ます。このセンサーは、レインセン 
サーと同じ位置にありまず（>109 
ページ）。センサー部にステッカー 
などを貼付ずると、自動点灯機能び 
働かな< な0まず。 

フオグランプ 


心 事故のおそれびあ0まず 

ランプスイッチび EQD の位置のとさ 
は、フォグランフを点なずることはで 
さません。霧の中を走行するとさは、 
あらかじめランフスイッチを^の 
位置にしてへッドランプを点なしてく 
ださい。 


フ□ントフォグランプを点'灯ずる 

►イグ ニッシ ヨン位置び 2 で、ラン 
プスイッチ①の位置び应 a まには 
画 g のとさに、ランプスイッチを 
1段引さまず。 

フ□ントフォグランプび点灯し、フ 
□ントフォグランプ表示灯⑨び点灯 
します。 

フ□ントフォグランプとリアフォグラ 
ンプを点灯ずる 

►イグ ニッシ ヨン位置び 2 で、ラン 
プスイッチ①の位置び应 a または 
画 g のとさに、ランプスイッチを 
2段引さまず。 

フ□ントフォグランプと1」アフォグ 
ランプび点灯し、フ□ントフオグラ 
ンプ表示灯⑨と U アフオグランプ表 
示灯⑨び点灯しまず。 


〇フォグランプは、露などの悪天候 
で、十分な視界び確保でさないとさ 
し U 外には使用しないでください。巧 
向車や後続車の迷惑になりまず。 

パーキングランプ 


暗びりでの駐車時に後続車などに車の 
を在を知らせるため、車幅灯とテール 
ランプだけを点灯しまず。 

) (—キングランプを点:打ずる 

イグニッシヨン位置び0か1のとを、 
またはキーを差し込んでいないとさに 
点灯させることびでさまず。 


► ランプスイッチを13または〇ち 
の位置にしまず。 


位置 

作動内容 

因 

ち側のパーキングランプび 
点灯 

四 

左側のパーキングランプび 
点灯 


へッドランプ下向を/上向をの切 
り曾え 



①下向を 
③上向を 
③パッシング 


I 
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へッドランプを下向きにずる 

► コンビネーションスイッチを①の位 
置にしまず。 

へッドランプび下向さになりまず。 

へッドランプを上向きにずる 

►へッドランプび点灯しているとさ 
に、コンビネーションスイッチを③ 
の位置にしまず。 

へッドランプび上向さになりまず。 

メーター パネルの八イ ビーム 表示灯 
^び点灯しまず。 

〇巧向車びあるとさや市街地を走行 
するときは、へッドランプを上向き 
にしないで < ださい。 

パッシングずる 

►イグニッション位置び1か2のと 
さに、コンビネーションスイッチを 
③の方向に引さまず。 

引いている間、ヘッドランプび上向 
をで点灯し、メーターパネルの八イ 
ビーム表示灯 S び点灯しまず。 

コンビネーションスイッチから手を 
放すと①の位置に戻りまず。 


車夕1•ランプ消打遅延機能 _ 

周囲び暗いとさにエンジンを停止ずる 
と、車幅灯、フ□ントフォグランプ、 
テールランプ、ライセンスランプび点 
灯し、ドアやテールゲートを開いて閉 
じた後、約15秒後に消灯しまず。 

この機能の設定と解除については 
0147ページ）をご覧ください。 


車がランプ消な遅延機能を一時的に解 

除ずる 

►エンジンを停止した後、イグニッ 
シヨン位置を2にしまず。 

〇 ランプび消灯ずるまでの時間は、 
ドアやテールゲー h を閉じてから消 
灯ずるまでのおよその時間でず。 

〇 エンジンを停止してからドアや 
テールゲートを閉じたままにずる 
か、開いてそのままにしてから約 
60秒後に、ランプは消灯しまず。 


方向指示 



①ち側の方向指示灯び点滅 
③左側の方向指示灯び点滅 


イグニッシヨン位置び1か2のとさ 
に点滅させることびでをまず。 

ち側の方向指示打を点滅させる 

► コンビネーシヨンスイッチを①の方 
向に操作しまず。 

を側の方向指示なを点滅させる 

► コンビネーシヨンスイッチを③の方 
向に操作しまず。 
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ステア u ングを直進に戻ずとコンビ 
ネーションスイッチは自動的に戻り 
ます。戻らないとさは手で戻してくだ 
ごい。 

方向指示灯び点滅しているときは、 
メーターノ くネルの方向指示表示灯を点 
滅します。 

〇 方向指示灯を点滅ごせているとさ 
に非甫点滅灯スイッチを押ずと、非 
常点滅灯に切り替わりまず。再度、 
非甫点滅灯スイッチを押ずと、方向 
指示灯に切り替わりまず。 

〇 コンビネーションスイッチを軽く 
操作すると、方向指示灯び3回点 
滅します。 



①非常点滅巧スイツチ 


非常点滅灯を消灯させる 

►再度、非常点滅灯スイッチ①を押し 
まず。 

〇非常時(外は使用しないで < だ 
ごい。 

〇エンジンを停止して長時間使用ず 
ると、パッテ U —びあびるおそれび 
ありまず。 

〇 約 70 km/h (上で走行中に急ブ 
レーキを効かせて停止したときは、 
非甫点滅灯び自動的に点滅しまず。 
自動的に点滅した非甫点滅灯は、非 
苗点滅灯スイッチを押ずか、走行速 
度び約 lOkm / hl ； ■(上になると、自 
動的に消灯しまず。 

〇 非甫点滅灯を点滅させているとさ 
に方向指おの操作をずると、その方 
向の方向指示灯の点滅に切り替わり 
ます。方向指示灯び消灯ずると、再 
び非甫点滅灯に切り替わりまず。 

〇 エアバッグび作動ずると、非苗点 
滅灯び自動的に点滅しまず。自動 
的に点滅した非常点滅灯を解除ず 
るとさは、非苗点滅灯スイッチを 
押します。 


故障などの非甫時に、やむを得ず路上 
で停車するとさなどに使用しまず。 

が常点滅 I 灯を点滅させる 

► 非常点滅灯スイッチ①を押しまず。 
すべての方向指示灯び点滅しまず。 

非常点滅灯スイッチ①とメーター 
パネルの方向指示表示灯を点滅し 
ます。 


I 
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し u 下のとさに、方向指示灯の点滅、ま 
たはステア U ング操作に連動して、フ 
□ントフォグランプび点灯しまず。 

• 周囲び暗いとさ 

• エンジンびかかっていて、走行速度 
び約 40 km/hiirF のとき 

• へッドランプび点灯しているとさ 

ち向指示打の点滅との連動 

方向指示灯を点滅させると、点滅させ 
た側のフ□ントフォグランプび点灯し 
ます。 

シフトポジションび〇のとさは、フ 
□ントフォグランプは点灯しません。 

ステアリング操作との連動 

ステア U ングを操作ずると、操作し 
に側のフ □ ントフォグランプび点灯 
します。 

シフトポジションび匿ミ■のときは、 
ステア U ングを操作した方向と逆側の 
フ□ントフオグランプび点灯しまず。 


〇 点滅ごせた方向指お灯の方向と、 
ステア U ングの操作方向び異なると 
きは、方向指示灯と同じ側のフ□ン 
トフォグランプび点灯しまず。 

〇フ □ントフォグランプはゆっくり 
消灯ずるため、一時的に左ち両側の 
フ□ントフォグランプび点灯ずるこ 
とびありまず。 

〇 点灯したフ□ントフオグランプ 
は、約3分後に自動的に消灯しまず。 


へッ ドラン プウォッシャー 

エ ンジンびかかっていてへ ッ ドランプ 
び点灯しているとさに、フ□ントウイ 
ンドウウォッシャーを約5回操作ずる 
と、ヘッドランプウォッシャーび自動 
的に作動しまず。 

〇 エンジンを停止ずるか、ヘッドラ 
ンプを消灯させると、フ□ントウイ 
ンドウウォッシャーを作動させに回 
数は U セットされまず。 

〇 を季にはウォッシャー液の濃度に 
ま意し、冬用の純正ウォッシャー液 
を使用して < ださい。 

P へッドランプには樹脂製レンズを 
使用してし''るので、必ず専用の純正 
ウォッシャー液を使用してくださ 
し、。レンズを損傷ずるおそれがあり 
ます。 
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①フ□ント読書灯（左側）スイッチ 
@ヴードシートルームランプスイッチ 
③点灯モード選択スイッチ 
@フ□ントルームランプスイツチ 
愈フ□ント読書灯（ち側）スイッチ 
©フ□ントルームランプ 
@フ□ント読書灯（ち側） 

©フ□ント読書灯（左側） 

ルーム ランプの点灯 モー ドの選択 

自動点'打モードにずる 

► 点灯モード選択スイッチ③が押され 
ていない状態にしまず。 


iu 下の操作をするとフ□ントルームラ 
ンプやセカンドシートルームランプ、 
サードシートルームランプ、ラゲッジ 
ルームランプおよびテール ゲー ト裏の 
ランプが点灯/消灯しまず。 

• エンジンスイッチからキーを抜くと 
点灯し、約10秒後に消口しまず。 

この機能の設定と解除については 
(>147 ページ）をご覧ください。 

• リモコン操作またはキーレス一操 
作*で解錠ずると点灯し、約30秒 
後に消灯しまず。 

• いずれかのドアまたはテールゲート 
を開 < と点灯します。 

クイグこッシヨン位置が2のとき 
は、ドアやテールゲートを閉じ 
るとただちに消灯しまず。 

ドアや テールゲー トが開いたま 
まのとさは、消灯しません。 

◊イグこッシヨン位置が0か1の 
とさ、またはキーが抜いてある 
とさは、ドアやテールゲートを 
閉じると約7秒後に消口しまず。 

ドアや テールゲー トを開いたま 
まのとさは、約日分後に消口し 
ます。 

〇車を施錠したとさは、ルームラン 
プなどが消灯ずることを確認して< 
ださい。 

〇 点灯したセカンドシートルームラ 
ンプは、ランプの前部を押ずと消口 
します。 

〇 点灯しているルームランプや読書 
灯などは、 U モコン操作またはキー 
レス3—操作*で施顏ずると数秒 
後に自動的に消灯しまず。 
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常時消なモードにずる 

► 点灯モード選択スイッチ③び押され 
に状態にしまず。 

し U 下のいずれかの操作をしてを、 
ルームランプなどは点灯しません。 

• エンジンスイッチからキーを 
巧< 

• U モコン操作またはキーレス 
ゴー操作*で解錠ずる 

• ドアを開< 

• テールゲートを開< 

非常時の自動点打 

ルームランプび自動点灯モードのとさ 
は、シートベルトテンシ ヨナー やエア 
バッグび作動ずると、ルームランプび 
自動的に点灯しまず。また、このとさ 
は非甫点滅灯を点滅しまず。 

自動的に点なしたルームランプを消な 
ずる 

► 非常点滅灯スイッチを押しまず。 
まには 

► U モコン操作で解湿しまず。 

まには 

► 点灯モード選択スイッチ③を押し 
ます。 

フ□ントルームランプの点口 /消■灯 

フ□ントルームランプを手動で点:打/ 
消打ずる 

► フ□ントルームランプスイッチ④を 
押します。 

フ□ントルームランプ⑧び点灯/ 
消灯しまず。 


フ□ント読書なの点な/消■灯 

フ□ント読書なを点な/消!打ずる 

►フ□ント読書灯スイツチ①⑥を押し 
ます。 

フ□ント読書灯⑦⑨び点灯/消灯 
し cK 〇 

セカンドシートルームランプの点灯/ 
消な 



⑨セカンドシートルームランプ（ち側） 

セカンドシートルームランプは U アド 
アウインドウの上方にありまず。 

セカンドシートルームランプを手動で 
点'灯/消なずる 

► セカンドシートルームランプ⑨の前 
部（矢印の部分）を押しまず。 

セカンドシートルームランプび点灯 
/消灯しまず。 

〇セカンドシートルームランプを長 
時間点灯ずると、セカンドシート 
ルームランプび熱<な0、乂傷をず 
るおそれびありまず。操作ずるとさ 
などはミ主意して < ださい。 


B を邸6恒冊 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 











ンプ 


サードシートルームランプおよびヴー 
ドシート読書 I 打*の点灯/消灯 



⑩ヴードシートルームランプ 
⑩サードシート読書灯（左側） 

⑩ヴードシート読書灯（ち側） 

⑩サードシート読書灯スイッチ（左側） 
酒)サードシート読書灯スイッチ（ち側） 

サードシートルームランプはサード 
シートの上方にありまず。 

ヴードシートルームランプを手動で点 
灯/消巧ずる 

► サードシートルームランプスイッチ 
© 0105ページ）を押しまず。 

サードシートルームランプ®が点火了 
/消口しまず。 

ヴードシート読書 ：):： r * を点灯/消灯 
ずる 

► ヴードシート読書灯スイッチ®®を 
押します。 

ヴードシート読書口⑩©が点灯/ 
消灯しまず。 

〇 サードシートルームランプを点口 
/消口ずると、ラゲッジルームラン 
プとテールゲート裏のランプち点口 
/消灯しまず。 


フツトウエルランプ 


フ□ントシートとセカンドシートの足 
元*に乗降用のランプがありまず。 

フ□ントルームランプまたはサード 
シートルームランプを点灯させると、 
明る < 点口しまず。 

また、ルームランプが自動点灯モード 
のとさに、 Li (下の操作をずると点灯/ 
消火了しまず。 

• リモコン操作またはキーレス3’一操 
作*で解錠ずると低い照度で点口 
し、約3日秒後に消口しまず。 

• イグこツシヨン位置が2のときは 
低い照度で点口し、2政がの位置に 
すると約7秒後に消灯しまず。 

• いずれかのドアを開<と明る<点口 
しまず。 

クイグニッシヨン位置が2のとき 
は、ドアを閉じると減光しまず。 

ドアを開いたままのとさは消口 
しません。 

クイグこッシヨン位置が2政がの 
ときは、ドアを閉じると減光し、 
約7秒後に消灯しまず。 

ドアを開いたままのとさは、約日 
分後に消灯しまず。 


を邸 S 恒掛 


* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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ワイ パー 


センターコンソールランプ 


ルーム S ラーの 下部にありまず。 

イグニッシヨン位置び1か2のとさ 
に点灯しまず。 

ドア下部のランプ 


ドア下部に柔降用のランプびありまず。 

ルームランプの点灯モードび自動点灯 
モードのとさに、 LU 下の操作をずると 
点灯/消灯しまず。 

• ドアを開くと点灯しまず。 

•イグニッシヨン位置び2 Li (外でド 
アを開いたままのとをは、約5分 
後に消灯しまず。 

ドアミラー下部のランプ 


運転席側ドアミラー下部に乗降用のラ 
ンプびありまず。 

ルームランプの点灯モードび自動点灯 
モードのとさに、 LU 下の操作をずると 
点灯/消灯しまず。 

• いずれかのドアを開 < と点灯し、 
ドアを閉じると約7秒後に消灯し 
ます。 

ドアを開いたままのとさは、約30 
秒後に消灯しまず。 

• U モコン操作またはキーレス3—操 
作*で解湿ずると、約30秒間点灯 
します。 



①テイップ機能/フ□ントウインドウ 
ウォッシャーの噴射 
③ワイノ V ’一作動 モー ドの マーク 

ワイパーを作動させる 

イグニッシヨン位置び1か2のとさ 
に作動しまず。 


► コンビネーションスイッチをまねし 
てワイ パー 作動 モー ドの マー ク③を 
〜^3に合わせまず。 


位置 

作動内容 

KI 

停止 

■ 

オートモード I 


オートモード n 

同じ雨滴量の場合、才ート 
モード I よりちかない雨滴 
量で作動します。 


低速モード 

日 

高速モード 


B を邸6恒冊 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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ワイパーを1回だけ作動させる 
(ティップ機能） 

► コンビネーションスイッチを矢印① 
の方向に軽く押しまず。 

ワイパーび1回だけ作動しまず 
(ウォッシャー液は噴射しません）。 

この機能はフ□ントウインドウび 
肅れているとさだけ使用してくだ 
ごい。 

フ□ントウインドウウォッシャーを晴 
射ずる 

►イグニッション位置び1か2のと 
を、コンビネーションスイッチを 
矢印①の方向にいっぱいまで押し 
続けまず。 

その間ウォッシャー液び噴射し、ワ 
イパーを作動しまず。 

〇 ワイパーび作動しないとさは、別 
のモードを選択ずると作動ずること 
びありまず。 

〇 オートモードでは、フ□ントウイ 
ンドウのレインセンサーび感知し 
た雨滴量や走行速度などに応じて、 
ワイパーの作動び自動的に切り替 
わりまず。 

〇 オートモードのとさ、停車時にフ 
□ントドアを開くとワイパーは停止 
します。ワイパーはじ(下のとさに作 
動を再開します。 

• シフトポジションび n または 
m のとさは、フ□ントドアを 
閉じて、他のシフトポジション 
にしたとさ 

• シフトポジションび la または 
〇のとさは、フ□ントドアを 
閉じたとさ 


〇 ワイパー作動 モー ドの マークび 
D および B の位置のとさを、 
停車時およびほ速走行時のワイパー 
の作動は、レインセンサーにより自 
動調整されます。 

〇 ぞ季にはウォッシャー液の濃度に 
ま意し、を用の純正ウォッシャー液 
を使用してください。 

〇 フ□ントウインドウび;'*れていな 
<てを、ワイパー作動モードのマー 
クを U か D にずると、ワイパー 
び1回作動しまず。 

レインセンサー 


フ□ントウインドウ上部中央にレイン 
センサーびありまず。 

P レインセンサー部にステッカーな 
どを貼付しないで<ださい。レイ 
ンセンサーび正しく機能しな < な 
りまず。 



①ノブ 

③ U アワイ バー 作動 モー ドの マーク 
@テールゲートウ イン ドウウォッシャー 
作動位置 


I 
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ワイ パー 



④ U アワイパーインジケーター 


U アワイ A ’一 を作動させる 

►イグニッション位置び1か2のと 
さ、ノブ①をまわして、 U アワイパー 
作動 モー ドの マーク ③を 
B の位置に合わせまず。 

U アワイパーび間欠で作動し、マル 
チフアンクションディスプレイに、 
U アワイパーインジケーター④び表 
示されます。 

〇 イグニッション位置び2でフ□ン 
トワイパーび作動しているとさに 
シフトポジションを D にずると、 
U アワイノ く一び m 下のように作動し 
ます。 

• フ□ントワイパーが間欠作動の 
とさ 

間欠で作動しまず。 

• フ□ントワイパーが低速あるい 
は高速作動のとさ 

低速で作動します。 


テールゲートウインドウウォッシャー 
を噴射ずる 

► イグこッション位置が1か2のと 
き、ノブ①をまわして、リアワイパー 
作動モードのマーク③を③の位置に 
合わせ続けまず。 

その間ウォッシャー液が噴射し 、 U 
アワイパーち作動しまず。 

U つイパーやウォッシャーを使用 
するとさは、歩行者に水しぶきや 
ウォッシャー液がかからないよ5に 
注意して < ださい。 

〇ウインドウを巧くときなどは、必 
ずコンビネーションスイッチを 
〇 (停止）の位置にしてください。 
ワイパーび動さ、けびをずるおそれ 
びありまず。 

Q ウインドウび乾いているとさはワ 
イパーを使用しないでください。ウ 
インドウの表面に細かい傷び付いた 
り、ワイパーブレードを損傷ずるお 
それびありまず。 

ウインドウびミちれている場合は、お 
ずウォッシャーを噴射してから使用 
して < ださい。 

〇エンジンを停止ずるとをは、必ず 
コンビネーションスイッチを D 
の位置に戻してください。コンビ' 
ネーションスイッチを D や e 
の位置のままイグニッション位置を 
1にずると、ワイパーび作動し、ウ 
インドウび;'!れていないとさは傷び 
付 < おそれびあ0まず。 


B を邸6恒冊 
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p ワイパーを使用ずる必要びないと 
をは、必ずワイパー作動モードの 
マークを H の位置にしてくださ 
し、。フ□ントウインドウの巧れや光 
線の乱反射などでレインセンサーび 
誤作動してワイパーび作動し、ウイ 
ンドウび請れていないとさは、ワイ 
パーブレードを損傷しにり、ウイン 
ドウに傷び付 < おそれびありまず。 

P ウォッシャー液び出な<なったと 
をは、ウォッシャーの操作をしない 
で<ださい。ウォッシャーポンプを 
損傷するおそれびありまず。 

P 寒を時にはワイパーびウインドウ 
に貼り付くことびありまず。作動さ 
せる前に貼り付いていないことを確 
認して<ださい。貼り付いたままワ 
イパーを操作ずると、ワイパーブ 
レー ドやモーターを損傷ずるおそれ 
びありまず。 

P 雪などび付着しているときは、雪 
などを取り除いてからワイパーを操 
作してください。作業の際には、ま 
全のにめ、イグニッシヨン位置を0 
にして、エンジンスイッチからキー 
を抜いて < ださい。 


パワーウインドウ 


ドアウインドウの開閉 


心 けびのおそれびあ0まず 

• ドアウインドウを開くとさは、ドア 
ウインドウに触れたり、身体を寄り 
かけないで<ださい。ドアウインド 
ウとドア フレームとの 間に身体が引 
さ込まれて、けがをずるおそれがあ 
りまず。 

• ドアウインドウを閉じるときは、身 
体や物が挟まれないよラにミ主意して 
ください。挟まれそラになったとさ 
は、ただちにドアウインドウスイッ 
チを操作してドアウインドウを開い 
て < ださい。 

• 子供だけを車内に残して車から離 
れないでください。運転装置に触 
れてけがをしたり、事故の原因に 
な0ます。 

また、車内が高温または低温になる 
と、命に関わるおそれがありまず。 

. 子供が車内か5ドアやドアウインド 
ウを開< と、事故やけがの原因にな 
ります。 

子供を乗せるとさは、リアドアやリ 
アドアウインドウのチヤイルドプ 
ルーフ□ックを使用してください。 


。車から離れるとさや洗車のとさは、 
ドアウインドウやベンチ レーショ ン 
ウインドウ*、パノラミックスライ 
ディングルーフ*が完全に閉じてい 
ることを確認してください。 


I 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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1 巧ーウイン 



左八ンドル車 

①フ□ントドアウインドウスイッチ 
@ U アドアウインドウスイッチ 


ドアウインドウスイッチは各ドアにあ 
りまず。 

運転席ドアには、ずべてのドアウイン 
ドウのスイッチがありまず。 

イグこッシヨン位置が1か2のとき 
に、ドアウインドウを開閉でさまず。 

ドアウインドウを開< 

► スイッチを軽く押しまず。 

押している間だけ開さまず。 

スイッチをいっぱいまで押ずと、自 
動で開さまず。 

ドアウインドウを閉じる 

► スイッチを軽く引きまず。 

引いている間だけ閉じまず。 

スイッチをいっぱいまで引<と、自 
動で閉じまず。 


挟み込み防止機能 


ドアウインドウには挟み込み防止機能 
がありまず。 

スイッチを引を続けてドアウインドウ 
を閉じているとさ 

挟み込みなどの抵抗があると、ドアウ 
インドウがただちに停止して、スイッ 
チから手を放ずと、その位置からかし 
開さます。 

その状態からただちにスイッチを引さ 
続けてドアウインドウを閉じると、ド 
アウインドウはより強い力で閉じま 
ず。このとさに挟み込みなどの抵抗が 
あると、ドアウインドウはただちに停 
止して、スイッチから手を放ずと、そ 
の位置からかし下降しまず。 

さらにこの状態からただちにスイッチ 
を引き続けてドアウインドウを閉じる 
と、ドアウインドウは挟み込み防止機 
能が作動しない状態で閉じまず。 

自動でドアウインドウを閉じている 
とさ 

挟み込みなどの抵抗があると、ただ 
ちに停止して、その位置からかし開 
さまず。 

ただし、2度連続して挟み込み防止機 
能が作動してからただちに再度ドアウ 
インドウを閉じたとさは、ドアウイン 
ドウは自動で閉じな<なり、挟み込み 
防止機能ち作動しません。 


B を邸6恒冊 
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A けびのおそれびあ0まず 

挟み込み防止機能が作動しない状態で 
ドアウインドウを閉じるときは十分を 
意してください。 

挟み込み防止機能には、挟み込みを感 
知しない範囲があります。ドアウイン 
ドウを閉じるとさは十分ま意してくだ 
さし、。 


〇 U モコン操作でドアウインドウを 
開くことびできまず（^115ぺ一 
ジ)。 

〇 U モコン操作またはキーレスゴー 
操作*でドアウインドウを閉じる 
ことびでさまず （01 16ページ）。 

〇 ドアウインドウび自動で開閉して 
し、るときに、スイッチを操作ずると、 
その位置で停止します。 

〇 イグニッション位置を0にずるか、 
エンジンスイッチからキーを抜い 
てから約日分間は、ドアウインド 
ウを開閉することがでさまず。約已 
分じ(内にフ□ントドアを開くと、ド 
アウインドウの開閉はでさな<なり 
ます。 

〇 ドアウインドウが開いているとさ 
に PRE-SAFE (>40 ぺージ）が車 
両の横滑りを感知ずると、ドアウイ 
ンドウがかし開いた位置まで自動的 
に閉じまず。 

〇 運転席ドアのスイッチで他のドア 
ウインドウを開閉しているとさは、 
助手席やリアドアのスイッチでは、 
開閉しているドアウインドウを操作 
することはでさません。 


ドアウインドウび自動で開閉しない 
とさ 

iu 下のときは、ドアウインドウをリ 

セットして<ださい。 

• バッテ U —あがりやバッテ U —の交 
換などで、一時的に電源が断たれた 
とさ 

• ドアウインドウが自動で開閉しない 
とさ 

• ドアウインドウが全開した後にかし 
開 < とさ 

ドアウインドウをリセットずる 

► ずべてのドアを閉じます。 

► イグこッシヨン位置を2にしまず。 

►スイッチを軽く引いて全閉にし、そ 
のまま約2秒 LiLL 保持しまず。 

► スイッチから手を放したとさにドア 
ウインドウが全閉位置からかし開い 
た場をは、ただちにスイッチを軽< 
引いて全閉にし、そのまま約2秒 
政上保持しまず。 

► この操作を他のドアウインドウでち 
行ないまず。 

詳しくはルセデス-ベンツ指定サー 

ビスエ場におたずね < ださい。 


B を馨直冊 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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n つーウイン 


ベンチレーシヨンウインドウの開 

閉 * 


心 けびのおそれびありまず 

ベンチ レーシヨ ンウインドウを 閉じる 
とさに、身体や物が挟まれそラになつ 
たと量は、ただちにスイッチを押して 
ください。ベンチ レーシヨ ンウインド 
ウが開さまず。 


ぞ 




左八ンドル車 

©ベンチ レーシヨ ンウインドウスイッチ 


ベンチレーシヨンウインドウの開閉ス 
イッチは運転席ドアにありまず。 

イグこッシヨン位置が1か2のとき 
に、ベンチレーシヨンウインドウを開 
開でさます。 

ベンチレーシヨンウインドウを開く 

► スイッチ®を押しまず。 

左ちのベンチレーシヨンウインドウ 
が自動で開さまず。 

ベンチレーシヨンウインドウを閉じる 

► スイッチ®を引きまず。 

左ちのベンチレーシヨンウインドウ 
が自動で閉じまず。 

〇イ グこッシヨン位置を0にずるか、 
エンジンスイッチからキーを抜いて 
から約日分間は、ベンチレーシヨ 
ンウインドウを開閉でさまず。約已 
分じ(内にフ□ントドアを開くと、ベ 
ンチレーシヨンウインドウの開閉は 
でさな < なりまず。 


B を邸6恒冊 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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コンビニエンスオープニング機能 

車内び暑<なっているとさなど、乗車 
する前に車内の空気を換気したいとさ 
は、 U モコン操作でドアウインドウと 
ベンチ レーショ ンウインドウ*、電動 
ブラインド*、パノラミックスライ 
ディングルーフ*を開くことびでさ 
ます。 

A けびのおそれびありまず 

U モコン操作でドアウインドウを開く 
ときは、ドアウインドウに身体を寄り 
かけないでください。ドアウインドウ 
とドアフレームの間に身体が引き込ま 
れてけがをずるおそれがあ0まず。 


Q 高圧電線や電波発信塔付近などの 
強電界下で U モコン操作を行なラ 
と、リモコンが作動しなかったり、 
誤作動することがありまず。 

〇 コンビニエンスオープこング機能 
は、 U モコン操作でのみ行な5こ 
とがでさまず。 

〇 エンジンスイッチにキーを差し込 
んでいるときは、リモコン操作はで 
さません。 

，一 二 



EASY - PACK 自動開閉テールゲート萬備車 
①発信部 
③解錠ボタン 

* オプションや仕様により、異なる萬倫でず。 


► キーの発信部①を運転席ドアのドア 
八ンドルに向けて、解錯ボタン③を 
押し続けまず。 

パノラミックスライディングルーフが 
装備車 

ドアウインドウび開さまず。 

解綻ボタン③から指を放ずと、作動中 
のドアウインドウはその位置で停止し 
まず。 

パノラミックスライディングルーフ装 
備車 

• 電動ブラインドび閉じているとさ 
は、ドアウインドウとベンチレー 
シヨンウインドウ、電動ブラインド 
び開さまず。 

電動ブラインドなどび開いた後、一 
度解綻ボタン③から指を放し、再度 
解錠ボタンを押し続けると、パノラ 
ミックスライディングルーフび開さ 
9 〇 

• 電動ブラインドび開いているとさ 
は、ドアウインドウとベンチレー 
シヨンウインドウ、パノラミックス 
ライディングルーフび開さまず。 

解綻ボタン③から指を放ずと、作動中 
のドアウインドウやベンチ レーシヨ ン 
ウインドウ、電動ブラインドやパノラ 
ミックスライディングルーフはその位 
置で停止します。 


I 
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1 巧ーウイン 


コンビニエンスク □ージング機能 

リモコン操作またはキーレス3’一操作 
* により、車がからドアウインドウと 
ベンチレーシヨンウインドウ*、パノ 
ラミックスライディングルーフ*、電 
動ブラインド*を閉じることがでさ 
ます。 

車から降りた後に、ドアウインドウな 
どを閉じたいときに使用しまず。 

Q コンビニエンスク□ージング機能 
でドアウインドウなどを閉じるとさ 
は、開□部に異物びないことを確認 
して < ださし、。 

〇車ひら離れる前に、ずべてのドア 
ウインドウやベンチ レーシヨ ンウイ 
ンドウ、パノラミックスライディン 
グルーフび閉じていることを確認し 
て < ださい。 

〇高圧電線や電波発信塔付近など 
の強電界下で U モコン操作まには 
キーレス3—操作を行な5と、作 
動しなかった0、誤作動ずること 
びありまず。 

〇 エンジンスイッチにキーを差し込 
んでいるときは、 U モコン操作ま 
たはキーレス3—操作*はでさま 
せん。 


リモコン 操作で閉じる 


心 けびのおそれびありまず 

U モコン操作でドアウインドウなどを 
閉じているとさは、身体などが挟まれ 
ないよラにミ主意してください。 

身体などが挟まれそラになったとさ 
は、ただちに施錠ボタン©から指を放 
し、解錠ボタン®を押し続けて、ドア 
ウインドウとベンチ レーシヨ ンウイン 
ドウ*、パノラミックスライディング 
ルーフ*を開いて < ださい。 



EASY - PACK 自動開閉テールゲート装備車 
①発信部 
©解錠ボタン 
@施錠ボタン 

► キーの発信部①を運転席ドアのドア 
八ンドルの受光部に向けて、施錠ボ 
タン③を押し続けまず。 


B を邸6恒冊 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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パノラミックスライディングルーフが 
装備車 

ドアウインドウび閉じまず。 

施綻ボタン③から指を放ずと、作動中 
のドアウインドウはその位置で停止し 
ます。 

パノラミックスライディングルーフ装 
備車 

ドアウインドウとベンチ レーシヨ ンウ 
インドウ、パノラミックスライディン 
グ ルーフび 閉じまず。 

パノラミックスライディングルーフな 
どび閉じた後、一度施湿ボタン③から 
指を放し、再度施綻ボタンを押し続け 
ると、電動ブラインドび閉じまず。 

施綻ボタン③から指を放ずと、作動中 
のドアウインドウやベンチ レーシヨ ン 
ウインドウ、パノラミックスライディ 
ングルーフや電動ブラインドはその位 
置で停止します。 

キーレスゴー操作で閉じる* 


心 けびのおそれびあ0まず 

キー レス3—操作でドアウインドウな 
どを閉じているとさは、身体などが挟 
まれないよラにミ主意してください。 
身体などが挟まれそラになったとき 
は、ただちにドア八ンドルの キー レス 
づースイッチ④から指を放し、ドア八 
ンドルを引さ続けてください。ドアウ 
インドウとベンチ レーシヨ ンウインド 
ウ * 、パノラ S ックスライディングルー 
フ*が開さます。 



ち側フ□ントドア 


④ドアハンドルのキーレスゴースイッチ 

► ドア八ンドルのキーレス3’ースイッ 
チ④を押し続けまず。 

パノラミックスライディングルーフが 
装備車 

ドアウインドウび閉じまず。 

キー レスコースイッチ④から指を放ず 
と、作動中のドアウインドウはその位 
置で停止します。 

パノラミックスライディングルーフ装 
備車 

ドアウインドウとベンチ レーシヨ ンウ 
インドウ*、パノラミックスライディ 
ングルーフ*び閉じまず。 

パノラミックスライディングルーフ* 
などび閉じた後、一度キーレス zl ' —ス 
イッチ④ひら指を放し、再度キーレス 
3’ースイッチを押し続けると、電動ブ 
ラインドび閉じまず。 

キーレス 3— スイッチ④から指を放ず 
と、作動中のドアウインドウやベンチ 
レーシヨ ンウインドウ、パノラミック 
スライディングルーフや電動ブライン 
ドはその位置で停止しまず。 


I 


* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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走行と停車 


走行と停車 


エンジンの始動 

A 事故のおそれびありまず 

運転席の足元には、物を置かないでく 
ださい。ブレーキペダルやアクセルぺ 
ダルの下に物び入ると、ペダルを操作 
でさなくなるおそれびあ D ます。 

フ□アマットは純正品のみを正しく使 
用してください。車に合ったちのを使 
用しないと、ペダル操作びでさなくな 
るおそれびあります。 

運転席のフ□アマットを重ねて使用し 
ないでください。車に合ったちのを使 
用しないと、ペダル操作びでさなくな 
るおそれびありまず。 

少しでち車を動かずとさはエンジン 
を始動してください。エンジンび停 
止していると、ブレーキやステア1」 
ングの操作に非常に大きな力び必要 
になります。 


心 中毒のおそれびありまず 

車庫などの換気の悪い場巧ではエンジ 
ンを停止してください。排気ガスに含 
まれる一酸化炭素を吸い込むと、一酸 
化炭素中毒を起こし、意識不明になつ 
たり、死 t するおそれびあ0まず。 
一酸化炭素は、巧色無臭のため気び付 
かないラちに吸い込んでいるおそれび 
あります。 


"エンジンは、シフトポジションび 
m のとさを始動でさまずび、ま 
全のにめ、必ずシフトポジションを 
■ a にして、ブレーキペダルを踏 
んで始動して < ださい。 

〇エンジンを始動ずるとさは、アク 
セルペダルを踏まないで<ださい。 

〇 ランプやエアコンデイショナーな 
ど、バッテ U —の負担になる装置 
を停止してお < と始動性び良くな 
りまず。 


シフトポジション 



①セレクターレバー 


— 駐車およびエンジン始 

動/停止の位置 

〇 後退ずるとさの位置 

mm 動力び伝わらない位置 

押したり、けん引して 
をら5ことで、車を移 
動でさまず。 

■H 走行ずるときの位置 

1速〜7速の範囲で自 
動的に変速しまず。 


B を邸6恒冊 
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キーによるエンジンの始動 


►パーキングブレーキび確実に効いて 
し、ることを確認しまず。 

► シフトポジションび ra になって 
し、ることを確認しまず。 

► 確実にブレーキペダルを踏みまず。 
► エンジンスイッチにキーを差し込 
み、アクセルペダルを踏まずに 3 の 
位置までまわして手を放します。 

キーレスゴーによるエンジンの始動* 


A 事故やけびのおそれがありまず 

子供だけを残して車か S 離れないでく 
ださい。車室内にキーびあるとさは、 
キーレスゴースイッチを巧ずことによ 
D 、 エンジンび始動します。短時間で 
ち車内にキーを残したまま車から離れ 
ないで < ださい。 

► 車室内にキーびあることを確認し 
ます。 

►パーキングブレーキび確実に効いて 
し、ることを確認しまず。 

► シフトポジションび ra になって 
し、ることを確認しまず。 

► 確実にブレーキペダルを踏みまず。 

► エンジンスイッチに取り付けたキー 
レス3—スイッチを押します。 

P エンジン始動後は、キーを携帯し 
た人び車から離れてを、エンジンは 
停止しません。車から離れるとを 
は、短時間でをおずエンジンを停止 
して、車を施疆してください。盗難 
のおそれびありまず。 


〇ドア付おやルーフの上、ボンネッ 
卜の上などの車外にキーびあると 
さをエンジンは始動でさることび 
ありまず。車両の盗難にま意して 
<ださい。 

[I エンジン始動後にキーを車外に持 
ち出して走行を開始ずると、警告音 
び1回鳴りまず。また、マルチファ 
ンクシヨンディスプレイびホくな 
り、"キ-ヲケンチテ''巧セン"と数秒間表 
示されます。 

この状態でエンジンを停止ずるとエ 
ンジンは再始動でをません。また、 
車を施錠ずることをでさません。走 
行前には必ずキーを携帯しているこ 
とを確認してください。 

〇 タッチスタート機能：エンジンス 
イッチを 3 の位置までまねずか、 
キーレス3’ースイッチを押すと、手 
を放してを自動的にスターターび作 
動し続け、エンジンび始動しまず。 


発進 _ 

Q エンジンび暖まっていないとさ 
は、エンジン保護のため、必要 LU 上 
にエンジン回転数を上げないでくだ 
さい。 

〇 車速感応ドア □ ックび設定されて 
いるときは、走行速度び約 15 km / 
h (上になると自動的に車び施錠さ 
れまず。 

車速感応ドア□ックの設定/解除 
については（[>150ぺージ）をご覧 
<ださい。 


I 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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走行と停車 


► ブレーキペダルを踏んで、踏みしろ 
や踏みごたえを確認しまず。 

► ブレーキペダルを踏んだまま、シフ 
トポジシヨンを El にしまず。 

A 事故のおそれびあ0まず 

アクセルペダルを踏んだ状態でセレク 
ターレ J (一を操作しないでくださし、。 
車び急発進したり、オートマチックト 
ランス S ッシヨンを損傷ずるおそれび 
ありまず。 


►パーキングブレーキを解除しまず。 
► ブレーキペダルを徐々に戻して、 
アクセルペダルをゆっくり踏み込 
みます。 

〇 エンジンびをえているときは、よ 
り高いエンジン回転数でシフトアツ 
プび行なわれまず。これにより、排 
気ガスをミき化ずる触媒びより早く適 
正温度に達しまず。 

ヒル スター トアシスト 

あ道での発進時に車び後退または前進 
するのを防ざ、発進を容易にしまず。 

►発進時に、通常通りブレーキペダル 
から足を放してアクセルペダルを踏 
みます。 

ブレーキペダルから足を放してを、 
ヒルスタートアシストび自動的に約 
1秒間ブレーキを効かせ、車び後退 
または前進ずるのを防ぎまず。 


A 事故のおそれびあ0まず 

• ヒルスタートアシストはバーキング 
ブレーキに代わるちのではありませ 
ん。駐車ずるとさはぶ、ずバーキング 
ブレーキを確実に効かせ、シフトポ 
ジションを n にしてくださし、。 

• ヒルスタートアシストび作動して車 
び停止していてち、絶対に車か S 離 
れないでください。約1秒後には 
ヒルスタートアシストは解除され、 
車び動き出ずおそれびありまず。 

〇 ヒルスタートアシストの機能は解 
除でをません。 

ヒルスタートアシストはじ(下のとさに 

は作動しません。 

• 傾斜していない路面や下りあで発進 
ずるとさ 

• シフトポジションび El のとさ 

• パーキングブレーキび効いている 
とさ 

• ESP び故障しているとさ 


駐車 


A 义災①おそれがあ0まず 

マフラーは非常に高温にな0ます。周 
囲に枯れ草や紙くず、油など燃えやす 
いちのびある場所には駐停車しないで 
<ださい。 


B を邸6恒冊 
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A 事故やけびのおそれびあ0まず 

. 停車する前にエンジンを停止しない 
でください。ブレーキやステア U ン 
グの操作に非常に大さな力び必要に 
な0ます。 

. 駐車時や車を離れるときは、シフト 
ポジションを ra にし、パーキン 
グブレーキを確実に効かせ、エンジ 
ンを停止してください。 

• テ供だけを車内に残して車から離 
れないでください。運転装置に触 
れてけびをした D 、 事故の原因に 
な0まず。 

〇短時間でを車から離れるときは、 
ドアウインドウやベンチレーション 
ウインドウ、パノラミックスライ 
ディングルーフ*を閉じて、車を 
施綻して < ださい。 

パーキングブレーキ 


心 乂災のおそれびあ0まず 

パーキングブレーキを効かせたまま走 
行しないでください。パーキングブ 
レーキが過熱して効かなくなったり、 
火災が発生ずるおそれがあ0まず。 



左八ンドル車 

①ノてーキングブレーキペダル 
©ブレーキペダル 
@解除八ンドル 

パーキングブレーキを効かせる 

► ち足でブレーキペダル③を踏みなが 
ら、左足でパーキングブレーキぺダ 
ル①をいっぱいまで踏み込みます。 

ーターパネルのブレーキ警告灯が 
点灯しまず。 

〇パーキングブレーキは完全に停車 
してから効かせてください。 

〇 急な坂道に駐車ずるとさは、タイ 
ヤの下り側に輪止めをしてくださ 
しんさらに前輪を歩道方向に向けて 
<ださし、。 

パー キングブレーキを解除ずる 

► 解除八ンドル③を引きまず。 

メーターノ くネルのブレーキ警告灯び 
消灯しまず。 

〇 パーキングブレーキを解除せずに 
走行すると、警告音び鳴り、マルチ 
フアンクシヨンデイスプレイに警告 
メ ッ セージび表示されまず。 


I 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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走行と停車 


エンジンの停止 


A 事故のおそれびあ0まず 

走巧中にエンジンを停止しないでくだ 
さい。エンジンブレーキび効かな<な 
0 まず。また、ブレーキやステア U ン 
グの操作に非常に大さな力び必要にな 
0ます。 

〇水温び高めのとさは、かしの間ア 
イド U ング状態でエンジンを;ち却 
してから、エンジンを停止してく 
ださい。 

エンジンスイッチにキーび差し込まれ 
ているとを 

► 完全に停車しまず。 

►ブレーキペダルを踏んだまま、パー 
キングブレーキペダルを確実に踏み 
込み、シフトポジションを ra に 
します。 

►キーをまわして、イグこッション位 
置を0にしまず。 

エンジンが停止しまず。 

► ブレーキ ペダルから足をゆっくり放 
します。 

〇 シフトポジションび〇か〇 
のとをにエンジンを停止ずると、シ 
フトポジションび自動的に m に 
なりまず。さらにこの状態でフ□ン 
トドアを開<か、エンジンスイッチ 
からキーを巧くと、シフトポジショ 
ンび EI になりまず。 

ただし、シフトポジションを El 
にしてエンジンを停止したときは、 
フ□ントドアを開いてを、シフトポ 
ジシヨンは EI になりません。 


エンジンスイッチに キー レス ゴース 

イッチを取り付けているとを* 

► 完全に停車しまず。 

►ブレーキペダルを踏んだまま、パー 
キングブレーキペダルを確実に踏み 
込み、シフトポジションを la に 
しまず。 

►エンジンび停止ずるまで、キーレス 
3—スイッチを押します。 

► ブレーキ ペダルから足をゆっくり放 
し 9 〇 

A 事故のおそれがありまず 

走行中にキーレスゴースイッチを約 
3秒間押ずとエンジンび停止します。 
エンジンブレーキび効かな<なった 
り、ブレーキやステア U ングの操作 
に非常に大をな力び必要にな0ます 
ので、走行中はエンジンを停止しな 
し、でください。 

〇 走行中にキーレス3’ースイッチを 
押してエンジンを停止したとさは、 
再度キーレス3’ースイッチを押ずと 
エンジンび始動しまず。 

〇 シフトポジションび〇か〇 
のとさにキーレス3—スイッチを押 
してエンジンを停止ずると、シフト 
ポジションび自動的に in になり 
ます。ごらにこの状態でフ□ントド 
アを開<と、シフトポジションび 
D になりまず。 

〇 キーレス3’ースイッチを押してエ 
ンジンを停止したとさは、イグニッ 
ション位置は1になりまず。また、 
この状態で運転席ドアを開くと、イ 
グニッション位置び0になりまず。 


B を邸6恒冊 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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A 事故のおそれびありまず 

セレクターレバーはステアリングのち 
側にあります。方向指示やワイパーの 
操作をする際は、誤ってセレクターレ 
ノ（一の操作をしないよラにミ主意してく 
ださい。事故を起こしたり、車を損傷 
ずるおそれがあ0まず。 

走行中にシフトポジションを U ■に 
すると、エンジンブレーキがまったく 
効かなくなり、事故を起こしたり、卜 
ランスミッションを損傷ずるおそれび 
あります。 

運転席の足元には、物を置かないでく 
ださい。ブレーキペダルやアクセルぺ 
ダルの下に物が入ると、ペダルを操作 
でさな<なるおそれがあります。 

子供だけを車内に残して車から離れな 
いでください。運転装置に触れてけび 
をしたり、事故の原因になりまず。 

路面び滑りやすいとさは、急激なエン 
ジンブレーキを効かせないで<ださ 
い。ス U ップして車のコント□ールを 
失い、事故を起こすおそれがあります。 


ポジション 


操作ち法 

D 

パーキング 

駐車およびエンジン始動 
/停止の位置 

►セレクターレノ く一先端のボタ 
ンを③の方向に押しまず。 

Mm 

こユートラ J レ 

動力が伝わらない位置 

押したり、けん引してを 
らラことで車を移動でさ 
ます。 

►セレクターレバーを③または 
④の方向に軽く操作しまず。 

〇 

リバース 

後退するとさの位置 

►セレクターレバーを⑥の方向 
にいっぱいまで上げまず。 

〇 

ドライブ 

走行ずるとをの位置 

1速〜7速の範囲で自動 
的に変速します。 

►セレクターレバーを®の方向 
にいっぱいまで下げまず。 



① セレクターレバー 
©ノてーキングポジシヨンの選択 
③ニュートラルポジシヨンの選択 
@ニュートラルポジシヨンの選択 
©リノ（ースポジシヨンの選択 
® ドライブポジションの選択 


シフトポジションを選択ずる 

►セレクターレバー①を操作して、シ 
フトポジションを選択しまず。 
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才ートマチックトランス S ッ 


A 事故のおそれびあ0まず 

フ□アマットは純正品のみを正しく使 
用してください。車に合ったちのを使 
用しないと、ペダル操作びでさなくな 
るおそれびあります。 

停車中は、必ず パーキングブレーキを 
効かせて < ださい。 

約 lOkm / hUI 下で走行しているとき 
は、 la から〇、または D から 
〇にシフトポジションを変更できま 
すび、シフトポジションび変更された 
ことに気付かずに一旦停止して、再度 
走0出すと、車び不意に後退または前 
進して事故を起こずおそれびあ0まず。 

エンジンを停止してシフトポジション 
び自動的に UI になったとさは、シ 
フトポジションを ra にして、バー 
キングブレーキを効かせて < ださい。 
車び動定出すおそれびあります。 


Q セレクターレバーを操作ずるとさ 
は、完全に停車して、ブレーキぺダ 
ルを踏んで行なってください。 

〇シフ h ポジションを la または 
■ a にずるとさは、完全に停車し 
て<ださい。トランスクッションを 
損傷するおそれびありまず。 

〇エンジンび暖まるまでは、エンジ 
ンやトランスミッションに大きな負 
担びひかるよ5な運転をしないで< 
ださい。 

〇 セレクターレバーから手を放ず 
と、セレクターレバーは中立の位置 
に戻りまず。 

〇 シフトポジションび〇のとさ 
は、確認音び鳴りまず。 


〇 シフトポジションび田■か D 
のとさにエンジンを停止ずると、シ 
フトポジションび自動的に la に 
なりまず。さらに、この状態でフ〇 
ントドアを開<か、エンジンスイッ 
チに差し込まれているキーを巧く 
と、シフトポジションびにな 
りまず。 

ただし、エンジンスイッチにキーを 
差し込んでいる状態で、シフトポジ 
ションび〇のとさにエンジンを 
停止しにとさは、フ□ントドアを開 
いてを、シフ h ポジションは ra 
になりません。 

〇イ グニッション位置び2で、ブ 
レーキペダルを踏んでいるとさに、 
D から化のシフトポジションに 
でをまず。 

〇イ グニッション位置び1で、ブレー 
キペダルを踏んでいるとさは、シフ 
トポジションを n から〇にで 
さまず。 

〇 シフトポジションを ra から他 
のシフトポジションにずるとさにブ 
レーキペダルが踏まれていないと、 
マルチフアンクションディスプレイ 
に " P レンシ''カラシ7トアレ-巧フンテ''クタ''サイ" 
と表示されまず。 

〇 約 lOkm / hi ； (上で走行している 
とさは、 ra から匿ミ1、または 
〇|から D にシフトポジション 
を変更しよ5とずると、 IE ■にな 
りまず。 

〇 シフトポジションび D 1；■(外の 
とさに運転席ドアを開くと、マルチ 
フアンクションディスプレイに"セレ 
クタカ''ソウ]ウイチ"と表示され、警告音び 
鳴りまず。 
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①シフトポジション表示 

( ドライプに入っている状態） 

マルチファンクションディスプレイ 
が表示されているとさに、選択された 
シフトポジションがシフトポジショ 
ン表示①に反転表示されまず。 

〇マルチファンクションディスフレ 
イび故障してシフトポジションび 
表おごれないとをは、セレクター 
レバーを慎重に操作してゆっくり 
とアクセルペダルを踏み、選択ご 
れたシフトポジションを確認して 
ひら走行してください。でされば、 
シフ h ポジションを li ■にして、 
ティップシフトは解除してくださ 
し、また、すみやかにメルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場で点検を 
受けて < ださし、。 


運転のヒント 


アクセルペダルの位置 

アクセルペダルの踏み加減に応じて、 
ギアび変速ずるタイ云ングび変化し 
まず。 

• 軽く踏んだとさはシフトアップずる 
タイミングび早くなりまず。 

• ミ果く踏み込んだとさはシフトアップ 
するタイミングび遅くなりまず。 

キックダウン 

急な加速び必要な場合はキックダウン 
を行ないまず。 

► アクセルペダルをいっぱいまで踏み 
込みまず。 

エンジン回転数に応じて自動的にほ 
し、ギアに変速し、素早く加速しまず。 

► 希望ずる速度でアクセルペダルをゆ 
るめると、シフトアップしまず。 

A 事故のおそれびありまず 

キックダウンするとさは、周囲の状況 
にま意しながら操作してください。事 
故を起こすおそれがありまず。 
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才ートマチックトランス S ッ 


走行モード 



①走； Tt —卜表 

路面の状況や運転に合わせてオートマ 
チックギアシフトの走行モードを切り 
替えることがでさまず。 

イグこッシヨン位置を2にずると、マ 
ルチフアンクシヨンディスプレイの走 
行モード表示①に、選択した走行モー 
ドが表示されまず。 




I J 

@走行モード選択スイッチ 

走行モードを選択ずる 

► 走行モード選択スイッチ感を押し 
ます。 

C モー ドー S モー ドー C モー ドと 
切り替わりまず。 

〇 エンジン停止時の走行モードに関 
わらず、エンジン始動時は常に C 
モードに設定されまず。 


走巧モード 


C モード 

快適性と経済性を重 
視したモードです。 

S モード 

スポーティな走行に 
適したモードです。 


走行モードび C モードのとさは 、 LU 
下のよラになりまず。 


• オートマチックトランスミッション 
び早めにシフトアップず るた め、燃 
料消費び向上しまず。 

• 前進-後退とをに、アクセルペダル 
をいっぱいまで踏み込まないとさ 
は、穏やかに発進しまず。 

• 滑りやずい路面などでの車両操縦性 
や走行ま定性び向上しまず。 

• オートマチックトランスミッション 
び早めにシフトアップずるため、エ 
ンジン回転数びが P えられ、車輪び空 
転しにくくなりまず。 

走行モードび S モードのとさは、 LU 下 

のよラになりまず。 

• 1速で発進しまず。 

• オートマチックトランスミッション 
び遅めにシフトアップしまず。 

• オートマチックトランスミッション 
び遅めにシフトアップずるため、消 
費燃料びを< なりまず。 

A 事故のおそれびありまず 

逞択したモードにより変ま特性び変わ 
0まず。必ず路面の状況に合ったモー 
ドを還択してください。 
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テイツプシフト 



①左側パドル（ほいギアレンジを選択） 
③ち側パドル（高いギアレンジを選択） 

オートマチックトランスクッションの 
ギアの変速範囲（ギアレンジ）を変え 
ることにより、不必要なシフトアップ 
を扣 I えます。 



③ギアレンジ表示 


テイップシフトにずる 

► シフトポジションび El のとをに、 
左側パドル①を引さまず。 

テイップシフトに切り替わり、選択 
されたギアレンジびマルチファンク 
ションデイスプレイのギアレンジ表 
示③に表示されまず。 

ほいギアレンジを選択ずる 

► 左側パドル①を引きまず。 

ほいギアレンジび選択され、ギアレ 
ンジ表示③に表示されまず。 

高いギアレンジを選択ずる 

► ち側パドル③を引さまず。 

高いギアレンジび選択され、ギアレ 
ンジ表示③に表示されまず。 

テイップシフトを解除ずる 

► ち側パドル③を引いて保持しまず。 

テイップシフトび解除され、ギア 
レンジ表示③に"陋 I " び表示され 
9 〇 

または 

►シフトポジション匡 j を選択ずる 
方向にセレクターレノ（一を操作しま 
す （ M 18 ページ）。 
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才ートマチックトランス S ッ 


レンジ 

作動内容 

Q 

1速〜7速の範囲で変速 
します。 

四 

1速〜6速の範囲で変速 
します。 

ES 

1速〜5速の範囲で変速 
します。 

liEl 

1速〜4速の範囲で変速 
します。 

四 

1速〜3速の範囲で変速 
します。 

エンジンブレーキが必要 
なときに使用しまず。 

网 

1速〜2速の範囲で変速 
します。 

下り坂や山道、悪路を走 
行するときに使用しまず。 

un 

1速に固定されまず。 

エンジンブレーキが最大 
に作用しまず。急な下り 
坂や長い下り坂を走行ず 
るときに使用しまず。 


A 事故のおそれびあ0まず 

滑りやすい路面やカーブを走行してし、 
るとさは、ほいギアレンジを選択して 
エンジンブレーキび効くと、駆動輪び 
グ U ップを失ラおそれびあ0ます。ほ 
し、ギアレンジを遅択ずるとさは十分ミ主 
意してください。また、滑0やすし、路 
面状況で駆動輪を空転させると、駆動 
系部品を損傷ずるおそれびあ0ます。 


〇マルチフアンクションデイスフレ 
イび故障してギアレンジび表示され 
ないとさは、テイップシフトを解除 
して走行してください。また、ずみ 
やかにメルセデス.ベンツ指定サー 
ビスエ場で点検を受けてください。 

〇 テイップシフトにしたときに選択 
されるギアレンジは、そのとさの走 
行速度やエンジン回転数などにより 
異なりまず。 

〇 シフトポジションび ra のとさ 
にパドル③を引くと、走行速度やエ 
ンジン回転数に応じてシフトアップ 
び行なわれまず。 

〇 加速時にエンジンの許容回転数を 
超えるおそれびあるときは、自動的 
にシフトアップされ、高いギアレン 
ジになりまず。 

〇 ギアレンジ表示は選択したギアレ 
ンジをおしており、実際のギアをお 
すをのではありません。 

〇 パドル①を引いてを、選択したギ 
アレンジび適切でない場合は、エン 
ジン保護などのため、シフトダウン 
されません。 

〇 エンジンび暖まっていないとさ 
は、操作を行なってを選がしたギ 
アレンジに変わらないことびあり 
9 〇 
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メー ターパ不ル 


メーターパネルの各部の名称について 
は（[>23ページ）をご覧ください。 

A 事故のおそれびありまず 

ーターパネルやマルチファンク シヨ 
ンディスプレイが故障すると、車両の 
状態や速度、外気温度、故障/警告分ッ 
セージなどが表示でさな<なることが 
ありまず。十分を意して走行してくだ 
さい。また、ただちにメルセデス■ベ 
ンツ指定サービスエ場に連絡してくだ 
さい。 


メー ターパネルの点な _ 

メーターパネルはじ(下のとさに点灯し 

ます。 

• 運転席ドアを開いたとさや閉じたと 
を（約30秒後に消灯） 

• メーターパネル照度調整ボタンま 
には U セツトボタンを押したとさ 
(約30秒後に消灯） 

•イグニツシヨン位置を1か2にし 
たとさ（イグニツシヨン位置を0 
にしてから約30秒後に消灯） 

. 車外ランプび点灯したとさ（車外 
ランプび消灯してから約30秒後に 
消灯） 


_タコメーター_ 

1分間あたりのエンジン回転数を表示 
し 9 〇 

〇指針びエンジンの許容回転数を超 
えて、レツドゾーンに入らないよ5 
にしてください。エンジンを損傷ず 
るおそれびありまず。 

エンジン回転数び許容回転数を超え 
ると、エンジン保護のにめ、燃料供 
給び行なわれな< なりまず。 


「ス t - — トメーター 

車の走行速度を表示します。 

速度の表示単位をマイルに変更ずる 
ことをでさまずび、マイル表示にずる 
と km / h 表示に比べ、同じ数字でを 
約 1.6 倍の速度になりまず。速度の 
出しすざを防ぐため km / h 表示にし 
て < ださい。 

表示の切り替えについては (>143 
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メーター パネル 


A 事故のおそれびありまず 

外気温度表おび 0° CLU 上でち、路面び 
凍結していることびあ0ます。走行に 
は十分ミ主意してください。 


メー ターパネル照度調壁ボタン 
リセットボタン 


燃料計 



燃料の残量を表示します。 

燃料タンクの容量は約80 U ットル 
でず。 

Q 給油のときはエンジンを停止して 
<ださい。 


燃料残量警告打 


①照度調整ボタン（明） 

③ U セツトボタン 
③照度調整ボタン（暗） 

乂ータ ー ! (ネル照度調豊ボタン 

周囲び暗いとさにメーターパネルの巧 
るごを調整でさます。 

照度を上げる 

► 照度調整ボタン①を押しまず。 

照度を下げる 

► 照度調整ボタン③を押しまず。 

U セツトボタン 


燃料の残量びかな < なると点灯しまず。 

警告灯び点灯したときの残量は約13 
リツトルでず。 

〇 走行前に燃料の残量が十分あるこ 
とを確認してください。高速道路や 
自動車専用道路などでの燃料切れは 
道路交通法違反にな0まず。 

時計 

日寺亥 IJI ま、 C 0 MAND システ厶の日寺亥 IJ に 
連動します。 

時刻の調整については、別冊 
rCOMAND システム取扱説日月書」を 
ご覧 < ださい。 
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トリツプ一夕一や各種設定などを U 
セツトするときに使用しまず。 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 


マルチファンクシヨンディスプレイ 
は、故障/警告メッセージや各種情 
報などを表示•設定ずるシステムでず。 

A 事故のおそれびありまず 

マルチファンクシヨンディスフレイを 
操作するとさは、常に周囲の状況にミ主 
意してください。 


マルチフアンクシヨンステアリング 



マルチフアンクシヨンディスプレイの 
操作は、ステア U ングのスイッチで行 
ないまず。 


A 事故のおそれびありまず 

走行中にステア U ングのスイツチを 
操作するとさは、直進時に行なってく 
ださい。ステア U ングをまわしなび S 
操作すると、事故を起こすおそれびあ 
ります。 


名称 

①マルチフアンクシヨンディスフ 

レイ 

③設定スイッチ/音量スイッチ 

BB 

• 各種設定の設定グループ選択 
画面でのグループの選択 

• 設定項目画面での数値や設定 
の変更や、機能のオン/オフ 
の選択 

•各メイン画面やオーディオ画 
面表お中の音量の調節 

通話開始/終了スイッチ（電話） 

電話の受信/保留/切断 

音声認識スイッチ la 

音声認識の使用 

③スク□—ルスイッチ【】【】 

• 選択したメイン画面巧での画 
面の切り替え 

• オーディオ画面表お中のオー 
ディオの選曲やラジオ/テレ 
ビの選局、 DVD ビデオのチャ 
プ ターの 選択 

• 電話画面表示中の電話帳や発 
信履歴の選択 

表示切り替えスイッチ 國画 

メイン画面の選択 

音声認識解除スイッチ wm 

音声認識の中止 

〇 ステア U ングスイッチでの 
COMAND システムの操作について 
は、別冊 「 COMAND システム取扱 
説明書」をご覧< ださい。 
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《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 









マルチファンクシヨンディスプレイ 
は、故障/警告><ッセージや各種情 
幸長などを表示ずるシステムです。 


① 

車両情報 

133 

③ 

才ーディオ 

136 

③ 

ナビゲーシヨン-進行 
方问方111表示 

137 

④ 

車高レベル表示* 

137 

⑥ 

故障表お 

138 

⑥ 

各種設定 

139 

⑦ 

車両設定* 

154 

⑨ 

トリップコンピュー 
夕一 

155 

⑨ 

電話 

158 
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《巧障びあるとをのみ表示ごれまず。 
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メイン画面一覧 
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デンヮ 

Bluetooth 


773 


B を邸 Q> 恒冊 


* オプションや仕様により、異なる装備でず。 

《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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③ 

タイヤ空気圧警告シス 
テム画面 

251 

④ 

を却水温度画面 

13已 

⑥ 

サブスピードメーター 
/外気温度表お画面 

136 

⑧ 

メンテナンスインジ 
ケーター画面 

262 


① 

車両情報メイン画面 

( 卜1」ップメーター 
/オドメーター） 

134 

③ 

車両情報サブ画面 

(外気温度表示/サブ 
スピードメーター/巧 
変スピード U 云ッター 
設定速度表示/シフト 
ポジシヨン表示/ギア 
レンジ表示/走行モー 
ド表示） 
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車両情報 
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《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあ0ます。 
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ンクシヨンディスプレイ 


車両情報メイン画面（トリップメー 
夕一/オドメーター ） 



車両情報メイン画面を表示させる 

► 1^ または！^を押して、車両情 
報 ィン画面を表おさせまず。 


① 

トリップ 
水ーター 

リセット後の走行 
距離を表示します。 

③ 

オド ><- 
夕一 

これまでに走行し 
た距離の総合計を 
表します。 


トリップメーターをリセットずる （0.0 
に戻ず） 

►リセットボタン0130ページ） 
を、表示が日. 0になるまで押し 
続けまず。 


車両情報サブ画面 



A 事故のおそれびありまず 

温度表示び0で^^1上でち、路面び凍結 
していることびあ0ます。走行には十 
分を意して < ださい。 

H 外気温度の上昇や下降は、かし遅 
れて表示に反映されまず。 

〇 温度をフ□ントバンパー付近で測 
定しているため、温度表示は路面か 
らの顧射熱などの影響を受けまず。 
したがって、温度表示が実際のが気 
温度と異なることがありまず。 


B を邸6恒冊 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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才ートマチック 
トランス兰ッ 
シヨンのシフト 
ポジションを表 
のしぶ9 〇 


巧変スピードリ 
ミッター(>163 
ページ）で設定 
した速度を表示: 
しまず。 


(D 走行モーオートマチック 
ド表示 トランスミツ 

シヨンの走行 
モー h を表汀^し 
ます（>126ペー 
ジ）。 


④ギアレンテイップシフト 
ジ表示 のとさに選択し 

ているギアレン 
ジを表示しまず 
(>127 ぺージ）。 


選択しているシ 
フトポジシヨン 
は反転表示され 
ます（>125ペー 
ジ）。 


ページ）で行な 
います。 


外気温度または 
走行速度を表示 
しま弓。 

表示の切り替え 
は各種設定の" 
インストル><ン 
トクラスタ"の 
" 車両情報サブ 
画面の表示設定 
画面" （>144 


タイヤ空気圧警告システム画面 

詳しくは（杉251ページ）をご覧くだ 
さし、。 

冷却水温度画面 



イグこッシヨン位置が2のとき、エン 

ジンの冷却水温度を表しまず。 

冷却水温度画面を表示させる 

► 1^ または！^を押して、車両情 
報 イン画面を表おさせまず。 

► 0 または〇を押して、冷却水 
温度画面を表おさせまず。 

〇 指定の冷却水を適切な混合比で使 
用しているとさは、約120でまで 
はオーノ（ーヒートは起こしません。 

〇 暑い曰や上り坂が続<とさなど 
に、冷却水温度の表示がち端付近 
を示ずことがありまずが、7ルチ 
フアンクシヨンディスプレイに冷却 
水に関ずる故障/警告><ッセージ 
([>284、285ページ）が表示されな 
い限り、問題ありません。 



40 80 120で 


ボン 

トヨ 

フシ示 
シジ表 

③ 


ス U - 速 
変 T パ S 示 

I ッ--な氣 

巧ピ=/の量 


③ 


度サ M 
温/ピ 
気示 スー 
外表ブドタ 

① 


I 


《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 











①ヴブスピードメーター 

© 外気温度 

走行速度またはが気温度を表おしまず。 

表示の切り替えは各種設定の"インス 

トルメントクラスタ"の"車両情報ヴ 

ブ画面の表示設定画面"（[>144ペー 

ジ）で行ないまず。 

ヴブスピードメーター/が気温度表 

お画面を表示させる 

► または！^を押して、車両 
情報イン画面を表おさせまず 
(>134 ページ）。 

► D または D を押して、サブス 
ピード一夕一/外気温度表お画 
面を表示させます。 

〇 サブス ピー ド メーターの 表示単位 
を km / h または mph に切り替える 
ことびできまず（[>143ページ）。 

メンテナンスインジケーター画面 

詳しくはい262ぺージ）をご覧くだ 

さし、。 


ラジオ使用時の例 

オーディオ（ラジオ、 CD 、 メモリー 
カード 、 S ユージ ックレジスター、メ 
ディアインターフェース、外部入力な 
ど）、テレビ、 DVD ビデオの使用時に 
それぞれの情報を表示しまず。 

才ーディオのメイン画面を表示させる 

►國まには固を押して、才ーディ 
才のメイン画面を表示ごせまず。 

オーディオのメイン画面表示中に、 
D または D を押ずと、各ソースの 
選局/選曲などびでさまず。 

〇 外部入力を選がしているとさは、 
外部入力機器の操作はでさません。 

音量調節 

► n まには^ ■ を押ずと、音量を 
調節でさまず。 

※詳細については、別冊 「 COMAND シス 
テム取扱説明書」をご黃ください。 


136 マルチフアンクシヨンディスプレイ 


ヴブスピードメーター/夕 I * 気温度表示 才ーディオ 

画面 










：\! 




——+吕〇.已て: 
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《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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ナビゲ—シ ヨン. 進巧ち向ち位表示 


車高レベル表示 



AIR マテイックサスペンション*の車 
局レベルを表77^します。 

車高レベル表示画面 


COMAND システムのナビゲーシヨン 
機能でルート案内を行なっているとさ 
に、ルート案内をマルチファンクシヨ 
ンディスプレイに表示できまず。 

ルート案内を行なっていないとさは、 
画面に進行方向の方位が表示されまず。 

ナビ ゲー シ ヨン. 進行方向方位表示画 
面を表巧させる 

► または！^を押して、ナビゲー 

シヨン-進行方向方位表示画面を表 
示させます。 

ぷ詳細については、別冊 rCOMAND シス 
テム取扱説明書」をご黃<ださい。 



①車高レベル表示 

車高レべ j レ表示画面を表示させる 

► イグこツシヨン位置を2にしまず。 

► 1^ または！^を押して、車高レ 
ベル表示画面を表おさせまず。 

詳しくは（>167ページ）をご覧くだ 
さい。 


I 


* オプションや仕様により、異なる装備です。 

娘画面表示や操作ちまなどは予告な<変更されることびあ0ます。 


















ンクシヨンディスプレイ 


故障表示 


な 

つショウガ1 
ク 




□ 


□ 


ヒタお--按ザ 


© 


①故障件数画面 

(この例では、1件故障びあり 
ます） 

③故障/警告メッセージ画面の例 

故障や異常び発生したとを、車の状況 
をメッセージで表示しまず。 

〇 故障びないとさは、故障表示画面 
は表示されません。 

自動表示機能 

エンジンびひかっているとさに故障び 
発生したとさは、故障/警告メッセー 
ジ画面び自動的に表示されまず。 

ステア1」ングのや DKJ 
まには U セットボタンを押ずと、故障 
/警告メッセージび消えまず。 


故障/警告メッセージを手動で確認 
ずる 

イグニッシヨン位置び1か2のとさ 
に表示されまず。 

► 1^まには！^を押して、故障件 
数画面①を表おさせまず。 

故障件数び数字で表おごれまず。 

► 〇または D を押して、故障/ 
警告メッセージ画面③を順まに表示 
させまず。ずべて表示されると、故 
障件数画面①に戻りまず。 

故障表示のリセット 

マルチフアンクシヨンディスプレイに 
故障/警告メッセージび表おされて 
いるときは、イグニッシヨン位置を0 
にずると、故障/警告メッセージの 
表示び消えまず。 

ただし、故障状況び変わらない場合は、 
なにイグニッシヨン位置を1か2にず 
るか、エンジンを始動したとを、再び 
故障/警告メッセージび表示されまず。 

A 事故のおそれがありまず 

• 表おされる故障や異常は一部の限ら 
れた装備についてであり、表示され 
る内容ち限られています。故障や異 
常の表示は運転ちを支援ずるちので 
す。発生した故障や異常に巧処して 
車の安全性を確保する責任は運転者 
にあ0ます。 

• 故障/警告メッセージび表示され 
たとさは、必ずメルセデス-ベンツ 
指定ヴービスエ場で点検を受けて< 
ださし、。 

〇表おされる故障/警告メッセージ 
については0277ページ）をご覧 
<ださい。 


B を邸6恒冊 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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① 

を種設定メイン画面 

140 

③ 

設定 グループ 選択画面 

140 

③ 

を種設定項目の初期化 
画面 

141 

④ 

を種設定項目の初期化 
完了画面 

141 


各種設定 


を邸 s 恒掛 


© 



□ 


© 


□ 


③ 


© 


/1 



《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあ0ます。 
















ンクシヨンディスプレイ 


各種設定メイン画面 


設定グループ選択画面 


セッテイ 
リセット A 
R ボタンヲ 
3ビヨウカンオシマス 


各種設定メイン画面を表示させる 

► 1^まには！^を押して、各種設 
定メイン画面を表示させまず。 



r インス I 


トルメントクラスタ 


ライト 
シャリヨウ 


設定グループ選択画面を表示させる 

► 各種設定メイン画面表示中に D 
を押して、設定グループ選択画面を 
表示させます。 

設定グループを選択ずる 

► n まには D を押して、設定グ 
ループを 選択します。 

► 選択したグルーフ名を確認して、 
〇を押ずと、選択したグループ 
巧の最初の設定項目画面び表示され 
ます。 

設定項目画面を選択ずる 

► D まには D を押して、設定項 
目画面を選択します。 

設定項目を選択ずる 

機能のオン/オフを選択ずる 

► n まには D を押して、設定項 
目を選択したり、機能のオン/才 
フを選択します。 

選択した設定び記憶されまず。 


B を邸6恒冊 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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各種設定項目の巧期化 



セッテイ 

コウジョウシユッカ 
ジノセッテイニ 
リセットシマスカ？ 
カクニン八 R ボタン! 


初期化画面 



各種設定のすべての項目を工場出荷時 
の設定に初期化ずる（戻ず）ことびで 
さまず。 

各種設定項目をネリ期化ずる 

► まには！^を押して、各種 
設定メイン画面を表示させまず 
(>140ぺージ)。 

► U セツトボタン （01 30ページ）を 
約3秒間押し続けまず。 

初期化画面び表示されまず。 



セッテイ 

コウジョウシユッカ 
ジノセッテイニ 
リセットシマシタ 


初期化完了画面 



► 初期化画面の表示中（約5秒し i (内） 
に、再度 U セツトボタンを押しまず。 

初期化を実行し、初期化完了画面び 
表示されまず。 

〇 初期化画面び表示されてから約5 
秒間 U セツトボタンを押さずにいる 
と、各種設定メイン画面に切り替わ 
りまず。 

〇 各種設定項目を初期化ずると、 
設定グループ選択画面び表示され 
9 〇 

〇 安全のため、エンジンがかかって 
いるとさに各種設定項目の初期化を 
行なうことはできません。このとき 
はマルチファンクシヨンデイスフ 
レイに"セツテイ I ングンサドウチュウ A ] ウシ''ヨウ 
シュツカグノセツテイこリセットスル]り、テ''キ7セン！" 
と表示されます。 


《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 









ブ選択画面を表示させる 

は！^を押して、各種 
ン画面を表示ごせまず 
-ージ)。 

:メイン画面①表示中に 
して、設定グループ選択 
長おさせまず。 

ブを選択ずる 

は D を押して、"イン 
ソトクラスタ"を反転表示 

設定項目画面を表示させる 

► D まには U を押しまず。 

インストルメントクラスタのさ設定 
項目画面び表示されまず。 


© 






早 


© 



/み心 


ヒヨウジタンイ 
デジタルスピード 木一勺一 

皿 ® 

マイル © 



① 

を種設定メイン画面 

140 

③ 

設定グループ選択画面 

140 

③ 

速度-距離単位設定 
画面 

143 

④ 

サブス ピー ド メーター 
単位設定画面 

143 

⑥ 

ディスプレイ言語設定 
画面 

144 

⑥ 

車両情報サブ画面の表 
示設定画面 

144 


BSI また 


(>140ぺ 


D を押 
画面③を i 

設定 グルーニ 

► n また 

ストルメこ 
にしまず。 


142 マルチフアンクシヨンデイスプレイ 


インストルメントクラスタ 
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《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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速度-距離単位設定画面 


ヴブスピードメーター単位設定画面 


ヒヨウジタンイ 


ソクド/ソウコウキヨリ 


咖 

货 

7ィル 

k _ 

© 


( 1 .\ 


表示 

設定内容 

km 

表示が km / h 、 km にな 
りまず。 

マイル 

表示か mph 、 7ィル、 
Ml になりまず。 


ヒヨウジタンイ 
デジタルスピードメーター 

咖 © 

マイル 0 


ス ピー ドメーターとマルチファンク 
シヨンディスプレイの速度と走行距離 
などの表示単位の設定がでさまず。 

► ■■または D を押して、反転表 
示を移動します。 


マルチフアンクシヨンディスプレイの 
サブスピー ド^ーター （>136ページ） 
の表示単位の設定がでさまず。 

► ■■または D を押して、反転表 
示を移動します。 


表示 

設定内容 

km 

km / h 表況こなりまず。 

マイル 

mph 表示になりまず。 


Pl マイル （ mph ) は約 1.6 km ( km / 
h ) でず。表示単位がマイル表示に 
なってし^ると、誤って速度を超週ず 
るおそれがありまず。必ず km 表示 
を選択して < ださい。 


Hi マイル （ mph ) は約 1.6 km ( km / 
h ) でず。表示単位がマイル表示に 
なってし^ると、誤って速度を超週ず 
るおそれがありまず。必ず km 表示 
を選択して < ださい。 


I 


《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 
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ディスプレイ言語設定画面 



を 

邸 

恒 

皿 

itfll 



ディスプレイに表示ずる言語の設定び 
でさまず。 


► n または D を押して、反転表 
示を移動します。 



車両情報サブ画面（外気;品度表示) 


車両情報サブ画面に表示される項目の 
設定びでをまず。 

► ■■または D を押して、反転表 
おを移動します。 


表示 

設定内容 

English 

英語表示になります。 

ニホン]、、 

日本語表示になりまず。 


〇 この画面で設定した言語を 
COMAND システムにち適用で 
さます。詳細については、別冊 
rCOMAND システム取扱説明書」 
をご覧 < ださい。 

車両情報サブ画面の表示設定画面 



ヒヨウジ 

ステータスヒヨウジ 


ソクド__ 

④ 


ィキオンド I 



表示 

設定内容 

ソ外、、 

車両情報サブ画面の表示 
びサブスピードメーター 
になりまず。 

このとき、7ルチファン 
クシヨンデイスプレイの 
サブスピードメーター/ 
が気温度表示画面 （0136 
ページ）には外気温度び 
表示ごれます。 

が佈ンド 

車両情報サブ画面の表示 
び外気温度になりまず。 

このとを、7ルチファ 
ンクシヨンデイスフレ 
イのサブスピードメー 
ター/外気温度表示画 
面 （M 36ページ）には 
サブスピードメーター 
び表示されます。 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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設定グループ選択画面を表示させる 

► まには！^を押して、各種 
設定メイン画面を表示させまず 
(>140ページ)。 

► 各種設定メイン画面①表示中に 
〇を押して、設定グループ選択 
画面③を表おさせまず。 

設定グループを選択ずる 

► ■■まには D を押して、"ライ 
卜"を選択しまず。 

設定項目画面を表示させる 

► D または〇を押しまず。 

ライトの各設定項目画面び表示され 
まず。 





け 


キノウ 


□ケイタライティング 


オン 

@ 

田 

0 




0 


セッテイ 

インストルメントクラスタ 
シャリョウ 


弔 


テイタイムライト 


オン 

@ 

因 

© 



① 

を種設定メイン画面 

140 

③ 

設定グループ選択画面 

140 

③ 

へッ ドランプ点灯モー 
ド設定画面 

146 

④ 

□ケイ ター ライテイン 
グ設定画面 

146 

⑥ 

車がランプ消灯遅延機 
能設定画面 

147 

⑧ 

ルームランプ消灯遅延 
機能設定画面 

147 


を邸 S 恒冊 




《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあ0ます。 





















O 常時点灯モードは、走行中の常時 
点灯び義務付けられている諸国に 
巧応しています。日本では手動点 
灯モードに設定して使用してくだ 
さい。 

〇 常時点灯モードで自動的に点灯ず 
るランプは、 へッ ドランプ、車幅 
灯、テールランプ、ライセンスラン 
プです。 へッ ドランプを上向をにし 
たり、フォグランプなどを点灯ずる 
ときは、各スイッチを操作してくだ 
さい。 

□ケイターライティング設定画面 


キノウ 

□ケイタライティング 
オン 

© 

SB 

台 



ンクシヨンディスプレイ 


ヘッドランプ点！打モード設定画面 


デイタイムライト 


オン 

© 

因 

^ _ 

© 



へッドランプの点灯モードの設定びで 

さまず。 

► n まには D を押して、反転表 
示を移動します。 

設定内容 

常時点灯モードでず。 
ランプスイッチを D か 
田巧の位置にしていると 
をに、エンジンを始動ず 
ると、へッドランプなど 
び苗に点灯します。 

手動点灯モードでず。 

へッドランプなどを点灯 
するとさはランプスイッ 
チを操作します。 

日本ではこのモードに設 
定してください。 

P ま全のため、エンジンびかかって 
いるとさは設定を変更ずることはで 
さません。このとさは、7ルチファ 
ンクシヨンディスプレイに"セッテイ 
I ングンオフノトキノミカノウテ''ス II と表示され 
まず。 



Vi.fi 

周囲び暗いとさに U モコン操作で解錠 
ずると車外ランプび点灯ずる機能の設 
定びでさまず。 

► n まには D を押して、反転表 
示を移動します。 


表示 

設定内容 

オン 

周囲び暗いとさに 1」 モコ 
ン操作で辆淀ずると、車 
幅灯、フ□ントフォグラ 
ンプ、 テール ランプ、ラ 
イセンスランプび点灯し 
ます。 

オフ 

□ケイターライティング 
は作動しません。 


詳しくは （^67 ページ）をご覧くだ 
さし、。 


B を邸6恒冊 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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車外ランプ消'灯遅延機能設定画面 


周囲び暗いとさにエンジンを停止ずる 
と車がランプび点灯ずる機能の設定び 
でさます。 

► n まには D を押して、反転表 
示を移動します。 



表示 

設定内容 

オン 

周囲が暗いとさにエンジ 
ンを停止ずると、車幅口、 

フ□ントフォグランプ、 
テールランプ、ライセン 
スランプが点灯し、ドア 
やテール ゲー トを開いて 
閉じた後、約15秒後に 
消灯しまず。 

オフ 

車がランプ消口遅延機能 
は作動しません。 


詳しくは （^1 02ページ）をご覧くだ 
ごし、。 


ルームランプミ肖な遅延機能設定画面 



ルームランプび自動点灯モードのとさ 
にエンジンスイッチからキーを巧く 
と、ルームランプび点灯ずる機能の設 
定びでさまず。 

► n または D を押して、反転表 
示を移動します。 


表示 

設定内容 

オン 

ルームランプが自動点口 
モードのとさにエンジン 
スイツチからキーを抜く 
と、ルームランプが約 

1日秒間点灯しまず。 

オフ 

ルームランプ消灯遅延機 
能は作動しません。 


詳しくは （^105 ページ）をご覧くだ 
さし、。 


ルームランプオフノチエン 

E3 © 

オフ © 



I 


《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 











スピード US ット 
(ウインタータイヤ） 





① 

を種設定メイン画面 

140 

③ 

設定グループ選択画面 

140 

③ 

エンジン停止時の表示 
設定画面* 

149 

④ 

ウインタータイヤス 
ピード US ッター設定 
画面 

150 

⑥ 

車速感応ドア□ック設 
定画面 

150 


148 マルチフアンクシヨンデイスプレイ 


シヤ U ヨウ 




を邸 S 恒冊 


* オプションや仕様により、異なる装備でず。 

《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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設定グループ選択画面を表示させる 

► まには！^を押して、各種 
設定メイン画面を表示させまず 
(>140ぺージ)。 

►各種設定メイン画面①表示中に 
〇を押して、設定グループ選択 
画面③を表示させまず。 

設定グループを選択ずる 

► ■■または D を押して、"シャ 
1」ヨウ"を選択しまず。 

設定項目画面を表示させる 

► D または D を押しまず。 

シャ U ョウの各設定項目画面び表示 
されます。 


エンジン停止時の表示設定画面 



イグニッシヨン位置を0にしたとさや 
エンジンスイッチからキーを巧いたと 
さ、最初に表おごれる画面の設定びで 
さまず。 


► n または D を押して、反転表 
示を移動しまず。 


表示 

設定内容 

ケンインホ''ウシケイホウ 

けん引防止警報機 
能*のオン/オフ 
画面にな0まず。 

キ□メ-夕-ヒヨウシ'' 

車両情報メイン画 
面になります。 


〇 イグニッシヨン位置を0にしてか 
日、またはキーを巧いてから約2 
分間は' DD または 
を押すたびに、けん引防止警報機 
能のオン/オフ画面と車両情報メ 
イン画面に切り替えることびでさ 
ます。 

〇 イグニッシヨン位置を0にしてひ 
ら、またはキーを巧いてから約2 
分間経過すると、けん引防止警報機 
能を解除しにり、待機状態にずるこ 
とはでさな < なりまず。 


I 


* オプションや仕様により、異なる装備です。 

娘画面表示や操作ちまなどは予告な<変更されることびあ0ます。 







ウィンタータイヤスピードリ s ッター 
設定画面 



最高速度の制限のない国などで、ウイ 
ンタータイヤ装着時にタイヤの許容最 
高速度に応じた最高速度を設定ずるた 
めの機能です。 

〇 ウインタータイヤスピード US ッ 
ターを設定しているときは、可変ス 
ピード U 三ッターで設定でさる制限 
速度は、ウインタータイヤスピード 
U S ッターの設定速度が上限となり 
ます。詳しくは （>163 ページ）を 
ご覧くださし、。 

► ■■または D を押して、設定巧 
容を選択しまず。 


表示 

設定内容 

オフ 

ウイン ター タイヤス 
ピー ド U 云ッターは 
作動しません。 

240 km/h 

230 km/h 

220 km/h 

210 km/h 

200 km/h 

190 km/h 

180 km/h 

170 km/h 

160 km/h 

最高速度びそれぞ 
れの速度に設定さ 
れます。 


《上記は、車両の機能の説明でず。公道を 
走行する際は、必ず法定速度や制限速度 
を遵守してください。 


車速感応ドア □ ック設定画面 



走行速度が約1日 km/h iU 上になった 
とさに、ドアとテールゲートを自動的 
に施錠ずる機能の設定がでさまず。 

► ■■または D を押して、反転表 
おを移動しまず。 


表示 

設定内容 

オン 

車速感応ドア□ックび作 
動しまず。 

オフ 

車速感応ドア□ックは作 
動しません。 


詳しくは（杉69ぺージ）をご覧くだ 
さし、。 


圈 




ンクシヨンディスプレイ 


50 


B を邸6恒掛 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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イー:;ーエントリー 


オン 

© 

因 

© 



① 

を種設定メイン画面 

③ 

設定グループ選択画面 

③ 

イージーエント U —設定画面* 

④ 

フ□ントシートベルトのテン 
シヨン自動調整機能設定画面 

⑥ 

施綻時のドア云ラー格納設定 
画面 


コンフ オー ト 



* オプションや仕様により、異なる装備です。 

娘画面表示や操作ちまなどは予告な<変更されることびあ0ます。 
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ンクシヨンディスプレイ 


設定グループ選択画面を表示させる 

► またはを押して、各種 
設定メイン画面を表示させまず 
(>140ページ)。 

► 各種設定メイン画面①表示中に 
〇を押して、設定グループ選択 
画面③を表おごせまず。 

設定グループを選択ずる 

► D または D を押して、"コン 
フオート"を選択しまず。 

設定項目画面を表示させる 

► D まには D を押しまず。 

コンフォートの各設定項目画面び表 
示されます。 


イージーエントリー設定画面 



運転席への乗り降りを容易にずる 
イージーエント U —機能の設定びで 
さます。 


► ■■または D を押して、反転表 
示を移動します。 


表示 

設定内容 

オン 

ステア U ングび上方に移 
動します。 

オフ 

イージーエント U —機能 
は作動しません。 


詳しくは （^89 ページ）をご覧くだ 
さし、。 


B を邸6恒冊 


* オプションや仕様により、異なる装備でず。 

《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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フ□ントシートベルトのテンション自 
動調壁機能設定画面 


施綻時のドアミラー格納設定画面 



イグニッション位置び2のとを、フ〇 
ントシートベルトび乗員の上半身に密 
着するよラに、テンション（締め付け 
具合）を自動的に調整ずる機能の設定 
びでさまず。 

► n または〇を押して、反転表 
示を移動します。 


車の施錠時にドア S ラーを格納ずる機 
能の設定びでさまず。 

► n または D を押して、反転表 
おを移動しまず。 


表示 

設定内容 

オン 

イグニッション位置び2 
のとさに、フ□ントシー 1 

トベルトのテンションび ； 

自動的に調整されまず。 

オフ 

フ□ントシートベルトの 
テンションは調整されま 
せん。 


表示 

設定内容 

オン 

施錠時にドア S ラーび格 
納されます。 

オフ 

施錠時にドア S ラーは格 
納されません。 


詳しくは（杉92ページ）をご覧くだ 
さし、。 


詳しくは （^98 ページ）をご覧くだ 
さし、。 


«画面表示や操作ち法などは予吉なく変更されることびあります。 


シートルトチヨウセイ 


□ックジノ 
支ラーカクノウ 

オン © 


I 












ンクシヨンディスプレイ 


車両設定 


盗難防止警報システムのけん弓 I 防止警 
報機能*を設定でさまず。 

けん弓 I 防止警報機能設定画面 


ケンインボウシケイホウ 


尚 

④ 

オフ 

© 

_^ 


けん弓 I 防止警報機能設定画面を表示さ 
せる 

► まには！^を押して、けん引 
防止警報機能設定画面を表おさせ 
ます。 

► ■■または D を押して、反転表 
示を移動します。 


表示 

設定内容 

オン 

けん引防止警報機能び待 
機状態になります。 

オフ 

けん引防止警報機能び锅 
除されます。 


〇 エンジン停止時の表示設定画面 
(>149ページ）び"ケンインホ''ウシケイホウ" 
のとさは、イグニッシヨン位置を0 
にずるかエンジンスイッチからキー 
をなくと、マルチフアンクシヨン 
ディスプレイに"ケンインホ''ウシケイホウオフ 
II または"ケンインホ''ウシケイホウオン"と表示 
されます。このとさ■■か D を 
押すと、けん引防止警報機能を待 
機状態にずるか、または解除ずる 
ことびでさまず。 

詳しくはい56ページ）をご覧くだ 
さし、。 


を邸 S 恒冊 


* オプションや仕様により、異なる装備でず。 

《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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① 

ショートト U ップ ター画面 

③ 

□ングト U ップ一夕一画面 

③ 

走行可能距離画面 

④ 

瞬間燃費画面 


ショート トリップ メーター画面 


@1 




①エンジン始動からの走行距離 （ km ) 
©エンジン始動からの経週時間 （ h ) 

@エンジン始動からの平均速度 ( km / h ) 
® エンジン始動からの平均燃費 ( km / I ) 

ショートト U ップ^ーターは、エンジ 
ンを始動したとさを起点とした情報を 
表のし东9 〇 

ショートトリップメーター画面を表示 
させる 

► または！^を押して、ショー 
トトリップメーター画面を表おさせ 
ます。 


トリップコンピューター 


ソウコウカノウ: 

1 12km 


| U セツトカラ 
1 00km 


スタートカラ 
11 2km 


I 


《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 



















ンクシヨンディスプレイ 


〇 ショー トト1」 ッフメーターは、 LU 下 □ ングトリツプメーター画面 


のとさに自動的に U セツトされまず。 

•イグこツション位置を0にして 
から、またはキーを抜いてから 
約4時間経過後 

• 999時間経週後 

• 9,999 km / マイル走行後 

ショートト U ツプ^ーターは、手動で 
ち I 」 セツ トでさまず。 

ショートトリツプ メーターを 手動でリ 
セツトずる 

►ショートト U ツプ^ーター画面が 
表示されてし''るとさに、一夕一 
パネルのリセツトボタン （>130 
ぺージ）を押し続けまず。 



U セットカラ 

- 100 km 


1:16 




一 /9km/h 
已 .dkm/l 



①リセットからの走行距離 ( km ) 

@リセットからの経過時間 （ h ) 

@ U セットからの平均速度 ( km / h ) 

@1」セットからの平均燃費 ( km / I ) 

□ングト U ップ一夕一は、 U セット 

したとさを起点とした情報を表示し 

cf'N 〇 

□ングトリップメーター画面を表おさ 

せる 

► 1^ または！^を押して、ショー 
トトリップ 一夕一画面を表おさせ 
ます（>155ページ）。 

► D を押して、□ングト U ップ一 
ター画面を表示させまず。 

〇 □ングト1」ップ メーター は 、 U 
セットから、99,999 km 走行後、 
まには9,999時間経過後に自動的 
に I 」セッ トされまず。 

□ングトリップメーターをリセット 

ずる 

► □ングト1」ップメーター画面び表 
示されているとさに、メーターパ 
ネルの U セットボタン （0130 ペー 
ジ）を押し続けまず。 


B を邸6恒冊 


《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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走行可能距離画面 


ソウコウカノウ11 2 km 


燃料残量がかないとさは、マルチファ 
ンクションディスプレイに"ネンリョウリザ'- 
了 キユウ] シテクタ''サイ" と表示されるか、 
下のマークが表示されまず。 

最寄りのガソリンスタンドでずみやか 
に給油してください。 


現在の燃料鶏量で走行可能なおよそ 

の距離を計算し、予測値として表示 

します。 

走行可能距離画面を表示させる 

► イグこッション位置を2にしまず。 

► または！^を押して、ショー 
トトリップ 一夕一画面を表おさせ 
ます （>1 日日ページ）。 

► D を押して、走行可能距離画面 
を表示させます。 

U 走行可能距離は、現在までの平均 
燃費と残り燃料から計算した予測値 
です。今後の走行状況に応じて大さ 
<変動ずることがありまずので、燃 
料計を確認して、早めに給油して< 
ださい。 


.，々コウカバウ： 


わ負 


瞬間燃費画面 



そのときの瞬間燃費を km / l 単位で表示 
しまず。エンジンびかかっているとさに 
表示されまず。 

瞬間燃費画面を表示させる 

► または！^を押して、ショー 

トトリップメーター画面を表おさせ 
ます （01 55ページ）。 


D を押して、 
示させます。 


瞬間燃費画面を表 


I 


《画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 
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電話 


携帯電話を COMAND システムに接続 
することにより、八ンズフリー通話が 
でさまず。 

0 COMAND システムには Bluetooth 
接続またはケーブル接続*で携帯 
電話を接続でさまず。詳し<は、別 
冊 「 COMAND システム取扱説明書」 
をお読み < ださい。 

A 事故のおそれびありまず 

安全のため、運転者は走行中の携帯電 
話の接続や、携帯電話本体の使用は避 
けて < ださい。 

走行中は電話をかけないでください。 
また、走行中に電話がかかってさたと 
さは、あわてずに安全な場所に停車し 
てか5受けてください。 

どラしても電話を受けなければならな 
いときは、八ンズフ U —機能で「かけ 
直す」ことを伝え、安全な場所に停車 
してからかけ直してください。 


デンワ 


Bluetooth 

セツゾクマチ 


電話画面を表示させる 

► または！^を押して、電話画 
面を表示ごせます。 


通話ずる（電話を受信ずる） 

► 電話びかかってさたとをにステア U 
ングの通話開始スイッチを押 
し弓〇 

電話を受信でさまず。 

通話を終える（電話を切断ずる） 

► ステア U ングの通話終了スイッチ 
を押しまず。 

電話を切断でさまず。 

電話番号か5の発信 

COMAND システムの電話帳に登録し 
てある電話番号に電話をひけることび 
でさまず。 

►電話画面表示中に、 D または D 
を押して、発信先を選択しまず。 

► ステア U ングの通話開始スイッチ 
W を押しまず。 

発信履歴か5の発信 

► マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に"巧ウケ"と表示されているときに 
® を押します。 

発信履歴び表示されまず。 

► 〇または〇を押して、発信先を 
選択します。 

►ステアリングの通話開始スイッチ 
® を押します。 


&詳細については、別冊 「 COMAND シス 
テム取扱説明書」をご覧ください。 


B を邸6恒冊 


* オプションや仕様により、異なる装備でず。 

《画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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走巧装備 


走行装備には、 iU 下のちのがありまず。 
• クルーズコント□ール 

設定速度を自動的 I こ維持して走行で 
さます。 

• 可変スピードリミッター 

設定速度を超えないよ5に走行で 
さまず。 

• AIR マティックサスペンション 

運転のスタイルや路面状況などに応 
じてサスペンションや車高を最適な 
状態に自動調整しまず。 

• 4 MATIC 

走行安定性を向上させ、車両操縦 
性を確保しよラとする4輪駆動シ 
ステムです。 

• パークト□ニック 

車庫入れや狭い場所での運転時に、 
障書物とのおよその距離を知らせ 
ます。 

• ヴイドビューカラ 

助手席側のフ□ントタイヤ周辺や 
助手席ドア下方の映像を COMAND 
ディスプレイに表示しまず。 

• パーキングアシスト U アビューカ^ラ 

車庫入れや縦列駐車などの後退操作 
を補助します。 

ABS 、 巨 AS 、 ESP 、 EBV については、 
走行安全装備（>48ページ）をご覧 
<ださい。 


クルー乂」ノトロール _ 

アクセルペダルを踏まな<てち、設定 
した速度を自動的に維持して走行でさ 
ます。 

設定できる速度は約 30 km / hi ； LL でず。 

A 事故のおそれびありまず 

. 車の走行速度や先行車との車間距離 
の確保など、クルーズコント□ール 
使用時の安全確保や危険回避につい 
ては運転者に全責任がありまず。 

• i ； rF のよラな場含はクルーズコント 
□ールを使用しないでください。車 
のコント□ールを失い、事故を起こ 
すおそれがお0まず。 

◊急な下り坂、急カーブ、巧びり 
<ねった道路 

◊加減速を繰り返すような交通状 
況や交通量の多い道路 

◊雨で;'!れた路面や積雪路、凍結 
路などの滑0やすい路面 

◊降雨時や降雪時、濃霧時など視 
界が確保でさない場含 


[ I クルーズコント□ールは、主に高 
速道路や自動車専用道路で使用ずる 
ことを想定したをのでず。市街化で 
は使用しないでください。 

〇指定のサイズで4輪とを同じ銘柄 
のタイヤを装着しないと、クルーズ 
コント□ールび誤作動ずるおそれび 
ありまず。 
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〇急な上り坂では、クルーズコント 
□ールび速度を維持ずるためにシフ 
トダウンしまずび、設定した速度を 
維持でさないことびありまず。この 
ようなときはアクセルペダルを踏ん 
で加速してください。 

〇急な下り坂などで惰性びついたと 
をは、速度を維持ずるために自動的 
にブレーキを効かせることびありま 
すび、設定速度を維持でさないこと 
びありまず。 

このよラなときは、ブレーキペダル 
を踏むか、テイップシフトでほいギ 
アレンジを選択し、エンジンブレー 
キの効さを強くして、減速してくだ 
さい。 

A 事故のおそれびありまず 

路面び滑りやすいとさは、急激なエン 
ジンブレーキを効かせないで<ださ 
し、。ス U ップして車のコント□ールを 
失い、事故を起こずおそれびあ D ます。 


A 事故のおそれがありまず 

自動的にブレーキを効かせているとさ 
は、ブレーキペダルび奥に引さ込まれ 
ます。ブレーキペダルの下に足を置い 
ていると巧まれたりブレーキペダルの 
動きを巧げるおそれびあります。 

また、物やフ□アマットなどで、ブレー 
キペダルの動さび巧げられないことを 
走行前に確認してください。 

〇マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イにクルーズコント□ールに関ずる 
故障/警告メッセージび表示され 
たときは （0280 ぺージ）をご覧く 
ださい。 


クルーズ コント □ー ルの使いかた 



①〜⑤レノ（一の操作ち向 
⑧表示な 


可変スピードリミッター (>163 ペー 
ジ）と同じレバーを使用しまず。 
レバーの表示灯⑧び消灯しているとを 
に、クルーズコント□ールを操作でさ 
まず。 

レバーの表示灯⑧び点灯しているとを 
は、可変スピード U ミッターを操作で 
をる状態でず。レバーを⑥の方向に押 
すと表示灯び消灯し、クルーズコント 
□ールの操作びでさる状態に切り替わ 
りまず。 

クルー ズ コント □-ルを設定ずる 

► レバーの表示灯⑥び消灯しているこ 
とを確認して、希望の速度まで加速、 
または減速しまず。 

►希望の速度に達したとさ、レバーを 
①か③の方向 I こ操作しまず。 

そのとさの速度にクルーズコント 
□ールび設定されまず。 
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または 

► レバーを④の方向に操作しまず。 

• 速度が記憶されているときは、 
記憶されている速度に設定され 
ます。 

• 速度が記憶されていないときは、 
そのとさの速度に設定されまず。 

アクセルペダルから足を放ずと、設 
定した速度を維持するよラに走行し 
ます。 

A 事故のおそれびありまず 

記憶されている速度に再度設定すると 
き■は、周囲が安全な状況であることを 
確認してください。走行中の速度と設 
定速度に大をな差があると、急加速や 
急減速をして事故を起こすおそれがあ 
ります。 



⑦言又速度 


マルチフアンクシヨンディスプレイに 
II クル - rT ノト日-ル"と設定速度③が表おさ 
れ、数秒後に車両情報サブ画面に移動 
します。 


〇 走行速度が約 SOkm/h iU 下のとき 
や、 ESP オフスイッチで ESP の機能 
を解除しているときはクルーズコン 
卜□ールを設定でさません。このと 
きは、マルチフアンクシヨンディス 
プレイに "— km / h " が数秒間点滅し 
9 〇 

〇 クルーズコント□ールを解除ずる 
前の設定速度は記憶されまず。 

ただし、イグこッシヨン位置を一度 
0か1にずると記憶された速度は 
消去されまず。 

〇 クルーズコント□ールの設定速度 
の表示と、スピードメーターおよび 
マルチフアンクシヨンディスプレイ 
の速度表示には、若干の誤差び生じ 
ることびありまず。 

設定速度を上げる 

► レバーを①の方向に軽く操作し 
ます。 

1 km/h 単位で設定速度び上びり 
9 〇 

または 

► レバーを①の方向にいっぱいまで操 
作しまず。 

•10 km/h 単位で設定速度び上び 
りまず。 

• 1 km/h 単位の端数で速度び設定 
されていたとさは、設定速度び 
切り上びり、その後 10 km/h 単 
位で設定速度び上び0まず。 

► 希望ずる速度になったらレバーひ 
ら手を放しまず。 
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そのとをの速度に設定され、マル 
チフアンクシヨンデイスプレイに 
IIクル-で]ン阳-ル"と設定速度び表おさ 
れ、数秒後に車両情報サブ画面に移 
動します。 

Q レバーを①の方向に操作してク 
ルーズコント□ールの設定速度を上 
げるとさは、周囲の状況にま意して 
<ださい。レバーから手を放した後 
を、設定した速度に到達ずるために 
車び加速ずることびありまず。 

設定速度を下げる 

► レバーを③の方向に軽く操作し 
ます。 

1 km/h 単位で設定速度び下びり 
ます。 

または 

► レバーを③の方向にいっぱいまで操 
作します。 

•10km/h 単位で設定速度び下び 
りまず。 

• 1 km/h 位の端数で速度び設定さ 
れていたとをは、設定速度び切 
り下びり、その後 10km/h 単位 
で設定速度び下びりまず。 

► 希望ずる速度になったらレバーから 
手を放します。 

そのとをの速度に設定され、マル 
チ フアン クシ ヨン デ イス プレイに 
IIクル-で]ン阳-ル"と設定速度び表おさ 
れ、数秒後に車両情報サブ画面に移 
動します。 


A 事故のおそれびありまず 

自動的にブレーキを効かせているとさ 
は、ブレーキペダルび奥に引さ込まれ 
ます。ブレーキペダルの下に足を置い 
ていると巧まれたりブレーキペダルの 
動きを巧げるおそれびあります。 

また、物やフ□アマットなどで、プレー 
キペダルの動きび巧げられないことを 
走行前に確認して < ださい。 


〇 レバーを③の方向に操作して減速 
しているとさに、シフトダウンした 
0、自動的にブレーキを効かせるこ 
とびありまず。 

—時的に速度を上げる 

追い越しなどで一時的に速度を上げる 
とさは、アクセルペダルを踏んで速度 
を上げてください。アクセルペダルか 
日足を放ずと、設定速度に戻りまず。 

クルーズコント□ールを 解除ずる 

► ブレーキペダルを踏みまず。 

または 

► レバーを③の方向に操作しまず。 
まには 

► レバーを⑥の方向に押しまず。 

レノ（一の表示灯⑧び点灯し、巧変ス 
ピード1」 S ッターの操作びでさる状 
態に切り替わりまず。 


B を邸6恒冊 




走行装備 


163 


A 事故のおそれびありまず 

クルーズコント□ールはシフトポジ 
ションを〇にしても解除されます 
び、走行中はシフトポジションを〇 
にしないでください。エンジンブレー 
キび効かないため、事故を起こしたり、 
トランスミッションを損傷ずるおそれ 
があ0ます。 

〇 し iTF のとをはクルーズコント□一 
ルび自動的に解除されまず。 

• シフトポジションを HI にした 
とさ 

• ESP び作動したとさ 

• ESP オフスイッチで ESP の機能 
を解除したとさ 

このとをは確認音び鳴り、マルチ 
フアンクションデイスプレイに"クル 
-ス ''] ン阳-ルオフ"と表おごれまず。 

また、パーキングブレーキを効かせ 
たとさをクルーズコント□ールは自 
動的に解除されまず。 


可変 スピー ドリミッタ~ _ 

巧変スピード1」 S ッターは、制限速度 
を設定すると、アクセルペダルを踏み 
込んでいてを、設定速度を超えないよ 
うに走さまず。 

設定できる速度は3日 km / h から 
21 Okm / h または 250 krn / h の間でず。 

ただし、車の最高速度 iiLL に制限速度 
を設定してち、車の最高速度上の速 
度では走行で'さません。 

《上記は、車両の機能の説明です。公道を 
走行する際は、必ず法定速度や制限速度 
を遵守してください。 

ぷ車種や仕様により設定できる制限速度び 
異なる場合びあります。 

A 事故のおそれびありまず 

• 走行時は法定速度を遵守してくださ 
し、。巧変スピード us ッター使用時 
の安全確保や危険回避については運 
転者に全責任がありまず。 

• 運転を交代ずるとをは、必ず交代ず 
る運転者に、可変スピード US ッ 
ターの機能と設定した制限速度を伝 
えて < ださい。 


可変スピード U S ッターの機能を知 
らずに運転すると、アクセルペダル 
を踏んでち速度が上がらず、事故を 
起こすおそれがあります。 

• 可変スピード US ッターは設定した 
制限速度1;^上に加速ずる必要のない 
とさに使用してください。 
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〇急な下りおなどで惰性びついたと 
さは、速度を維持ずるために自動的 
にブレーキを効ひせることびあ0ま 
すび、設定速度を維持でさないこと 
びありまず。 

このよラなときは、ブレーキペダル 
を踏むか、テイップシフトでほいギ 
アレンジを選択し、エンジンブレー 
キの効をを強くして、減速してくだ 
ごい。 

A 事故のおそれびありまず 

路面び滑りやすいとさは、急激なエン 
ジン ブレーキを 効かせないで<ださ 
し、。ス U ップして車のコント□ールを 
失い、事故を起こずおそれびありまず。 


A 事故のおそれびありまず 

自動的にブレーキを効かせているとさ 
は、ブレーキペダルび奥に引さ込まれ 
ます。ブレーキペダルの下に足を置し、 
ていると巧まれたりブレーキの動さを 
妨げるおそれびあります。 

また、物やフ□アマットなどで、プレー 
キペダルの動さび巧げられないことを 
走行前に確認してください。 

〇巧変スピード U S ッターの設定速 
度の表示と、スピードメーターおよ 
びマルチフアンクシヨンデイスフレ 
イの速度表示には、若干の誤差び生 
じることびありまず。 

〇マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イに巧変スピード U ミッターに関ず 
る故障/警告メッセージび表おさ 
れたときは（[>280ページ）をご覧 
<ださい。 


〇 ウィンタータイヤスピード US ッ 
夕一 0150ページ）を設定してい 
るときは、可変スピードリミッター 
で設定でさる制限速度は、ウィン 
ター タイヤスピード1」 S ッターの設 
定速度び上限とな0まず。 

〇 設定した速度を維持でさないとを 
は、警告音び鳴り、マルチファンク 
シヨンディスプレイに"リミットヲ1117シ 
ダ’と表示されることびありまず。 


可変スピード U ミツターの使いかた 



①〜⑥レノ（一の操作ち向 
⑥表示な 


クルーズコント□—ル (>159 ぺージ) 
と同じレパーを使用しまず。 

レバーの表示灯⑥び点灯しているとさ 
に、可変スピード U ミッターを操作で 
さまず。 

レバーの表示灯⑧び消灯しているとさ 
は、クルーズコント□ールの操作びで 
さる状態でず。レバーを⑥の方向に押 
ずと表示灯⑧び点灯し、巧変スピード 
U S ッターを操作でさる状態に切り替 
ねりまず。 
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可変スピードリミッターを設定ずる 

► レバーを①または③の方向に軽<操 
作しまず。 

.停車中および走行速度が約 
30 krn/h (下のときは 30 krn/h 
に設定されまず。 

• 走行速度が約 30 km / h 政上のと 
さはそのとさの速度に設定され 
ます。 

または 

► レバーを④の方向に操作しまず。 

• 設定速度が記憶されているとさ 
は、記憶されている速度に再度 
設定されます。 

• 設定速度が記憶されていない 
とさで、停車中および走行速 
度が約3日 km/h (下のときは、 
30 krn / h に設定されまず。 

• 設定速度が記憶されていないと 
さで、走行速度が約 30 km/haU 
上のとさは、そのとさの速度に 
設定されます。 



@言速度 

® 巧変スピードリ S ッター表示灯 


マルチファンクシヨンディスプレイに 
"リミット"と設定速度③が表示され、数秒 
後に車両情報サブ画面に移動しまず。 

また、ーターパネルの巧変スピード 
U S ッター表お口感が点灯しまず。 

〇 可変スピード U 三ッターを解除ず 
る前の設定速度は記憶されまず。 

ただ'し、イグニッシヨン位置を一度 
0か1にずると、記憶された速度 
は消去されまず。 

0 車種や仕様により、走行速度が 
記憶されている設定速度より約 
60 km / h _ Ui (上高いときは、記憶さ 
れている速度には再度設定でさませ 
ん。このときはマルチファンクシヨ 
ンディスプレイに "--- km / h " が数 
秒間点滅しまず。 

〇 アクセルペダルを踏んでキックダ 
ウンしているときは、巧変スピード 
U S ッターは設定でさません。 

A 事故のおそれびありまず 

• 制限速度を設定ずるとさは、周囲の 
状況、特に後方の車などに注意しな 
が5操作してください。事故を起こ 
すおそれがお0まず。 

• 前回の設定速度が走行速度よりち低 
いとさは、前回の設定速度に設定す 
ると、アクセルペダルを踏んでいて 
を車は減速します。 
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設定速度を上げる 

► レバーを①の方向に軽く操作し 
ます。 

1 km / h 単位で設定速度び上びり 
ます。 

または 

► レバーを①の方向にいっぱいまで操 
作します。 

•10 km / h 単位で設定速度び上び 
りまず。 

. 1 km / h 単位の端数で速度び設定 
されていたとをは、設定速度び 
切り上びり、その後 10 km / h 単 
位で設定を度び上びりまず。 

► 希望ずる速度になったらレバーひら 
手を放します。 

そのとさの速度に設定されまず。 
" リミット"と設定速度びマルチフアン 
クシヨンディスプレイに表示され、 
数秒後に車両情報サブ画面に移動し 
まず。 

設定速度を下げる 

► レバーを③の方向に軽く操作し 
ます。 

1 km / h 単位で設定速度び下びり 
ます。 

または 

► レバーを③の方向にいっぱいまで操 
作します。 

•10 km / h 単位で設定速度び下び 
りまず。 

. 1 km / h 単位の端数で速度び設定 
されていたとをは、設定速度び 
切り下びり、その後 10 km / h 単 
位で設定を度び下びりまず。 


► 希望ずる速度になったらレバーから 
手を放します。 

そのとさの速度に設定されまず。 
"リミット"と設定速度びマルチファ 
ンクシヨンデイスプレイに表示さ 
れ、数秒後に車両情報サブ画面に 
移動しまず。 

可変スピードリミッターを解除ずる 

► レバーを③の方向に操作しまず。 
または 

► レバーを⑥の方向に押しまず。 

レバーの表示灯⑧び消灯し、クルー 
ズコント□ールの操作びでさる状態 
に切り替わりまず。 

A 事故のおそれびありまず 

巧変ス ピード U S ッターはブレーキ ぺ 
ダルを踏んでを解除でさません。 

〇 次の操作をしたとさは巧変ス 
ピードリミッターが自動的に解除 
されます。 

• アクセルペダルを踏んでキック 
ダウンしたとさ 

このとさは確認音が鳴りまず。 
ただし、走行速度が設定速度よ 
り約 20 km/h 上低いときは、 
キックダウンしてち可変スピー 
ドリ S ッターは解除されません。 

• エンジンを停止したとさ 
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AIR マティックサスペンション* 

運転スタイルや路面状況などに応じ 
て、サスペンション制御や車高を最適 
な状態に自動調整しまず。 

AIR マティックサスペンションは、 
ADS (アダプティブ-ダンピング-シ 
ステム）およびレベルコント□ールに 
より構成されていまず。 


ADS 



①サスペンションモード選択スイッチ 
©表示灯（スポーツ） 

③表示好（コンフオート） 


運転スタイルや路面状況、選択したヴ 
スペンション モー ドやレベルコント 
□ールで選択した車高により、ヴスぺ 
ンションを自動制御しまず。 

また、サスペンションモード選択ス 
イツチ①で3種類のサスペンション 
モードを選択でさまず。 

ヴスペンションモードを選択ずる 

エンジンがかかっているとさに、ヴス 
ペンシヨンモードを選択ずることがで 
さまず。 


► ヴスペンシヨンモード選択スイツチ 
①を押しまず。 

ヴスペンシヨンモードが SPORT - 
COMF 一 AUTO 一 SPORT と切り 
替わりまず。 

〇 エンジンを再始動したとさち、選 
択したヴスペンシヨンモードは記憶 
されまず。 


点なずる 
表示な 

モード 

作動内容 

消な 

AUTO 

通常走行 
用の モー 
ドでず。 

⑨ 

SPORT 
(スポーッ） 

スポー 
ティな走 
行に適し 
たモード 
でず。 

⑨ 

COMF 
口:/37才ート） 

快適性を 
重視した 
走行に適 
したモー 
ドでず。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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レベルコント□—ル 


運転状況により車高を自動制御しまず。 

また、悪路などを走行ずるとさは、車 

高を上げることにより最低地上高を確 

保でさます。 

〇悪路などを走行ずるとさは、レべ 
ルコント□—ルで車高を上げて、十 
分な地上高を確保してください。車 
両を損傷するおそれびありまず。 

Q 連続して車高を調整しないでくだ 
ごい。エアポンプの保護機能によつ 
て作動び停止ずることびありまず。 

〇マルチファンクシヨンデイスフ 
レイに車高に関ずる故障/警告 
メッセージび表示されたとをは 
([>283、284ぺージ）をご覧くだ 
さい。 

〇 走行中に車高を調整ずると、より 
短い時間で車高調整を完了させるこ 
とびでをまず。 

〇 停車中は、車を解錠したとさやド 
アを開いたとさに、積載荷物などの 
重量に応じて車高び調整されること 
びありまず。 

〇 エンジンを停止した状態で長時間 
停車していたとをなどは、車高び調 
整でさないことびありまず。このと 
をはエンジンをかけてしばら< して 
から操作してくだごい。 

〇 エンジンを停止してを、選択した 
車高レベルは記憶されまず。 


各車局レベルと車局の変化 

各車高レベルにより、車高はけ_下のよ 
5に変化しまず。 


車局レベル 

車高 

八イウェイ 
レベル 

標準一約 20 mm 

通常走行レベル 

0mm (標準） 

オフ□ー ド 
レベル 

標準+約 50 mm 


八イウェイレベル 

約 140 km / hLU 上の速度で走行ずる 
か、約120〜 140 km / h の速度で約 
20秒し i (上走行ずると、八イウェイレ 
ベルになりまず。 

速度び約 60 km/h け下になると、車 
高は通常走行レベルに戻りまず。 

&上記は、車両の機能の説日月です。公道を 
走行する際は、おずま定ま度や制限速度 
を遵守してください。 

オフ□—ドレべル 

悪路を走行するとさは、オフ□ー ドレ 
ベルにして車高を上げまず。 

約 40km/hLU 下で走行しているとき 
に、通苗走行レベルからオフ□ー ドレ 
ベルにでをまず。 
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心 事故のおそれびありまず 

• 通常は、オフ□ー ドレべルで走行し 
ないでください。車高が上昇すると、 
車の重むち上がり、事故を起こすお 
それがあ0ます。 

• オフ□ードレべルにしたとさは急発 
進や急加速を避け、慎重に運転操作 
を行なってください。 ESP が作動 
してち、車両操縦性や走行安定性の 
確保には限界があ0まず。 

平環境 

オフ□ー ドレべルにずると、燃費に悪 

影響を及ぼします。 



①車高調整スイッチ 
©表示灯 


通常走行レベルか5オフ□ー ドレべル 
にずる 

〇 約 40 km / h 政上で走行している 
とさに、通常走行レベルからオフ 
□ー ドレべルにしようとしたとき 
は、マルチフアンクションデイスプ 
レイに、"レへ''ルチョウセイシヨウフカ"と表示 
されます。 

③車高上昇インジケーター 

► エンジンを始動しまず。 

車高調整スイッチの表示灯び消灯し 
ていることを確認しまず。 

► 車高調整スイッチ①を押しまず。 

表示灯③び点滅し、車高び上び〇始 
めます。 

マルチフアンクションデイスプレ 
イに車高上昇インジケーター③と 
II グョウショウ"び表示されまず。 

車高び上昇している途中で、ステア 
1」ングスイッチの1^1^または 
DD を押ずと、マルチフアン 
クションデイスプレイは元の表示に 
戻0まず。 


I 






170 


走巧装備 



オフ□ー ドレべルになると、マルチ 
フアンクシヨンディスプレイに"レへ 
''ル Hi " と表示され、スイッチの表示 
口®が点口しまず。 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
を車高レベル表示画面（[>137ペー 
ジ）1；(がの画面にしていたとさは、 
数秒後に元の表示に戻りまず。 

オフ□ー ドレべルか5通常走巧レベル 
にずる 


!国! 


® 車高下降インジケーター 

► ドアが閉じてし、ないことを確認しまず。 
► エンジンを始動しまず。 

► 車高調整スイッチ①を押しまず。 

表示口®が点滅し、車高が下がり始 
めます。 

マルチフアンクシヨンディスプレ 
イに車高下降インジケーター④と 
II 力]ウチぶ"が表示されまず。 

車高が下降している途中で、ステア 
U ングスイッチの1^101または 
DD を押ずと、マルチフアン 
クシヨンディスプレイは元の表示に 
戻0まず。 


通常走行レベルになると、マルチ 
フアンクシヨンディスプレイに 
" AIR 巧ィック"と表示され、スイッチ 
の表示灯®が消口しまず。 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
を車高レベル表示画面（[>137ペー 
ジ） L 义 H の画面にしていたとさは、 
数秒後に元の表示に戻りまず。 

A けびのおそれびありまず 

オフ□ー ドレべルから通常走行レベル 
にすると量は、ホイール八ウスの近く 
や車の下に人がいないことを確認して 
ください。車高が変化ずるときに、身 
体を挟むおそれがありまず。 

。オフ□ー ドレべルから通常走行レ 
ベルにずるとさは、十分な最低地上 
高が確保されていることを確認して 
<ださい。車体を損傷ずるおそれが 
ありまず。 

〇 いずれかのドアが開いているとさ 
は、車高は下がりません。開いて 
いるドアを閉じると、車高が下が 
りまず。 

〇 オフ□ー ドレべルのとさに、走行 
速度が約 40km / h を超えると、才 
フ□ー ドレべルは自動的に解除さ 
れ、通常走行レベルになりまず。 
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4MATIC 


4MAT には、滑りやずい路面での発進 
時や加速時の走行安定性を向上させ、 
車両操縦性を確保しよ5とする4輪駆 
動システムでず。 

A 事故のおそれびありまず 

• 4MATIC は車両操縦性や走行安定性 
を高める装備で、無謀な運転から 
の事故を防ぐわのではありません。 
4MAT に車でを、車両操縦性や走行 
安定性の確保には限界があります。 

• 運転時の安全確保や危険回避につい 
ては運転者に全責任があります。 

• 滑りやすい路面などでいずれかの夕 
イヤが空転したとさは、アクセルぺ 
ダルを踏む力をかしゆるめてくださ 
し、。また、慎重に運転するととわに、 
UTF の操作は絶対に行なわないよラ 
にして <ださい。 

◊急八ンドル 
◊ 急ブレーキ 
◊急発進、急加ま 
◊急激なエンジンブレーキ 


[I ブレーキダイナモ上で車輪を動か 
すときは、約10秒じ(巧にしてくだ 
ごい。まに、イグニッシヨン位置を 
0か1にして < ださい。ブレーキ 
システムや駆動系部品を損傷ずるお 
それびあ0まず。 

[I ダイナモメーターを使用して検査 
などを行な5とさは、必ず2軸ダ 
イナモメーターを使用してくださ 
し、。駆動系部品やブレーキシステム 
を損傷ずるおそれびありまず。詳し 
くはメルセデス-ベンツ指定サービ 
スエ場におにずねくださし、。 

〇 雪道や凍結路を走行ずるとさは、 
ウインタータイヤやスノーチェーン 
の装着をお勧めしまず。 

このよラな路面状況では、ウイン 
タータイヤやスノーチェーンを装着 
ずることで、 4MAT にの効果が発揮 
されます。 
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パークト□ニック 


パークト□ニックセンヴー 


パークト□ニックは、フ□ントとリア 
のノ（ンノて一にあるセンサーで障害物な 
どを感知し、車と障害物とのおよその 
距離を、インジケーターと警告音で運 
転者に知らせまず。 

A 事故のおそれびあ0まず 

バークト□ニックは運転者を支援す 
るシステムです。運転者はパークト 
□ニックだけに頼らず、必ず周囲の 
状況を確認してください。 



フ□ント 

①センサー 


A けびのおそれびありまず 

周辺に人や動物びいないことを確認 
して < ださい。 


フ□ントバンパーの6個のセンサーと 
U アノ（ンノ く一の4個のセンサーび車の 
周辺の障害物などを感知しまず。 



H センサーにミ尼や氷、雨、水しぶさ 
などび付着したとさは、ホ色インジ 
ケーターび点灯して、約20秒後に 
パークト□ニックの機能び解除され 
ることびありまず。 

〇センサーに損傷を与えないよラに 
ま意してください。正しく作動しな 
<なるおそれびあ0まず。 
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インジケーター/作動表示巧 



フ□ント 

①左側インジケーター 
⑨ち側インジケーター 
③作動表示な 


フ□ントのインジケーターと作動表示 
灯はダッシュボード上の図の位置にあ 
りまず。 



U ァ 

④左側インジケーター 
⑥ち側インジケーター 
⑥作動表示な 

U アのインジケーターと作動表示灯 
はサードシート上方の図の位置にあ 
りまず。 

パンパーと障害物などとのおよその 
距離をインジケーターの点灯数でお 
します。 


〇システムに異常びあるときは、ホ 
色インジケーターだけび点灯して警 
告音び約2秒間鳴0、約20秒後に 
パークト□ニックの機能び解除され 
ることびありまず。このとさは、パー 
クト□ニックオフスイッチの表示灯 
び点灯しまず。 

〇イグ ニッシヨン位置を2にずると、 
ずべてのインジケーターと作動表示 
灯び一瞬点灯しまず。 

パークト□ニックの作動を件 

イグニッシヨン位置び2でノくーキング 
ブレーキび解除されているとを、シフ 
トポジションに応じて下のよラに作 
動しまず。 


シフト 

ポジション 

作動内容 

〇 

フ□ントのセンサー 
び作動し、フ□ント 
の作動表示灯③び点 
灯しまず。 

om 

フ□ントと U アのセ 
ンヴーび作動し、フ 
□ントの作動表示灯 
③と U アの作動表お 
灯⑥び点灯します。 

■a 

パーク ト □ニックは 
作動しません。 


〇 パークト□ニックび作動したと 
さ、センサーの感知範囲に障害物な 
どびあると、その距離に応じてイン 
ジケーターび点灯し、警告音ち鳴り 
まず。 
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〇 パークト□ニックは、走行速度び 
約 17 km / hm 下のときに作動しま 
す。走行速度び約 17 km / hLU 上に 
なると機能び解除されまず。 

パークト□ニックの作動 


センサー感知節囲に障害物び入った 
とを 

センサー感知範囲に障害物び入る 
と、黄色インジケーターび1個点灯 
します。 

障害物とのお離び短<なるにつれ、点 
灯する黄色インジケーターの数び増え 
ていをます。 

障害物との距離び近くなったとを 

障害物との距離びセンサーの最短感知 
お離に近くなると、黄色インジケー 
ターに加えて1個目のホ色インジケー 
ターび点灯し、警告音び断続的に約3 
秒間鳴りまず。 

最短感知距離（約20〜 15 cm ) にな 
ると、上記のインジケーターに加え 
て2個目の赤色インジケーターび点灯 
し、警告音び連続的に約3秒間鳴りま 
す。 

[I 障害物との距離びセンサーの最短 
感知お離よりを近 < なると、セン 
サーは障害物を感知でさなかった 
り、正苗に作動しなくなることびあ 
りまず。 

また、点灯していたインジケーター 
び消灯ずることびありまず。 


センサーの感知節囲 




1 ■ —一 

0m 

It 

ム占’'レ^ 

1 —■ 


フ□ント 
バンパー側 

センサー感知節囲 

センター 

約100 cm 〜 20 cm 

コーナー 

約 60 cm 〜1日 cm 


IJ ア 

バンパー測 

センサー感知節囲 

センター 

約1 20 cm 〜 20 cm 

コーナー 

約 80 cm 〜1日 cm 


。車のセンターでバンパーから約 
20 cm じ(巧、コーナーでノ くンノ く一占、 
ら約1 5 cm (内にある障害物は感 
知でさません。 

〇センサーの周辺にアクセサ U —な 
どを取り付けないでください。パー 
クト□ニックび正雷に作動せず、車 
を損傷したり事故につなびるおそれ 
びありまず。 
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P 針金や□ープなどの細い物や、植 
木鉢や建物の張り出しなどセンサー 
の上下にあるちのに十分ま意して< 
ださい。これらが至近距離にあると 
き、状況によっては、センサーがこ 
れらを感知せず、車や物を損傷ずる 
おそれがあ0まず。 

P センサーは雪などの超音波を吸収 
しやすい物を感知しないことがあり 
ます。 

P 電波を発ずる物び近くにあるとさ 
や、不整地などを走行しているとさ 
は、パークト□ニックび正苗に作動 
しないことびありまず。 

〇洗車機や大型車の排気ブレーキ、 
工事用のエアコンプレッサーなどび 
おくにあると、超音波び乱され、パー 
クト□ニックび正甫に作動しないこ 
とびありまず。 

P 温度や湿度び高いとさや超音波や 
ほ周波を発生させる機器び車のお 
くにあるとき、またエンジンルー 
ムの温度び高いとさは、パークト 
□ニックび正常に作動しないこと 
びありまず。 

運転者はパークト□ニックだけに頼 
らず、必ず周囲の状況を確認して< 
ださい。特に車の周辺に人や動物び 
し、ないことを確認してください。 


パークト□ニックオフスイッチ 



① パークト□ニックオフスイッチ 
③表示な 


パークト□ニックの機能を解除ずるこ 
とびでさまず。 

パークト□ニックの機能を解除ずる 

► イグニッシヨン位置び2のときに、 
パークト□ニックオフスイッチ①を 
押します。 

スイッチの表示灯③び点灯しまず。 

パーク ト□ニックを作動させる 

►再度、パークト□ニックオフスイッ 
チ①を押しまず。 

スイッチの表示灯③び消灯しまず。 

〇システムに異常びあるとをは、ホ 
色インジケーターだけび点灯して警 
告音び約2秒間鳴り、約20秒後に 
パークト□ニックの機能び解除され 
ることびありまず。このとさは、パー 
クト□ニックオフスイッチの表示灯 
び点灯しまず。 

〇 パークト□ニックの機能を解除し 
てを、なにイグニッシヨン位置を2 
にしてパーキングブレーキを解除し 
たとを、 パークト□ニックは自動的 
に作動しまず。 
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サイドビューカメラ _ 

助手席側ドア S ラー下部に装着され 
た力ラにより、助手席側のフ□ント 
タイヤ周辺や助手席ドア下方の映像 
を、 COMAND ディスプレイに表示し 
ます。 

また、ガイドラインにより、 カーブな 
どでの走行を補助します。 

発進する際などには、必ずサイド 
ビューカ;ラで助手席側のフ□ントタ 
イヤ周辺や助手席ドア下方の状況を確 
認して < ださい。 

A 事故のおそれびありまず 

• サイドビューカ分ラは運転者を支援 
するシステムでず。運転者はサイド 
ビューカ^ラだけに頼らず、必ず周 
囲の状況を確認してください。特に 
周辺に人や動物がいないことを確認 
してください。 

• サイドビューカ;>< ラ使用時において 
もま全確保や危険回避については、 
運転者に全責任があります。 

• COMAND ディスプレイの映像には 
おくにある障害物の遠お感が正し 
<映し出されなかった0、映像が 
非常に見えづらいことがありまず。 
COMAND ディスプレイの映像だけ 
を見て発進皆路肩への幅寄せなどを 
すると、人や他の車、障害物に衝突 
したり、事故につながるおそれがあ 
ります。 

サイドビューカ;><ラ使用時において 
ち、目視による安全確認を行ないな 
がら運転してください 


Q 乗車人数や荷物の積載量により、 
サイドビューカラの映像範囲は変 
化し、それに伴いガイドラインのお 
ず位置にち誤差が生じます。必ず自 
分の目や三ラーで周囲の状況を直接 
確認して < ださい。 

D ボディ側面前方や後方にある物は 
COMAND ディスプレイには表おさ 
れません。 

fl が気温度が低いときは、 COMAND 
ディスプレイが暗<なったり、映 
像が薄< なることがあ0ます。ま 
た、動いている物の映像が歪んだ0、 
COMAND ディスプレイに表示され 
ないことがありまず。 

P 必ず指定されたサイズのホイール 
やタイヤを装着して<ださい。指定 
がのぶイールやタイヤを装着ずる 
と、システムに影響を及ぼずことが 
ありまず。 

Q ドアを開閉ずるとさやドア三ラー 
を格納/ 展開するときなどは、力 
ラを損傷しないようにミ主意して< 
ださい。 

Q 力ラや力ラの周囲に強い衝撃 
を与えないでください。力ラが故 
障したり、力^ラの取り付け位置や 
角度がずれるおそれがありまず。 

Q ドアミラーや力ラを損傷した 
り、力ラの取り付け位置や角度が 
ずれたときは、ずみやかに^ルセデ 
ス- ベンツ指定 サービス エ場で力 
ラの修理および調整を行なって < だ 
さし、。 
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y カメラの修理および調整はおずメ 
ルセデス.ベンツ指定サービスエ場 
で行なってください。お客様自身で 
作業を行な5と、システムび正苗に 
作動しなくなるおそれびありまず。 

〇カメラや関連部品の取り外しや分 
解、改造は絶対に行なわないでくだ 
ごい。 

〇ガイドラインび表示されないなど 
故障のおそれびあるとさや、"ガイ 
ドでさません。オーナーズ マニユア 
ルを参照ください"とい ラ メッセ ー 
ジび表示されたとさは、ずみやかに 
メルセデス-ベンツ指定サービスエ 
場で点検を受けてください。 

〇し U 下のような場合は、サイドビユー 
カメラは正苗に作動しません。 

• 助手席ドアび完全に閉じていな 
いとを 

• 助手席側ドア S ラーび完全に展 
開していないとさ 

• スノーチェーンや 応急用 スペア 
タイヤを装着してし''るとを 

• 激しい雨や雪び降っているとさ、 
まには露のとさ 

• 夜間や暗い場所で使用ずるとさ 

• カメラにへッドランプや日光の 
反射などの強い光び直接当たっ 
にとを 

• 堂光灯の下で使用するとさ（映 
像にちらつさび出ることびあり 
ます） 

• 急激な温度変化びあったとさ（寒 
を時に暖房されたガレージに入 
るとをなど） 


• カメラび曇ったり水滴び付着し 
たとさ（雨の曰や湿度の高い曰、 
洗車した直後など） 

• カメラにミ尼やミちれび付着したとさ 

洗車ずるとをの注意 


• 洗車時に高圧のスプレーガンを使用 
するとをは、ノズレをカメラやカメ 
ラの周囲に近付けないでください。 
水圧び高いにめ、故障の原因になり 
まず。 

• カメラを清掃ずるときは、きれいな 
水でミちれを落とし、やわらかい巧で 
なさ取ってください。有機溶剤や強 
アルカ U 洗剤などは使用しないでく 
ださい。 

また、強い力で乾巧さしないでくだ 
さい。変色の原因になったり、カメ 
ラを損傷ずるおそれびありまず。 

• ボディにワックスをかけるとさは、 
カメラにワックスび付着しないよ5 
にミ主意してください。付着してし 
まった場合は、水と純正力ーシャン 
プーを混ぜた洗ミ争液で拭さ取って< 
ださい。 
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サイドビューカメラの位置 



ち八ンドル車 


①助手席側ドア S ラー 
©サイドビューカメラ 

サイドビューカラ③は助手席側ドア 
三ラー①の下部に装備されていまず。 

サイドビューカメラの表示節囲 


づ 



ち八ンドル車 

①ヴイドビューカ;ラの表示範囲 


サイドビューカメラの作動と停止 

サイドビューカメラを作動させる 

イグこッシヨン位置が2のとさにサイ 
ドビューカ ラを作動させることがで 
さまず。 

► COMAND システムをオンにしまず。 

► COMAND コント□ールパネルの 
^召ボタンを押しまず。 

または 

► アプリケーションエリアの"システム" 
を選択します。 

設定基本画面にな0まず。 



設定基本画面 

► II サ仆''ピュ-カメラ"を選択しまず。 

COMAND ディスプレイに、サイド 
ビューカラの映像とガイドライン 
が表示されまず。 


B を邸6恒冊 


サイドビューカメラは、助手席側のフ 
□ントタイヤ周辺や助手席ドア下方の 
範囲①を表示しまず。 
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サイドピューカメラを停止ずる 

► コント□ールスティックを押ずか、 
COMAND コント□ールパネルの 
D ボタンを押しまず。 

設定基本画面に戻りまず。 

または 

► COMAND コント□ールパネルのア 
プ U ケーシヨン選択ボタンを押し 
ます。 

それぞれのボタンに応じた画面にな 
りまず。 

OCOMAND システムをオフにした 
り、イグニッシヨン位置を2 LU 外 
にずると、サイドビューカメラび停 
止します。 

再度 COMAND システムをオンに 
しにり、イグニッシヨン位置を2 
にずるとサイドビューカメラび作動 
します。 

サイドビューカメラの映像 


走行速度び約 20 km / h を超えると、 
サイドビューカメラの映像は表示され 
な< な0まず。 

このとをは、デイスプレイに"安全の 
にめ、走行中は利用でをません。"と 
表示されます。 

走行速度び約1 5 km/h LU 下になると、 
サイドビューカメラの映像は再び表示 
ごれます。 



ち八ンドル車 

①自車 

③助手席側フ□ントタイヤ 


③ 助手席側フ□ントホイールの 
中む位置を表示ずるガイドラ 
インでず。 

④ 助手席側の車体から約25〜 
30 cm の位置を表示ずるガイ 
ドラインです。 

⑥ステア U ングをいっぱいま 
でまわして巧びったとさの、 
助手席側 U アタイヤの軌道 
の目まを表おするガイドラ 
インでず。 
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で U 示 
ち側表 
驼席を 
操手ま 
グ助目 


ず 

ヒ 

。ザす 
す巧ま 


で 


角 

ン、の 

U の道た操到 
ァき軌 if ; グ烟 
テとのドン實 
スたヤイ U 马 
のっイガア、 
在び夕るテと 
現曲アすスる 


⑧ 







180 


走行装備 


〇 ガイドライン®および®は iU 下の 
とさには表示されません。 

• 助手席ち向にまわしたステア U 
ング操妮角が約 9 cr (下のとさ 

• ステアリングが運転席方向にま 
わしてあるとさ 

• シフトポジションが〇のとさ 

また、 iu 下のときはガイドライン③ 
および④ち表示されません。 

• 助手席ドアが完全に閉じていな 
いとさ 

ディスプレイに"助手席側ドア 
が開いているためガイドでさま 
せん。"と約6秒間表示されまず。 

• 助手席側ドア S ラーが格納され 
ているとさ 

ディスプレイに"ドアミラーが 
格納されているためガイドでさ 
ません。"と約6秒間表示され 
ます。 


路肩などに車を寄せるとを 



@助手席側フ□ントホイールの中/こ、を表 
示するガイドライン（青色） 

® 助手席側の車体から約2日〜 30 cm の 
位置を表示ずるガイドライン（青色） 

路肩などに車を寄せるとさに、車体と 
路肩の縁石などの目標物との位置関係 
を確認でさまず。 

►左図のように、ガイドライン④が目 
標物の端に接ずるよ5に車両を幅寄 
せしまず。 

► ガイドライン④を目標物と平行にず 
ることで、目標物に沿って駐車でさ 
ます。 


B を邸6恒冊 


ガイドライン③の位置により、助手席 
側フ□ントホイールのおよその位置を 
知ることをでさまず。 















障害物のあるカーブを曲びるとを 



COMAND ディスプレイの表示 車両の状態 


愈ステアリングをいっぱいまでまわして 
曲がったとさの、助手席側リアタイヤ 
の軌道の目安を表示ずるガイドライン 
(青色） 

© 現在のステアリング操驼角で巧がった 
とさの、助手席側リアタイヤの軌道の 
目安を表示ずるガイドライン（黄色） 
©障害物 

A 事故のおそれびありまず 

• ディスプレイの表示はあ<まで目安 
です。走行するとさはディスプレイ 
の表示だけに頼らず、必ず周囲の状 
況を直接確認して < ださい。 

• ガイドラインは目安を示ずものであ 
り、車両の移動軌道を保証ずるわの 
ではありません。ガイドラインは目 
まとして使用し、実際は必ず周囲の 
状況を直接確認して<ださい。 


走行装備 


► ステア1」ングを助手席側にまわし 
ます。 

左図のように、ガイドライン⑧び 
障害物⑦より外側にくるときは、 
車体と障害物び接触しない目まに 
なります。 

ただし、よりステア1」ングを助手席 
側にまわし、ガイドライン⑧び障害 
物と重なったり、障害物よりを内側 
にくると、車体と障害物び接触ずる 
おそれびあ0まず 

ガイドライン⑥び障害物より外側に 
くるよ5にステア U ング操驼角を調 
整して走行してください。 



上図のよラに、ガイドライン⑥び障害 
物⑦より外側にあるときは、ステア U 
ングをいっぱいまでまわして巧びって 
を、車体と障害物び接触しない目まに 
なりまず。 
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助手席側に障害物があるカーブを巧が 
るとさに、車体の予想進路と障害物と 
の位置関係の目安を確認でさまず。 
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パーキングアシストリアビューカ 

メラ 

パーキングアシスト U アビューカ ラ 
は、車の後方の映像と音声により、車 
庫入れや縦列駐車などの後退操作を補 
助するシステムでず。 

A 事故のおそれびありまず 

• パーキングアシスト U アビューカ^ 
ラは運転者を支援するシステムで 
す。運転者はパーキングアシスト I 」 
アビューカラだけに頼らず、必ず 
周囲の状況を確認して<ださい。特 
に周辺に人や動物がいないことを確 
認してください。 

• パーキングアシストリアビューカ^ 
ラ使用時の安全確保や危険回避につ 
いては、運転者に全責任がありまず。 

• システムの特性上、 COMAND ディ 
スプレイの映像には障害物の遠近感 
が正し<映し出されなかったり、映 
像が非常に見えづらいことがありま 
す。 COMAND ディスプレイの映像 
だけを見て後退などをすると、人や 
他の車、障害物に衝突した0、事故 
につながるおそれがありまず。必ず 
自分の目や S ラーで後ちや周囲のま 
全を確認してください。 


P 乗車人数や荷物の積載量によ0、 
パーキングアシスト U アビューカ 
ラの映像範囲は変化し、それに伴い 
ガイドラインの示す位置にち誤差が 
生じます。必ず自分の目や三ラー 
で周囲の状況を直接確認して<だ 
さい。 

Hcomand ディスプレイに表示さ 
れる物などが歪んだ形状で表示され 
たり、鮮明に表示されないことがあ 
りまず。 

QU アバンパーの至近距離や下方に 
ある物は COMAND ディスプレイ 
には表示されません。 

運転者は COMAND ディスプレイ 
の映像だけに頼らず、必ず自分の目 
や S ラーで周囲の状況を直接確認し 
てください。特に周囲に人や動物が 
し、ないことを確認してください。 

〇力 ラの周囲に強い衝撃を与え 
ないで<ださい。故障の原因にな 
りまず。 

P 必ず指定されたサイズのホイール 
やタイヤを装着してください。指定 
iU がのぶイールやタイヤを装着する 
と、システムに影響を及ぼずことが 
ありまず。 

Q ガイドラインが表示されないなど 
故障のおそれがあるとさは、ずみや 
かにルセデス-ベンツ指定ヴービ 
スエ場におたずね < ださい。 
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U パーキングアシスト U アビューカ 
ラは、(下のとさは正常に作動し 
ません。 

• テールゲートが完全に閉じてい 
ないとさ 

• 力 ラや力 ラの周囲に損傷が 
起るとさ 

P テールゲートを開閉ずるとをなど 
は、カメラを損傷しないよ5にま意 
して < ださい。 

P し U 下のよ5な場合はシステムを使 
用しないで < ださい。 

• 激しい雨や雪び降っているとさ 
やカメラびミちれているとさなど、 
COMAND ディスプレイの映像び 
見えづらいとさ 

• 積雪路面や凍結路面など、タイ 
ヤびス1」ップしやずいとさ 

• 坂道やカーブなどの平坦でない、 
まには直線でない道路 

〇カメラや関連部品の取り外しや分 
解、改造は絶巧に行なわないでくだ 
ごい。 

〇カメラや車の後部を損傷したと 
さや、カメラの取り付け位置や角 
度びずれたとさは、ずみやかにメ 
ルセデス.ベンツ指定 サービス エ 
場でカメラの修理および調整を行 
なって< ださし、。 

お客様自身で作業を行な5と、シス 
テムが正常に作動しな<なるおそれ 
がありまず。 


洗車ずるとをのま意 


• 洗車時に高圧のスプレーガンを使用 
するとさは、ノズルを力分ラや力文 
ラの周囲に近付けないで<ださい。 
水圧が高いため、故障の原因になり 
まず。 

• 力ラを清掃ずるときは、きれいな 
水でミちれを落とし、やわらかい巧で 
おさ取って<ださい。有機溶剤や強 
アルカリ洗剤などは使用しないで< 
ださい。 

また、強い力で乾 J 式さしないで<だ 
さい。変色の原因になったり、力; 
ラを損傷することがありまず。 

• ボディにワックスをかけるとさは、 
力 ラにワックスが付着しないよラ 
に注意してください。付着してし 
まった場をは、水と純正カーシヤン 
プーを混ぜた洗浄液でおさ取って< 
ださい。 


カメラの位置 



①カメラ 


力ラ①は テールゲー ト八ンドルの横 
に装備されていまず。 
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後退駐車モードの映像 
①予想進路ガイドライン（黄色) 


③4.0 m ガイドライン（黄色） 

③ 1.0 m ガイ ドライン（黄色） 

④ 0.25 m ガイドライン（ホ色） 

COMAND ディスプレイに映し出され 

る映像は、ルームミラーやドアミラー 

で見るのと同じ左ち反転させた鏡像と 

なります。 

〇 テールゲートび開いていたり、完 
全に閉じていない状態でノてーキング 
アシスト U アビユーカメラを作動さ 
せたとさや、パーキングアシスト1」 
アビユーカメラ作動中にテールゲー 
卜を開いたとさは、ガイドラインは 
表示されません。 

このときは COMAND ディスフレ 
イに" テールゲー トび開いていまず 
ガイドでをません II と数秒間表おさ 
れます。 

〇後方に駐車している車のバンパー 
やトラックの荷台など、路面に接し 
ていない立体の障害物は、ディスプ 
レイの映像では実際よりを遠くにあ 
るように見えまず。ガイドラインだ 
けでお離を判断せず、必ず周囲の状 
況を直接確認してください。 


〇障害物に向かって後退していると 
をは、 0.25 m ガイドライン④を越 
えないよ5にま意して<ださい。障 
害物によっては、 0.25 m ガイドラ 
イン④まで後退ずる前に衝突ずる 
おそれびあ0まず。 

〇ステア1」ングをまねしなびら後退 
するときは、車のフ□ント部び他の 
車や障害物に接触しないよラにま意 
して < ださい。 

〇 (下のとをは映像び見えづらくな 
りまずび、異常ではありません。 

• 夜間や暗い場所で使用ずるとさ 

• カメラ付近の温度び極端に高い 
とさやほいとさ 

• カメラにへッドランプや日光の 
反射などの強い光び直接当たっ 
にとさ（映像に白い縦線び入る 
ことびありまず） 

• 堂光灯の下で使用ずるとさ（映 
像にちらつさび出ることびあり 
まず） 

• 急激な日月るさの変化びあったと 
を（ガレージに出入りずるとを 
など） 

• カメラび曇ったり水滴び付着し 
たとさ（雨の曰や湿度の高い曰、 
洗車した直後など） 

• カメラにミ尼やミちれび付着したとさ 
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を退駐車モード 


駐車場の駐車スペースなどに後退して 
駐車するとをに、後退操作を補助をず 
るモードでず。 

後退駐車モードにずる 

► COMAND システムをオンにしまず。 
► シフトポジションを〇にしまず。 

COMAND ディスプレイに後方の映 
像び表示されまず。 

In ■■び表示されてし''なし''とさは、 
後退駐車アイコン巧、 n ①を選択し 
て、コント□ールスティックを押し 



の 


〇" 戻る''を選択してコント□ールス 
テイックを押ずと、パーキングアシ 
スト1」アビューカメラの映像び消 
え、元の画面に戻りまず。 

パーキングアシスト1」アビューカメ 
ラの映像を再度表示させるには、シ 
フトポジシヨンをじ(外にして、 
再度〇にしまず。 

ステア IJ ングをまわさないでまつずぐ 
後退駐車ずる 




車両の巧態 


①後退駐車アイコン 


①自車位置 

③4.0 m ガイドライン（黄色） 

③ 予想進路ガイドライン（黄色） 

④ 1.0 m ガイドライン（黄色） 

⑥0.25 m ガイドライン（ホ色） 


後退駐車時のガイドラインび表おさ 
れます。 



► 予想進路ガイドライン③び駐車ス 
ぺースに収まってし）ることを確認 
し、周囲にま意しなびら、まっすぐ 
に後退しまず。 

〇ガイドライン内やその周辺、およ 
び上ちの空間に障害物などがないこ 
とを確認して < ださい。 
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186 


走行装備 


ステア U ングをまわしなび5後退駐車 
ずる 



①自車位置 

③予想進路ガイドライン（黄色） 

③ 1.0 m ガイドライン（黄色） 

④ 0.25 m ガイドライン（ホ色） 

⑥直進ガイドライン（青色） 

直造ガイドライン⑥は、ステアリング 

び直進状態で車び後退ずるとさの進路 

をのします。 

予想進路ガイドライン③は、そのとさ 

のステア U ングの操驼角で車び後退ず 

るとさの予想進路をおしまず。 

►予想進路ガイドライン③び駐車ス 
ペースのなかに収まるようにステア 
1」ングをまわしなびら、ま意して後 
退します。 

► 直進ガイドライン⑥び、駐車しよう 
としてし''るスぺースと平行になった 
日、ステア U ングを直進位置に戻し 
て、後退してください。 

[I ガイドライン巧やその周辺、およ 
び上方の空間に障害物などびないこ 
とを確認してください。 


〇ステア1」ングをまわして予想進路 
ガイドライン③の位置を調整して 
を、予想進路ガイドライン内に障害 
物び入ってしま5場合は、駐車ス 
ペースび狭ずざまず。そのスペース 
I こは駐車しないでくださし、。 

縦列駐車モード 


路上の駐車スペースなどに縦列駐車ず 
るとさに、画面表示と音声案巧で後退 
操作を捕助するモードでず。 


縦列駐車ずる 



①自車 

③駐車スペース前ちの駐車車両 
③駐車スペース 


► 駐車 スぺース 前方の駐車車両③から 
約1 m 間隔を空けて平行に、駐車車 
両③の前端から自車び約半分ほど前 
に出た位置で、停車しまず。 

ステア U ングは直進状態にしまず。 

〇 駐車 スペース ③の前方に駐車車両 
③びないとさは、後退駐車モードで 
駐車ずることをお勧めしまず。 
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走行装備 


► COMAND システムをオンにします。 
► シフトポジションを la にしまず。 

COMAND ディスプレイに後方の映 
像が表示されまず。 

a 、 が表示されてし^なし^ときは、 
縦列駐車アイコン t 、_ ①を選択し 
て、コント□ールスティックを押し 
ます。 



の 



③ 駐車スペース前方の駐車車両 

④ 垂直ガイドライン 


縦列駐車モードのガイドラインび表 
示されます。 


〇" 戻る" を選択してコント□ールス 
テイックを押ずと、パーキングアシ 
スト1」アビューカメラの映像び消 
え、元の画面に戻りまず。 

パーキングアシスト1」アビューカメ 
ラの映像を再度表示させるには、シ 
フトポジシヨンを〇じ(外にして、 
再度〇にしまず。 

►垂直ガイドライン④び、駐車スペー 
ス前方の駐車車両③の後端に合5ま 
でステア1」ングをまわさずに後退し 
ます。 


► 垂直ガイドライン④び駐車車両の後 
端に合ったら、停車しまず。 

〇垂直ガイドライン④び駐車車両③ 
の後端ひら外れていると、正しい位 
置に駐車ずることはでさません。 



垂直ガイドラインび表示されてからし 
ばらくずると、駐車位置ガイドライン 
⑥び表示されまず。 































走行装備 



⑥ 駐車位置ガイドライン（道路側） 

⑦ 駐車位置ガイドライン（縁石側） 

► 停車した状態で、駐車位置ガイドラ 
イン（道路側）⑧び駐車車両のタイ 
ヤの接地面に接ずるまで、ステア U 
ングをまわしまず。 

まに、このとさ駐車位置ガイドライ 
ン（縁石側）⑦び、駐車スペースの 
前後の車両や道路の縁石、摄や電柱 
など道路脇の障害物にかかっていな 
し、ことを確認してください。 

〇駐車位置ガイドライン（道路側） 

⑥ び駐車車両のタイヤ部分に交わっ 
ていると、正しい位置に駐車ずるこ 
とびでさません。 

〇駐車位置ガイドライン（縁石側） 

⑦ び正しい位置に合っていることを 
確認してください。正しい位置に合 
わせないまま後退ずると、駐車車両 
や障害物に衝突ずるおそれびあり 
ます。 

〇ステア U ングをまわして駐車位置 
ガイドライン（縁石側）⑦の位置を 
調整してを、駐車位置ガイドライン 
(縁石側）⑦巧に駐車車両や障害物 
び入ってしまラ場合は、駐車スペー 
スび狭ずざまず。 そのスペースには 
駐車しないでください。 


〇ステア U ングをまわしずざたとさ 
は"ガイドでさませんステアリング 
を戻して<ださい"と表示されまず。 

►駐車位置ガイドライン（縁石側）⑦ 
を正しい位置に合わせたら、ステア 
U ングはそのままで、ゆっくりと後 
退しまず。 

後退をはじめると、画面から垂直 
ガイドライン④、駐車位置ガイド 
ライン（道路側）⑧、駐車位置ガ 
イドライン（縁石側）⑦び消え 
ます。 

〇 ゆっくり後退しないと、ガイドび 
間に合わないことびありまず。 

〇 け下のとさはガイドび中止され 
ます。 

• シフトポジシヨンを ra じ(外に 
しにとさ 

• "戻る"を選択したとき 

• COMAND システムの他の機能を 
作動させたとさ 

• ステア U ングを操作したとき 

〇後退ずるとをは必ず周囲の状況を 
直接確認してください。特に車のフ 
□ント部び人や他の車、障害物など 
に衝突しないよ5にま意してくだ 
さい。 

〇後退をはじめた後は、ステア1」ン 
グをまわさないで<ださい。ステア 
U ングをまわずとガイドび中止さ 
れ、画面に"ガイドでさません"ま 
たは"ガイドでさませんステア1」ン 
グびずれましに"と表示されまず。 
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走行装備 
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〇ガイドび中止された場合は、最初 
から後退操作をやりなおしてくだ 
ごし、。 



⑨ステア U ング角度ガイドライン 


►ゆっくり後退をはじめると、ステア 
U ング角度ガイドライン⑨び表示さ 
れます。縁石などの駐車スペースの 
縁に、ステア U ング角度ガイドライ 
ン⑨び合うまで、ステア U ングをま 
わさないでそのままゆっ < り後退し 
ます。 

► ステア U ング角度ガイドライン⑨び 
正しい位置に合ったら、停車しまず。 



⑨ 直進ガイドライン（青色） 

⑩ 予想進路ガイドライン（黄色) 


► ステア U ングを反巧方向にいっぱい 
までまわしまず。 

直進ガイドライン⑨と予想進路ガイ 
ドライン⑩び表示されまず。 

► 予想進路ガイドライン⑩び縁石など 
の駐車スペースの縁と接ずるまで 
ゆっくり後退しまず。 

〇後退ずるとさは必ず周囲の状況を 
直接確認してください。特に車のフ 
□ント部び前方の駐車車両などに衝 
突しないよラにま意してください。 

► 車び駐車しよラとしているスペース 
と平行になったら、ステアリングを 
直進状態に戻しまず。 

〇ステア U ング操作は、必ず停車し 
た状態で行なってください。 


I 
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走行装備 


音青案內の設定 


パーキングアシスト U アビユーカ^ラ 
作動時の音声案内を停止/作動でさ 
ます。 

► COMAND システムをオンにします。 

► COMAND コント□ールパネルの 

ボタンを押しまず。 

または 

► アプリケーションエリアの"システム" 


を選択します。 



WHKE 1■がう 日 A ■■す：？ 

設定基本画面 



► コント□ールスティックを押しまず。 

コントロールスティックを押ずたび 
に、左側のボックスのチェックマー 
クが表示/消去されまず。 

チェックマークが表示されていると 
さは、音声案内が行なわれまず。 

〇 音声案内の音量は、ステア U 
ングスイッチ DD 、 または 
COMAND コント□ールパネルの音 
量調整ダイヤルで調整でさまず。 


設定基本画面にな0まず。 


■ LflnCwivr 

nan を 


mwarnut 

リ r ビ正一*イラ 
けセット 


II システム設定"一 
を選択します。 



U アビューカ ラ 
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エアコンデイシ ヨナー 



エアコンディショナーは、設定温度や 
車内温度、が気温度や日射の強さなど 
に応じて、送風量や送風口の組み合わ 
せなどを自動的に調整し、車内の温度 
や湿度などを快適な状態に保ちまず。 

A 火傷やけびのおそれびありまず 

• 送風温度を高めに設定してあるとき 
は、送風口が過熱して高温になり、 
火傷をするおそれがあります。また、 
暖気が送風されているときは、送風 
口に身体を近付けたままにしている 
と低温火傷のおそれがありまず。十 
分にミ主意してください。 

• 送風温度を低めに設定してあるとき 
に送風口に身体をお付けると、しを 
やけなどを起こすおそれがあります 
ので十分にミ主意してください。 

• 皮膚の弱い人は、送風口に身体を 
お付けすざないよラに注意してく 
ださい。 


平環境 

• エアコンディショナーの冷媒には、 
新冷媒 R 134 a を使用しています。 

• 地球環境を保護するたが、フ□ンガ 
スを大気放出することはま律で禁止 
されています。また、すべての自動 
車オーナーは、フ□ンガスが適切に 
処理されるよラ寶めなければなりま 
せん。 

• エアコンディショナーの冷媒の補 
充、交換、廃棄などは、必ず^ルセ 
デス-ベンツ指定サービスエ場で行 
なって < ださい。 


〇ボンネットの吸気□び雪や氷で覆 
われないよ5にして < ださい。 

Q 送風□や車内の吸排気□び覆われ 
ないよラにして < ださい。 

〇 外気温度び高いとさは、エアコン 
ディシヨナーを作動させる前に換気 
をしてください。 U モコン操作で車 
外からドアウインドウとベンチレー 
シヨンウインドウ*、 パノラミック 
スライディングルーフ*を開くと、 
短時間で換気でさまず15ぺ一 

ジ)。 

〇 除湿された水分は車体下方に排水 
されまず。 

〇 ドアウインドウやベンチ レー シヨ 
ンウインドウ*、パノラミックスラ 
イディングルーフ*び開いている 
と、設定温度を維持でさません。 

〇 一度に大幅に設定温度を変更して 
を、設定温度に達ずるまでの時間は 
あまり変わりません。 

〇 エアコンディシヨナーの機能や 
モードのなかには、併用可能な組み 
合わせびありまず。 

〇 エアコンディシ ヨナー のフィル 
ター類は定期的な交換び必要でず。 
また、交換時期は使用環境によって 
異なります。 

フィルター類び目づまりを起こし 
ていると送風量び減ることびあり 
9 〇 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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名称 

⑩ 

送風□選択スイッチ 

(左側：足元/サイド/ドア 
ウインドウ送風 □) 

⑩ 

送風□選択スイッチ 

(左側：サイド/中央/ドア 
ウインドウ送風 □) 

@ 

内気循環スイッチ 

@ 

ディスプレイ 

® 

送風量調整スイッチ（弱） 


AC スイッチ/ホ熱ヒーター- 
ベンチレーシヨンスイッチ 

⑩ 

送風□選択スイッチ 

(も側：サイド/中央/ドア 
ウインドウ送風 □) 


送風□選択スイッチ 

(ち側：足元/サイド/ドア 
ウインドウ送風 □) 


オフスイッチ 


ぷエアコンディショナーのスイッチ類の絵柄な 
どは、イラストと異なる場合びあります。 



を称 

① 

送風温度調整ダイヤル（ち側） 

⑤ 

U アエアコンディショナー 
コント□ールスイッチ 

⑤ 

送風口選択スイッチ 

(ち側：フ□ントウインドウ/ 
サイド/ドアウインドウ送風 
□) 

④ 

U アデフォッガースイッチ 

⑤ 

送風量調整スイッチ（強） 

④ 

デフ□スタースイッチ 

@ 

送風口選択スイッチ 

(左側：フ□ントウインドウ/ 
サイド/ドアウインドウ送風 
□) 

④ 

AUTO スイッチ 

@ 

送風温度調整ダイヤル（左側） 

@ 

運転席モードスイッチ 


コント□ールパネル 
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通常の使いかた （ AUTO モード) 


エアコンディシ ョナーを 作動させる 

► AUTO スイッチ⑨を押しまず。 

スイッチの表示灯び点灯して、エア 
コンディショナーび AUTO モード 
で作動しまず。 

送風□の組み合わせと送風量び自動 
的に調整されるよラになりまず。 

Oauto モードでエアコンディショ 
ナーを作動させると、自動的に AC 
モード0196ページ）に設定され 
ます。 

〇 エアコンディショナーび停止して 
いるときに、オフスイッチ⑩を押ず 
と、停止前の設定で作動します。 

エアコンディショナーを停止ずる 

► オフスイッチ®を押します。 

スイッチの表示灯が点灯し、エアコ 
ンディショナーが停止しまず。 

再度、オフスイッチ®を押すと、 
表示灯が消灯し、元の設定で作動 
します。 

〇 ドアウインドウやベンチ レー ショ 
ンウインドウ*、パノラミックスラ 
イディングルーフ*が閉じている 
ときにエアコンディショナーを停止 
すると、ウインドウが曇りやずくな 
りまず。 


エアコンデイシヨナー 


送風温度の調壁 


送風温度を調壁ずる 

► 送風温度調整ダイヤル①または⑨ 
をまわして、ダイヤル内側のイン 
ジケーターを好みの温度に合わせ 
cK 与 0 

〇 通常は22でに設定ずることをお 
勧めします。 

〇 送風温度は左ち別々に設定でさま 
す。また、1」アエアコンディショナー 
の送風温度を独立して設定でをまず 
0201ぺージ)。 


I 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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送風量の調整 



@ @ 


©送風量調整スイッチ（強） 

©送風量調整スイッチ（弱） 

趣)送風量インジケーター 

送風量を手動で調整でさまず。 

送風量を上げる 

►送風量調整スイッチ（強）感を押し 
ます。 

ディスプレイの送風量インジケー 
ター®の点灯数が増えまず。 

送風量を下げる 

►送風量調整スイッチ（弱） ® を押し 
ます。 

ディスプレイの送風量インジケー 
ター透)の点灯数が減りまず。 

〇 エアコン ディシヨ ナーが AUTO 
モードで作動しているとさに、送 
風量調整スイッチを押すと、送風 
量調整の AUTO モードが解除され、 
AUTO スイッチの表示灯が消口し 
ます。 

〇 送風量を上げているときに、 
COMAND システムの音声認識機能 
を使用すると、送風量が自動的に 
下がります。音声認識機能が終了 
すると、送風量は元の設定に戻り 
ます。 


送風□の選択 _ 

送風口を手動で選択でさまず。 

送風□を選択ずる 

► 送風口選択スイッチ③©⑩©⑩®の 
いずれかを押しまず。 

選択されたスイッチの表示灯が点口 
しまず。 

送風□の選択を解除ずる 

► 選択されているスイッチを押しまず。 
スイッチの表示口が消灯しまず。 

〇 複数の送風口選択スイッチを押ず 
と、組み合わせた送風口から送風で 
さます。 

〇 選択した送風口 がの送風口から 
ち、微量の送風が行なわれることが 
ありまず。 

〇 エアコンデイシヨナーが AUTO モー 
ドで作動しているとさに、 送風口選 
択スイッチを押ずと、送風口選択の 
AUTO モードが解除され、 AUTO ス 
イッチの表示灯が消口しまず。 

再度、送風口選択スイッチを押して 
ずべての送風口選択スイッチの表示 
灯を消灯させると、 AUTO モードに 
戻0まず。 

〇 ウインドウの内側び曇りやずいと 
さは、送風口選択スイッチ⑤③を選 
択してください。 
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ち八ンドル車 


送風□選択スイッチ 

主に送風される送風 □ 

③⑦の 

フ□ントウインドウ送風 □© サイド送風 □© 

ドアゥィンドゥ送風 □© 

⑩⑩ D 

サイド送風 □© 中央送風 

ドアゥィンドゥ送風 □© 

⑩⑩ D 

足元送風 □© サイド送風 □© 

ドアゥィンドゥ送風 □© 


サイド送風 □© と中央送風□◎は送風 
□を開閉でさます。 

送風□を開< 

► 送風□開閉ダイヤル®©を上側にま 
わします。 

徐々に送風□び開さ、送風量び上び 
りまず。 


送風□を閉じる 

► 送風□開閉ダイヤル®©を下側にま 
わします。 

徐々に送風□び閉じ、送風量び下び 
りまず。 

送風□開閉ダイヤル®©を停止ずる 
まで下側にまわずと、送風□び閉じ 
まず。 


送風□の開閉 
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エアコン デ< 


I 

























送風□の風向さ調整 _ 

サイド送風口®と中央送風口©は風向 
さを調整でさます。 

風向きを調壁ずる 

► 各送風口のノブを上下左ちに動かし 
ます。 

〇 換気効率を上げるため、各送風口 
の風向さを中央にずることをお勧め 
します。 


AC モード 

AC モードでは除湿/冷房された空気 
が送風されまず。 

AUTO モー ドでエアコンデイシ ヨナー 
を作動させたときは、 自動的に AC モー 
ドにな0、スイッチの表示口が点灯し 
ます。 

9 環境 

AC モードを解除すると、エンジンへ 
の負荷が軽減し、燃費が向上します。 


AC モードを設定ずる 

►再度、 AC スイッチを押しまず。 

スイッチの表示灯が点口しまず 

〇 除湿/冷房された空気はエンジン 
がかかっているとさに送風されまず。 

Oac スイッチを押したときに、表示 
灯が点滅ちし < は消灯したままのと 
きはエアコンデイシヨナーの冷媒が 
減っていまず。除湿/冷房は行な 
ねれません。ずみやかに^ルセデス- 
べンツ指定サービスエ場で点検を受 
けて < ださい。 

Oac モードを解除しても、しばらく 
は除湿/冷房された空気が送風さ 
れる場合がありまず。 


AC モードを解除ずる 

► AC スイッチ®を押しまず。 

スイッチの表示口が消口し、除湿/ 
冷房されていない空気が送風され 
ます。 

A\ 事故のおそれびありまず 

ドアウインドウやベンチ レーシヨ ンウ 
インドウ*、パノラミックスライディ 
ングルーフ*が閉じているときに AC 
モードを解除すると、ウインドウが曇 
りやすくなります。 


オプションや仕様により、異なる装備です。 







エアコンデイシヨナー 


内気循環モ~ド _ 

トンネル内など、空気びミちれた場所で 
外気を車内に入れた<ないとさなどに 
イま用します。 

内気循環モードに切り替えると、車内 
の空気び循環されまず。 

内気循環モードの設定/解除に連動 
して、ドアウインドウやベンチ レーシヨ 
ンウインドウ*、パノラ S ックスライ 
ディングルーフ*を開閉でさまず。 

A 事故のおそれびありまず 

か気温度びほいとさは、内気循環モー 
ドの設定は短時間にとどめてくださ 
し、。ウインドウび曇りやすくなり、事 
故を起こずおそれびあ D まず。 

内気循環モードに設定ずる 


► 内気循環スイッチ⑩を押します。 

内気循環モードに設定され、スイッ 
チの表示灯び点灯しまず。 

パノラミックスライディングルーフ装 
備車 

► 巧気循環スイッチ®をそのまま押し 
続けまず。 

押し続けている間、ドアウインドウ 
やベンチ レー シヨ ンウインドウ、パ 
ノラ ミックス ライディング ルーフが 
閉じまず。 

A けびのおそれびあ0まず 

ドアウインドウやベンチ レーシヨ ンウ 
インドウ、パノラミックスライディン 
グルーフを閉じているとさに、身体な 
どが挟まれそラになったとさは、ただ 
ちにスイッチか5手を放してください。 

* オプションや仕様により、異なる装備です。 


パノラミックスライディングルーフ非 
装備車 

► 内気循環スイッチ®をそのまま約2 
秒政上押し続けまず。 

開いているドアウインドウが自動で 
閉じまず。 

A けびのおそれびありまず 

内気循環スイッチでドアウインドウや 
ベンチレー ショ ンウインドウを閉じて 
いるとさに、挟み込みなどの抵抗があ 
ると、ただちに動きを停止して少し開 
<機能がありまずが、乗員が身体を挟 
まれないよラにミ主意してください。 


内気循環モードに設定されていてち、 
一定時間を経過ずると下のよラにが 
気導入をはじめまず。 


が気温度が5で下 
のとさ 

約5分後 

AC モードを解除し 
ているとさ 

約5分後 

外気温度が日で上 
のとさ 

約30分後 
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内気循環モードを解除ずる（外気導入 
モードにずる） 

► 内気循環モードのとをに巧気循環ス 
イッチ⑩を押します。 

内気循環モードび解除ごれ、スイッ 
チの表示灯び消灯しまず。 

パノラミックスライディングルーフ装 
備車 

► 内気循環スイッチ⑩をそのまま押し 
続けまず。 

押し続けている間、ドアウインドウ 
とパノラミックスライディングルー 
フは前回開いていた位置まで、 ベン 
チレーションウインドウは全開の位 
置まで開をまず。 

パノラミックスライディングルーフが 
装備車 

► 内気循環スイッチ⑩をそのまま約2 
秒し U 上押し続けまず。 

ドアウインドウび前回開いていた位 
置まで自動で開をます。 

A けびのおそれびありまず 

内気循環スイッチでドアウインドウを 
開いているとさは、ドアウインドウに 
身体を寄0かけないでください。ドア 
ウインドウとドア フレームの 間に身体 
が弓 I さ込まれるおそれがあります。 


Oac モードを解除ずるかデフ□ス 
ターモードにずると、が気導入モー 
ドになりまず。 


〇 外気温度が非常に高いとさは、冷 
房効率を高めるために自動的に内気 
循環モードに切り替わることがあり 
ますが、このとき内気循環スイッチ 
の表示灯は点口しません。約30分 
経過ずると、一定の割合でが気導入 
をはじめまず。 

〇 内気循環スイッチで閉じたドアウ 
インドウやパノラミックスライディ 
ングルーフ*を別のスイッチで開い 
た場合、開いたドアウインドウやパ 
ノラミックスライディングルーフ* 
を内気循環モードの解除操作と連動 
して前回開いていた位置まで開<こ 
とはでさません。 


デフ□スターモード 

フ□ントウインドウやフ□ントドアウ 
インドウの内側の曇りを取るときに使 
用します。 

デフ□スターモードに設定ずる 

► デフ□スタースイッチ®を押しまず。 
スイッチの表示口が点口しまず。 

エアコンディシヨナーが！; TF の内容で 
作動します。 

• 除湿された空気が送風されまず。 

• 送風量が上がりまず。 

• 送風温度が高 < なりまず。 

• フ□ントウインドウ送風口とドアウ 
インドウ送風口、サイド送風口から 
送風されます。 

• 内気循環モードが解除されまず。 

〇 が気温度によっては、送風温度が 
高<ならなかったり、送風量が上が 
らないことがありまず。 
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オプションや仕様により、異なる装備でず。 






デフ□スターモードを解除ずる 

►再度、デフ□スタースイッチ®を押 
します。 

スイッチの表示灯が消灯しまず。 

エアコンディショナーの送風量や送 
風温度、送風口の選択が元の設定に 
戻0まず。 

〇ウインドウに雪や氷が付着してい 
るとさは、運転前にそれらを取り除 
いて視界を確保して<ださい。事故 
を起こずおそれがありまず。 

〇 エアコンディショナーが停止してい 
るときも、デフ□スタースイッチ® 
を押すと、デフ□スターモードでエ 
アコンディショナーが作動しまず。 

〇 曇りが取れたら、ずみやかに解除 
して < ださい。 

〇 デフ□スターモードを解除する 
と、 AC モードを解除していた場合 
は AC モードに設定されまず。 AC 
モードを解除していて内気循環だつ 
た場合は、 AC モードに設定され、 
外気導入になりまず。 

〇 デフ□スターモードに設定ずる 
と、 U アエアコンディショナー 
0202ぺージ）が自動的に停止し、 
操作でさな < な0まず。 

ウインドウの夕1•側び量るとき 

車列の湿度が高いとさなどに、フ□ン 
トウインドウやフ□ントドアウインド 
ウの外側が曇ることがありまず。この 
ときは、ウインドウに;令気が当たらな 
いよラに送風口を調整ずると、が側の 
曇りを軽減でさまず。 

また、フ□ントウインドウが側の曇り 
を取るとさには、ワイパーを作動させ 
て < ださい。 


エアコンデイシヨナー 


リアデフォッガー _ 

U アウインドウの曇りを取るときに使 
用します。 

イグニッシヨン位置び2のときに使用 
でさます。 

U アデフォッガーを使用ずる 

► U アデフォッガースイッチ④を押し 
9 〇 

スイッチの表示灯び点灯しまず。 

リアデフォッガーを停止ずる 

► 再度、 U アデ フォッガースイッチ④ 
を押します。 

スイッチの表示灯び消灯しまず。 

1」アデフォッガーは数分後に自動的に 
停止しまず。 

A 事故のおそれびありまず 

ウインドウに雪や氷が付着していると 
さは、運転前にそれらを取り除いて視 
巧を確保して<ださい。事故を起こす 
おそれがありまず。 


B 消費電力が大さいため、曇りが取 
れたら早めに停止して<ださい。 

〇 外気温度と走行状況により、リア 
デフォッガーが自動的に停止ずるま 
での時間は異なりまず。 

〇 バッテ U —の電圧びほくなると自 
動的に停止し、表示灯び点滅しまず。 
電圧び回復ずると自動的に作動を再 
開しまず。 
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を熱ヒーター-ベンチレーシヨン 

エンジン停止後に車内を暖房したり、 
車巧に外気を導入して換気を行な5と 
をに使用しまず。 

イグニッシヨン位置び0か1のとき、 
またはキーを巧いているとさに使用で 
をます。 

を熱ヒーター-ベンチ レーシヨ ンを使 
用ずる 

► ホ熱ヒーター.ベンチレーシヨンス 
イッチ⑩を押します。 

スイッチの表示灯び点灯しまず。 

エンジンを停止ずる前の設定温度 
や外気温度により、送風□の組み 
合わせや送風温度は自動的に調整 
されます。 

を熱ヒーター-ベンチ レーシヨ ンを停 
止ずる 

► 再度、 を熱 ヒーター •ベンチ レーシヨ 
ンスイッチ⑩を押しまず。 

まには 

► オフスイッチ⑩を押しまず。 

ホ熱 ヒーター. ベンチ レーシヨ ンス 
イッチ⑩の表示灯び消灯しまず。 

し U 下のとをは、ホ熱ヒーター.ベンチ 
レーシヨンび自動的に停止しまず。 

• イグニッシヨン位置を2にしたとき 
• 使用を開始してから約30分後 
• バッテ1」一の電圧びほ下したとさ 


〇 送風量は弱の設定で一定に保たれ 
ます。 

〇 エンジン冷却水の温度びほいとさ 
は、暖気び送風されないことびあり 
ます。 

〇 外気温度び高いとさは換気のみび 
行なわれまず。このとさは、中程度 
の送風量にな0まず。 

〇 U ア送風□からは送風されません。 


運転席モード _ 

助手席および U アエアコンデイシヨ 
ナー 0202ぺージ）の設定の一部を 
運転席と同じ設定にでさまず。 

運転席の設定を変更ずると、助手席お 
よび U アエアコンデイシヨナーの設定 
を変更されます。 

運転席モードに設定ずる 

► 運転席モードスイッチ⑩を押しまず。 
スイッチの表示灯び点灯しまず。 

助手席の送風温度および送風□の選 
択び運転席の設定に連動しまず。 

また、 U アエアコンデイシヨナーび 
AUTO モードで作動し、送風温度の 
設定び運転席の設定に連動しまず。 

運転席モードを解除ずる 

►再度、運転席モードスイッチ⑩を押 
し 9 〇 

スイッチの表示灯び消灯しまず。 

〇 助手席や U アエアコンデイシヨ 
ナーの設定を変更しにとさは、運転 
席モードは自動的に解除されまず。 
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エアコンデイシヨナー 


フ□ントのコント□ールパネルでリ 
アエアコンデイシヨナーを操作ずる 


® 哲)® @@ 



@ @ 


@ I 」アエアコンディショナースイッチ 
© AUTO スイッチ 
@送風温度調整ダイヤル（ち側） 

@オフスイッチ 

⑩リアエアコンディショナー作動 
インジケーター 

@リアエアコンディショナーモード 
インジケーター 

@リアエアコンディショナー停止 
インジケーター 

フ□ントのコント□ールパネルでリア 
エアコンディショナーを作動/停止 
させたり、 U アエアコンディショナー 
の送風温度を調整でさまず。 

リアエアコンディショナーを作動さ 
せる 

► U アエアコンディショナースイッチ 
©を押しまず。 

スイッチ®の表示灯が点灯し、ディ 
スプレイに U アエアコンディショ 
ナー作動インジケーター鄭と I 」ア 
エアコンディショ ナー モー ドインジ 
ケーター®が表示されまず。 


また、 U アエアコンディショナーコ 
ント□ールパネルの AUTO スイッ 
チの表示口 0202ぺージ)が点口し、 
U アエアコンディショナーが AUTO 
モードで作動しまず。 

〇 U アエアコンディショナースイッ 
チ®を押してから約3秒間何も操 
作をしないと、この機能は解除され 
9 〇 

また、 U アエアコンディショナース 
イッチ®の表示灯とディスプレイの 
U アエアコンディショナーモードイ 
ンジケーター啜ち消口しまず。 

リアエアコンディショナーの送風温度 
を調整ずる 

► U アエアコンディショナースイッチ 
©を押しまず。 

スイッチの表示灯が点灯し、ディス 
プレイに U アエアコンディショナー 
モードインジケーター®が表おさ 
れまず。 

►約3秒内にち側の送風温度調整 
ダイヤル③をまわして、ダイヤル内 
側のインジケーターを好みの温度に 
合わせまず。 

U アエアコンディショナーコント 
□ールノ くネ;レの送風温度調整ダイヤ 
ルの内側のインジケーターが、設定 
した送風温度に移動しまず。 

通常は22でに設定ずることをお勧 
めします。 
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リアエアコンディショナーを停止ずる 

► U アエアコンディショナースイッチ 
③を押しまず。 

スイッチの表示口が点口し、ディス 
プレイに U アエアコンディショナー 
モードインジケーター®が表示さ 
れます。 

► 約3秒拉^内にオフスイッチ®を押 
します。 

ディスプレイに U アエアコンディ 
ショナー停止インジケーター®が 
表示され、 U アエアコンディショ 
ナーが停止しまず。 

〇 フ□ントのコント□ールパネルか 
らリアエアコンディショナーの送風 
口を選択したり送風量を調整ずるこ 
とはでさません。 

〇 フ□ントのコント□ールパネルで 
U アエアコンディショナーを操作し 
ているとさは、 U アエアコンディ 
シヨナーのコント□ールノ くネルは操 
作で'さません。 


リアエアコンディショナー 

U アエアコンデイショナーは、フ□ン 
トエアコンディショナーが作動してい 
るときに作動できまず。 

リア中央送風 □ /コント□ールパネル 


の©© 

選が 


0 © © 



① 

送風量調整スイッチ（強） 

③ 

AUTO スイッチ 

③ 

送風□選択スイッチ 

( U ア中央送風 □ / U アサイド 
送風 □ / サー ド シー ト送風 □) 

④ 

U ア中央送風 □ (ち側） 

⑥ 

送風□選択スイッチ 

( U アサイド送風 □ / U ア足元 
送風 □ / サー ド シー ト送風 □) 

⑥ 

オフスイッチ 

⑦ 

送風量調整スイッチ（弱） 
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エアコンデイシヨナー 


⑨ 

U ア中央送風 □ (左側） 

⑨ 

送風量インジケーター 

⑩ 

送風温度調整ダイヤル 


〇 フ□ントシートの下に U ア足元送 
風□びありまず。 


〇 フ□ントエアコンデイショナーび 
デフ□スターモードのとさは、リア 
エアコンディショナーを作動させる 
ことはでさません。 

〇 フ□ントのコント□ールパネルで 
U アエアコンディショナーを操作し 
ているとさは、1」アエアコンディ 
シヨナーのコント□—ルパネルは操 
作で'さません。 


リアサイド送風 □ 



⑩ I 」アサイド送風口（左側) 
⑩開閉ダイヤル 


サードシート送風 □ 



/夕 
y 叫が W か 


@サードシート送風口（左側） 

@開閉ダイヤル 

〇 サードシート送風□からは暖気は 
送風されません。送風温度調整ダイ 
ヤ J レ⑩で設定温度を上げると送風び 
停止します。 

U アエアコンデイシ ヨナーの 作動/ 
停止 


U アエアコンディシヨナーを AUTO 
モードで作動させる 

► AUTO スイッチ③を押しまず。 

表示灯び点灯し、1」アエアコンディ 
ショナーび AUTO モードで作動し 
ます。 

送風□の組み合わせと送風量び自動 
的に調整されるよ5になりまず。 

送風温度を調壁ずる 

► 送風温度調整ダイヤル⑩をまわし 
て、ダイヤル内側のインジケーター 
を好みの温度に合わせまず。 

〇 U アエアコンディショナーび停止 
しているとさに、オフスイッチ⑧を 
押すと、停止前の設定で作動します。 
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〇 通常は22でに設定ずることをお 
勧めします。 

リアエアコンディシ ョナーを 停止ずる 

► オフスイッチ⑥を押しまず。 

オフスイッチの表示灯び点灯し、 
U アエアコンディショナーび停止 
しまず。 

〇 フ□ントエアコンデイシ ョナー の 
送風量を最大にずるときは、 U アエ 
アコンディシ ョナ ーを停止してくだ 
さい。 

U アエアコンディシ ョナーの 送風量 
調壁 

U アエアコンディショナーの送風量を 
手動で調整でさます。 

送風量を上げる 

►送風量調整スイッチ（強）①を押し 
ます。 

送風量インジケーター⑨の点灯数び 
増えまず。 

送風量を下げる 

►送風量調整スイッチ（弱）⑦を押し 
ます。 

送風量インジケーター⑨の点灯数び 
減りまず。 

〇 U アエアコンディショナーが 
AUTO モードで作動しているとき 
に、送風量調整スイッチを押ずと、 
送風量調整の AUTO モードが解除 
され、 AUTO スイッチ®の表示灯が 
消口しまず。 


リアエアコンディショナーの送風 □ 
還択 

U アエアコンディショナーの送風口を 
手動で選択でさまず。 

送風□を選択ずる 

► 送風口選択スイッチ③©を押し 
ます。 


選択されたスイツチの表示灯が点灯 
し 〇 


送風□選択 
スイッチ 

主に送風される 
送風 □ 

③ IS 

U ア中央送風口 / U 
アサイド送風口/ 
サー ド シー ト送風口 

⑥ IB 

U アサイド送風口 
/ U ア足元送風口/ 
ヴー ド シー ト送風口 
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Q 中央セカンドシートを折りたたん 
でいるとさは（>218ぺージ)、 U ア 
中央送風口からの送風が中央セカン 
ドシートに当たらないよラにして< 
ださい。暖気が送風されるとシート 
が高温になり、乗員が火傷をした 
り、シートを損傷ずるおそれがあり 
ます。 

〇 U アエアコンデイシヨナーが 
AUTO モー ドで作動していると さ 
に、送風口選択スイッチを押ずと、 
送風口選択の AUTO モー ドが解除 
され、 AUTO スイッチ®の表示灯が 
消灯しまず。再度、送風口選択スイッ 
チを押して、すべての送風口選択 
スイッチの表示口を消口させると、 
AUTO モードに戻りまず。 

〇 送風口選択スイッチ③と感を押ず 
と、組み合わせた送風口から送風で 
さまず。 

〇 選択した送風口 がの送風口から 
ち、微量の送風が行なわれることが 
ありまず。 


エアコンデイシヨナー 


リア送風□の開閉 


U アサイド送風□とサードシート送風 
□は、送風□を開閉でさまず。 

送風□を開< 

► 開閉ダイヤル⑩をち側に、開閉ダイ 
ヤ J レ⑩を上側にまねしまず。 

徐々に送風□び開を、送風量び上び 
りまず。 

送風□を閉じる 

► 開閉ダイヤル⑩を左側に、開閉ダイ 
ヤル⑩を下側にまねしまず。 

徐々に送風 □ び閉じ、送風量び下び 
りまず。 

開閉ダイヤル⑩を左側に、開閉ダイ 
ヤ J レ⑩を下側に停止ずるまでまねず 
と、送風□び閉じまず。 

〇 送風□開閉ダイヤルを停止ずる 
まで左側または下側にまわしてを、 
完全に送風□を閉じることはでさ 
ません。 

U ア送風□の風向を調壁 


送風□④⑨⑩⑩は、風向さを調節でき 
ます。 

► 各送風□のノブを上下左ちに動かし 
ます。 

〇 U ア足元送風□の風向さは調整で 
きません。 
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パノラミックスライデイングルーフ 


パノラミックスライディングルーフ * 


A 事故やけびのおそれびありまず 

• スライディングルーフを閉じるとさ 
は、身体や物び挟まれないよラにミ主 
意してください。挟まれそラになつ 
たとさは、ただちにスライディング 
ルーフスイッチを操作して、スライ 
ディングルーフを開いてください。 

• モ供だけを車内に残して車から離れ 
ないでください。スライディング 
ルーフを操作してけびをしたり、事 
故の原因にな0まず。 

• スライディングルーフのガラスは事 
故のとさに割れるおそれびあ0ま 
す。シートベルトを着用していない 
と、車び横転したとさにスライディ 
ングルーフの開口部から車外に放0 
出されて、致命的なけびをするおそ 
れびあります。乗員全員びシートべ 
ルトを着用してください。 

〇走行中はスライディングルーフか 
ら身体を出さないでください。けび 
をするおそれびありまず。 

〇スライディングルーフを閉じると 
さやチルトダウンずるときは、身体 
や物び挟まれないよ5にミ主意してく 
ださい。特にモ供にはま意してくだ 
さい。 

〇スライディングルーフの開□部に 
腰をひけたり、荷物を載せにりして 
大さな力を加えないで< ださい。ス 
ライディングルーフを損傷ずるおそ 
れびあ0まず。 

〇車から離れるとさや洗車のとを 
は、ドアウインドウとスライディン 
グルーフび完全に閉じていることを 
確認してください。 

* オプションや仕様により、異なる装備でず。 


〇スライデイングルーフの開□部か 
日、角の尖ったをのを出し入れしな 
いでください。スライデイングルー 
フのシール部を損傷ずるおそれびあ 
りまず。 

〇降雨後や降雪後にスライデイング 
ルーフを 開くとさは、 ルーフ 上の水や 
雪な どを 取り除いてください。車内に 
水や雪などび入るおそれびありまず。 

〇スライデイングルーフ上に雪や氷 
び付着した状態で操作しないで < だ 
さい。スライデイングルーフを損傷 
するおそれびありまず。 

〇 U モコン操作で電動ブラインドと 
スライデイングルーフを開くことび 
できまず0115ぺージ)。 

〇 U モコン操作またはキーレス3— 
操作*で電動ブラインドとスライ 
デイングルーフを閉じることびでさ 
ます（>116ぺージ)。 

〇 スライデイングルーフや電動ブラ 
インドび自動で開いているとさに、 
スイッチを操作ずると、その位置で 
停止します。 

〇 スライデイングルーフを開いて走 
行しているとを、走行風の影響など 
で空気の振動を感じる場合は、スラ 
イデイングルーフの開度を変えるか 
ドアウインドウをかし開くと、解消 
することびありまず。 

〇イグ ニッシヨン位置を0にずるか、 
エンジンスイッチからキーを巧いて 
から約5分間は、電動ブラインド 
とスライデイングルーフを操作でさ 
ます。約5分じ(内にフ□ントドア 
を開くと、電動ブラインドとスライ 
デイングルーフの操作はでをなくな 
りまず。 


B を邸6恒冊 





パノラミックスライデイングルーフ 


207 


〇 スライディング ルーフが 開閉でき 
ないときは、レセデス-ベンツ指 
定ヴービスエ場で点検を受けて < だ 
さい。 



l^i+^rru. 


© 電動ブラインド/スライディングルー 
フスイッチ 
③開く 

③ 閉じる/チルトダウン 

④ チルトアップ 

イグニッシヨン位置び1か2のとさ 
に操作でさまず。 


電動ブラインドを開閉ずる _ 

電動ブラインドは、スライディングルー 
フび閉じているとさに開閉でさまず。 

電動ブラインドを開< 

► スイッチ①を③または④の方向に輕 
く操作します。 

操作している間だけ開さまず。 

③の方向にいっぱいまで操作ずる 
と、自動で開をまず。 

電動ブラインドを閉じる 

► スイッチ①を③の方向に操作しまず。 
操作している間だけ閉じまず。 

〇 前後の電動ブラインドは独立して 
開閉でさません。 


スライディングル~フを開閉ずる 

スライディングルーフを開く 

► 電動ブラインドを開をまず。 

► スイッチ①を③の方向に軽く操作し 
まず。 

操作している間だけ開をまず。 

③の方向にいっぱいまで操作ずる 
と、自動で開をます。 

スライディングルーフを閉じる 

► スイッチ①を③の方向に操作しまず。 
操作している間だけ閉じまず。 


スライディングルーフをチルトアッ 
プ/チルトダウンずる _ 

スライディングルーフをチルトアップ 
ずる 

► スイッチ①を④の方向に操作しまず。 

操作している間だけチルトアップし 
ます。 

スライディングルーフをチルトダウン 
ずる 

► スイッチ①を③の方向に操作しまず。 

操作している間だけチルトダウンし 
ます。 
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パノラミックスライデイングルーフ 


スライディングルーフのリセット 

じ(下のとさは、スライディングルーフ 
や電動ブラインドび自動で全開しない 
ことびありまず。スライディングルー 
フの U セットを行なってください。 

• バッテ U —あびりやバッテ U —交換 
などで電源び断たれにとさ 

• スライディングルーフや電動ブライ 
ンドび スムーズに 開かないとさ 

• スライディングルーフや電動ブライ 
ンドを修理したとさ 

スライディングルーフを IJ セットずる 

► エンジンスイッチからキーを巧く 
か、イグニッシヨン位置を0にし 
ます。 

► ラゲッジルームのヒューズボックス 
0332ぺージ）から、 liTF のヒュー 
ズを取り外しまず。 

• f 41 (25 A ) 

• f 42 (25 A ) 

►再度、上記のヒューズを差し込み 
ます。 

► イグニッシヨン位置を2にしまず。 

►スイッチを③の方向0207ぺージ） 
に操作して電動ブラインドを完全に 
閉じ、そのまま約2ホ少じ保 f 寺しまず。 


►スイッチを③の方向0207ぺージ) 
に操作して電動ブラインドを完全に 
開さ、そのまま約2秒し U 上保持し 
まず。 

►スイッチを④の方向（[>207ぺージ) 
に操作してスライディングルーフを 
完全にチルトアップし、そのまま約 
2秒じ(上保持しまず。 

►スイッチを③の方向0207ぺージ) 
に操作してスライディングルーフを 
完全にチルトダウンし、そのまま約 
2秒じ(上保持しまず。 

► スライディングルーフおよび電動ブ 
ラインドび自動で全開ずることを確 
言忍しまず。 

自動で全開しないとをは、再度 U 
セットを行なってください。 

〇 スライディング ルーフの U セット 
びできないときなどは、メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場で作業を行 
なって< ださし、。 

※上記の内容は取扱説明書作成時点のちの 
で、予告なく変更されることびあ0まず。 
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荷物の積みち/ル物入れ 


ラゲツジルームに荷物を積むとを 

A けびのおそれびあ0まず 

荷物を積むとさは、な降に記載されて 
いるを意点を守 D 、 確実に固定してく 
ださい。急ブレーキ時や急な道路変更 
時、事故のとをなどに放り出されて、 
柔員びけびをするおそれびあります。 

荷物を積むとさは、「荷物の固定 
(>22 日ページ）」もご覧ください。 

また、荷物を積むときの注意点を守つ 
たとしてち、荷物を積むことにより、 
事故などのとさに乗員がけがをずる可 
能性は高まります。 


A 中養のおそれがありまず 

エンジンをかけた状態でテールゲート 
を開いたままにしないでください。排 
気ガスび車内に入り、意識不明になつ 
た0、中毒死するおそれびあ D ます。 


荷物の積み方は車の走行ま定性に大さ 

く影響します。じ(下の点にミ主意してく 

ださい。 

• 荷物の重量び、制限重量 （^345 ペー 
ジ）を超えないよラにしてください。 

-ラゲツジルームには極端に重い荷物 
を積載しないで < ださい。 

-重い物は車の中むおく（ラゲツジ 
ルーム前方のほい位置）に確実に固 
定してください。確実に固定でさて 
いないと、急ブレーキ時などに荷物 
び動を、ラゲツジルーム内部を損傷 
するおそれびありまず。 

• 荷物を車内に積むとさは、シートの 
パックレストより高く積み上げない 
で < ださい。 


• 荷物はラゲッジルームに積み、サー 
ドシートのバックレスト、シート 
クッシヨン、まにはフ□ントシート 
のバックレストに接ずるようにして 
<ださい。 

-荷物はでさるだけ柔員のいないシー 
卜の後方に積んでください。 

• 強度の十分な荷物固定用ストラップ 
などを使用して、荷物を確実に固定 
して < ださい。 

• ウインドウに荷物び当たらないよう 
にして<ださい。ウインドウガラス 
を損傷したり、 U アデ フォッ ガーの 
熱線やアンテナなどを損傷ずるおそ 
れびありまず。 

• 燃料を入れた容器や スプレーを など 
を積まないで<ださい。引乂や爆発 
のおそれびありまず。 

ft 荷物固定用のアクセサリーは 
Daimler AG の推奨品の使用をお 
勧めしまず。詳しくはメルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場におたず 
ね < ださい。 
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荷物の積み万/ル物入れ 


ル物入れ 


A けびのおそれびありまず 

走行中は、ル物入れのカバーを開いた 
ままにしないで<ださい。急ブレーキ 
時や急な進路変更時、事故のとさなど 
に収納物び飛び出して乗員びけびをす 
るおそれびありまず。 

〇収納物びル物入れからはみ出さな 
いよラにして < ださい。 

〇ル物入れのカパーび閉じなくなる 
よラな大さな物をル物入れに入れな 
いで<ださい。ル物入れや収納物を 
損傷するおそれびありまず。 

[I ル物入れには食料品を収納しない 
で < ださい。 

〇貴重品はル物入れに保管しないで 
<ださし、。 


グ□ーブボックス 



ち八ンドル車 
①八ンドル 
③ カバー 


③ キー シリンダー 

グ□ーブボックスを開< 

► 八ンドル①を引きまず。 

カバー③び開さまず。 

グ□ーブボックスを閉じる 

► カバー③を押して□ックしまず。 

〇グ □ーブボックス内には、メディ 
アインターフェース/外部入力用 
端テび装備されていまず。詳しくは 
別冊 rCOMAND システム取扱説 
巧書」をご覧<ださい。 

〇イ グニッシヨン位置び1か2の 
とさにグ□ーブボックスを開< と、 
グ□ーブボックスランプび点灯し 
ます。 
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ク□—ブボックスの施綻 

キーシ U ンダー③にエマージェンシー 
キーを差し込んで施錠/ 解錠でさます。 

グ□—ブボックスを施綻ずる 

► キーを水平位置にまわしまず。 

確実に施錠されていることを確認し 
ます。 

グ□-ブボックスを解綻ずる 

► キーを垂直位置にまわしまず。 

〇 駐車場などでキーを預ける場合 
に、グ□ーブボックスを開けられた 
<ないとさは、グ□ーブボックスを 
施綻してくださし、。その劇ま、エマー 
ジェンシーキーをキー本体から取り 
外し、携帯してください。 


センターコンソールのル物入れ 



① カバー 
③ マーク 


センターコンソールのル物入れを開く 

► カバー①のマーク③を押しまず。 
カバー①び開さまず。 


センターコンソールのル物入れを閉 
じる 

► カバー①を押して閉じまず。 


フ□ントアームレストのル物入れ 



①ボタン（上段) 
③ボタン（下段) 
③カ バー 


フ□ン トアームレストには上段と下段 
にル物入れびありまず。 

上段のル物入れを開く 

► ボタン①を引いてカバー③を開き 
ます。 

下段のル物入れを開く 

► ボタン③を引いてカバー③を開き 
ます。 

ル物入れを閉じる 

► カバー③を下げて閉じまず。 
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荷物の積み方/ル物入れ 


携帯電話の接続 

フ□ントアームレスト上段のル物入 
れには、販売店オプションの携帯電話 
用コネクターを装着することがでさ 
ます。 

詳し < は、お買い上げの販売店また 
はルセデス-ベンツ指定 サービス 
工場におたずね<ださい。 

《電話の操作については、別冊 「COMAND 
システム取扱説明書」をご責くださし、。 


カップホルダー 

A 乂傷のおそれびありまず 

• 走行中はカップホルダーを使用しな 
いでください。急ブレーキ時や急な道 
路変更時、事故のとさなどにカップ 
ホルダーに置いた容器が飛び出して、 
乗員が火傷をするおそれがあります。 

• カップホルダーのサイズに合った 
フタ付さの容器を使用してくださ 
し、。また、火傷防止のたが、熱い 
飲み物が入った容器を置かないで 
<ださい。 

〇カップぶルダーに飲み物を置<と 
きは、スイッチや電装品などに飲み 
物をこぼしたり、結露した水滴が重 
れないよ5に注意して < ださい。 

スイッチや電装品などを損傷した 
0、ショートして発火ずるおそれが 
ありまず。 


センターコンソールのカツプホルダー 



①カバー 
©マーク 


センターコンソールのカツプホルダー 
を開< 

► カバー①の マー ク©を押しまず。 
カバー①が開さまず。 

センターコンソールのカツプホルダー 
を閉じる 

► カバー①を押して閉じまず。 

左側のカップホルダーは容器を固定ず 
ることがでさまず。 



©ホルダー 
@ボタン 
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容器を固定ずる 

► ボタン④を押しまず。 

ホルダー③び矢印の方向に移動し 
て、容器び固定されまず。 

容器を取り出ず 

►ホルダー③を下方に押しなびら、元 


の位置に戻しまず。 

センターコンソール後ちのカップホル 
ダ-* 



①ヵバ ー 
③ボタン 


カップホルダーを使用ずる 

► ボタン③を押しまず。 

カバー ①び開きまず。 

《センターコンソール後方のカップホルダーは 
本国仕様の装備であり、日本仕様では装備さ 
れない堤合びあります。 



①カバ ー 


► カバー①の上端を矢印の方向に引さ 
下げまず。 



①カバー 

③ カップホルダー 

④ ノブ 


► ノブ④を持って後方に弓 I き出しまず。 

カップホルダーを収納ずる 

► ノブ④を前方に押し込みまず。 

►カバー①の上端を持ち上げ、カバー 
を□ックしまず。 

〇カップホルダーを使用しないとさ 
や中央セカンドシートを折りたたむ 
とさは、カップホルダーを収納し、 
カバーを閉じてください。 


* オプションや仕様により、異なる萬倫でず。 
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荷物の積み万/ル物入れ 


ヴー ド シー トのカップホルダー 



収納ネット 



ち八ンドル車 

①助手席足元の収納ネッ 


① カップホルダー （左側） 

サー ド シー トの左ちにカップ ホルダー 
を装備しています。 


助手席の足元とフ□ントシートの背面 
に新聞や雑誌などを収納でさるネット 
を備えています。 

A けびのおそれびありまず 

収納ネットには、重い物やかたい物、 
ビンや吿、割れやずい物、鋭利な形状 
の物を入れないで<ださい。急ブレー 
キ時や急な進路変更時、事故のとさな 
どに収納物が飛び出して乗員がけがを 
するおそれがあ0ます。 

Q 収納ネットから収納物がはみ出さ 
ないよ5にして < ださい。 



⑤フ□ントシート背面の収納ネット 
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セカンド シート/ヴー ド シー トの 
おりたたみ 

A けびのおそれびありまず 

重い荷物やかたい荷物を積載するとさ 
は、確実に固定してください。急ブレー 
キ時や急な進路変更時、事故のときな 
どに荷物が放り出されて、乗員がけが 
をするおそれがありまず。 


心 けびのおそれびありまず 

• 大さな荷物を積まないとさは、バッ 
クレストを起こしてください。ラ 
ゲッジルームの荷物などが放り出さ 
れ、けがをするおそれがあります。 

• サードシートに乗車するときは、 
セカンドシートを折りたたんだり、 
セカンドシートのバックレストを 
倒さないで<ださい。急ブレーキ 
時や急な進路変更時、事故のとさ 
などに、けがをずるおそれがあり 
ます。 

• セカンドシートやサードシートに柔 
車すると量は、バックレストを起こ 
して、シートを確実に□ックしてく 
ださい。急ブレーキ時や急な進路 
変更時、事故のときなどに、けが 
をするおそれがあ0ます。 

• 乗車しているとさは、必ずヘッドレ 
ストを取り付けて<ださい。事故の 
とさ、首にけがをするおそれがあり 
ます。 


心 中毒のおそれびありまず 

エンジンをかけた状態でテールゲート 
を開いたままにしないでください。排 
気ガスが車内に入り、意識不明になつ 
たり、中毒死ずるおそれがあります。 


Q 中央セカンドシートのバックレス 
卜を倒しているとさに（>81ペー 
ジ）、左側セカンドシートを折りた 
たむと、シートが接触し損傷ずるお 
それがありまず。 

中央セカンドシートを折りたたむか 
バックレストを元の位置に戻してか 
ら、左側セカンドシートを折りたた 
んで < ださい。 

Q 左側セカンドシートを折りたたん 
でいるときに、中央セカンドシート 
を折りたたむと、シートが接触し損 
傷するおそれがありまず。 

左側セカンドシートを元の位置に戻 
してから、中央セカンドシートを折 
0たたんで < ださい。 

P 中央セカンドシートのバックレス 
卜を倒しているとさに （>81 ペー 
ジ）、左側セカンドシートを折りた 
たんだ状態から元の位置に戻ずと、 
シートが接触し損傷ずるおそれがあ 
りまず。 

中央セカンドシートのバックレスト 
を元の位置に戻してから、左側セカ 
ンドシートを元の位置に戻して<だ 
さい。 

左ちセカンドシートを巧りたたむ 

。フ□ントシートが後方の位置に 
あったり、バックレストが後方に倒 
れずざているときに左ちセカンド 
シートを折りたたむと、シートが接 
触し損傷するおそれがありまず。 

フ□ントシートを前方に移動して、 
バックレストを前方に起こしてか 
ら、左ちセカンドシートを折りたた 
んで<ださい。 
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巧物の積み万/ル物入れ 



① レバー 
③へッドレスト 


シートを巧りたたむ 

► 巧りたたむシート のへ ッドレストを 
取り外しまず（>82、83ぺージ)。 

取り外したヘッドレスト③を、図 
のようにシートクッシヨン上に置 
をます。 

►バックレストを起こして、元の位置 
に戻しまず。 

► シートを最を後方の位置にしまず。 

〇シートは必ず最を後方の位置にし 
てください。シートを巧りたたんだ 
とをにシートやセンターコンソール 
を損傷するおそれびありまず。 

► レバー①をいっぱいまで引いたま 
ま、バックレストを前方に倒しまず。 

〇 レバー①をいっぱいまで引かな 
かったり、弓 I いたあとに戻してから 
バックレストを前方に倒ずと、シー 
卜は巧りたたまれません。 

このときは、バックレストを起こし 
て元の位置に戻し、シートを最を後 
方の位置にして、再度操作を行なつ 
てください。 



③バックレスト 


►倒しにバックレスト③を矢印の方向 
に押して、バックレストを□ックさ 
せます。 

►パックレストやシート全体を前後上 
下に押して、確実に□ックされてい 
ることを確認しまず。 

。シー トを折りたたんだとさは確実 
に□ックされていることを確認して 
ください。走行中にバックレストや 
シートが動さ、サードシートの乗員 
がけがをずるおそれがあ0まず。ま 
た、シートを損傷ずるおそれがあり 
ます。 

。シー トび巧りたたまれた状態で、 
フ□ントシートを後方に動かした 
り、バックレストを後方に倒ずとを 
は、セカンドシートに接触しないよ 
ラにミ主意してください。シートを損 
傷ずるおそれびありまず。 
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元の位置に戻ず 


①レバー 

③バックレスト 

►レバー①を引きなびら、バックレス 
卜③を引さ上げまず。 

►バックレストを約45°の角度にし 
てへッドレストを取り付け、ヘッド 
レストを最をほい位置にしまず。 

►シート全体を後方に引き上げ、バッ 
クレストとシートを□ックしまず。 

►バックレストやシート全体を前後に 
押して、確実に□ックされているこ 
とを確認します。 

A けびのおそれびあ0まず 

バックレストを元の位置に戻したとさ 
は、バックレストび確実に□ックされ 
ていることを確認してください。 


□ックインジケーター 



円内上部：シートび□ックされていない状態 
円内下部：シートび□ックされている状態 

©□ックインジケーター（前部） 

©□ックインジケーター（後部） 

セカンドシートを元の位置に戻したと 
きは、□ックインジケーター⑤④が円 
内下部の状態になっていることを確認 
して < ださい。 

円内上部の状態のときは、シートは 
□ックされていません。 

〇 □ックインジケーターでの確認だ 
けでな<、シートを前後に押して、 
確実に□ックされていることを確認 
して < ださい。 
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荷物の積み方/ル物入れ 


中央セカンドシートを巧りたたむ 

B シートをキ斤りたたむときは、セン 
夕ーコンソール後方のカップホル 
ダー 0213ぺージ）や U アの灰皿 
(>228ぺージ)を収納して< ださい。 
シートやカップホルダー、灰皿を損 
傷するおそれがありまず。 

。シートを折りたたんでし^るとさ 
は、リア中央送風口 0202ぺージ） 
からの送風が中央セカンドシートに 
当たらないよ5にして<ださい。暖 
気が送風されるとシートが高温にな 
0、乗員が火傷をした0、シートを 
損傷するおそれがありまず。 



⑤バックレスト 



〇 取り外したへッドレスト③は、上 
記のように中央セカンドシート④後 
部に収納ずることをお勧めしまず。 

元の位置に戻ず 

►ストラッフ①を引いて□ックを解除 
しまず。 

►シート全体を後方に押して、確実に 
□ックしまず。 


シートを巧りたたむ 

► へッドレストを取り外しまず。 

►バックレスト③を前方に倒しまず 
081ページ)。 

►ストラッフ①を矢印の方向に引い 
て、□ックを解除しまず。 

► シート全体を前方および下方に押し 
て、確実に□ックしまず。 
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ヴー ド シー トのみを巧りたたむ 



①フック 
©レバー 


► へッドレストを最ち低い位置に下げ 
ます。 

► シートべレトをフック①にかけまず。 

► レバー®を矢印の方向に引いて、 
バックレストをゆっくりと前方に倒 
します。 

前ちに倒れるバックレストに連動し 
て、シートクッションが起き上がり 
ます。 

►シートクッションが起き上がった 
ら、バックレストが水平になるまで 
ゆっ < りと前ちに倒しまず。 

〇 バックレストはゆっくり前方に倒 
して<ださい。バックレストを急に 
倒すと起き上がるシートクッション 
と接触して、シートが折りたたまれ 
ないことがありまず。 


セカンドシートとヴードシートを巧り 
たたむ 



@ピン 
® ガイド 

©バックレスト（左ちセカンドシート） 
©シートクッション（サードシート） 
@ストラップ 

►セカンドシートを折りたたみまず 
(>21 日ぺージ)。 

このとさ、左ちセカンドシートが最 
ち後方の位置にあることを確認して 
<ださい。 

► ヴードシートを折りたたみまず。 

► ヴードシートのシートクッションを 
水平になるまで前方に倒しまず。 

このとさ、ヴードシートのシートクッ 
ション®のピン③が、左ちセカンド 
シートバックレスト感のガイド④の 
位圖こくることを確認してください。 

〇 セカンドシートとサードシートを 
f 斤りたたんだときに、ピン③とガイ 
ド④び離れているとさは、左ちセカ 
ンドシートび最を後方の位置になつ 
ていません。最初の手順からやり直 
すか、左ちセカンドシートの前後位 
置調整レバー 080ページ）を引い 
て、左ちセカンドシートを後方に移 
動して < ださい。 


I 








220 


荷物の積み方/ル物入れ 


ヴードシートを元の位置に戻ず 

►ストラップ⑦を引さなびら、サード 
シートのバックレストを後方に引さ 
起こしまず。 

► バックレストを元の位置まで戻し、 
確実に□ックしまず。 

► シートクッシヨン⑥を引き起こし 
て後方に倒し、押し込んで□ック 
します。 

►バックレストを前後に押し、また 
シートクッシヨンを下方に押して、 
確実に□ックされていることを確認 
します。 

A けびのおそれびありまず 

走行中はヴード シー トを確実に □ッ 
クしてください。事故や急ブレーキ 
のとさなどに、けがをするおそれが 
あります。 


巧物の固定 


荷物固定用リング 


A けびのおそれびありまず 

荷物固定用 U ングには均等に力がかか 
るよラにしてください。急ブレーキ時 
や急な進路変更時、事故のと量などに 
荷物が放り出されて、乗員がけがをす 
るおそれがあります。 

荷物を固定ずるとさは、下の点にミ主 

意して < ださい。 

. 荷物固定用リングを使用して、荷物 
を固定して < ださい。 

• 伸縮性のあるストラップやネットは 
軽い荷物のずれを防ぐためのちので 
ず。これらを使用して荷物を固定し 
ないで < ださい。 

. 荷物の固定には擦れに強<丈夫な 
□ープを使用し、荷物固定用リング 
に通して確実に結んで<ださい。 

• 固定用具が荷物のとがった部分や角 
に当たらないよ5にして<ださい。 

• 鋭い角のあるちのは、角の部分に力 
バーを して <ださい。 

. 荷物固定用リングに均等に力がかか 
るよ5にして < ださい。 

• でさるだけずベての荷物固定用リン 
グを使用して < ださい。 

. 荷物固定用リングに過大な力がかか 
らないよラにして < ださい。 

• 固定用具の取扱説明書ちご覧<だ 
さし、。 
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荷物固定用のアクセサリーは 、 Daimler 
AG の推奨品の使用をお勧めしまず。 
詳し<はルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場におたずね<ださい。 

荷物固定用リングは、ラゲッジルーム 
内①に4個、セカンドシート足元® 
とサードシート足元③に2個ずつあ 
りまず。 



①荷物固定用リング（ラゲッジルーム内) 


©荷物固定用リング（ち側セカンドシー 
卜足元） 


@荷物固定用リング（ち側サードシート 
足元） 

荷物固定用フック 


①荷物固定用フック 

ラゲッジルームの左ちに荷物固定用 
フックがありまず。 

U 荷物固定用フックには、約 4 kgLU 
上の荷物をかけないで<ださい。フッ 
クを損傷ずるおそれがあ0まず。 
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荷物の積み万/ル物入れ 


EASY - PACK ラゲッジ ルームカバー 


A けびのおそれびありまず 

ラゲツジルームカバーは、荷物の飛び 
出しを防ぐちのではあ0ません。ラ 
ゲツジルームカバーを使用していると 
さち、ラゲツジルームの荷物は確実に 
固定してください。 

急ブレーキ時や急な進路変更時、事故 
のとさなどに荷物が放0出されて、乗 
員がけがをするおそれがあ0ます。 

P ラゲツジルームに荷物を積むとさ 
は、ラゲツジルーム左ちのウインド 
ウ下端よりち高い位置に荷物を積み 
上げないで < ださい。 

Q ラゲツジルームカバーの上に重い 
荷物を置かないで<ださい。ラゲツ 
ジルームカバーを損傷ずるおそれが 
ありまず。 

〇 ヴー ド シー ト後方にラゲツジルー 
ムカバー収納 U —ルを取り付けてい 
るときは、ラゲツジルームカバーは 
使用でさません。 



セカンドシート後方に取り付けた状態 
①八ンドル 

©ラゲ ッジルームカバー 

⑤固定部 

©フック 

ラゲッジルームカバーを使用ずる 

► ヴー ドシートの シー トベルトを 
フックにかけまず（>219ページ)。 

►八ンドル①を持って、ラゲッジルー 
ムカバー感をリールから引き出し 
cfs 与 〇 

► 左ちの固定部③をフック④にかけ 

cfs ^ 〇 

ラゲッジルームカバーを収納ずる 

►八ンドル①を持って、ラゲッジルー 
ムカバー®をかし引きながら、左 
ちの固定部③をフック④からがし 
ます。 

► ラゲッジルームカノ（一®をゆっくり 
卷さ取らせまず。 
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ラゲツジルームカバー収納リール 

ラゲツジ ルームカバー 収納 リールは、 
セカンドシート後方、またはサード 
シート後方に取り付けることがでさ 
ます。 

〇 セカンドシート後方に収納リール 
を取り付けるとさは、収納リールの 
両端にエクステンシヨン0225 ぺ一 
ジ）を取り付けてください。 



⑥取り付け部のカバー 

(セカンドシート後ち-ち側） 

取り付け部カバーの脱着 

► 取り付け部のカバー⑥の下部を押し 
なびら、上端を矢印の方向に引いて 
取り外しまず。 

反巧側のカパーを同様に取り外し 
ます。 

►取り外しにカバー⑥は、紛失しない 
ように、使用しない取り付け部に取 
り付けまず。 


[I サードシート後方の取り付け部に 
カバーを取り付けたとさは、カバー 
と取り付け部周囲の巧張り面に凹凸 
び生じまず。カバーのツメを損傷ず 
るおそれびあ0まずので、カノ（一を 
強< 押し込まないで< ださい。 

〇 取り付け部のカバーには左側用と 
ち側用びあ0まず。カパーを取0付 
けるときは左ちを間違えないように 
して < ださい。 
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荷物の積み万/ル物入れ 


ター— r 3® .ス 



セカンドシート後ちに取り付けた状態 
①を側取り付け部 
③□ツク解除ボタン 

③ 収納1」ールち端部 

④ ち側取0付け部 
⑥収納1」ール 

収納リールを取り外ず 

► ラゲツジルーム カバー を U —ルに収 
納します。 

► 収納 U — J レち端部③を、□ツクずる 
まで左側に押し込みまず。 

収納 U —ルち端部③び左側に押し込 
まれ、収納 U —ルの長さび短<なり 
ます。 

► ち側取り付け部④ひら収納 U —ルち 
端部③を取り外しまず。 

► 収納 U — J レ⑥を取り外しまず。 


収納リールを取り付ける 

► 収納 U —ルち端部③び左側に押し込 
まれていて、収納 U — ル⑥び短く 
なっていることを確認しまず。 

収納 U —ルち端部③び左側に押し込 
まれていないとさは、□ックずるま 
で左側に押し込みまず。 

► □ック解除ボタン③びち側および上 
面にくるよラにしまず。 

► 収納 U — j レ左端部を左側取り付け部 
①に合わせまず。 

► 収納 U — j レち端部③をち側取り付け 
部④に合わせ、□ック解除ボタン③ 
を押します。 

収納 U —ルち端部③びち側にスライ 
ドしてち側取り付け部④に固定され 
ます。 
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荷物の積み方/ル物入れ 



⑦収納1」ールの凹部 
⑨エクステンションの凸部 

①エクステンション 

③収納リール _ 

③ 収納 U — ルの凹部 エクステンションを取りがず 

④ エクステンションの凸部 ► 収納 u _ ルに取り付けられているェ 



⑥ガイド 
⑥ブ□ック 


クステンシヨンを反時計回りにまわ 
して、取り外しまず。 


収納 U —ルをセカンドシートの後方に 
取り付けるとさは、収納 U —ルにエク 
ステンションを取り付けまず。 

エクステンションを取り付ける 

► エクステンション①のガイド⑥を、 
収納 U —ル③のブ □ ック⑧に合わせ 
ます。 


► 収納 U — ルの凹部⑦にエクステン 
ションの凸部⑨を差し込んで取り付 
けまず。 

► 反対側を同様に、エクステンション 
を取り外し、収納 U —ルに取り付け 

cK 9 〇 


► エクステンション①を時計回りにま 
わします。 


収納 U — ル③にエクステンション① 
び固定されまず。 

►反対側を同様に、収納 U —ルにエク 
ステンションを取り付けまず。 

Q エクステンションを取り付けた状 
態では、収納 U —ルをサードシート 
の後方に取0付けることがでさませ 
ん。必ずエクステンションを取りが 
してください。無理に取り付けよう 
とすると、収納リールや取り付け部 
を損傷するおそれがありまず。 
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荷物の積み万/ル物入れ 


ルー フラック 



① カバー 


A けびや事故のおそれびあ0まず 

• ルーフラックを取り付けるときは、 
製品に添付の取扱説明書に従って< 
ださい。取り付け方を誤ると、走行 
中に外れて乗員や他の人々がけがを 
したり、事故の原因になりまず。 

• ルーフの最大積載量（約 1 OOkg ) 
を超えないよラま意してください。 
また、ルーフに荷物を積んでいると 
さは、車の重む位置が変化し、走行 
安定性に影響を与えまず。運転ずる 
ときは十分ミ主意してください。 


H ルーフラックやスキーラックなど 
は Daimler AG の推奨品の使用をお 
勧めします。推奨品 iU がの製品を取 
り付けると車を損傷ずるおそれがあ 
りまず。詳しくはルセデス-ベン 
ツ指定サービスエ場におたずね<だ 
さい。 

ルーフラックを取り付けるとき、ま 
た、ルーフラックに荷物を積んだと 
さは下記にミ主意してくださし、車を 
損傷するおそれがありまず。 

• パノラミックスライディング 
ルーフ*をチルトアップさせた 
とさや開いたとさに接触しない 
こと 

• テールゲートを開し''たとさに接 
触しないこと 

B ルーフに荷物を積むとさは、パノ 
ラミックスライディングルーフを閉 
じて < ださい。けびをずるおそれび 
ありまず。 

ルーフラックを取り付ける 

► カバー①を矢印の方向に開きまず。 
► ルーフラックを取り付けまず。 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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サンバイザー 


A 事故のおそれびありまず 

走行中はバニテイ云 ラーの カバーを閉 
じてください。胺惑により事故を起こ 
すおそれがあ0ます。 



①照明 
©フック 
③サンバイヴー 
® 補助サンバイヴー* 
©バニテイミラー 
⑧力ードホルダー 
⑦バニテイ云ラーカバー 


使用後は、補助サンバイヴーを元の位 
置に戻してから、サンバイヴーを元の 
位置に戻しまず。 

〇サンバイヴーを横にまわずとさ 
は、バニテイミラーカバー⑦を閉じ 
てください。ルーフ内張りやバニ 
テイ S ラーカバーを損傷ずるおそれ 
びありまず。 

バニテイミラー 

バニテイ ミラーを使用ずる 

► サンバイヴー③を下げまず。 

►バニテイミラーカバー⑦を上方に開 
さまず。 

照巧①び点灯しまず。 

〇眩惑を防ぐため、走行中はバニテイ 
ミラーを使用しないでください。 

〇 サンバイヴーをフック③から外ず 
と、照日月は点灯しません。 

〇 バニテイーミラーの横にカードホ 
ルダー⑧を備えていまず。 


前ちからの眩しさを防ぐ 

► サンバイヴー③を下げまず。 

横方向か5の眩しさを防ぐ 

► サンバイヴー③を下げまず。 

► サンバイヴー③をフック③から外し 
ます。 

► サンバイヴー③を横にまねしまず。 

前方からの眩しさを防ぐとさは、補 
助サンバイヴー④ * を下げまず。 


I 


* オプションや仕様により、異なる装備です。 
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灰皿 


〇吸いびらやマッチの乂はお実に消 
して < ださい。 

〇紙くずなどの燃えやずい物は入れ 
ないで < ださい。 

〇使用後は確実にカバーを閉じてく 
ださし、。 

〇灰皿を取り外してル物入れとして 
使用しているとをは、灰皿として使 
用しないで < ださい。 

〇 灰皿を取り外ずとル物入れとして 
使用でさまず。 

フ□ントのの皿 





① カバー 
③ マーク 

灰皿を開< 

► カバー ①の マーク ③を押しまず。 
カバー ①び開きまず。 

灰皿を閉じる 

► カバー①を押して閉じまず。 





W 巧 W " が 


@灰皿 
④凹部 

灰皿を取りがず 

► 灰皿③の凹部④に指をかけて引き上 
げまず。 

灰皿を取り付ける 

► 灰皿③を押し込んで□ツクします。 

リアの灰皿 

U アの灰皿は、センターコンソール後 
方にありまず。 



① カバー 
@ボタン 

灰皿を使用ずる 

► ボタン®を押してカバー①を開き 
ます。 
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の皿を収納ずる 

► カバー①を押して閉じまず。 

の皿を取り外ず 


ライター 



① カバー 


カバー①の上端を矢印の方向に引さ 


下げまず。 



A 义傷や乂災のおそれびありまず 

ライターは必ずノブの部分を持ってく 
ださい。金属部を持つと义傷をするお 
それびあ 0 まず。 

ま全のため、子供を乗車さはるとさは 
ライターを抜さ取ってください。火傷 
をした D 、 义災び発生ずるおそれびあ 
D まず。 

〇ライターを使用ずるときは、じ(下 
の点にま意してください。ライター 
を損傷したり、乂災び発生ずるおそ 
れびありまず。 


ライターを押し込んだ後、 
え続けないでください。 


押さ 


③ 灰皿 

④ マーク 

► 灰皿③のマーク④部を矢印の方向 
に押しなびら引を上げて取り外し 
ます。 

の皿を取り付ける 

► 灰皿③を押し込んで□ックしまず。 

Q 灰皿を使用しないとさや中央セカ 
ンドシートを巧りたたむとをは、力 
ノ（一を閉じて < ださい。 


• 赤熱部に灰や異物び付着したま 
ま使用しないでください。 

• ライターを改造したり、純正品 
。•外のライターを使用しなし）で 
<ださい。 

。ライターび 戻らなくなったとき 
は、イグニッシヨン位置を0にず 
るか、エンジンスイッチからキーを 
抜いて、メルセデス•ベンツ指定サー 
ビスエ場に連絡して < ださい。 

〇ライターソケットは電動エアポン 
プの電源としては使用でさません。 

〇アクセサ U —電源としてライター 
ソケットを使用ずるとさは、最大消 
費電流 15 ALU 下の規格に合った電 
気製品を使用してください。 


I 
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① カバー 
③ライター 


イグニッシヨン位置び1か2のとを 
に使用でさまず。 

ライターを使用ずる 

► カバー①を開きまず。 

► ライター③を押し込みまず。 

熱せられると、ライターは元の位置 
に戻りまず。 

使用後は灰皿で灰を落とし、元の位 
置に戻しまず。 


12 V 電源ソケット _ 

センターコンソール後方とラゲッジ 

ルームに 12 V 電源ソケットを装備し 

ていまず。 

イグニッシヨン位置び2のとき I こ使用 

でさまず。 

〇電源ソケットにライターを差し込 
まないで < ださい。 

。ソケッ h 内に指などを入れないで 
<ださい。感電ずるおそれびあ0 
ます。 

〇エンジンびかかっていないとさは 
長時間使用しないでください。バッ 
テ1」一びあびるおそれびありまず。 

〇電源ソケットを使用しないときは 
カバーを閉じて<ださい。異物び 
入ったり、水びかかると故障の原因 
になることびありまず。 

〇最大消費電流 20 Aii (下の規格に 
合った電気製品を使用してくださし、。 

〇必ず DC 12 V の電気製品を使用し 
て < ださい。 

〇イ グニッシヨン位置び0か1のと 
さ、またはエンジンスイッチから 
キーを巧いてあるとさを 12 V 電源 
ソケットは使用でさまず。 

ただし、バッテ1」一電圧びほ下ずる 
と、 12 V 電源ソケットは使用でき 
な< な0まず。 
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センターコンソール後ちの電源ソケット 
①ソケットカバー 



ラゲッジルームの電源ソケット 
①ソケットカバー 


12 V 電源ソケットを使用ずる 

►ソケットカバー①を開き、電気製品 
の電源コネクターを確実に差し込み 
ます。 


アシストグリップ 

各ドアウインドウの上方にアシストグ 
1」ップびありまず。コーナ1」ング時の 
姿勢保持などに使用しまず。 

1」アのアシストグリップには、コート 
フックび装備されていまず。 

A けがのおそれびありまず 

SRS ウインドウバッグの作動を妨げた 
D 、 作動時に物び飛んで乗員びけびを 
するおそれびあ0ますので、の点 
に注意してください。 

• アシストグリップに八ンガーやア 
クセヴ1」一など物をかけないでく 
ださし、。 

• コートフックには軽く柔 S かい巧服 
於外の物をかけないでください。 

• コートフックを使用するときは、八 
ンガーなどを使用せず、を服を直接 
かけて < ださい。 


〇アシストグ1」ップにぶらさびった 
り、必要 LU 上の大さな荷重をかけな 
し、で<ださい。アシストグ1」ップを 
損傷ずるおそれびありまず。 

〇運転をは運転中にアシストグ U ッ 
プを使用しないで < ださい。 

Q コートフックを使用ずるときは、 
巧服び運転をの視界の妨げにならな 
いよラにミ主意してください。 


I 
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フ□アマット 


A 事故のおそれびありまず 

• 運転席のフ□アマットを使用ずる 
とさは、ペダルとの間に十分な空 
間びあ0、確実に固定されている 
ことを確認してください。 

• フ□アマットは、フ□アの凸部③と 
フ□アマットの凹部①で確実に固定 
してください。 

• 走行前にフ□アマットび確実に固定 
されていることを確認してくださ 
し、。確実に固定されてし、なし、と、フ 
□アマットび滑った0、ペダル操作 
を巧げるおそれびあ0まず。 

• 運転席のフ□アマットを重ねて使用 
しないで < ださい。 



①フ□アマットの凹部 
⑤フ□アの凸部 


フ□アマットを取り付ける 

► 運転席シートを後方に動かしまず。 
► フ□アマットを敷さまず。 

►フ□アマットの凹部のを押し、フ 
□アの凸部⑤にはめ込みまず。 

フ□アマットを取りがず 

► フ□アの凸部⑤ひらフ□アマット 
を取り外しまず。 

* オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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慣 5 し運転 . 

燃料®給油 . 

エンジンルーム •••• 
タイヤとホイール- 
寒を時の取り扱い- 
走行時のミち意…… 
メンテナンス…… 
曰常の手入れ…… 


こな〇芭 e が田 


45774724 

33345566 
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慣百し運転 


慣5し運転 


A 事故のおそれびありまず 

新品のブレーキパッドやブレーキ 
ディスクは、目安として走行距離が 
数百 km を超えるまでは制動能力を 
完全には発揮でさません。この期間 
は必要に応じてブレーキペダルをか 
し強めに踏んでください。また、ブ 
レーキパッドの交換を行なったとき 
ち)、目安として走行距離が数百 km 
を超えるまでは注意してください。 


新車の場合、エンジンなどの機械部分 

が馴染むまで r 慣らし運転」ずること 

をお勧めしまず。 

新車時に十分な慣らし運転を行なラこ 

とにより、将来にわたって安定した性 

能を維持することがでさまず。 

最初の1,500 km までは 1；( 下のミ主意事 

項を守って < ださい。 

• エンジン回転数が許容限度の2/3 
(許容限度が6.000回転のとさは約 
4,00日回転）を超えないように運転 
して < ださい。 

• エンジンに大さな負担のかかる運転 
は避けて < ださい。 

• いつち一定のエンジン回転数で走 
行するのではな<、負担のかから 
ない範囲で回転数と速度を変えて 
<ださい。 

• キックダウンや週度のエンジンブ 
レーキは 避けて < ださい。 


• ギアレンジ位置 E 1、 G 且 、 GU 
および1〜3速のギアは山道など 
を低速で走行するとさだけに使用し 
て < ださい。 

走行距離が1,500 km を超えたら、エ 

ンジン回転数を徐々に高回転まで上げ 

て < ださい。 

〇 エンジンや駆動系部品の分解や交 
換をした後ち、慣らし運転を行なっ 
て < ださい。 

〇 キックダウン：走行中にアクセル 
ペダルをいっぱいまで踏み込むと、 
自動的に低いギアに切り替わり、エ 
ンジンの回転数が上がって素早<加 
速しまず。これをキックダウンとい 
います。 

〇 エンジンブレーキ：走行中、アク 

セルペダルを戻したとさに発生ず 
るエンジンの内部抵抗を利用した 
減速をエンジンブレーキといいま 
す。低いギアのとさほど効さが強 
<なりまず。 
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燃料の給油 


燃料を給油ずる 


A 火災や爆発のおそれびありまず 

給油ずるとさは、必ずエンジンを停 
止して<ださい。また、周囲に燃料 
があるときや燃料の巧いがするとき 
は、決して火気をお付けないで<だ 
さい。火災が発生するおそれがあり 
まず。 

A 健康を害ずるおそれびありまず 

肌やあ服に燃料が付着しないよラにま 
意して<ださい。燃料が肌に直接触れ 
たり、気化した燃料を暇い込むと、健 
康を害するおそれがあります。 

A 乂災のおそれがあ0まず 

• エンジンをかけたまま給油しないで 
<ださい。火災が発生するおそれび 
お0ます。 

• 周囲に燃料があるとさや燃料の巧い 
がするとさは、決して火気をお付け 
ないで<ださい。火災が発生ずるお 
それがあ0ます。 



①燃料給油フラップ 
©取り外したキャップ 
③ホルダー 
® タイヤ空気圧ラベル 

* オプションや仕様により、異なる装備です。 


燃料給油フラップは、 U モコン操作ま 

たはキーレス3’ 一 操作*での解錠/ 

施錠に連動して解錠/施錠されまず。 

燃料給油口は車両のち側後方にあ0ま 

す。また、ーターパネル内には給油 

□の位置を示ず ■■国 び表示されてし) 

まず。 

燃料給油フラップを開く 

► エンジンを停止しまず。 

► 燃料給油フラップ①の矢印の部分を 
押しまず。 

キャップを取り夕1•ず 

► キャップを反時計回りにゆっくりま 
わして、タンク内の圧力を巧さまず。 

圧力び巧けたら、さらに反時計 
回りにまわして取り外しまず。 

►取り外したキャップ③を燃料給油フ 
ラップの裏側にあるホルダー③にか 
けまず。 

キャップを取り付ける 

►キャップを給油□に合わせまず。 

► キャップをカチカチッといラ音びし 
て空回りずるまで、時計回りにまねし 
ます。 

燃料給油フラップを閉じる 

► 燃料給油フラップ①を押しまず。 

〇 燃料給油フラップの裏側に、タイ 
ヤ空気圧ラベル④び貼付してあ0ま 
す。タイヤ空気圧ラベルの見かたに 
ついては0249ページ）をご覧く 
ださい。 

〇 燃料給油フラッフび施淀されない 
ときは、手動で解錠して開くことび 
でさまず（[>304ページ）。 
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燃料の給油 


P 燃料を給油ずるとさは、下の点 

に注意してください。 

• 燃料は無鉛プレミアムガソリン 
を使用して < ださい。有鉛ガソ 
リンや粗悪なガソリン、指定 iU 
がの燃料（高濃度アルコール含 
有燃料など）を使用したり、添 
加剤などを混入ずると、エンジ 
ンなどを損傷ずるおそれがあり 
まず。 

• 軽油を燃料として使用したり、 
燃料に混ぜて使用しないで<だ 
さい。か量を混ぜただけでちエ 
ンジンなどを損傷ずるおそれが 
ありまず。また、このよラな場 
合は保証の適用がになりまず。 

• 誤って軽油を給油してしまった場 
合は、決してエンジンを始動しな 
いで<ださい。軽油が燃料供給系 
部品全体にまわるおそれがありま 
す。誤って給油した場合はルセ 
デス- ベンツ指定 サービス エ場に 
連絡し、燃料タンクや燃料系部品 
を交換して < ださい。 

• 目的地まで余裕をちって走れる 
よラに、十分な量を補給して< 
ださい。 

• 燃料給油口には、純正品がの 
キャップを使用しないで<ださい。 

P セルフ式のガソリンスタンドなど 

で給油するとさは必ず Li (下の点を 

守0、安全に十分ま意して作業を行 

なって < ださい。 

• エンジンを停止して、ドアやド 
アウインドウなどを閉じて<だ 
さし、。 


• 燃料給油口を開くことからはじ 
まる一連の給油作業は、必ずひ 
とりで行なってください。 

• 給油作業をずる人 Li (がは燃料給 
油口に近付かないで<ださい。 

• 給油作業をする人は、作業の前に 
金属部分に触れるなどして身体の 
静電気を除去して < ださい。 

身体に静電気を帯びていると、 放 
電による火花で燃料に引火した 
0、火傷をずるおそれがあ0まず。 

. 作業中は車内に戻らないで<ださ 
し、。帯電ずるおそれがあ0まず。 

• キャップの取りがし/取り付け 
([>235ページ）は確実に行なし、 
火気を近付けないよ5にして< 
ださい。 

• 燃料が塗装面に付着しないよ5に 
注意して<ださい。塗装面を損傷 
ずるおそれがあ0まず。 

• 給油ノズルは給油口の奧まで確 
実に差し込んで < ださい。 

• 給油が自動的に停止したら、それ 
政上は給油しないで<ださい。燃 
料漏れのおそれや、エンジンが不 
調になったり停止ずるおそれがあ 
りまず。 

• 手動で給油しているときは、状 
況を見ながら、給油の勢いを強 
<しないでゆっくりと給油して 
<ださい。燃料が吹さこぼれる 
おそれがあ0まず。 

• 気化した燃料を吸い込まないよ 
ラにミ主意してください。 


• ガソ U ンスタンド内に掲示され 
ているま意事項を遵守して < だ 
さし、。 
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エンジンルー, 


こンジン ルーム 


ボンネッ 


A 事故のおそれびありまず 

走行中はボンネット□ック解除レ 
バーを引かないで<ださい。ボンネッ 
卜が開いて事故を起こずおそれがあ 
ります。 


ボンネットを開< 

A 乂傷のおそれびありまず 

エンジンが停止していてち、エンジン 
ルーム巧には高温になっている部分が 
あります。エンジンルーム内に触れる 
とさは、各部の温度が下がっているこ 
とを確認してください。 


A けびのおそれびありまず 

イグニツシヨン位置が0のときや、エ 
ンジンスイツチからキーを抜いている 
とさち、冷却水の温度が高いときはエ 
ンジンフアンなどが自動的に回転する 
ことがあります。エンジンフアンなど 
の回転部分には身体や物をお付けない 
で < ださい。 


► ワイパースイッチが停止の位置に 
なってし^ることを醒認しまず。 

A けびのおそれびありまず 

ボンネッ h を開<とさは、エンジンス 
イッチからキーを抜くか、キーレス 
3—装備車はイグニッシヨン位置を0 
にして、ワイパースイッチが停止の位 
置になっていることを確認してくださ 
し、。ワイパーが作動すると、けがをし 
たり、車やワイパーを損傷ずるおそれ 
があ0まず。 



左八ンドル車 

①ボンネット□ック解除レバー 

► 運転席足元にあるボンネット□ック 
解除レバー①を手前に引さまず。 


A けびのおそれびありまず 

エンジンを始動しているとさやエンジ 
ンがかかっているとさ、イグニッシヨ 
ン位置が2のとさは、エンジンルーム 
内には手を触れないでください。高電 
圧の発生部分や高温部分、回転してい 
る部分びあり、それらに触れると非常 
に危険です。 


こな〇芭 S が B 
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③□ック解除ノブ 


► ラジエターグ U ルの上方にある□ッ 
ク解除ノブ③を矢印の方向に引を上 
げなびらボンネットを開さまず。 

〇ワイパーアームを起こしたままボ 
ンネットを開かないで<ださい。ボ 
ンネットとワイパーび接触して、損 
傷するおそれびありまず。 

〇強風のとさにボンネットを開くと、 
風にあおられ、ボンネットび不意に 
下びるおそれびありまず。風の強し、 
曰には十分にミ主意してください。 

また、ボンネットに雪び積をつてい 
るとをち同様にま意してください。 


ボンネットを閉じる 


► ボンネットを引を下げ、ラジェター 
グ U ル上部から約 20 cm 〜 30 cm 
上方の位置で手を放して閉じまず。 

完全に閉じなかったとさは、をラー 
度ボンネットを開さ、同じ方法でか 
し強めに閉じまず。 

A 事故のおそれびありまず 

走行前に、ボンネットび確実に□ック 
されていることを確認してください。 
走行中にボンネットび開いて事故を起 
こずおそれびあ0まず。 


A けびのおそれびありまず 

ボンネットを閉じるとさは、身体や物 
を挟まないよラにミ主意してください。 

Q エンジンルーム内に物を置いたま 
まボンネットを閉じると、ボンネッ 
卜び変形ずるおそれびありまず。 

〇 ボンネットび完全に閉じていない 
状態で走行ずると、警告音び鳴り、 
マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に警告マークび表示されまず。 


B こな〇芭6が田 
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I 

ボンネットをを直位置まで開く_ エンジンルーム 



③□ックボタン 


ま直位置まで開く 

► 左側支柱の上部にある□ックボタン 
③を押しなびら、ボンネットを押し 
上げて垂直の位置にしまず。 

□ックボタン③び支柱下部に移動 
し、□ックされまず。 

垂直位置か5閉じる 

► ボンネットをかし押し上げなびら、 
支柱下部に移動した□ックボタン③ 
を押し、□ックを解除してボンネッ 
卜を閉じまず。 

〇 垂直位置まで開いたボンネット 
は、支せ下部に移動した□ックボタ 
ン⑤を押さなくても通常の開く位置 
まで下げることはでさまずが、その 
位置から閉じることはでさません。 

一度、垂直位置まで開さ、□ック 
ボタン③を押しながら閉じてくだ 
さし、。 


心 けびのおそれびあ0まず 

• イグ ニッシ ヨンシステムおよびキセ 
ノンへッドランプのバルブソケット 
や配線に手を触れないで < ださい。 
高電圧が発生しているため、感電ず 
るおそれがあ0まず。 

• イグニッシヨン位置が0のとさや 
エンジンスイッチからキーを抜いて 
いるとさでを、冷却水の温度が高い 
とさはエンジンフアンなどが自動的 
に回転することがありまず。エンジ 
ンファンなどの回転部には身体や物 
をお付けないでください。 


聲環境 

環境保護のため、オイルなどの各種の 
油脂類やフルード類の交換および廃棄 
は、メルセデス•ベンツ指定サービス 
工場で行なって<ださい。 


エンジンルーム内の手入れ 


手作業でおいて<ださい。火傷や感電 
をしないよラにま意して < ださい。 

エンジン ルームには 多<の電気装備が 
あり、水分や湿気を嫌いまず。水をか 
けた0、スチーム洗浄をしないで<だ 
さし、。 
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R 350 



① 

冷却水 U ヴーブタンク 

243 

③ 

エンジンオイル 
フィラーキヤップ 

242 

③ 

エンジンオイルレべ 
ルゲージ 

241 

④ 

ウォッシヤー液 

U ヴーブタンク 

247 

⑥ 

ヒューズボックス 

337 

⑥ 

ブレーキ液 
リヴーブタンク 

246 


〇エンジンや補器類の熱や動さに十 
分ま意して<ださい。乂傷やけびを 
するおそれびありまず。 


〇ラジェターに手を触れないでくだ 
さい。乂傷やけびをずるおそれびあ 
りまず。 

〇作業はま全な場所を選んで行なつ 
て < ださい。 

〇適切な工具を使用してください 

〇部品や工具をエンジンの上など、 
エンジンルーム巧に置かないでくだ 
さし、中に落とずおそれびありまず。 


R 550 



① 

冷却水リヴーブタンク 

243 

③ 

エンジンオイル 
フィラーキャップ 

242 

③ 

エンジンオイルレべ 
ルゲージ 

241 

④ 

ウォッシャー液 

U ヴーブタンク 

247 

⑥ 

ヒューズボックス 

337 

⑧ 

ブレーキ液 
リヴーブタンク 

246 


〇油脂類（オイルなど）やフルード 
類（ブレーキ液、ウォッシャー液、 
冷却水など）は、十分ま意して取 
り扱ってください。万一目に入っ 
た場合は、ただちに清潔な水で十 
分に洗い流し、医師の診断を受け 
て < ださい。 

Q 油脂類やフルード類が皮膚に付着 
したとさは、ただちに石けんで洗い 
流して<ださい。放置ずると皮膚に 
障害を起こずおそれがありまず。 

U 油脂類やフルード類の容器は、モ 
供の手が届< ところや火気の近< に 
保管しないで < ださい。 


B こな〇芭 s が田 
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エンジンオイル 

〇エンジンオイルに添加剤などを使 
用しないでください。エンジンを損 
傷するおそれびあ0まず。 

〇エンジンオイルは使用している間 
にミちれた0劣化ずるだけでな<、消 
費され減かします。定期的に点検し、 
必要であれば必ず補給または交換し 
て < ださい。 

〇 慣らし運転中のエンジンオイルの 
消費量はをか増加ずることびありま 
す。また、頻繁にエンジン回転数を 
上げて走行ずると、エンジンオイル 
消費量は増加しまず。 

エンジンオイルの量を点検ずる 

エンジンオイル量を点検ずるときは、 

し U 下の点にま意してください。 

• 水平な場所に停車している 

• エンジンび温まっているとさは、エ 
ンジンを停止してから約5分じ(上経 
過してし、る 

• エンジンび温まる前にエンジンを停 
止しにとさは、エンジンを停止して 
から約30分じ(上経過している 



R 350 


① エンジン オイルレベル ゲージ 
③上限 ( max ) 

③下限 （ min ) 


► エンジンオイルレベルゲージ①を巧 
を取り、されいに拭いていっぱいま 
で差し込みまず。 

► 再度エンジンオイルレベルゲージを 
抜さ取り、付着しにエンジンオイル 
量とミちれ具合を点検しまず。エンジ 
ンオイル量はエンジンオイルレベル 
ゲージの上限 ( max ) ③と下限 ( min ) 
③の間にあれば正甫でず。 

► エンジンオイルび下限 LU 下のとさ 
は、エンジンオイルフィラーキヤッ 
プを開いて、指定のエンジンオイル 
を規定の量まで補給しまず。 

〇マルチフアンクシヨンディスプレイ 
にエンジンオイル量に関ずる故障/ 
警告メッセージび表示されたとさは 
([>286ページ）をご覧ください。 

〇 エンジンオイルレベルゲージの上 
限と下限の間は、約2 U ッ h ルでず。 

エンジンオイルを補給ずる 


么 义傷のおそれびありまず 

エンジンオイルをエンジンルーム内に 
こぼさないでください。エンジンび熱 
いとさにオイルび付着すると、発火し 
て乂傷をずるおそれびありまず。 


I 
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R 350 

④エンジンオイルフイラーキャップ 

► エンジンオイルフイラーキャップ 
④を反時計回りにまわして取り外 
します。 

► 指定のエンジンオイルをネ甫給し 
ます。 

安全に十分ま意して、作業を行なつ 
て < ださい。 

〇エンジンオイルを補給しずざな 
いよ5にして < ださい。エンジン 
オイル量びエンジンオイルレベル 
ゲージの上限を超えているとさは 
エンジンオイルを巧いてください。 
エンジンや触媒を損傷ずるおそれ 
びありまず。 

► エンジンオイルフイラーキャップを 
巧給□に合わせ、時計回りにまわし 
て、確実に取り付けまず。 

平環境 

環境保護のため、エンジンオイルを 
i 也面や排水溝などに流さないでくだ 
さし、。 


エンジンオイル交換の時期 

エンジンオイルおよびエンジンオイル 
フィルターは定期的に交換ずることを 
お勧めしまず。交換時期はメンテナン 
スインジケーターを目まとしてくだ 
さい。 

ただし、交換時期は使用状況によって 
異なりまずので、詳しくはメルセデス- 
ベンツ 指定サービスエ場におたずねく 
ださい。 

〇おず指定のエンジンオイルを使用 
して< ださい。指定じ(外のエンジン 
オイルを使用して故障び発生した場 
合は、保証び適用されないことびあ 
りまず。 

〇種類の異なるエンジンオイルを混 
せ'ないで<ださい。エンジンオイル 
の特性び発揮されません。 

〇エンジンオイルびエンジンルーム 
内に付着したとさは完全に巧さ取っ 
て < ださい。 

〇エンジンオイルの減りかたび著し 
いときは、ただちにメルセデス-ベ 
ンツ指定サービスエ場で点検を受け 
て < ださい。 


B こな〇芭6邮田 
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を却水 


心 乂傷のおそれびありまず 

水温びかしでち高いとさは、絶対に1」 
ヴーブタンクのキャップを開かないで 
ください。高温の蒸気や熱湯び巧さ出 
して、义傷をするおそれびあります。 


么 乂傷のおそれびありまず 

不凍液をエンジンルームにこぼさない 
よラにしてください。熱くなったエン 
ジンに不凍液び付着すると、発火して 
火傷をするおそれびあ0まず。 


を却水の量を点検ずる 



① U ヴーブタンク 
③キャップ 
③バー 


► 水平な場所に停車しまず。 

を却水び;ちえている状態で、 U ヴー 
ブタンク①の白と黒の境目まで液面 
びあれば適量でず。 

まには 

► 水平な場所に停車しまず。 

► を却水び;ちえていることを確認し 
ます。 


► 1」ヴーブタンクのキャップ③を反時 
計回りにゆっくりと約1/2回転ま 
でまわして、圧力を巧さまず。 

►圧力び巧けたら、キャップをさらに 
反時計回りにゆっくりとまわして取 
り外しまず。 

► を却水の液面び U ヴーブタンク巧 
のバー③の上面に達していれば適 
量です。 

〇 ;ち却水の水温び高いとさは約 
1 5 mm ほど液面び高くなりまず。 

〇を却水の減りかにび著しいとさ 
は、ただちにメルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場で点検を受けてくだ 
さい。 

冷却水を補給ずる 


冷却水び不足している場合は、を却水 
びをえているときに U ザーブタンクに 
補給します。 

► 1」ヴーブタンクのキャップ③を反時 
計回りにゆっくりと約1/2回転ま 
でまわして、圧力を巧さまず。 

►圧力び巧けたら、キャップをさらに 
反時計回りにゆっくりとまわして取 
り外しまず。 

► 液面の高ごにま意して;ち却水を補給 
します。 

通常は水道水 I こ純正の不凍液を混ぜ 
て使用しまず。 

車を使用ずる地域(最低気温）によっ 
て濃度を変えまず。 


I 
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[I を却水の補給は、を却水びをえて 
から行なってください。 

[I を却水には必ず不凍液を混ぜて< 
ださい。不凍液には防鐘の効果をあ 
りまず。 

〇指定し U 外の不凍液や不適当な水を 
使用しないで<ださい。鐘や腐食な 
どの原因になりまず。 

P 不凍液は塗装面を損傷させまず。 
ボディに付着したとさは、ずぐに水 
で洗い流して < ださい。 

〇冷却水の減りかたび著しいとさ 
は、メルセデス-ベンツ指定サービ 
スエ場で点検を受けてください。 

[I マルチフアンクションデイスプレ 
イに冷却水に関ずる故障/警告メッ 
セージび表示されたとさは、オーパー 
ヒートしてエンジンを損傷ずるおそ 
れびありまず。ただちにメルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場で点検を受 
けて < ださい。 

を却水の交換時期 

を却水は時間の経過ととをに劣化しま 

すので、整備手帳に従い定期的に交換 

して < ださい。 

詳しくはメルセデス-ベンツ指定サー 

ビスエ場におたずねください。 


オーバーヒートしたとを 


才ーバーヒートしたとをの症状 

• 冷却水温度び約 120° Cii (上を示し 
ている。 

• マルチフアンクションディスプレイ 
に冷却水に関ずる故障/警告メッ 
セージび表示されている。 

• エンジンルームから蒸気び出ている。 

A 义災のおそれびあ0まず 

エンジンルームから蒸気び出ていると 
さや;令却水び吹を出しているときは、 
ただちにエンジンを停止し、：令えるま 
で車から離れて<ださい。漏れた液体 
び発火して义災び発生ずるおそれびあ 
0ます。 


A けびをずるおそれびありまず 

水温び下びるまで、絶対にボンネット 
や1」プーブタンクのキャップを開かな 
いで<ださい。高温の蒸気や熱湯び吹 
さ出して火傷をするおそれびあ0ます。 


〇マルチファンクシヨンデイスフ 
レイに、を却水に関ずる故障/警 
告メッセージび表示されたとさは 
(>284. 285ページ）をご覧くだ 
ごい。 

〇オーバーヒートした状態で走行し 
にり、を却水び吹さ出している状 
態でエンジンをかけたままにずる 
と、エンジンを損傷ずるおそれび 
ありまず。 

〇オーバーヒートしたとさは必ずメ 
ルセデス-ベンツ指定サービスエ場 
で点検を受けてください。 


B こな〇芭6邮田 





才ーパーヒートしたとをは、じ1下のよ 
うに処置してください 

► ただちにを全な場所に停車しまず。 

► ェンジンをアイド U ング状態で;ち却 
します。 

ラジェ ターのを 却フアンび停止し 
ているとさや、冷却水び吹さ出し 
ているときは、ェンジンを停止し 
てを却してください。 

► ェンジンび十分に;ちえてから、を却 
水量、水漏れ、ラジェ ターのを 却 
フアンなどを点検しまず。 

► を却水び不足しているとさは補給し 
ます （0243 ページ）。 

[I 冷却水は、ェンジンび熱いとさに 
補給しないでください。ェンジンを 
損傷するおそれびありまず。 


エンジンル ー J 


ブレーキ液 


A 事故のおそれびありまず 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
にブレーキに関する故障/警告^ッ 
セージが表示されたり0282ペー 
ジ）、ブレーキ警告灯(>291ページ） 
が点灯したとさは、むやみにブレー 
キ液を補給しないでください。補給 
によって故障が解消ずることはあり 
ません。 

安全な場所に停車して、^ルセデス- 
べンツ指定サービスエ場に連絡してく 
ださい。 


A 事故のおそれびありまず 

必ず指定のブレーキ液を使用して 
ください。指定外のブレーキ液 
を使用したり、他の銘柄を混ぜる 
と、ブレーキの効さ具合やブレー 
キシステムに悪影響を与え、安全 
なブレーキ操作がでさなくなるお 
それがおります。 


A 火災や火傷のおそれびありまず 

ブレーキ液の補給は、エンジンが冷 
えてから行なってください。また、 
上限 ( MAX ) を超えないように補給し 
て<ださい。あふれたブレーキ液が 
エンジンや排気系部品などに付着す 
ると、発火して火傷をしたり、火災 
が発生するおそれがありまず。 


Q マルチフアンクシヨンデイスフレ 
イにブレーキ液に関ずる故障/警 
告六ッセージが表おされたとさは 
([>282ページ）をご覧ください。 


こな〇芭©がの 
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ブレーキ液の量を点検ずる 



R 350 

①ブレーキ液1」ヴーブタンク 
③レベルインジケーター上限 （ MAX ) 

③レベルインジケーター下限 ( MIN ) 

► ブレーキ液 U ヴーブタンク①のレべ 
ルインジケーターで点検しまず。 

ブレーキ液の液面びレベルインジ 
ケーター上限 ( MAX ) ③と下限 
( MIN ) ③の間にあれば正常でず。 

ブレーキ液の交換 


定期的にメルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場で点検を受けてくだごい。詳 
しくはメルセデス-ベンツ指定サービ 
スエ場におたずねくださし、。 

〇ブレーキ液の減りかたびきしいと 
さは、ただちにメルセデス-ベンツ 
指定サービスエ場で点検を受けて< 
ださい。 

〇ブレーキ液の補給や交換は、メル 
セデス.ベンツ指定サービスエ場で 
行なって < ださし、 

H 補給のとをは、3ミや水び U ザー 
ブタンクの中に入らないよ5にして 
ください。たとえ小さな3’ミでを、 
ブレーキび効かな < なるおそれびあ 
りまず。 


〇レべルイン ジケーターの 上限 
( MAX ) を超えて補給ずると、走行 
中 I こ漏れて塗装面を損傷ずるおそれ 
びありまず。ボディに付着したとさ 
は、ずみやかに水で洗い流して<だ 
ごい。 

[I ブレーキ液は使用している間に大 
気中の湿気を吸収して劣化しまず。 
劣化した状態で使用ずると、苛酷な 
条件下ではベーノ（一□ックび発生ず 
るおそれびありまず。 

〇 ベーパー□ック： 長い下りあや急 

な下りあなどでブレーキぺダ j レを踏 
み続けると、ブレーキ液び沸騰して 
ブレーキパイプ巧に気泡び発生し、 
ブレーキペダルを踏んでを圧力び伝 
わらず、ブレーキび効かな<なる現 
象のことでず。 


L ウオツシヤ — ;巧 


A けびや义災のおそれびあ0まず 

ウォッシャー液は可燃性です。火気を 
お付けた0、おくで喫煙をしないで< 
ださい。また、エンジンび熱くなって 
し、 るとさは捕給しないでください。 

〇 ウインドウウォッシャー液と へッ 
ドランプウォッシャー液の U ヴーブ 
タンクは共用でず。 

〇 ウォッシャー液には夏用とを用の 
2種類びありまず。夏用には油膜の 
付着を防ぐ効果びあ0、を用には凍 
結温度を下げる効果びありまず。 


B こな〇芭6が m 










タイヤとホイール 


247 


ウオッシヤー液を補給ずる 



①ウォッシャー液 U ヴーブタンクの 
キャップ 


► ウォッシャー液 U ヴーブタンクの 
キャッフ①を開いて補給しまず。 

使用ずるウォッシャー液 

専用の純正ウォッシャー液を水にミ居ぜ 

て使用します。 

〇補給ずる前に別の容器で適正なお 
合比にミ畳ぜてください。 

〇粗悪なウォッシャー液や石けん水 
を使用すると、塗装面を損傷するお 
それびあ0まず。 

。ウォッシャー液び出な<なったと 
をは、ウォッシャーの操作をしない 
で<ださい。ウォッシャーポンプを 
損傷するおそれびありまず。 

H へッドランプには樹脂製レンズを 
使用してし''るにめ、おず専用の純 
正ウォッシャー液を使用してくださ 
し、。純正じ(外のウォッシャー液を使 
用すると、レンズを損傷ずるおそれ 
びありまず。 

〇マルチフアンクシヨンデイスフレ 
イにウォッシャー液に関ずる故障/ 
警告メッセージび表示されたとさは 
(0287 ぺージ）をご覧ください。 


タイヤとホイール 


タイヤとぶイールは必ず純正品および 
承認されている製品を使用して<だ 
さい。詳しくはルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場におたずね<ださい。 

A 事故のおそれびありまず 

• 純正品および承認されている製品似 
外のタイヤやホイールを装着する 
と、ブレーキシステムやヴスペン 
シヨンを損傷したり、事故を起こす 
おそれがありまず。 

• タイヤの摩耗には十分にま意し、ス 
リップサイン（別冊「整備手帳」参 
照）が現われたら、ずぐに交換して 
ください。タイヤの溝の深さが約 
3 mm こなると著しく滑りやす 
くなり、事故につながるおそれがあ 
ります。 


A 事故のおそれびありまず 

• 必ず規定の空気圧を守って<ださ 
し、。燃料給油フラップの裏側に、規 
定のタイヤ空気圧を記載したラべ 
ルが貼付してありまず（>249ぺ一 
ジ)。 

• 空気圧の低いタイヤで走行しない 
で < ださい。タイヤが過熱して破 
裂したり、火災を起こすおそれが 
あ0まず。 

• ホイールボルトはホイールに適合し 
た純正品だけを使用して < ださい。 
純正品似外のホイールボルトを使用 
すると、ホイールが脱落して事故を 
起こずおそれがありまず。 
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タイヤとホイール 


y ホイールやタイヤの選択を誤ると、 
車全体のバランスに影響し、ま全性 
に支障をさたずおそれびありまず。 

P 装着ずるタイヤは指定されたサイ 
ズ、および4輪とを同じ銘柄のち 
のにしてください。サイズや銘柄び 
異なると、操縦性に悪影響をおよぼ 
し、事故を起こずおそれびありまず。 

〇前後輪のタイヤ/ホイールサイズ 
び同じ車種に、新品のタイヤを2 
本だけ装着ずるとをは、前輪に装着 
して < ださい。 

〇再生タイヤを装着した場合、ま全 
性の保証はでさません。 

P 純正品または承認されている製品 
し U がのタイヤやホイールを装着ずる 
と、道路運送車両法違反になること 
びありまず。 

P 摩耗具合にかかわらず、6年 LU 上 
経過したタイヤは新品のタイヤと交 
換してください。 

応急用スペアタイヤを同様に交換し 
て < ださい。 

〇タイヤ/ホイールは、オイルやグ 
U —ス類、燃料などの付着ずるおそ 
れのない、乾燥した;ち暗所に保管し 
て < ださい。 

〇 ほこ0や水分の侵入を防ぐため、 
ホイールパ V レブのキヤップを必ず装 
着してください。 

〇 新品のタイヤを装着したときは、 
走行距離び約 100 km を超えるまで 
は速度を控えて運転ずることをお勧 
めします。 


タイヤの点検 


► タイヤ空気圧ゲージを使用ずるか、 
タイヤ接地部のにわみ状態（別冊 
「整備手帳」参照）を見て、空気圧 
び適切であることを点検しまず。 

► タイヤに大さな傷びないこと、くざ 
や石などびささったり、かみ込んで 
し、ないことを点検しまず。 

► タイヤび偏摩耗を起こしにり、極端 
にずり減っていないことを点検しま 
す。ス U ップサイン（別冊「整備手 
帳」参照）び出ているとさは、新し 
いタイヤに交換しまず。 

〇ほこりや水分の侵入を防ざバルブ 
を保護ずるため、ホイールパルブ 
のキャップを必ず装着してくださ 
しんまた、市販のタイヤ空気圧計測 
装置をホイールノ（ルブに装着ずるな 
ど、純正品まには承認されたバルブ 
キャップ(がのをのをホイールノりレ 
ブに装着しないでください。 

B タイヤに空気を入れてを、ずぐに 
空気圧びほ下ずるとさは、パンク 
やホイールの損傷、タイヤバルブか 
日の空気漏れなどのおそれびありま 
す。ただちにメルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場で点検を受けて < だ 
さい。 

〇タイヤの摩耗は巧一ではありませ 
ん。タイヤの摩耗を点検するとさ 
は、必ずタイヤの内側を点検して 
<ださい。 

〇タイヤのトレ ッ ドやサイドウ オー 
ルびひど<ず0減った0、傷び付い 
ているとさは交換して < ださい。 


B こな0岳6が田 
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走巧時のま意 


• タイヤやぶイールが損傷していると 
さは、振動や騒音が発生したり、ス 
テア U ングが不自然な動さをずるこ 
とがありまず。このよ5なとさはた 
だちに安全な場所に停車して、タイ 
ヤとぶイールを点検してください。 

異常が見つからないとさち、ル 
セデス-ベンツ指定 サービス エ場 
で点検を受けて < ださい。 

• 路面の段差などを乗り越えるとさ 
は、速度を落とし、ま意して走行し 
て<ださい。タイヤやす、イールを損 
傷するおそれがあ0まず。 

• 駐車時は、タイヤやホイールが縁石 
に接触しないようにしてください。 

また、縁石を乗り越える必要がある 
ときは、縁石に对してタイヤをでき 
るだけ直角にして<ださい。タイヤ 
を損傷するおそれがありまず。 

タイヤを清掃ずるとを 


• タイヤを清掃するとさは、高圧式ス 
プレーガンなどを使用しないで<だ 
さい。タイヤを損傷するおそれがあ 
りまず。 

• ホイールには酸性のぶイールク 
U ーナーを使用しないで < ださい。 
ホイールやホイールボルト、ブレー 
キディスクが腐食ずるおそれがあ 
りまず。 


• ホイールクリーナーなどでホイール 
を清掃した後にそのまま放置ずる 
と、 ブレーキディスクやブレーキ 
パッドなどが腐食するおそれがあり 
ます。 

このよラなとさは、しばら<走ネ子し 
て、 ブレーキディスクやブレーキ 
パッドを乾燥させて<ださい。 


タイヤの回転方向について 

回転方向が指定されているタイヤは、 
正しい方向に回転ずるよラに装着ず 
ることで、アクアプレーニング現象 
などを発生しに<<し、タイヤの性 
能を発揮ずることがでさまず。 

タイヤの側面に記載された回転ち向 
の矢印などの指示に従って装着して 
<ださい。 


タイヤ空気圧ラベル 



タイヤ空気圧ラベルの例 

《タイヤ空気圧ラベルは車種によ0異なる 
ことびお0ます。 


I 


タイヤ空気圧ラベルは燃料給油フラッ 
プ裏側に貼付されていまず （^235 
ページ）。 
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乗車人数や荷物の量などに応じて、 
前輪と後輪の空気圧を調整して<だ 
さし、 

単位は 「 bar （与 kg / cm 2 )」 と fpsij 
で示してし''ます。 

^ m m 

定期的にタイヤの空気圧を点検して< 
ださい。タイヤの空気圧が低いと、燃 
料を余計に消費しまず。 


A 事故のおそれびありまず 

空気圧のおいタイヤで走行しないでく 
ださい。タイヤが過熱して破裂したり、 
火災を起こすおそれがあります。必ず 
規定の空気圧を守って < ださい。 

タイヤに空気を入れすぎないでくださ 
い。空気を入れすぎたタイヤは、路上 
の破片や凹みなどにより損傷を受けた 
りパンクしやすくなります。また、夕 
イヤ空気圧警告システムが正しく作動 
しな<なった0、車両操縦性に悪影響 
をおよぼずおそれがあ0まず。 


A 事故のおそれびありまず 

ホイールバルブには純正品または承認 
されたバルブキャップ1；■(外のをのを装 
着しないでください。特にバルブに装 
着ずるタイプの市販のタイヤ空気圧計 
測装置を装着すると、ホイールバルブ 
に負担がかか0、ホイールバルブが脱 
落するおそれがあります。また、構造 
上バルブが常に開いた状態にな0、空 
気漏れにつながるおそれがありまず。 


A 事故のおそれびありまず 

タイヤ空気圧が何度を低下するとさは 

じ(下のことを確認して < ださい。 

• タイヤに異物がささっていないこと 

• ホイールやタイヤバルブから空気が 
漏れていないこと 

• 純正品または承認されたバルブ 
キャップが装着されていること 

タイヤ空気圧が低いとさは、車の走行 

安全性に悪影響をおよぼし、事故につ 

ながるおそれがあ0ます。 

〇必ず法定速度を守って走行して< 
ださい。 

Q 周囲の気温が約1日で変化ずると、 
タイヤ空気圧は約日. Ibar 変化しま 
ず。タイヤ空気圧を点検するとさは 
周囲の気温 I しま意してぐたさい。 

0 "up to 210 krn / h " の表示がある場 
合は、" up to 21日 km / h " の空気圧 
に調整して < ださい。 

〇 日頃からタイヤの空気圧を点検し 
て<ださい。特に重い荷物を積んで 
高速走行ずるとさなどは必ず点検を 
行なって < ださし、 

〇 走行した直後や炎天下のよ5に夕 
イヤ自体が高温になっているとさ 
は、約 0.3 bar ■ほど空気圧が高くな 
りまず。空気圧はタイヤが冷えてい 
るとさに測定して<ださい。 

〇 応急用スペアタイヤの空気圧は、 
応急用スペアタイヤのホイールまた 
はタイヤに記載されていまず。 


B こな〇芭 s が田 
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タイヤ空気圧警告システム _ 

4輪ずベてのタイヤの回転速度をモこ 
ターし、タイヤ空気圧が低下すること 
により他のタイヤとの回転速度に差 
が生じると、マルチフアンクシヨン 
ディスプレイに警告^ッセージを表 
7 J \ します。 

タイヤ空気圧警告システムは、(下の 
状況のとさは作動しません。 

• カーブを曲がっているとさ 
• 加速または減速をしているとさ 

• 砂地や舗装されていない地面などの 
滑りやずい路面を走行しているとさ 

• 積雪路や凍結路などを走行している 
とさ 

• スノーチェーンを装着して走行して 
し、るとさ 

• ルーフや車内に重い荷物を積んで走 
行しているとき 


A 事故のおそれびありまず 

• 空気の入れすぎなど、誤ったタイヤ 
空気圧の調整に対しては警告が行な 
われません。燃料給油フラップの裏 
側にあるタイヤ空気圧ラベルを参照 
して、必ず規定の空気圧に調整して 
<ださい。 

• タイヤ空気圧警告システムは、複数 
のタイヤから同量の空気が漏れた場 
合などは検知でさません。また、夕 
イヤ空気圧の点検を行なラシステム 
ではありません。 

• 急激な空気圧低下（タイヤに異物が 
貫通した場をなど）に対しては警告 
を行なラことができません。このと 
きは、急ブレーキや急八ンドルを避 
け、しっかりステアリングをまえな 
がら、徐々に減速して安全な場所に 
停車して < ださい。 

タイヤ空気圧警告システムを再起動 
ずる 


(下のとさは、タイヤ空気圧警告シス 

テムを再起動させて < ださい。 

• タイヤ空気圧を調整したとさ 

• ホイールやタイヤを交換したとさ 

• 新しいホイールやタイヤを装着した 
とさ 

► タイヤ空気圧警告システムを再起 
動する前に、燃料給油フラップの 
裏側に貼付されているタイヤ空気 
圧ラベル（[>249ページ）を参照 
して、すべてのタイヤが、適正な 
空気圧に調整されていることを確 
認して < ださい。 
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A 事故のおそれびありまず 

タイヤ空気圧警告システムは、タイヤ 
空気圧が適正に調整されていないとさ 
は、正常に作動しません。 

► イグこッシヨン位置を2にしまず。 

► または！^を押して、車両情 
報イン画面を表おさせまず（杉 
134ページ）。 

► 0 または〇を押して、タイヤ 
空気圧警告システム画面を表おさせ 
ます。 

"夕仆クウキアツケイ]クシステムサドクメニュ R 
ホ''タン"と表示されまず。 


タイヤクウキアツ 
ケイコクシステム 
ヴドウ 

メニユ ー: R ボタン 


〇 マルチフアンクシヨンディスプレ 
イに"夕仆クウキアツケイ]クシステムイク''こッシヨ 
ンオンテ'' ヴドウ"と表示されたときは、 
イグこッシヨン位置を2にしてく 
ださい。 

► リセットボタン0130ぺージ）を 
押します。 


タイヤクウキアツケイコク 
システムヴイシドウ？ 

八イ ④ 


マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に"夕仆クウキアツケイ]クシステムサイシドウ？" 
と表示されまず。 


° 


を押して、 
し 9 〇 


八ィ"を反転表 


タイヤクウキアツ 
ケイコクシステム 
サイシドウ 


マルチファンクシヨンディスプレイ 
に"夕仆クウキアツケイ]クシステムサイシドウ"と 
表示されまず。 

数秒後に、タイヤ空気圧警告システ 
ムが作動を始めまず。 

〇 マルチファンクシヨンディスプ 
レイに"夕仆クウキアリケイ]クシステムサイシド 
ウ？"と表示されてから約15秒間何 
ち操作をしないと、再起動は中断 
されます。 


B こな〇芭6邮田 


※画面表示や操作方法などは予告な<変更されることびあります。 
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タイヤ□ーテーシヨン 

タイヤの摩耗具合は、走行距離や運転 
方法、路面状況によって大さ<異なり 
ます。 

5,日日日〜10,000 km を目安に摩耗具 
合を点検し、偏摩耗の兆候がはっさり 
した時点でタイヤ□ーテーシヨンを行 
なって < ださい。 


A 事故のおそれびありまず 

タイヤまたはホイールのサイズが前後 
で異なるとさは、タイヤ □ ーテーシヨ 
ンを行なわないでください。前後の夕 
イヤを入れ替えると車両操縦性や走行 
安定性が確保でさません。 

ホイールボルトの締め付けトルクは 
1己 kg-m (150 Nm ) です。タイヤ □— 
テーシヨンを行なったあとは、ル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場でホ 
イールボルトの締め付けトルクを確認 
して < ださい。 



タイヤ□ーテーシヨンの方法 

タイヤ □ー テ—シヨンを巧なう 

► 前後のタイヤ位置を入れ替えまず。 

〇 タイヤ□- テーシヨ ンを適切に実 
施ずると、タイヤの摩耗を均一化ず 
ることがでさまず。その結果、タイ 
ヤの寿命を延ばずことがでさまず。 

〇 タイヤ□ーテーシヨンを行なラと 
さは、ホイールおよび接合面を清掃 
して < ださい。 

〇 タイヤを入れ替えたあとにタイヤ 
空気圧を調整して、タイヤ空気圧警 
告システムを再起動して<ださい。 

タイヤ空気圧は、燃料給油フラップ 
の裏側に貼付してあるタイヤ空気圧 
ラベルで確認して < ださい。 


I 
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寒を時の取り扱い 


寒を時の取り扱い 


寒冷時には、通常とは異なった取り扱 
いが必要でず。必ず iU 下の注意事項を 
守って < ださい。 

を却水/バッテリー 

；<ルセデス-ベンツ指定サービスエ場 
で、冷却水の不凍液の濃度が適正であ 
ることやバッテ U —の液量や充電状態 
に不足がないことを点検してください。 

エンジンオイル 

車を使用する場所の列気温度に合わせ 
たグレードと粘度のエンジンオイルを 
使用して < ださい。 

ウォッシャー液 

ウォッシャー液には、夏用と冬用があ 
りまず。冬用の純正ウォッシャー液を 
使用してください。 

冬季の手入れ 

凍結防止剤がまかれた道路を走行した 
ときは、早めに下回りの洗車をしてく 
ださい。凍結防止剤が付着したまま放 
置すると、腐食の原因になりまず。凍 
結防止用の塩類をま <地域の場合、か 
な<とち1年に一度ボディ下回りの防 
謂処理をすることをお勧めしまず。 

積雪 

ボディやウインドウに雪が積ちったと 
さはずベて取り除いて<ださい。走行 
中に雪が落ちて視界を妨げるおそれが 
ありまず。 


ドアやテールゲートの凍結 

ドアやテールゲートが凍結していると 

さは iu 下のよラな方法で走行ずる前に 

解凍するか、氷を取り除いて < ださい。 

• 氷を取り除<とさは、樹脂製のへ 
らなどを使用し、ボディやウイン 
ドウを損傷しないよラにま意して 
<ださい。 

• ドアやテールゲートが凍結して開 
かないとさは、開口部周囲 I める 
ま湯をかけ、解凍してから開いて 
<ださい。また、キーシリンダー 
にはめるま湯がかからないよ5に 
して < ださい。 

• 再凍結を防止するため、余分な水分 
はされいにおさ取って < ださい。 

• 凍結したまま無理にドアやテール 
ゲートを開こラとずると、周囲の 
防水シールやウエヴーストリップ 
を損傷するおそれがありまず。 

ボディ下測の着か 

• 走行前にボディ下部やフてンダーの 
内側を点検して<ださい。ブレーキ 
関連部品やステア U ング関連部品、 
サスペンションなどに雪や氷塊が付 
着していたり凍結していると、ボ 
ディを損傷したり、ステアリング操 
作がでさな<なり、事故を起こずお 
それがありまず。 

. 雪や氷塊が付着しているとさは、め 
るま湯をかけるなどして、部品やボ 
ディを損傷しないよ5にミ主意しなが 
ら、雪や氷塊を取0除いて < ださい。 


B こな〇芭6邮 m 
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• 走行中にを、はね上げた雪や水しぶ 
をび凍結し、氷となってボディ下部 
やフェンダーの内側に付着し、ステ 
アリング操作びでさなくなるおそれ 
びありまず。休憩時などにこまめに 
点検し、雪や氷塊び付着していると 
をは、大をくなる前に取り除いてく 
ださい。 

ワイパーなどのま結 

ワイパーやドアミラー、ドアウイン 
ドウ、パノラミックスライディング 
ルーフ*などび凍結しているとさに、 
無理に動かずとモーターを損傷ずる 
おそれびあ0まず。 

周囲にめるま湯をかけるなどして、必 
ず解凍してひら操作してください。 

柔車前に 

靴底などに付着した雪や氷を落として 
から乗車してください。ペダルを操作 
するとをに滑ったり、車内の湿度び高 
くなってウインドウの内側び曇りやず 
<なりまず。 

雪道で動けないとを 

雪道で動けな<なったとさは、先にマ 
フラー用自気ガスの出 □) と車の周囲 
から雪を取り除いてください。排気ガ 
スび車内に侵入して<るおそれびあ0 
ます。 

A 中養のおそれびありまず 

マフラーなどび雪に埋ちれた巧態でエ 
ンジンをかけていると、排気ガスび車 
内に入り一酸化炭素中妻を起こした 
D 、 中毒死するおそれびあ0ます。 


駐車ずるとを 

寒を時や積雪化での駐車時は(下の点 

にま意してください。 

• パーキングブレーキび凍結ずるおそ 
れびある場合は、パーキングブレー 
キを使用せず、シフトポジションを 
■ a にして、確実に輪止めをして 
<ださい。 

• でさるだけ風下や建物の壁、日光の 
当たる方向にエンジンルームを向け 
て駐車し、エンジンび;ちえずざない 
よ5にして < ださい。 

. 軒下や樹木の陰には駐車しないで< 
ださい。雪やつららび落ちてさてボ 
ディを損傷ずるおそれびありまず。 

• エンジンを毛巧でカバーしたり、フ 
□ントグ1」ルの内側にダンボールや 
新聞紙などを挟まないでください。 
放置したままエンジンを始動ずる 
と、乂災や故障の原因になりまず。 


ウィンタ~タイヤ _ 

雪道や凍結路を走行ずるとさや外気温 
度び約 7° CLU 下のとさは、ウィンター 
タイヤの装着をお勧め しまず。 

このよ5な状況では、ウィンタータイ 
ヤを装着ずることで、 ABS や ESP の 
効果び発揮されまず。 

装着するウィンタータイヤは、指定さ 
れたサイズで4輪とを同じ銘柄のをの 
にして < ださい。 




オプションや仕様により、異なる装備です。 






256 


寒を時の取り扱い 


A 事故のおそれびありまず 

• ウィンタータイヤの溝の深さが約 
4 mm U ■(下になったときは、必ず新 
品と交換してください。 

• ウィンタータイヤの装着時に、応急 
用スペアタイヤを装着すると、車両 
安定性や制動性能が大さく低下ずる 
のでま意してください。 

スペアタイヤは応急的に使用し、で 
さるだけ早くウィン ター タイヤに戻 
してください。 

〇回転方向び指定されているウィン 
タータイヤは、タイヤの側面に記 
された回転方向の矢印などの指示に 
従って装着してください。 

Q ウィンタータイヤを装着していて 
を、雪道や凍結路面では、クルー 
ズコント□ールは使用しないでく 
ださい。 

Q ウィンタータイヤ/ホイールは、 
オイルやグ U —ス類、燃料などの付 
着するおそれのない、乾燥した;ち暗 
所に保管してください。 

〇 ウィンタータイヤについて、詳し 
くはメルセデス-ベンツ指定サービ 
スエ場におたずねください。 


スノーチェーン _ 

ウインタータイヤでを走行び困難なと 

きは、スノーチェーンを装着してくだ 

さい。 

スノーチェーンは、 Daimler AG の指 

定品を使用してください。取り扱いに 

ついては、スノーチェーンに添付され 

ている取扱説日月書に従ってください。 

H スノーチェーンはおず左ち後輪に 
装着してください。 

P 応急用スペアタイヤにはスノー 
チェーンを装着しないでください。 

B スノーチェーン装着時は約 
50 km/h (下の速度で走行してく 
ださい。 

Hair マテイックサスペンション 
装備車は、スノーチェーン装着時 
に ADS のヴスペンションモードを 
SPORT モードにしないで< ださい。 

また、オフ□—ドレべルにして車高 
を上げて < ださし、。 

〇指定品！;■(外のスノーチェーンを装 
着ずると、タイヤから外れたり、車 
体に接触ずるおそれびありまず。 

〇スノーチェーンの脱着は、周囲の 
交通を妨げない、ま全で平坦な場所 
で行なってください。 

〇路面に雪や凍結びな<なったとさ 
や、必要のなくなったとさは、ずみ 
やかにスノーチェーンを外してくだ 
ごい。 

〇 スノーチェーン装着中は、 ESP の 
機能を解除したほ5び走行しやずい 
場合びありまず。 

〇 スノーチェーンについて、詳しく 
はメルセデス-ベンツ指定サービス 
工場におたずねください。 


B こな〇芭6邮田 
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雪道を走行ずるとを _ 

雪道や凍結路面ではタイヤび非常に滑 

りやずくなっていまず。十分な車間お 

離を確保し、いつをより控えめな速度 

で慎重に走行して < ださい。 

ま全な走行と車両操縦性を確保ずるた 

め、 i - u 下のま意事項を守って < ださい。 

• ウィンタータイヤまたはスノー 
チェーンを必ず■(ま用してください。 

• 走行モードは C モードのままにし 
てください （01 26ページ）。 

• クルー ズコント□—ル （1>159ぺ一 
ジ）を使用しないでください。 

• 急八ンドル、急ブレーキ、急加速な 
どを避けて < ださい。 

• ほいギアレンジを選択ずることによ 
る急激なエンジンブレーキは効かせ 
ないで < ださい。 

• ブレーキに付着した雪や水滴び凍結 
し、ブレーキの効をび悪<なること 
びありまず。このよ5なとさは、後 
続車にま意しなびらほ速で走行し、 
ブレーキの効をび回復ずるまでブ 
レーキペダルを数回軽< 踏んで< だ 
さい。 

A 事故のおそれびありまず 

路面び滑 D やすいとさは、急激なエン 
ジンブレーキを効かせないで<ださ 
し、ス U ップして車のコント□ールを 
失い、事故を起こずおそれびありまず。 



A 事故のおそれがありまず 

エンジンび停止しているとさは、ブ 
レーキやステア1」ングの操作に非常に 
大をな力び必要にな0まず。 

走行中はエンジンを停止しないでくだ 
さい。 


ブレーキ 

A 事故のおそれびありまず 

• 滑0やずい路面で急激なエンジンブ 
レーキを効かせないで<ださい。ス 
U ップして車のコント□ールを失 
し、、事故を起こずおそれがあります。 

• 長い下0坂や急な下り坂では必ず 
テイップシフトで低いギアレンジを 
選択し、エンジンブレーキを併用し 
てください。エンジンブレーキを併 
用しないでブレーキペダルを踏み続 
けたり、急ブレーキを繰り返ずと、 
ブレーキが効かな < なり停車でさな 
<なるおそれがあります。 


A 乂災のおそれびあ0まず 

ブレーキペダルの上に足を置いたまま 
運転しないでください。ブレーキパッ 
ドが早く摩耗するだけでなく、ブレー 
キが過熱して効かな<なった0、火災 
が発生ずるおそれがありまず。 


P ブレーキが過熱している状態のと 
さは、ブレーキに水がかからないよ 
ラにして<ださい。ブレーキデイス 
クを損傷するおそれがありまず。 
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〇新車時まには交換した新品のブ 
レーキパッドは、走行距離び目まと 
して数百 km を超えるまでは制動性 
能を完全には発揮でさません。最ネ刃 
の数百 km までは、必要に応じてブ 
レーキぺダ J レをかし強めに踏んでく 
ださい。 

P 水たまりの通過後や洗車直後は、 
ブレーキの効をび悪< なることびあ 
りまず。このよ5なとさは後続車に 
ま意しなびらほ速で走行し、ブレー 
キの効さび回復ずるまで、ブレーキ 
ペダルを数回軽 < 踏んで < ださい。 

P 高速道路を走行しているとさなど 
ブレーキを効かせずに長時間走行 
しているとさは、ブレーキの効さび 
悪<なることびありまず。このよ5 
なとさは後続車にミ主意しなびら、ブ 
レーキの効さび回復ずるまで、ブ 
レーキぺ夕レを数回軽く踏んでくだ 
さし、。 

P おず純正のブレーキパッドを使用 
してください。純正じ(外のブレーキ 
パッドを使用ずると、ブレーキ特性 
び変わつてま全なブレーキ操作びで 
さな < なるおそれびあ0まず。 

〇 クルーズコン ト □ール や巧変ス 
ピー ド I 」 S ッターの作動 中を、 ほい 
ギアレンジを選択ずることによりエ 
ンジンブレーキを効かせることびで 
さまず。 

〇 急ブレーキなどでブレーキに大さ 
な負担をかけた後は、ブレーキディ 
スクび;ちえるまでしばらく走行を続 
けて < ださい。 


画 ブレーキ警告。_ 

イグニッシヨン位置を2にしたとさ、 
またはキーレス 3— 操作*でのエン 
ジン始動操作直後に点灯し（点灯しな 
いとさは、警告灯び巧障していまず）、 
エンジン始動後に消灯しまず。 

エンジン始動後やイグニッシヨン位 
置び1のとさは、パーキングブレー 
キを効かせていると点灯したままに 
なりまず。 

エンジンびかかっているとさやイグ 
ニッシヨン位置び1のとさに、パーキ 
ングブレーキを解除してを消灯しなし、 
とさは、ブレーキ液の量び減っていま 
ず。を全な場所に停車して、メルセデ 
ス-ベンツ指定サービスエ場に連絡し 
て < ださい。 

Q マルチフアンクシヨンデイスフレ 
イにブ レーキ 液またはブ レーキ パッ 
ドに関ずる故障/警告メッセージ 
び表示されたときは(>282ページ) 
をご覧ください。 


走行ずるとを 


アクセルペダルはおだやかに操作 

• 発進や加速ずるとさは、タイヤを空 
転させないよ5におだやかにアクセ 
ルペダルを操作してください。タイ 
ヤを空転させると、タイヤだけでな 
くトランスミツシヨンや駆動系部品 
を損傷するおそれびありまず。 

. 車間距離を十分に確保して、不要な 
急発進や急加速、急ブレーキを避け 
て < ださい。 


B こな〇芭6邮田 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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横風び強ぃとき 

横風び強く、車び横方向に流されそラ 
なとさは、ステア1」ングをしっか0と 
握り、いつをより速度を下げて進路を 
保って < ださい。 

トンネルの通過 

トンネルに進入ずるとさは、ヘッドラ 
ンプを点灯して<ださい。内部照巧び 
暗いトンネルでは、進入直後に視界び 
悪くなることびありまずので、十分ま 
意して < ださい。 

エンジンブレーキのミち用 

下りあび続くときは、エンジンブレー 
キを活用して ください。 ブレーキぺダ 
ルを長時間踏み続けると、ブレーキ 
ディスクび過熱してブレーキの効さび 
悪 < なるおそれびあ0まず。 

〇 エンジンブレー キ： 走行中、アク 

セルペダルを戻したとさに発生ず 
るエンジンの内部抵抗を利用した 
減速をエンジンブレーキといいま 
す。ほいギアのとさほど効さび強 
<なりまず。 

滑りゃずぃ路面 

滑りやずい路面では、シフトダウン操 
作による急激なエンジンブレーキを効 
かせないで < ださい。 

水たまりの通過後 

水たまりの通過後や洗車直後は、ブ 
レーキの効をび遅れたり、悪くなるこ 
とびありまず。このよ5なとさは、後 
続車にま意しなびらほ速で走行し、ブ 
レーキの効さび回復ずるまでブレーキ 
ペダルを数回軽 < 踏んで < ださい。 


スタック（立ち往生）したとき 

• めかるみなどでタイヤび空転したり 
脱輪した状態から脱出ずるとさは、 
タイヤを高速で空転させないでくだ 
ごい。脱出直後に車び急発進して、 
事故を起こずおそれびありまず。 

まに、タイヤを高速で空転させると 
異甫な過熱び起こり、タイヤの破裂 
や乂災などの事故び起をたり、トラ 
ンスミッションを損傷ずるおそれび 
ありまず。 

• スタックしに状態から脱出ずるとき 
は、タイヤ前後の±や雪などを取り 
除いにり、タイヤの下に板や石など 
をあてびラと効果的でず。 

まに' ほ速でシフトポジションを 
〇と〇に交互に入れることに 
より、めかるみから脱出できる場合 
をありまず。 

道路冠水や車び水没したとを 

• 冠水した道路を走行するとさに許 
容されている最大水深は、約 25 cm 
です。 

• 波び立たないよ5な速度で走行して 
<ださい。 

• 豪雨などで道路び冠水し、マフラー 
に水び入ったとさはみしてエンジ 
ンを始動しないで<ださい。その 
ままエンジンを始動ずると、エン 
ジンに重大な損傷を与えるおそれ 
びありまず。 

. 車び水没した場合は、水び引いた後 
でをエンジンを始動せずに、メルセ 
デス-ベンツ指定サービスエ場に連 
絡してください。 
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走行中に異常を感じた5 


警告なび点なしたとをやマルチフアン 
クションディスプレイに故障/警告 
メッセージび表示されたとを 

にだちにま全な場所に停車してエンジ 
ンを停止し、本書に従い対処してくだ 
ごい。それでを警告灯び消灯しないと 
をは、メルセデス-ベンツ指定サービ 
スエ場に連絡してください。警告灯び 
点灯したまま走行を続けると、事故を 
起こしたり、車に重大な損傷を与える 
おそれびあ0まず。 

ボディ下部に強い衝撃を受けたとを 

ただちにま全な場所に停車してボ 
ディの下部を点検し、ブレーキ液や燃 
料などび漏れていないか確認してく 
ださい。漏れやボディ下部に損傷を見 
つけたとさは、運転を中止してメルセ 
デス-ベンツ指定サービスエ場に連絡 
してください。損傷を放置したまま走 
行を続けると、事故を起こずおそれび 
ありまず。 

走行中にタイヤびパンクしたり、破裂 
したとを 

あわてずにしつかりステア U ングを支 
えなびら、徐々に減速してま全な場所 
に停車してください。急 ブレーキ や急 
八ンドル操作をずると、車のコント 
□ールを失い、事故を起こずおそれび 
ありまず。 


駐停車ずるとき 


駐車ずるときのを意事項 

• マフラーは 非常に高温になりまず。 
周囲に枯れ草や紙<ず、油など燃え 
やずいをのびある場所には駐停車し 
ないで < ださい。 

• 同乗ちびドアを開くとさは、周囲に 
危険びないことを運転をび確認して 
<ださい。 

• 見通しの悪い場所や暗い場所では駐 
車しないでください。 

• 炎天下での駐車時には、車内各部の 
温度び非常に高くなりまず。ステア 
U ングやセレクターレバー、シート 
などに触れると、乂傷をずるおそれ 
びありまず。 

•炎天下に駐車ずるときは、ウインド 
ウにカバーをしたり、ステアリング 
やセレクターレバー、シートなどに 
カバーやタオルをかけて、温度の上 
昇をが P えて < ださい。 

• 炎天下に駐車した後は、柔車ずる前 
に換気をずるなどして、車内各部の 
温度を下げてください。 

• フ□ントウインドウやボンネットの 
周囲に枯れ葉や異物びある場合は、 
必ず取り除いてください。車両下部 
の排水□び目詰まりを起こし、室内 
に水び浸入ずるおそれびあ0まず。 

雪び降っているとをは 

車の周囲び雪で覆われているとをは、 

雪を取り除いてからエンジンを始動し 

てください。積雪により マフラーび& 

さびれ、排気ガスび車内に侵入ずるお 

それびあ0まず。 


B こな〇芭6邮 m 
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急な坂道では 

急な坂道で駐車するとをは、シフトポ 
ジシヨンを D にして、パーキング 
ブレーキを確実に効かせてください。 
ごらに輪止めをして、前輪を歩道方向 
に向けて < ださい。 

仮旧ずるとを 

やむを得ず車内で仮眠ずるとさは、ま 
全な場所 I こ駐車して必ずエンジンを停 
止してください。無意識の5ちにセレ 
クターレバーを動かしたり、アクセル 
ペダルを踏み込むと、車び動さ出し、 
事故を起こずおそれびありまず。 

また、アクセルペダルを踏み続けると、 
エンジンや マフラーび 異常過熱して乂 
災の原因になりまず。 

後退ずるとを 

後方視界び十分に確保でさないとさ 
は、車から降りて後方のま全を確認し 
て < ださい。 


雨降りや濃露時の運転 


雨降りや濃露時の注意事項 

雨び降っていたり、濃霧び発生して 
いるとさは、路面び蕭れて滑りやず 
<視界を悪<なりまず。じ(下の点に 
ま意して、いつをより慎重に運転し 
て < ださい。 

• 路面び滑りやずいので、タイヤの接 
地力び大さくほ下し、通常より制動 
距離を長< な0まず。 

また、見通しび悪いので歩行をや障 
害物の発見び遅れびちになりまず。 
いつをより速度を下げ、車間距離を 
十分に確保してください。 


• 肅れに路面では急激なエンジンブ 
レーキを効かせないで<ださい。滑 
0やずい路面で急激なエンジンブ 
レーキを効かせると、ス U ップして 
車のコント□ールを失い、事故を起 
こずおそれびあ0まず。 

• 路面び請れているとさは、クルー 
ズコント□ールを使用しないでく 
ださい。 

• 水たまりの通週後や激しい雨の中で 
長時間ブレーキを使用しないで走行 
しているとさは、ブレーキの効さび 
悪くなることびありまず。このとさ 
は、後続車にミ主意しなびらほ速で走 
行し、ブレーキの効さび回復ずるま 
でつ' レーキぺ夕 V レを数回軽く踏んで 
<ださい。 

• ま全な視界を確保ずるため、必要に 
応じてデフ□スターや U アデフォッ 
ガーを作動させてください。または 
エアコンデ ィシヨ ナーを作動させて 
車内を除湿して < ださい。 

• 雨降0や濃露時は、自分の車の存在 
を周囲に知らせるため、へッドラン 
プやフォグランプを点灯して < ださ 
し)。ただし、へッドランプを上向き 
にずると、雨や濃霧に反射して視界 
を損なったり、対向車を目を惑ずるの 
で、下向をで点灯して<ださい。 

• 濃震のとさはフォグランプを点灯 
し、速度を落として走行してくだ 
ごい。を険を感じるとさは、露び 
晴れるまで巧全な場所に停車して 
<ださい。 
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メンテナンス 


メンテナンスインジケーター画面 


車の性能を十分に発揮させ、ま全かつ 
快適に運転ずるにめには、メルセデス- 
ベンツ指定サー ビスエ場で点検整備を 
受ける必要びありまず。メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場では (下のよ 
ラな点検を行ないまず。 

Daimler AG 指定の点検壁備 

Daimler AG の指示による点検整備項 
目びありまず。これらはメンテナンス 
インジケーターの表示に応じて実施し 
ます。 

1年および2年点検壁備 

1年、2年点検整備は、車検時を含め、 
法律で定め日れ実施ずるをのでず。 

なの点検時期を示すステッカーびフ □ 
ントウインドウに貼付してありまず。 

詳しくはメルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場におたずねください。 

壁備手帳 


検整備で実施されに作業は整備手帳で 
確認してくださし、。 

曰常点検 

長距離走行前や洗車時、燃料補給時な 
ど、曰苗、車を使用するとをにお客様 
ご自身の判断で実施していただ<点検 
です。 

点検項目は整備手帳に記載されてい 
ます。点検を実施したとさに異常び発 
見された場合は、ずみやかにメルセデ 
ス-ベンツ指定サービスエ場で点検を 
受けて < ださい。 


メンテナンス A 
アト1000 km 


走行距離や経過時間などに応じて、 
乂一九 一指定点検整備の実施時期を表 
しよ9 〇 

><ンテナンスインジケーター画面が表 
おされたとさは、一力一指定点検整 
備を行なってください。 

〇メンテナンスインジケーターは、 
エンジンオイル量表示やエンジンオ 
イル量の警告表示ではありません。 

〇メーカー指定点検整備を実施時期ま 
でに行なわなかった場合は、保証な 
どの対象外になることびありまず。 

自動表示機能 

なのメーカー指定点検整備の約1力月 
前になると、イグニッシヨン位置を2 
にしたとさやエンジンびかかっている 
とさに、メンテナンスインジケーター 
画面び自動的に表おされまず。 

画面は数秒後に表お前の画面に戻り 
ct' 9 〇 

表示中に画面を戻ずとさは、リセット 
ボタン （>130 ぺージ）を押しまず。 
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※画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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手動で表示させる 

メンテナンスインジケーター画面は、 
手動でち表示でさます。 

►イグこッシヨン位置を1か2にし 
ます。 

► ^または！^を押して、車両情 
報 イン画面を表おさせまず。 

► D または〇を押して、^ンテ 
ナンスインジケーター画面を表おさ 
せます。 

表示メッセージ 

表示><ッセージは、日頃の運転スタイ 
ルなどに応じて iU 下のよ5に変化しま 
す。#には" A " から" H " までのアル 
ファべットが入りまず。 

点検整備実施前の表示例 

II メンテナンス#アト XX ニチ" 

II メンテナンス#アト XX km " 

点^^ (1 実施時期になつたときの表示例 

II メンテナンス#グッ]ウシ7ス ！II 

点^^ (1 実施時期を過ぎたときの表示例 

m 下のよ5な ><ッセージが表示され、 
警告音が鳴0まず。 

II メンテナンス# XX こチ]1テイマス" 

II メンテナンス# XX km ]1テイマス" 


〇" メンテナンス A" II メンテナンス B" など、"メ 
ンテナンス"の後に表示される" A " から 
"H" のアルファベットは、次回の 
一力一指定点検整備の範囲が、点 
検項目のかない点検整備から総合的 
な点検整備まで、どれに該当ずるか 
を示すちのです。ただし、曰本では 
法定点検があるため、これらの範囲 
と法定点検の範囲は異なりまず。 

〇" メンテナンス A + " " メンテナンス B + " など、 
"A" から "H" のアルファベットの後 
に"+ " の表示びあるときは、ブ 
レーキ部品交換などの点検整備び含 
まれていることを示しまず。 

〇 ブレーキパッドは次回のメーカー 
指定点検整備け前 I こ摩耗の限巧に達 
ずることびありまず。ブレーキパッ 
ドの交換については、メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場で相談の 
上、し i (下のどちらかで対処してくだ 
さい。 

• 今回のメーカー指定点検整備で 
交換ずる 

• 後日に別途交換ずる 

〇 メンテナンスインジケーターび自 
動的に表示される時期は一定ではな 
<、運転スタイルや走行距離などに 
より変わりまず。 

エンジン回転数を適度に保ち、短 
お離短時間の運転を避けると、な 
回のメーカー指定点検整備の実施 
時期までの走行距離び伸びること 
びありまず。 

〇 バッテ U —の接続を外している間 
の経過曰数は、加算されません。 




※画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあ0ます。 
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メンテナンスインジケーターのリセット 

一力一指定点検整備の実施後に、^ 
ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で 
メンテナンスインジケーターを U セッ 
卜して < ださい。 

U セット後、次回一力一指定点検整 
備までの基本サイクルは、走行距離で 
は15,000 km 、 日数では365日に設 
定されます。いずれか先に達ずる距離 
または時期を次回の 一力一指定点検 
整備時期として表おしまず。 

Q ><ンテナンスインジケーターの表 
示などに異常があるときは、ずみや 
かにルセデス-ベンツ指定ヴービ 
スエ場で点検を受けて<ださい。 


曰甫の手入れ 


定期的に手入れをずることで、いつま 
でち車を美し<保つことがでさまず。 

日常の手入れには 、 Daimler AG が指 
定する用品のみを使用して< ださし、。 

詳しくはルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場におたずね < ださい。 

A 中毒や火災のおそれびありまず 

一部の含成ク U —ナーなどには、有機 
溶剤や可燃性物質が含まれていること 
があ0まず。カーケア用品を使用ずる 
とさは、必ず添付の取り扱い上のま意 
を読み、指示に従ってください。 

車内でカーケア用品を使用するとさは 
ドアやドアウインドウを開き、十分に 
換気して<ださい。有機溶剤による中 
毒を起こした0、静電気が可燃性ガス 
に引火して火災を起こずおそれがあり 
ます。 

車の手入れをするとさに、ガソリン 
やシンナーなどを使用しないでくだ 
さい。中毒を起こしたり、気化ガス 
に引火して火災を起こずおそれがあ 
0まず。 

カーケア用品は、子供の手が届くとこ 
ろや火気の近< に置いたり保管しない 
で < ださい。 
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※画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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• 走行後は、ボディに付着したほこり 
を毛ばたさなどで仏い落としてくだ 
さい。 

• かなくとを月に1度は洗車してく 
ださい。 

• 巧び石などにより塗装面を損傷ずる 
と、鐘の原因になりまず。早めにネ甫 
修を行なってください。 

• 保管や駐車は、風通しの良い車庫や 
屋根のある場所をお勧めしまず。 

• ミ尼や虫の死びい、鳥の面ん、樹液、 
油脂類、燃料およびタールなどび付 
着したとさは、ずみやかに巧を取っ 
てください。特に、鳥の面んは塗装 
面を損傷しやすいので、でさるだけ 
早 < 水で洗い流して < ださい。 

• 凍結防止剤び散布してある道路を走 
行したとさは、ずみやかに洗車し、 
ボディ下側やフエンダー内を洗い流 
して < ださい。 

• 直射日光び強<当たる場所や走行し 
た直後でボンネットび熱<なってい 
るよラなとさに、塗装面の手入れを 
すると、塗装面を損傷するおそれび 
ありまず。 

• ボディの表面にステッカーやフィル 
ム、マグネットなどを貼付しないで 
ください。塗装面を損傷ずるおそれ 
びありまず。 

• 誤って傷を付けたり、誤った手入 
れにより鐘などび発生したときは、 
早めにメルセデス.ベンツ指定サー 
ビスエ場で補修ずることをお勧め 
します。 


巧車 

► ボディ全体に低圧で水をかけ、ほこ 
0などを洗い流しまず。 

► 水にカーシヤンプーなどを混ぜた洗 
ミき液を用意し、車全体にかけまず。 
外気取り入れ□付近ではか量にし、 
ダク h 巧に洗;争液び残らないよラに 
ま意して < ださい。 

► スポンジやセーム巧などを使用し 
て、十分な量の水で洗い流しまず。 

► 洗車後は、ずみやかに水滴を巧さ取 
りまず。 

洗車時のま意 

洗車をずるとさは、(下の点にミ主意し 

て < ださい。 

• 水び凍るよラな寒いとをや直射日光 
び強く当たる場所、走行した直後で 
ボンネットび熱くなっているよラな 
とさは洗車をしないで<ださい。 

• 虫の死びいなどは、洗車前に取り除 
し、て < ださい。 

• コールタール やアスファルトの巧れ 
は、乾いてしまうと落としにくくな 
るので、早めに処理してください。 

• 洗車をずるとをはマフラーにミ主意 
してください。マフラー後端に触れ 
て乂傷をしたり、けびをずるおそれ 
びありまず。 

• 走行した直後は、ブレーキディス 
クやホイールに直接水などをかけ 
ないで<ださい。ブレーキディス 
クび熱いとさに急激にをやずと、 
ブレーキディスクを損傷するおそ 
れびありまず。 
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• ぶイールには酸性のぶイールクリー 
ナーを使用しないでください。ぶ 
イールやホイールボルトが腐食ずる 
おそれがあ0まず。 

• ぶイールク U —ナーなどでホイール 
を清掃した後にそのまま放置ずる 
と、 ブレーキディスクやブレーキ 
パッドなどが腐食ずるおそれがあり 
ます。 

このよラなとさは、しばら<走行=し 
て、 ブレーキディスクやブレーキ 
パッドを乾燥させて<ださい。 

自動洗車機の使用 


A 事故のおそれびありまず 

自動洗車機で洗車した後は、ブレーキ 
の効さび悪くなることがあり、事故に 
つながるおそれがあります。ブレーキ 
が乾くまでミ主意して運転してください。 


自動洗車機で洗車するとさは iu 下の点 

にミ主意してください。 

• 高圧洗浄を行なラ自動洗車機は使用 
しないで<ださい。ドアやパノラ 
ミックスライディングルーフ*な 
どから水漏れを起こずおそれがあり 
ます。 

• 車のミちれがひどいとさは、自動洗車 
機で洗車する前に水洗いをしてくだ 
さい。 

• 自動洗車機が車のサイズに合ってい 
ることを確認してください。 

• ドアウインドウやパノラミックスラ 
イデイングルーフ*が完全に閉じ 
ていることを確認してください。 


• 余熱ヒーター.ベンチレーシヨン 
が停止していることを確認して< 
ださい。 

• 洗車前にドアミラーを格納してくだ 
さい。 

• ワイパーを停止して < ださい 
(>108、109ぺージ)。 

• 回転ブラシのかたさによっては、細 
かな傷が付さ、塗装面の光がが失わ 
れた0、劣化を早めるおそれがあ0 
cK g 〇 

• 洗車後は、フ□ントウインドウやつ 
イパーブレードに付着した洗浄液を 
拭さ取って < ださい。 

高圧式スプレーガンの使用 


• 高圧式スプレーガンのノズルは、車 
から十分離して使用して<ださい。 
水圧が高ずざると、塗装面を損傷ず 
るおそれがありまず。 

• 高圧式スプレーガンのノズルをウ 
インドウガラス接合面やボディパ 
ネルの継ぎ目部分、ヴスペンシヨ 
ン、電気装備、コネクター類など 
に近付けないで< ださい。水圧が 
高いため、車内に水が侵入した0、 
防水シールや塗装面を損傷ずるお 
それがあ0まず。 

• 高圧式スプレーガンのノズルをタイ 
ヤに向けないでください。水圧が高 
いため、タイヤを損傷するおそれが 
ありまず。 
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オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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ランプ類の手入れ 


へッドランプを含むランプ類は樹脂製 
レンズでず。流水または水とカーシャ 
ンプーを混ぜた洗ミき液で洗い流してく 
ださい。 

[I 有機溶剤や強アルカ U 洗剤などを 
使用したり、乾いに巧などで強くこ 
すらないでください。また、ヘッド 
ランプウォッシャーは必ず専用の純 
正ウォッシャー液を使用してくださ 
し、。レンズを損傷ずるおそれがあり 
ます。 

パークト□ニックセンサーの手入れ 

パークト□ニックセンサー(>172 
ページ）を清掃ずるとさは、流水また 
は水とかシャンプーを混ぜた洗浄液 
で洗い流して < ださい。 

H パーク ト □ニック センサーを清掃 
するとさは、乾いた巧、目の粗い巧、 
ひたし^巧などは使用しないでくださ 
し、。また、純正(外の手入れ用品を 
使用したり、強い力で乾 J 式さしない 
で<ださい。センサーを損傷ずるお 
それがありまず。 

〇パークト□ニックセンサーには、 
高圧式スプレーガンやスチームク 
U ーナーを使用しないで< ださい。 
センサーや塗装面を損傷するおそれ 
がありまず。 


パーキンクアシストリアビューカメラ 
の清掃 



①パーキングアシストリアビューカメラ 

►されいな水でミちれを落とし、やねら 
かい巧です式さ取って <ださい。 

P 力^ラのレンズや力；><ラ周辺を 
清掃するときは、 Li (下のことに注 
意してください。力ラを損傷ず 
るおそれがありまず。 

• 高圧式スプレーガンやスチームク 
リーナーを使用ずるときは、ノズ 
ルを力 ラや力 ラの周囲に近付 
けないで < ださい。 

• 強い力で乾拭さしないで<だ 
さい。 

. 有機溶剤や強アルカ U 洗剤など 
は使用しないでください。 

• ボディにワックスをかけるとさ 
は、力^ラにワックスが付着し 
ないよラにミ主意してくださし、。 
付着したときは、水にカーシャ 
ンプーなどを混ぜた洗浄液で拭 
さ取って < ださい。 
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マフラーの手入れ 


路面の小石や腐食性のある環境物質 
などの不純物の影響により、マフラー 
の表面にサビが発生ずることがあ0 
ます。 

定期的にマフラーを手入れずることに 
より、マフラーの輝さを保ち、また元 
の輝さを取り戻ずことがでさまず。 

〇ホイールクリーナーなど、アルカ 
U 性のク U —ナ ーで マフラーの手入 
れを行なわないで < ださい。 
マフラーの手入れについては 、語 
セデス-ベンツ指定サービスエ場に 
おたずね < ださい。 


車内 

A けびのおそれびありまず 

エアバッグの収納部分には、有機溶 
剤を含むク U —ナーなどを使用しな 
いでください。エアバッグが正常に 
作動しな<なり、けがをずるおそれ 
があ0まず。 


A けびのおそれびあ0まず 

清掃するとさは、プラスチック部品の 
端部や、シート下部などにある U ン 
ケージやヒンジなどの金属部分び露出 
した箇所に注意してください。触れる 
とけがをするおそれがあります。 


• プラスチック部分は、少量の中性洗 
剤などを混ぜた水を柔らかい巧に含 
ませておさ取りまず。 

乾いた巧や目の粗い巧、かたい巧な 
どを使用したり、強<こずらないで 
<ださい。表面を損傷ずるおそれが 
ありまず。 

• ウインドウに、極細の熱線やアンテ 
ナ線がプ U ントされている車種があ 
りまず。ガラス面の内側を清掃ずる 
とさは、湿った柔らかい巧を使用し 
て、熱線やアンテナ線に沿っておさ 
取り、傷を付けないよラにミ主意して 
<ださい。 

また、乾いた巧でおいたり、研磨剤 
や有機溶剤を含むクリーナーなどを 
使用しないで < ださい。 

• ウインドウに遮光フイルムなどを 
貼付ずると、携帯電話やラジオな 
どの電波に影響をあたえるおそれ 
がありまず。詳し<はルセデス • 
ベンツ指定サービスエ場におたず 
ね< ださい。 


B こな〇芭6邮 m 
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車載品の収納場所 . 

故障/警告メッセージ… 
トラブルの原因と対応…… 
が常時の解綻/施綻…… 
NECK PRO アクティブ 
へッ ドレストのリセット 

キーの電池交換 . 

電球®交換 . 

ワイ パー ブ レー ドの交換… 

パンクしたと定 . 

バッテリー . 

バッテ U —びあびったとを 

けん引 . 

ヒューズの交換 . 
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車載品の収納場所 



A 义災や爆発のおそれびありまず 

燃料などび漏れている場合は、すぐに 
エンジンを停止してください。また、 
車に火気を近付けないよラにミ主意して 
ください。义災び発生した0、爆発す 
るおそれびありまず。 

事故び起定たと走 

すみやかに、し U 下の処置を行なってく 

ださい。 

• 続発事故を防ぐため、交通の巧げに 
ならないま全な場所に停車し、エン 
ジンを停止して < ださい。 

• 負傷をびいるとをは、消防署に救 
急車の出動を要請するととをに、 
負傷者の救護を行なって < ださい。 
ただし、頭部を負傷している場合 
は負傷者をむやみに動ひさないで 
<ださい。 

• 警察に連絡してください。事故び 
発生した場所や事故状況、負傷を 
の有無や負傷状態などを報告して 
<ださい。 

• 巧手の方の氏名や住所、電話番号な 
どを確認してください。 

• 自動車保険会社に連絡してください。 


路上で故障したとを 

を全な場所に停車して、非苗点滅灯を 
点滅させて<ださい。高速道路や自動 
車専用道路では、車の後方に停止表示 
板を置くことび法律で義務付けられて 
いまず。追突のおそれびあるため、柔 
員は車内に残らず、ただちにま全な場 
所に避難してください。 

車が動かなくなったとを 

シフトポジションを匿21にして、同 
柔ちや付おの人に救援を巧め、ま全な 
場所まで車を押して移動してくださ 
い。このときは、車速感応ドア□ック 
によるキーの閉じ込みにま意してくだ 
さい。 

シフトポジションを la にでさない 
とさは、乗員を巧全な場所に避難させ 
て、続発事故を防いで< ださい。 

Q 踏切内で動けな<なったとさは、 
ただちに踏切の非甫ボタンを押して 
ください。緊急を要ずるとをは非常 
信号用具を使用して < ださい。 


非常信号用具 _ 

懐中電灯をフ□ントドアポケットに 
備えていまず。 

〇 新車時は電池の自然放電を防ぐた 
め、電ミ也の間に紙び挟まれていまず。 
使用するとさは紙を取り除いてくだ 
ごい。 

〇 懐中電灯び十分な明るさで点灯ず 
ることを定期的に点検してくださし)。 


■化：？ 0 >1 り 
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ラゲツジフ□アポード 

ラゲツジフ□アボードの下には、停止 
表示板や救急セット、車載工具、応急 
用スペアタイヤなどび収納されてい 
ます。 



①ラゲツジフ□アボード 
⑨八ンドル 

ラゲツジフ□アポードを開く 

► 八ンドル③の矢印の部分を押して八 
ンドルを起こし、ラゲツジフ□ア 
ボード①を引を上げまず。 



③ フック 

④ テールゲー ト開□部上端 


► ラゲッジフ□アボード裏面にある 
フック③を矢印の方向に取り外し 
ます。 

► フック③をテールゲート開□部上端 
④にかけまず。 


〇セカンドシート後方にラゲツジ 
ルームカバー収納 U —ルを取り付け 
ているときは、ラゲツジルームカ 
バーを U —ルに収納ずるか、ラゲツ 
ジルームカバーの後端を下げてから 
ラゲツジフ□アボードを開いて<だ 
さい。ラゲツジルームカバーを損傷 
するおそれびありまず。 

Or 550は、ラゲツジフ□アボード 
裏側にスピーカーシステムび装着さ 
れています。 


停止表示板 


応急用スペアタイヤび車載されている 
車種 



①停止表示板ケース 


タイヤフイットび車載されている車種 



①停止表 7 JT 板ケース 


I 
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車載品の収納場所 



③スタンド 

③ 反射板 

④ フック 


停止表示板を組み立てる 

► 停止表示板ケース①から停止表示板 
を取り出しまず。 

► 4 本のスタンド③を引を出して、停 
止表示板を地面に立てまず。 

► 反射板③を開いて、先端のフックを 
かみ合わせまず。 


救急セット 



①救急セット 


救急セットはラゲッジフ□アボードの 
下に収納されていまず。 

救急セットの中身び揃っていて、使用 
可能であることを定期的に点検してく 
ださい。 

救急セットを取り出ず 

► テールゲー トを開きまず(>70. 
71ページ）。 

► ラゲッジフ□アボードを開さまず 
(>271ページ）。 

► 救急セツト①を取り出しまず。 


車載工具 

車載工具は、ラゲッジフ□アボードの 
下に収納されていまず。 

A けびのおそれびありまず 

車び車載のジャッキだけですえられ 
ているとさは、絶巧に車の下に身体 
を入れないでください。ジャッキび 
外れると、車に挟まれて致命的なけ 
びをずるおそれびありまず。車載の 
ジャッキは、タイヤを交換するため 
に車を一時的に持ち上げる目的のみ 
に設計されています。 


A けびのおそれびありまず 

ジャッキはかたくてすべ0にくい、水 
平な場巧でのみ使用してください。 
バー キングブレーキを確実に効かせ、 
さらに輪止めを使用して、車び動さ出 
してジャッキから外れることを防いで 
<ださい。 


■化：？ 0 >1 り 
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H 車載工具や応急用スペアタイヤを 
取り出ずとさは、必ず保護のため 
手袋を着用して<ださい。素手で 
作業ずるとけがをずるおそれがあ 
りまず。 

〇 ジャッキを使用ずるときは、"パ 
ンクしたとき"（1>313ページ）に 
記載されている安全に関ずる内容 
ち必ずお読み < ださい。 


車載工具を取り出ず 



①救急セット 
©車載工具 


► テールゲー トを開きまず（>70、 
71ページ)。 

► ラゲツジフ□アボードを開さまず 
0271ぺージ）。 

► 救急セツト①を取り出しまず。 

► 車載工具③を取り出しまず。 

〇 車載工具び取り出しにくいときは、 
サードシートを巧りたたみ、ラゲツ 
ジフ□アボードを前方に倒しまず。 


応急用スペアタイヤび車載されている 
車種 



③ 

ジャッキ 

④ 

ホイールレンチ 

⑥ 

ジャッキ八ンドル 

⑧ 

電動エアポンプ 

⑦ 

ヒューズ配置表（英文） 

⑨ 

ガイドボルト 

⑨ 

輪止め 

⑩ 

けん引フック 

⑩ 

応急用スペアタイヤ用ぶイー 
ルボルト 


〇 車種や仕様により、応急用スペア 
タイヤ用ホイールボルトは応急用ス 
ペアタイヤのホイールに添付されて 
いる場合がありまず。 

※仕様により、車載工具の配置び異なる場 
合びあ0まず。 

ぷ電動エアポンプの巧き状や絵柄などは、イラ 
ストと異なる場合びありまず。使用ち法び 
わからないときは、方ルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場におたずねください。 


■化：？ Q >- り 
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車載品の収納場所 


タイヤフイットび車載されている車種 



③ 

輪止め 

④ 

ジャッキ/ジャッキ八ンドル 

⑥ 

タイヤフィット 

⑥ 

電動エアポンプ 

⑦ 

ヒューズ配置表（英文） 

⑨ 

ホイールレンチ 

⑨ 

けん引フック 

⑩ 

ガイドボルト 


※仕様によ0、車載工具の配置び異なる場 
合びありまず。 

《電動エアポンプの形状や絵柄などは、イラ 
ストと異なる場含びありまず。使用方法び 
わか5ないとさは、メルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場におたずねください。 

《タイヤフイットは、日本仕様には装備さ 
れません。 


応急用スペアタイヤの取り出し/収納 



①停止表示板ケース 
@ジヤツキ 
@救急セット 


応急用スペアタイヤを取り出ず 

► ラゲツジフ□アボードを開さまず 
(>271ページ）。 


► 停止表示板ケース①とジャッキ®、 
救急セツト③を取り出しまず。 



©スクリュー 
©電動エアポンプ 
® トレイ 

©応急用スペアタイヤ 

► スクリュー④を反時計回りにまわし 
てがします。 

► 電動エアポンプ©が手前にくるよラ 
にトレイ®を約 i 8 cr まわしまず。 

► 電動エアポンプ©を取り出しまず。 


■化：？？り 
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► トレイ®を取り出しまず。 

► 応急用スペアタイヤ③を取り出し 
ます。 

〇 応急用スペアタイヤび取り出しに 
くいとをは、サードシートをキ斤りた 
たみ、ラゲツジフ□アボードを前方 
に倒しまず。 

応急用スペアタイヤを収納ずる 

► ラゲツジフ□アボードの下に停止 
表示板ケースび置かれているとさ 
は取り出しまず。 



⑨凸部 

► 凸部⑨び応急用スペアタイヤのホ 
イールの巧に差し込まれるよ5 
に、応急用スペアタイヤ⑦を収納 
しをす。 



©応急用スペアタイヤ 
©凸部 


► 2力所の凸部®がホイールの巧に確 
実に差し込まれていることを確認し 
ます。 

► 応急用スペアタイヤの横に停止表示 
板ケースを収納します(>271 ぺ一 
ジ)。 

► 電動エアポンプ©が手前にくるよう 
に、車載工具のトレイ⑥を応急用スぺ 
アタイヤのホイールに差し込みまず。 

► 電動エアポンプ®が前側になるよ 
ラに、車載工具のトレイ®を約 
180°まわしまず。 

► スクリュー④を時計回りにまねして 
固定します。 

〇トレイや応急用スペアタイヤを取 
り出ずとさは、必ず手袋を着用し、 
手を挟まないようにま意してくだ 
ごし、。 


輪止め 



輪止めは図の順まで組み立てまず。 

〇輪止めを使用ずるとさは図④の矢 
印の方向にタイヤびあたるようにし 
ます。方向にミ主意してください。 


I 
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—ジ 


故障/警告メッセージ 


車の機能やシステムに故障や異常が発 
生すると、マルチファンクシヨンディ 
スプレイに警告やミ主意、対応方法など 
が表示されまず。 

故障/警告 ><ッセージによっては警 
告音が鳴ることがありまず。また、重 
要度の高い;メッセージは、ホ色で表示 
されます。 

故障/警告 ッセージが表おされた 
ときは、政降の指示に従ってくださし、。 

A 事故のおそれびありまず 

• ^ーターパ ネルやマルチ ファンク 
シヨンディスプレイが故障した場合 
は、表示灯/警告灯や故障/警告 
^ッセージが 表示され ません。 車両 
操縦性などに悪影響をおよぼすよラ 
な故障や異常が発生した場合は内容 
が確認でさないたが)、ただちにメル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場に 
連絡してください。 

• 表示される故障や異常は、一部の限 
られた装備についてであり、また表 
示される内容わ限られています。故 
障表示の機能は運転者を支援する装 
置でず。発生した故障や異常に対処 
して 車の安全性を維持する責任は運 
転者にあります。 

• 走行中にステアリングのスイッチを 
操作するときは、直進時に行なって 
ください。ステア U ングをまわしな 
がら操作すると、事故を起こすおそ 
れがおりまず。 

• 走行ずる前には必ずイグニッシヨ 
ン位置を2にして、 乂ーター）又木 
ルの表示灯/警告灯が点灯し、マ 
ルチファンクシヨンディスプレイ 
が表示されることを確認して < だ 
さし'!。 


• 点検整備が修理などは、必要な専 
門知識と専用工具を備えた^ルセ 
デス-ベンツ指定サービスエ場で 
行なラことをお勧めしまず。 

特に安全に関わる整備については、 
必ずメルセデス-ベンツ指定ヴー 
ビスエ場で点検整備や修理を行 
なって < ださい。不適切な作業を 
行なラと、事故や故障の原因にな 
ります。 

故障/警告メッセージを表示させる 

►ステア U ングのまたは 
スイッチを押して、マルチファンク 
シヨンディスプレイに故障表示画面 
を表示させます。 

故障や異常がある場合は、 II ]ショウ 
力'' 3" のよ5に故障件数が表示さ 
れまず。 

故障や異常がない場合は、故障表示 
画面は表示されません。 

► 〇または〇を押して、故障/ 
警告 ッセージを順番に表おさせま 
ず。すべて表示されると、故障件数 
画面に戻りまず。 

故障^警告メッセージの表示を消ず 

重要度の高い ><ッセージは消ずことが 
でさません。故障や異常の原因が解決 
ずるまで、故障/警告><ッセージが 
繰り返し表示されまず。 

一部のッセージは車両に記憶され、 
手動で ><ッセージを呼び出ずことがで 
さまず。 

少ッセージは マルチ ファン クシ ヨンス 
テア U ングにより消ずことがでさまず。 


■化：？ 0 >1 り 








► ><ッセージが表示されているとさ 
に、ステア U ングの 固固 が 
〇〇スイッチ、または U セツ 
トボタンを押します。 


文字メッセージ 


心 事故やけびのおそれびありまず 

点検整備や修理などは、必要な専門知識と専用工具を備えた少ルセデス-ベンツ 
指定サービスエ場で行なラことをお勧めします。特に安全に関わる整備について 
は、必ず^ルセデス•ベンツ指定サービスエ場で行なって<ださい。不適切な作 
業を行なラと、事故や故障の原因になります。 


ディスプレイ表示 

考え5れる原因および症げ/ ► 对応 

ABS 

ABS 卜 ESP シ3巧カノウ！ 

7二：!乃けサンショウ 

A 事故のおそれびありまず 

—時的に ABS と ESP 、 PRE - SAFE び作動しない状態になっ 
ている。システムの自己診断び完了していない可能性び 
^5る。 

目 AS の機能わ解除されている。 

ブレーキは通萬通り作動するび、上記の機能は作動しない。 
►注意しなびら、約 20 km / h な上の速度で、ゆるやかに 
カーブしている道路をみし走行してください。 

メ ツセー ジび消えれば、 ABS と ESP は作動できる状態 
になりまず。 

A 事故のおそれがありまず 

電圧低下のため、 ABS と ESP 、 PRE - SAFE び作動しない 
状態になっている。目 AS の機能ち辭除されている。 

ブレーキは通萬通り作動ずるび、上記の機能は作動しない。 

► 注意して走行して < ださい。 

►ただちに；ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検 
を費けて < ださい。 

A 目 S 卜 ESP コショウ 

にュ乃けサンショウ 

A 事故のおそれがありまず 

故障のため、 ABS と ESP 、 PRE - SAFE び作動しない状態 
になっている。 BAS の機能も辭除されている。 

ブレーキは通萬通り作動するび、上記の機能は作動しない。 

► 注意して走行して < ださい。 

►ただちに;ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検 
を費けて < ださい。 


故障/警告メッセージ 


《記載の故障/警告メッセージは、取扱説 
明書作成時点のものでず。マルチフアン 
クシヨンディスプレイの表記などは、予 
告なく変更-追加されることびあ0まず。 


■化：？ Q >- り 
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ディスプレイ表示 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 

ホグヨ A '' ツテリ 

] ショウ 

オートマチックトランス=ッション用の補助バッテリー 
び充電されていない。 

► ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてく 
ださい。 

►エンジンを停止ずるときは、シフトポジションを ra 
にして < ださい。 

► 車から離れるとさは、パーキングブレーキを確実に効か 
せてください。 

ESP 

ESP ショウデ‘キマセン！ 

7二：例レヲサンショウ 

A 事故のおそれがありまず 

—時的に ESP と PRE - SAFE び作動しない状態になってい 
る。システムの自己診聯び完了していない可能性びある。 

臣 AS の機能も解除されている。 

►注意しなびら、約 20 km / hL 分上の速度で、ゆるやかに 
カーブしている道路を、みし走行してください。 

六ッセージび消えれば、 ESP は作動でをる状態になり 
まず。 



A 事故のおそれがありまず 

電圧低下のため、 ESP と BAS 、 PRE - SAFE び作動しない 
状態になっている。 

ブレーキは通常通り作動ずるび、上記の機能は作動しない。 

► 注意して走行してください。 

► ただちにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検 
を受けてください。 



走行中にメッセージび表示され、少ーターパネルの ESP / 
ETS 表示灯び点滅しているとをは、ブレーキの過熱を防ぐ 
ため 4 ETS の機能び解除されている。 

► ；><ッセージび消え 、 ESP / ETS 表示灯ち消なするまで、 
走行風でブレーキび冷えるよラに走行してください。 
4 ETS は自動的に待機状態になりまず。 

ESP 

ESP ] ショウ 

にュ乃レヲサンショウ 

A 事故のおそれがありまず 

故障のため、 ESP と BAS 、 PRE - SAFE び作動しない状態 
になっている。 

メーターパネルの ESP / ETS 表示灯び点口している。 
ブレーキは通常通り作動ずるび、上記の機能は作動しない。 

► 注意して走 t 子してください。 

► ただちにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検 
を養けて < ださい。 

P レンシ'’ A 

テイシグノミ 

走行中にシフトポジションを眶3にしようとした。 

► 周囲の道路や交通状況に注意しなびら、安全な場所に 
停車してください。 

► シフトポジションを n にしてください。 
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ディスプレイ表示 

考え 5 れる原因および症状/ ► 対応 

セレクタが 

ソウ〕ウイチ 

シフトポジションび HI 、 13、 HI のいずれかのとを 
に運転席ドアを開いた。 

► シフトポジションを n にしてください。 

►パーキングブレーキを確実に効かせてください。 

1 

キ’柯 I ング朽''二 

] ウシ'’ョウテ'' テンケソ 

故障のため、シフトポジションを変更でさない。 

シフトポジションが 〇 のとを 

► シフトポジションを匡!■から動かさないよラにして、 
メルセデス-ベンツ指定サービスエ場まで走巧してく 
ださい。 

シフトポジションび ra 、 d. ra のいずれかのとさ 

► メルセデス-ベンツ指をサービスエ場に連絡してくだ 
さし、。 

P 巧 A N 二 1 

シフトシテスタ-卜！ 

シフトポジションび E1 か Cl のとをにエンジンを始動 
しよラとしている。 

► シフトポジションを ra か 121 にして<ださい。 

P レンシ'‘カラシフト 

アレ-朽アノテ‘'クタ'’サイ 

►ブレーキペダルを踏みなびら、シフトポジションを 
n にしてください。 

了 レトフ 

] ショウ7ニュ乃レヲサンショウ 

A けがのおそれがありまず 

PRE-SAFE び故障している。 

エアバッグなど他の棄員保護装置の機能は確保されている。 

► 六ルセデス-ベンツ指をサービスエ場で点検を毒けて 
ください。 

タイトクウキアツ 

夕仆ヲテンケン！ 

A 事故のおそれがありまず 

タイヤ空気圧警告システムびタイヤからの急激な空気漏 
れを検知した。 

► 周囲の道路や交通状況にミ主意しなびら、急八ンドルや 
急ブレーキを避けて停車して < ださい。 

► タイヤを点検してください。 

►タイヤ空気圧を点検し、必要であればタイヤ空気圧を 
適正にして < ださい。 

►必要であれば該当するタイヤを交換してください 
0313ページ）。 

►タイヤを交換し、適正なタイヤ空気圧に調整した禮 
に、タイヤ空気圧警告システムを再起動してください 
0251ページ）。 






























ディスプレイ表示 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 

夕仆ヲテンケン 

ソノ〕、'夕仆クウキアツ 

ケイ]クシステムサイ外'‘ウ 

タイヤ空気圧警告システムの警告び行なわれた。 

► すべてのタイヤの空気圧び適正であることを確認して 
ください。 

►タイヤ空気圧警告システムを再起動してください 
(>251ぺージ）。 

夕仆クウキアツ 

ケイ]クシステム ] ショウ 

タイヤ空気圧警告システムに異常びある。 

► ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を黃けて 
ください。 

クル-ス ''] ント□-ル 

オヨピ 

化。_ドリミッタ- 

] ショウ 

クルーズコント□ールおよび可変スピードリ S ッターに 
異萬びある。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を黃けて 
ください。 

クル-ス ''] ン阳-ル 

— km/h 

クルーズコント□ールの設定条件を満たしていない。 

► ESP び解除されているとさは、待機状態にしてください。 

► 設定条件を満たしているとさは、約 30 km / h じ LL の速 
度で走行して、クルーズコント□ールを設定してくだ 
さい。 
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故障/警告メッセージ 


イラストメッセージ 


心 事故やけびのおそれびありまず 

点検整備や修理などは、必要な専門知識と専用工具を備えた^ルセデス-ベンツ 
指定サービスエ場で行なラことをお勧めしまず。特に安全に関わる整備について 
は、必ず;ルセデス•ベンツ指定サービスエ場で行なって<ださい。不適切な作 
業を行なラと、事故や故障の原因になりまず。 


ディスプレイ表示 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 



テールゲートび売全に閉じていない状態で走行している。 

► テールゲートを閉じて<ださい 



A 事故のおそれがありまず 

盗難防止警報システム装備車： 

ボンネットび完全に閉じていない状態で走行している。 

►周囲の道路や交通状況に注意しなびら、ただちにま全 
な場所に停車してください。 

► ボンネットを閉じて<ださい。 

国 


ドアび完全に閉じていない状態で走行している。 

► ドアを閉じてください。 



ラジェターの冷却ファンに異萬びある。 

►冷却水温度び約120むじ(下のとをは、最寄りの六ルセ 
デス-ベンツ指定サービスエ場まで走行することびで 
さまず。 

►このとをは、山道での走行などでェンジンに大をな負 
担をかけたり、発進/停止を繰り返さないでください。 

IS 1 


政下の原因によりバッテ1」一び充電されていない。 

• オルタネーターの故障 

• V ベルトの損傷 

• 電気システムの故障 

►周囲の道路や交通状況にを意しなびら停車して、ェン 
ジンを停止してください。 

► ボンネットを開いて < ださし、。 

► v ベルトを点検して < だい。 

V ベルトが切れているとを： 

〇 走行を続けないでください。オーバーヒートずるおそ 
れびあじまず。 

► ェンジンを始動しないで<ださい。 

► 六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してくだ 
さし、。 

V ベルトが損傷していないとさ： 

► メルセデス-ベンツ指をサービスエ場で点検を黃けてく 
ださい。 


■化：？ S - り 



















ディスプレイ表示 

考え 5 れる原因および症状/ ► 対応 

№1 

/、、’ッテリ-/オル巧-夕 

テイ外シテクタ''サイ！ 

バッテリーに異常びある。 

►周囲の道路や交通状況に注意しなびら、安全な場所に 
停車してください。状況を問わず、走行しないでくだ 
さい。 

► ルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してくだ 
さし、。 

因 

アレ-おドッド7モウ 

ブレーキパッドの摩耗び限界に達している。 

► ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を黃けて 
<ださい。 

圆 

EBV ， ABS , ESP 

] ショウ 

にユアルヲサンショウ 

A 事故のおそれがありまず 

故障のため、 EBV 、 ABS 、 ESP 、 PR 卜 SAFE び作動しない 
状態になっている。 BAS の機能も辭除されている。 

ブレーキは通南通り作動ずるび、上記の機能は作動しない。 

► 注意して走行してください。 

► ただちにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検 
を壁けて < ださい。 

圆 

フ''レ-キオイル 

レ/ V 'ルテソケン 

A 事故のおそれがありまず 

リヴーブタンクのブレーキ液量び不足している。 

► 周囲の道路や交通状況に注意しなびら、ずみやかに安全 
な場所に停車してください。状況を問わず、走行しない 
で < ださい。 

► ；>< ルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してくだ 
さし、。 

► ブレーキ液を補給しないで<ださい。ブレーキ液を補 
給してち問題は解消しません。 

閥 

A 。- キングアレ-キ 

カイシ'’ョシテクタ'‘サイ！ 

パーキングブレーキを解除しないで走行している。 

►パーキングブレーキを解除して<ださい。 



SRS システム 

] ウシ'’ョウテ'‘テンケン 

A けがのおそれがありまず 

栗員保護裳置び故障している。 

► ただちにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検 
を毒けて < ださい。 



フユ - I ルフィルタ 

セイソウ 

燃料フイルターに水びたまっている。燃料フイルターから 
水を取り除く必要びある。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けて 
<ださし、。 
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ディスプレイ表示 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 

^9 

シ/、、'ラクォ巧クタ、、サイ 

停車時の車高び下がりずざている。 

► 走行しないで < ださし、。 

リアサスペンションのセルフレべ U ング機能または 
AIR マティックサスペンション*の車高び走行に適した 
レベルに達していません。 

►メッセージび消えるまで待ってから走巧してください。 


テイ外、 

シャ]ウカ'' 

ヒクスキ''巧！ 

A 事故のおそれびありまず 

車高び下びり切った状態で走行しよラとしている。 

または、 U アヴスペンションのセルフレべ U ング臟能に 
異常びあるか、 AIR マティックサスペンション*に異萬 
びある。 

►ステア U ングを大きくまわさないでください。フ□ン 
卜のフエンダーやタイヤを損傷ずるおそれびあります。 

► タイヤとボディの擦れる音びしないか確認してください。 

►約 80 km / h を超えないように走行してください。 

メッセージび消えないとさ： 

► ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を賣けて 
<ださい。 


レへ'’ルチョウセイシヨの力 

UTF のとさには車高の調整びでをなし、。 

•設定しよラとしている車高レベルに巧して、走行速度び 
高すざる （ AIR マティックサスペンション装備車） 

•けん引車両びある 

•けん引装置を使用している 

► AIR マティックサスペンション装備車は、速度を落とし 
てから、車高を調整してください。 


] ン T レ州レイキャク 

才巧クタ’‘サイ 

車高レベルを頻繁に変更したため、車高を上げよラとした 
とさにエアポンプを;令却ずる必要び生じた。 

► 車高レベルに合わせて走行してください。 

► 路面との間に十分な空間び確保されていることを確認 
してください。 

► エアポンプび;令却されるまで待ってください。 

エアポンプび;令却されるとメッセージび消え、選択した 
車高レベルに設定されます。 


* オプションや仕様により、異なる装備です。 


I 




















ディスプレイ表示 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 

^9 

] ショウ 

U アサスペンションのセルフレべ U ング機能または AIR マ 
ティックサスペンション*び故障している。 

セルフレべ1」ング付1」アヴスペンション装備車： 

►約 80 km/h を超えないように走巧してください。 

AIR マティックサスペンション装備車： 

►約 80 km/h を超えないように、現在の車高レベルに合 
わせて走行してください。 

►路面との間に十分な空間び確保されていることを確認 
して < ださい。 

► ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けて 
<ださい。 

B 18 

レイキャクスイテイシャシテ、 

I ンゾソヲテイシ！ 

冷却水の湿度び高すざる。 

► 周囲の道路や交通状況にを意しなびら安全な場所に停 
車して、ェンジンを停止してください。 

►雪やほこり、または氷などで、ラジェターへの送風び 
遮られていないことを確認してください。 

► ；><ッセージび消えるまで待ってからェンジンを始動し 
てください。ェンジンを損傷するおそれびあります。 

►冷却水温度画面（>13日ページ）で;令却水温度を点検 
して < ださい。 

► :令却氷温度び再び上昇する場合は、ただちにメルセデ 
ス-ベンツ指定サービスエ場で点検を費けてください。 

ベルトび切れている可能性びある。 

► 周囲の道路や交通状況にを意しなびら安全な場所に停 
車して、ェンジンを停止してください。 

► ボンネットを開いて<ださい。 

► V ベルトを点検してください。 

Vベルトが切れているとさ： 

〇走巧を続けないでください。才ーバーヒートするおそ 
れびありまず。 

► ェンジンを始動しないで<ださい。 

► ;><ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けて 
<ださい。 

Vベルトが損傷していないとさ： 

► ;><ッセージび消えるまで待ってからェンジンを始動し 
てください。ェンジンを損傷するおそれびあります。 

►冷却水温度画面（>13日ページ）で;令却水温度を点検 
して < ださし、。 

► 六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けて 
<ださい。 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 
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1) 他のランプび切れたとさは、この例 L ソ外のメッセージび表示されまず。 
車がランプのいずれかに異萬び発生すると、その箇所び表示されます。 
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ディスプレイ表示 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 

阻 

I アク IJ - ナ 

エアフイルターびミちれていて、交換時期になっている。 

] ウカン 

► ;><ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を寶けてく 
ださい。 


キユウユノサイニ 

エンジンオイル量び限界まで減っている。 

オイルレへ、、ルテンケン 

► エンジンオイル量を点検して<ださい。 

►必要であれば、エンジンオイルを補給してください 
(>241ページ)。 

►通常より頻繁にエンジンオイルを補給している場合は、 
エンジンからオイルび漏れていないか点検して<ださい。 


オイルレ VJ レシテイノ 

エンジンオイル量び限界まで減っている。 

] ウシ'’ヨウデ’テンケソ！ 

►エンジンオイル量を点検してください（|>241ページ）。 

エンジンオイル量が正常な場合： 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けて 
<ださい。 

エンジンオイル量が不足している場合： 

► エンジンオイルを補給してください。 

►警告なび消灯したら、メルセデス-ベンツ指定サービ 
スエ場で点検を壁けてください。 

►警苦なび消灯しない場合は走行せずに、メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 


キ-ノ A '' ッテリ3 

キーの電池び消拜している。 

] ウカン 

► キーの電池を交換してください。 


キ-が 

エンジンスイッチに違ラ車両のキーを差し込んでいる。 

チカ’'イ巧 

► 正しいキーを使用してください。 


キ -3 

キーレス3—装備車： 

ケンチテ、’キマセン 

エンジンびかかっているとさに、このメッセージび表示さ 


(ホ色で表示） 

れたとさは、システムび車内にキーびないと判断している。 

この状態でエンジンを停止すると、エンジンを再始動ずる 
ことち、施錠することちできなくなる。 

► 周囲の状況に注意しなびら、ずみやかに安全な場所に 
停車して < ださい。 

►キーを探して < ださい。 


—ジ 
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ディスプレイ表示 

考え5れる原因および症げ/ ► 対応 


キ -3 

ケンチテ'‘巧セン 

(ホ色で表示） 

キーレスコ f 一装備車： 

エンジンびかかっていて、キーび車内にあるとさにこの 
メッセージび表おされたときは、電磁波などの該響により、 
システムびキーを認識でをない。 

► 周囲の状況に注意しなびら、ずみやかに安全な場所に 
停車して < ださい。 

► 必要であれば、エンジンスイッチにキーを差し込んで 
<ださい。 


キ -3 

ケンチテ、’巧セン 

(白色で表示） 

キーレスゴー装備車： 

キーび検知されていない。 

► 車巧に置いてあるキーの位置を変えてください。 

►それでちキーび検知されないとさは、エンジンスイッ 
チにキーを差し込んで操作してください。 


キ-力、’ 

外ナイこアリ巧！ 

キーレス3—装備車： 

キーレスゴー操作で施錠するときに、システムび車内に 
キーびおると判断している。 

► キーを車がに持ち出してください。 


キ -3 

] 如ソシテクタ'‘サイ 

キーび機能しなくなっている。 

► 少ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けて 
<ださい。 


スタ-トホ'‘タソ3 Ar シ 

キ-ヲサシ]ンテ'‘クタ''サイ 

キーレス3—装備車： 

キーび認識されない状態び続いている。 

► エンジンスイッチからキーレスコ f ースイッチを取り外 
し、エンジンスイッチにキーを差し込んでください。 

► X ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けて 
<ださい。 



燃料残量びほとんどない。 

► 最寄りのガソ U ンスタンドで給油してください。 

ESI 

ネンリョウ1」ザ’-フ- 

キユウ] シテクタ'‘サイ 

燃料残量びかな<なっている。 

► 最寄りのガソリンスタンドで給油してください。 

固 

ウォッ外 I キ 

ホ'：/'’ユウ 

ウォッシャー液量び1」ヴーブタンクの約1/3まで減って 
いる。 

► ウォッシ巾一液を補給してください0247ぺージ)。 
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トラブルの原因と対応 


トラブルの原因と対応 


心 事故やけびのおそれびありまず 

点検整備や修理などは、必要な専門知識と専用工具を備えた;ルセデス-ベンツ 
指定サービスエ場で行なラことをお勧がしまず。特に安全に関わる整備について 
は、必ず^ルセデス■ベンツ指定サービスエ場で行なって<ださい。不適切な作 
業を行なラと、事故や故障の原因になります。 


スイツチやボタンの表示口 /警告'灯 


トラブル 

考え 5 れる原因および症状/ ► 対応 

シートヒータースイッチの表 
示なび点滅している。シート 
ヒーターび自動的に停止した。 

をくの電気装備び使用されているためにバッテリーの電圧び低下 
している。 

► 1」アデフォッガーやルームランプなど、必要のない電気装備を 
停止して < ださい。 

電圧び回復ずると、シートヒーターは自動的に作動を開始します。 

エアコンディ シヨ ナーの AC ス 
イッチを押してち、表示灯び 
点灯しなかったり、点滅する。 

除湿/冷房された空気び送風 
されない。 

故障のため、除湿/冷房機能び辭除されている。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を黃けてください。 

1」アデフォッガースイッチの 
表示灯び点滅している。 

1」アデフォッガーび短時間で 
停止する。または作動しない。 

をくの電気装備び使用されているためにバッテリーの電圧び低下 
している。 

► シートヒーターやルームランプなど、必要のない電気装備を停 
止してください。 

電圧び回復すると、リアデフォッガーは自動的に作動を開始し 
ます。 



se — り 
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メーターパネルの表示な/警告灯 


トラブル 


■瓣 ■ 



エンジンびかかって 
いるとをに黄色の 
ABS 警告灯び点な 
する。 


エンジンびかかって 
いるとをに黄色の 
ESP / ETS 表示な、 
ホ色のブレーキ警告 
灯、黄色の ABS 警 
告口び点し、警告 
音ち鳴った。 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 
A 事故のおそれがあります 

故障のため、 ABS の機能び辭除されている。 ABS と ESP 、 PRE ¬ 
SAFE び一時的に作動しない状態になっている。 

ブレーキは通常通り作動ずるび、上記の機能は作動しない。その 
ため、急ブレーキ時などにはタイヤび□ックする可能性びある。 
►マルチファンクションディスプレイの故障/警告メッセージに 
従ってください。 

► ミち意して走巧してください。 

► X ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を養けてください。 

A 事故のおそれがあります 

バッテリーの電圧びほ下している。電圧低下のため、 ABS の機能 
び解除されている。バッテ IJ 一び充電されていない可能性びある。 
ESP 、 BAS 、 PRE - SAFE の機能も解除されている。 

ブレーキは通常通り作動ずるび、上記の機能は作動しない。その 
ため、急ブレーキ時などにはタイヤび□ックする可能性びある。 

► リアデフォッガーやルームランプなど、必要のない電気装備を 
停止して < ださい。 

電圧び回復ずると、ずみやかに ABS は作動できる状態になります。 

A 事故のおそれがあります 

EBV に異常びある。 ABS 、 BAS 、 ESP 、 PRE - SAFE なども作動し 
ない状態になっている。 

ブレーキは通常通り作動ずるび、上記の機能は作動しない。その 
ため、急ブレーキ時などにはタイヤび□ックずる可能性びある。 

► 注意して走行してください。 

► X ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受けてください。 


I 
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トラブルの原因と巧応 


トラブル 

考え 5 れる原因および症状/ ► 対応 

VjV 走行中に黄色の ESP 
/ ETS 表示灯び点滅 
する。 

A 事故のおそれがあります 

タイヤびグ U ップを失いかけているか車び横滑りをしているため、 
ESP またはトラクションコント□ールび作動している。 

クルーズコント□ールび解除される。 

► 発進ずるとさは、アクセルペダルを必要じ LL に踏み込まないで 
<ださい。 

► 走 fj 中はアクセルペダルをゆるめて < ださい。 

► 路面と天候の状態に合わせて運転してください。 

► ESP の機能を觸除しないでください(雪道などでの走行を除く）。 

w ! m エンジンびかかって 
いるとをに黄色の 
ESP / ETS 表示むび 
点なずる。 

A 事故のおそれがありまず 

ESP の機能び解除されている。 

車び横滑りしたとを軒車輪び空転したとさに、車両操縦性和走行 
安定性を確保することびでをない。 

► ESP を待機状態にしてください（雪道などでの走行を除く）。 

► 路面と天候の状態に合わせて運転してください。 

VjV エンジンびかかって 
いるとをに黄色の 
ESP / ETS 表を灯び 
点灯ずる。 

マルチファンクシヨ 
ンディスプレイに故 
障/警告メッセージ 
ち表おされる。 

A 事故のおそれがありまず 

故障のため、 ESP び作動しない状態になっている。 

車び横滑りしたとさや車輪び空転したとさに、車両操縦性や走行 
安定性を確保することびでをない。 

►マルチフアンクションディスプレイの故障/警告メッセージ 
0278ぺージ）に従ってください。 

► 注意して走行してください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を費けてください。 


■か：？？り 
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トラブル 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 

nn エンジンびかかっ 
ているとさに赤色 
の SRS 警告灯び点 
灯ずる。 

A けがのおそれがあります 

棄員保護装置び故障している。エアバッグやシートベルトテンシヨ 
ナーび不意に作動したり、事故のとをに作動しない可能性びある。 

► ただちに六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を黃けて 
<ださい。 

走行中に赤色のブ 
レ-キ警告なび点な 
し、警告音ち鳴った。 

パーキングブレーキを辭除しないで走行している。 

►パーキングブレーキを解除してください。 

警告なび消灯し、警告音ち鳴り止みます。 

エンジンびかかって 
りるときにホ色のブ 
レーキ警告灯び点な 
し、警告音ち鳴った。 

A 事故のおそれがありまず 

U ヴーブタンクのブレーキ液量び不足している。 

► 周囲の状況にを意しなびら、ずみやかに安全な場所に停車して 
ください。状況を問わず走行しないでください。 

► ルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

►マルチフアンクシヨンディスプレイの故障/警告六ッセージ 
(1>282ページ）に従ってください。 

ブレーキ液を補給しないでください。ブレーキ液を補給しても問 
題は解消しません。 

wsii エンジンびかかって 
いるときに黄色のエ 
ンジン警告なび点な 
ずる。 

下に異萬びある可能性びある。 

•燃料噴射システム 

•イグニッシヨンシステム 

•排気システム 

排出ガスの成分び基準値を超えたために、エンジンびエマージェ 
ンシーモードになっている可能性びある。 

► ずみやかにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を受け 
て < ださい。 


I 
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トラブルの原因と巧応 


トラブル 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 

フ□ントドアを閉じ 
てエンジンを始動す 
ると、ホ色のシート 
ベルト警告なび点灯 
する。 

A けびのおそれがあ0ます 

前席の乗員びシートベルトを着用していない。 

► シートベルトを着巧してくださし、。 

シートベルト警告灯び消なしまず。 


A けびのおそれがありまず 

助手席シートの上に荷物を置いている。 

► 助手席シートの上に置いてある荷物を、別の場所に確実に固定 
して < ださい。 

シートベルト警告灯び消打します。 

ホ色のシートベルト 
MsM »告灯び点滅し、警 
告音ゎ鳴った。 

A けびのおそれがあ0ます 

前席の栗員びシートベルトを着用していない状態で走巧し、速度 
び約 25 km / h を超えた。 

► シートベルトを着巧してください。 

シートベルト警告'なび消なし、警告音ち鳴り止みまず。 

A けびのおそれがあ0まず 

助手席シートの上に荷物を置いた状態で走行し、速度び約 25 km / 
h を超えた。 

► 安全な場所に停車してから、助手席シートの上に置いてある荷 
物を、別の場所に確実に固定してください。 

シートベルト警告灯び消打し、警告音ち鳴り止みます。 

エンジンびかかって 
いるとさに黄色の燃 
料残量警告灯び点灯 
する。 

燃料の残量びかなくなっている。 

► 最寄りのガソ U ンスタンドで給油してください。 


■か：？？り 
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オプションや仕様により、異なる装備です。 


トラブル 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 

盗難防止警報び作動した。 

盗難防止警報システム*び待機状態のとさに、運転席ドアをエマー 
ジェンシーキーで觸錠して開いた。 

盗難防止警報システム*び待機状態のとさに、車内のレバーを引 
いてドアまたはテールゲートを開いたか、ボンネットの□ックを 
解除した。 

►キーの辭錠ボタンまたは施錠ボタンを押してください。 

または 

► エンジンスイッチにキーを差し込んでください。 

警告音び鳴った。 

マルチフアンクションディスプレイに故障/警告><ッセージび表 
示されている。 

► 故障/警告メッセージをご覧ください0277ページ〜）。 


パーキングブレーキを辭除しないで走行している。 

►パーキングブレーキを解除してください。 

ランプスイッチを四 a の位置にしたままエンジンスイッチから 
キーを抜いて運輯席ドアを開くか、キーレスコ’ースイッチでイグ 
ニッション位置を0にして運輯席ドアを開いた。 

► ランプスイッチを D の位置にしてください。 

イグニッシヨン位置を2にず 
るかエンジンを始動すると、 
警告音び約6秒間鳴る。 

A けがのおそれがあります 

運輯席の乗員びシートベルトを着用していない。 

► シートベルトを着用してください。 

速度び約2日 km / h し:^上になっ 
たとさに警告音び鳴る。 

A けがのおそれがありまず 

前席の乗員びシートベルトを着用していない。 

► シートベルトを着用してください。 


警告音 


I 
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トラブルの原因と巧応 


トラブル 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 

燃料び漏れている。 

A 火災のおそれがありまず 

燃料供給システム、または燃料タンクび損傷している。漏れた燃 
料に引火したり、爆発するおそれびある。 

► ただちにエンジンを停止してください。 

► エンジンスイッチからキーを抜いてください。 

が況を問わず、エンジンを始動しないでください。漏れた燃料に 
引火したり、爆発するおそれびあります。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

損傷の程度びわからない。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

損傷箇所び見当たらない。 

► 通常通りエンジンを始動してください。 

運転席と助手席のへッドレス 
卜び前方に動いた。 

鶴ちからの追突などの事故により 、 NECK PRO アクティブヘッド 
レストび作動した。 

► NECK PRO アクティブへッドレストをリセットしてください 
0305ぺージ）。 


燃料と燃料タンク 


トラブル 


燃料び漏れている。 


燃料給油フラップび開かない。 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 
A 爆凳や乂災のおそれびありまず 

燃料供給システム、または燃料タンクに問題びある。 

► ただちにエンジンを停止して、エンジンスイッチからキーを振 
いて < ださい。 

►状況を問わず、エンジンを始動しないでください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

燃料給油フラップび觸錠されていない。 

または 

キーの電池び消耗している。 

► エマージェンシーキーで運転席ドアを解錠してください0303 
ぺージ)。 

►テールゲートを開いて<ださい（>70、71ページ）。 

► 燃料給油フラップを手動で解錠してください0304ページ)。 

燃料給油フラップは解錠されているび、開閉機構び正しく作動し 
ない。 

► 燃料給油フラップを手動で辭錠してください0304ページ)。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 


事故のとさ 


■化：？？り 
































トラブルの原因と対応 


エンジン 


トラブル 

考え5れる原因および症げ/ ► 対応 

エンジンび始動しない。 

• エンジンの電気システムび故障している。 

イグニッシヨン位置を3にず 
るとスターターモーターの音 
びする。 

• 燃料供給システムび故障している。 

• バッテ U —びあびっているか、充電されていないため、バッテ 
リーの電圧び低下している。 

► エンジンを再始動ずる前に、エンジンスイッチに差し込んだキー 
を0の位置にまわずか、メーターパネルの表示な/警告むび消 
むずるまで、キーレスゴースイッチを押して<ださい。 

►再度、始動操作を行なってください〔[>118ページ)。 

ただし、エンジン始動操作を長時間何度も行なラと、バッテリー 
びあびるおそれびあります。 

何度始動を試みてちエンジンび始動しないとを： 

► ルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

エンジンび始動しない。 

燃料タンクび空になっている。 

イグニッシヨン位置を3にず 
るとスターターモーターの音 
びする。 

► 燃料を給油してください。 

燃料残量警告なび点なしてい 
て、燃料計の指針び日を示し 
ている。 


エンジンび始動しない。 

バッテリーびあびっているか、充電されていないため、バッテリー 

イグニッシヨン位置を3にし 
てちスターターモーターの音び 
しない。 

の電圧び低下している 

►他車のバッテ U —を電源として始動してください（[>331ペー 
ジ)。 

エンジンび始動しないとさ： 

► ルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

過度の負荷により、スターターモーターび過熱している。 

► スターターモーターび;令えるまで、約2分間待ってください。 

►再度、始動操作をしてください。 

エンジンび始動しないとさ： 

► ルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

エンジンの回輯び滑らかでな 
く、ミスファイア右起さている。 

エンジンの電気システム、またはエンジン制御システムび故障し 
ている。 

► アクセルペダルを踏みずざないでください。 

► ただちにメルセデス-ベンツ指定サービスエ場で点検を覇けて 
<ださい。 

触媒を損傷するおそれびありまず。 
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トラブルの原因と巧応 


トラブル 


冷却水温度び約120むを超え 
ている。 

警告音ち鳴った。 


エンジンび停止しない。 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 

リヴーブタンクの冷却水量び不足している。 

冷却水の温度び高すぎて、エンジンび十分に;令却されていない。 

► すみやかに安全な場所に停車して、エンジンと冷却水を冷やして 
<ださい。 

► エンジンと冷却水び;令えてから;令却水量を点検し、必要であれ 
ば冷却水を補給してください（>243ぺージ）。 

冷却水量び正萬なとさは、エンジンファンに異常びある可能性び 
^5る。 

冷却水の温度び高すぎて、エンジンび十分に;令却されていない。 
►:令却水温度び約120で切下のとをは、最寄りの六ルセデス- 
べンツ指定サービスエ場まで走行を続けることびでをます。 

► このとさは、山道での走行などでエンジンに大きな負担をかけ 
たり、発進/停止を繰り返ずよラな運転は避けてください。 

エンジンスイッチに異常びある。 

► エンジンルーム内にあるヒューズボックスを開さまず。 

► エンジンルーム巧ヒューズボックスの12日塞のヒューズを抜を 
ます0337ページ)。 

エンジンび停止します。 

エンジンを再始動するとさ： 

► ヒューズを交換してください。 


■化：？？り 
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オートマチックトランスミッション 


トラブル 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 

トランスミッションび正しく 

トランス=ツションオイルび減っている。 

変速しない。 

►ただちに六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場でトランス S ッ 
ションの点検を毒けて < ださい。 

加速性能び悪化している。 

トランス S ツションびエマージェンシーモードになっている。 

トランスミッションび変速し 

2速ギアか1」ノくースギアで走行でさる場合びありまず。 

なし、。 

► 停車して < ださい。 

► エンジンスイッチに差し込んだキーを0の位置にまねずか、メー 
ターパネルの表示な/警告打び消灯ずるまでキーレスゴース 
イッチを押します。 

► 1日秒じ LL 待ってから、エンジンを再始動します。 

► シフトポジションを m にしまず。 

2速ギアになります。 

または 

► シフトポジションを ra にしまず。 

リバースギアになります。 

►ただちに六ルセデス-ベンツ指定サービスエ場でトランス S ッ 
ションの点検を寅けて < ださい。 


I 
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トラブルの原因と対応 


トラブル 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 

パークト□ニックのホ色イン 
ジケーターだけび点なして約 
2秒間警告音び鳴った。 

約2日秒横にパークト□ニック 
び解除され、パークト□ニッ 
クオフスイッチの表示灯び点 
灯した。 

パークト□ニックに異常びあり、機能び停止している。 

► トラブルび続くよラであれば、メルセデス•ベンツ指定サービス 
工場でノてークト□ニックの点検を受けて<ださい。 

パークト□ニックのホ色イン 
ジケーターだけび点灯し、約 
2日砂後にパークト□ニックび 
辭除された。 

パークト□ニックセンサーびミちれているか、付着物などびある。 

►パークト□ニックセンサーを清掃して<ださい（[>267ページ)。 

►再度、イグニッション位置を2にしてください。 

が部の電波や超音波の干渉などにより、機能び停止している。 

►場所を変えて、パークト□ニックの作動を確認してください 
(01 7斗ページ)。 


へッドランプ 


トラブル 

考え5れる原因および症が/ ► 対応 

へッドランプの内側び曇って 
し''る。 

が気の湿度び高くなつている。 

►へッドランプを点むして走行してください。 

しばらく走行すると、へッドランプの内側の量りは取れまず。 

へッドランプユニットび密閉されていないため、水分び侵入して 
いる。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場でへッドランプの点検を 
受けてください。 


A — クト□ニック 


■化：？？り 


























トラブルの原因と巧応 
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トラブル 

考え5れる原因および症げ/ ► 対応 

ワイパーび正しく作動しない。 

葉や雪など、ウインドウに障害になる物び付着している。 

ワイパーモーターの作動び停止している。 

►安全のため、エンジンスイッチからキーを抜くか、イグニッショ 
ン位置を 0 にして<ださい。 

► 障害物を取り除いて<ださい。 

►再度、ワイパーを作動させてください。 

ワイパーび作動しない。 

A 事故のおそれがありまず 

ワイパーび故障している。 

► コンビネーションスイッチをまわして、別のモードを選択してく 
ださい（>108、109ぺージ）。 

► X ルセデス-ベンツ指定サービスエ場でワイパーの点検を寅けて 
<ださい。 

ウインドウウォッシャー液び 
フ□ントウインドウの中央に 
噴射されない。 

ウインドウウォッシャー液の噴射ノズルの角度び適切でない。 

► ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で噴射ノズルの角度を調整 
してください。 


ウインドウ 


トラスレ 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 

ドアウインドウを閉じること 
びでさない。 

ウインドウとドアフレームの間に障害になる物び挟まっている。 

► 障害物を取り除いて<ださい。 

► ドアウインドウを閉じてください。 

ドア内部のガイドレールなどに障害になる物びあり、ドアウイン 
ドウの上昇を巧げている。 

► 障害物を取り除いて<ださい。 

► ドアウインドウを閉じてください。 


原因び分からない場合 

► ドアウインドウび閉じるまで、ドアウインドウスイッチを引さ 
まず。 


ワイパ— 


I 
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トラブルの原因と巧応 


トラブル 


I 」モコン操作で解錠/施錠で 
さない。 


キーレス3—操作*で辭錠/ 
施錠できない。 


考え5れる原因および症状/ ► 対応 

キーの電池び消耗している。 

► キーの先端を運転席ドアのドア八ンドルに向け、至近距離から 
再度 U モコン操作をしてください。 

U モコン操作びでをないとを： 

► エマージェンシーキーで運転席ドアを解錠してください。 

►キーの電池を点検し、必要であれば交換してください(>305 
ぺージ)。 

キーび故障している。 

►施錠/辭錠ずるとさは、 r 非常時の解錠/施錠」(>302ページ） 
をご覧ください。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ場でキーの点検を受けてく 
ださい。 

車び解錠されてから長時間経過したため、キーレス3—*の機能 

び解除された。 

► ドア八ンドルを2回引き、エンジンスイッチにキーを差し込ん 
で < ださい。 

キーレスゴー*び故障している。 

► キーの先端を運転席ドアのドア八ンドルに向け、至近距離から 
U モコン操作で解錠してください。 

► メルセデス-ベンツ指をサービスエ場でキーの点検を受けてく 
ださい。 

強い電波や超音波などの干渉を養けている。 

► 施錠/辭錠ずるときは、 r 非常時の解錠/施錠」(>302ぺージ） 
をご覧ください。 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 


S ラー 


トラブル 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 

ドア S ラーび無理に前方/横 
ちに曲げられた。 

► ドアミラー格納/展開スイッチ（[>91ページ）を、ギアび曠み 
合ラ音び聞こえるまで押します。 

ドア=ラーび再び固定され、ドアミラーび通萬通り調蕾できる 

よラになりまず。 


キ- 


se — り 


























トラブルの原因と対応 



トラブル 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 

キーを紛失した。 

► X ルセデス-ベンツ指定サービスエ場で、紛失したキーを無効 
にしてください。 

新しいキーの入手については、；><ルセデス-ベンツ指定ヴービ 
スエ場におたずねください。 

► ただちに自動車保険会社へキー紛失のき実を報告してください。 

►必要であればキーシ1」ンダーも交換してください。 

エマージェンシーキーを紛失 
した。 

► ただちに自動車保険会社へキー紛失のき実を報告してください。 

►必要であればキーシ1」ンダーち交換してください。 

キーによるエンジン始動びで 
さない。 

バッテリーの電圧び低下している。 

► シートヒーターやルームランプなど、必要のない電気装備を停 
止してから再度エンジンスイッチをまわしてください。 

それでちエンジンび始動しないとを： 

►パ'ッテ U —を点検し、必要であれば充電して<ださい。 

または 

►他車のバッテ U —を電源として始動してください（[>331ペー 
ジ)。 

または 

► ルセデス-ベンツ指定サービスエ場に連絡してください。 

キーび車内にある状態でち、 
キーレスコ‘一操作*で、エン 
ジンを始動でさなし、。 

ドアび開いているため、キーび認識されにくくなっている。 

► ドアを閉じてから、再度始動操作を行なってください。 


強い電波や超音波などの干渉を貴けている。 

► エンジンスイッチからキーレスゴースイッチ*を取り外し、エ 
ンジンスイッチにキーを差し込んで、始動操作を行なってくだ 
さし、。 


車を使用しないとを 


トラブル 

考え5れる原因および症状/ ► 対応 

エンジンを始動しない期間び 
約4週間 ULL におよぶとさ。 

バッテ1」一び完全にあびると、バッテ1」一び損傷する可能性びある。 

►バッテリーからケーブルをがしてください。 

〇 バッテリーの点検はメルセデス-ベンツ指定サービスエ場で行 
なって < ださい。 

エンジンを始動しない期間び 
約6週間 ULL におよぶとさ。 

車を長期間にわたって使用しないと、不具合び発生ずる可能性び 
る。 

►対応について、；><ルセデス-ベンツ指定サービスエ場におたずね 
<ださい。 


I 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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が常時の解綻 / 施錠 


が常時の解錠/施綻 


-C y —ソェノンー^- 

U モコン操作やキーレス3—操作*で 
車両を解錯でさないとさは、エマー 
ジェンシーキーで運転席ドアを解錠で 
をまず。 

盜難防止警報システム装備車では、車 
を施綻した後にエマージェンシーキー 
で運転席ドアを解読して開いたり、 
テールゲート裏側のレバーでテール 
ゲートを解綻して開くとい74ぺ一 
ジ）、盗難防止警報び作動しまず。 

LU 下のいずれひの操作をずると、警報 
び停止しまず。 

• キーの解錠ボタンか施錠ボタンを 
押す 

• キーをエンジンスイッチに差し込む 

. キーび車室内のキーレス3—アンテ 
ナの検知範囲（1>63ページ）にあ 
るとをは、キーレス : H ースイッチを 
押す（キーレス3—装備車） 

• キーびキーレス ZJ —の左ち側アン 
テナの検知範囲 （^63 ページ）に 
あるときは、ドア八ンドルに触れる 
(キーレス 3- 装備車） 

• キーびテールゲート側のキーレス 
コーアンテナの検知範囲 (063 ぺ一 
ジ）にあるとさは、テールゲートの 
八ンドルを引くか、テールゲート 
のキーレス3’ースイツチ*を押ず 
(キーレス3—装備車） 


エマー ジェン シーキーを 使用ずる 





キーレスゴー装備車 
①ストッパー 
⑤ エマー ジェン シーキー 



キー レスゴーが装備車 
①ストッパー 
⑤ エマー ジェン シーキー 


►ストッパー①を矢印の方向に押しな 
びら、 エマー ジェンシー キー ③を 
キーから引を巧をまず。 


■化：？ 0 >1 り 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 















非常時の解錠/施錠 
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運転席ドアの解綻 



① エマージェンシーキーを 差し込む/抜 
<位置 

③解錠の位置 

U モコン操作やキーレス3—操作*で 
車両を解綻でさないとさは、 LU 下の操 
作を行なってください。 

► エマージェンシーキーを運転席ドア 
のドア八ンドルのキーシ1」ンダーに 
差し込みまず。 

► エマージェンシーキーを解錠の位置 
③にまわしまず。 

► ドア八ンドルをいっぱいに弓 I きまず。 

運転席ドアの□ックノブび上びり、 
運転席ドアび解綻されまず。 

〇エマージェンシーキーで運転席ド 
アを解錯してを、他のドア、テール 
ゲート、燃料給油フラップは解錠さ 
れません。 


車巧の她綻 _ 

U モコン操作またはキーレス 3— 操 

作*で車を施淀でさないとさは、な、 

下の方法で車を施旋して < ださい。 

► 助手席ドアと助手席側 U アドア、 
テールゲー トを閉じまず。 

► 運転席ドアと運転席側 U アドアを開 
をまず。 

►運転席ドアの施淀スイッチ（1>69 
ページ）を押しまず。 

► 助手席ドアと左ち U アドアの□ック 
ノブび下びったことを確認しまず。 

►下びっていないとさは、各ドアの 
□ックノブを押し込みまず。 

►車を降り、運転席ドアを閉じまず。 

► 開いている運転席側リアドアから腕 
を伸ばして、運転席ドアの□ックノ 
ブを押し込みまず。 

〇 キーび車内になく、携帯している 
ことを確認してください。 

► 運転席側 U アドアを閉じまず。 

► ずべてのドアと テールゲー トび施錠 
されていることを確認しまず。 

P ドア□ックスイッチび作動せず、 
□ックノブを押し込んで車を施淀し 
たとさには、テールゲートび施蟲さ 
れていないことびありまず。このと 
をは、車を施錠ずることはできませ 
ん。メルセデス-ベンツ指定サービ 
スエ場に連絡してください。 

〇キーの閉じ込みにミ主意してくだ 
ごし、。 


* オプションや仕様により、異なる萬倫でず。 


■化：？ S - り 
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非常時の解錠/施錠 


燃料給油フラップのお綻 _ 

U モコン操作やキーレス3—操作*で 
解綻してを燃料給油フラップの□ック 
び解除されないとさは、手動で□ック 
を解除します。 



①ク U ップ 
③ カバー 


► テールゲー トを開さまず。 

► ラゲ ツジルームち 側の カバー ③にあ 
るク U ップ①をコインなどで矢印の 
方向にまわしまず。 


► カバー③を取り外しまず。 



③ノブ 


► 巧部にあるノブ③を引さまず。 
□ックび解除されまず。 


► 燃料給油フラップを開きまず。 


A けがのおそれびあ0まず 

ラゲ ツジルームち 側の カバーの 内部に 
は、金属が露出している部分や鋭利な 
部分があ0ます。けがをしないよラに 
ミ主意してください。 


■化：？ 0 >1 り 


オプションや仕様により、異なる装備でず。 








NECK PRO アクティブへッドレストのリセット、キーの電池交換 
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NECK PRO アクティブへッドレス 
卜のリセット 


事故などのときに NECK PRO アク 
ティブヘッドレストび作動した場合、 
U セットをしないとなに衝撃を受けた 
ときに NECK PRO アクティブヘッド 
レストび作動せず、頭部-頸部を保護 
することびでをません。 

〇 この U セット作業は強い力び必要 
になるため、メルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場で行なラことをお勧 
めします。 



► へッドレストの上部を①の方向に押 
します。 


► へッドレストを③の方向にいっぱし、 
まで押し下げまず。 

►へッドレストを③の方向に押して、 
確実に□ックさせまず。 

を5—方の前席へッドレストでを同様 

の作業を行なってください。 

U 安全のため、追突など後方からの 
衝撃を受けたとさは、^ルセデス- 
べンツ指定サービスエ場で NECK 
PRO アクティブへッドレストの点 
検を受けて < ださい。 


キーの 電池交換 


U モコンの作動可能範囲が短 < なった 
り作動しない場合は、キーの電池の消 
耗が考えられまず。ルセデス-ベン 
ツ指定サービスエ場で点検を受けて< 
ださい。 

A 中毒のおそれびありまず 

電池には毒性および腐食性を持つ物質 
が含まれていまず。子供の手の届かな 
いところに保管してください。 

誤って電池を飲み込んでしまったとを 
は、ただちに医師の診断を受けてくだ 
さし、。 


9 環境 

電池を家庭用ゴ吉として廃棄しないで 
ください。電池には非常に強い有毒物 
質び含まれています。 

使用ミきみの電池は、新しい電池をお買 
いホめになった販売店に処分を巧頼す 
るか、ボタン電池専用の回収箱に廃棄 
してくださし、 


キーの電池を点検ずる _ 

► キーの解远ボタンまたは施錠ボタン 
を押しまず。 

キーの表示灯び一回点滅ずれば電池 
は正甫でず。 

〇 キーの電池び消耗したとさは、エ 
マー ジェンシーキーで運転席ドアを 
解旋でさまず （^303 ページ）。 


I 
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キーの電池交換 


電ミせの交換手順 


キーレスゴー装備車 


U チウム電池 （ CR 2025 3 V ) を2個 
用意します。 




③エマージェンシー キー 

③ 凹部 

④ 電池ケース 



①ストッパー 
③ エマージェンシーキー 

►ストッパー①を矢印の方向に押しな 
びら、 エマー ジェンシー キー ③を巧 
さ取りまず。 


④電池ケース 
⑥電池 
⑧電極板 


► 電池⑥を横にスライドさせて取り出 
し 9 〇 

► 2個とを" +" び上になるよラにして、 
新しい電ミ也を電極板⑥の間に取り付 
けまず。このとさ、脂分を含まなし、 
されいな巧で電池を持つよラにして 
<ださし、。 

〇 電ミ也の表面に巧れや脂分び付着し 
ていないことを確認して<ださい。 

► 電池ケース④を本体の溝に合わせ、 
押し込んで□ックしまず。 

► エマージェンシーキー ③を キーに 収 
納します。 

► U モコンのずべての機能び作動ずる 
ことを確認しまず。 

〇 電池を交換ずるとをは、2個同時 
に交換してくだごい。 


エマージェンシーキー ③を凹部③に 
かけて矢印の方向に引をなびら、電 
池ケース④を弓 I き巧きまず。 


■化：？ 0 >1 り 












キーの電池交換 
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キー レスゴーが装備車 


U チウム電池 ( CR 2025 3 V ) を用意 
します。 



①ストッパー 
⑤ エマー ジェン シーキ ー 


►ストッパーのを矢印の方向に押し 
なびら、 エマー ジェンシー キー ⑤ 
を巧を取りまず。 



⑤エマージェンシー キー 
⑤カバ ー 


► エマージてンシーキー⑤を図の位 
置に差し込み、カバー⑤び浮さ上 
びるまで、エマージェンシーキーを 
矢印の方向に押しまず。 

〇 指でカバー®を押さえないよラ 
にして<ださい。カバーび浮を上び 
りません。 



⑤ カバー 

④ 電池 

⑤ 凸部 


► カバー⑤を取り外しまず。 

► 電池側び下になるようにキーを手の 
上に載せて、電ミ也④び外れるまで 
キーを軽 < たたさまず。 

►電池のプラス （+) 面び見えるよラ 
にして、新しい電池を取り付けま 
す。このとさ、脂分を含まないされ 
いな巧で電池を持つよラにしてくだ 
さい。 

〇 電池の表面にミちれや脂分び付着し 
ていないことを確認してください。 

► カバー ⑤の凸部⑤を キーに 差し 
込んでから、 カバーを 押して □ッ 
クします。 

► エマー ジてン シーキー ⑤を キーに 
収納しまず。 

► キーのずべての機能び作動ずること 
を確認します。 


■化：？ e - り 
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電球の交換 


電球の交換 


ランプ類は車両の重要な安全装備のひ 
とつです。ずべてのランプ類が正し< 
点灯することを確認して<ださい。 

電球が切れてランプが点灯しないと 
さは、同規格-同容量の電球と交換し 
てください。交換したランプがずぐに 
切れた場合は、ルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場で点検を受けて<だ 
さし、。 

電球の交換は ルセデス-ベンツ指定 
ヴービスエ場で行なラことをお勧めし 
ます。やむを得ずお客様自身で交換ず 
るとさは、下のミ主意を守って該当箇 
所の電球を交換して < ださい。 

電球には素手で触れないよ5にして< 
ださい。電球の表面にかしでちミちれや 
脂分が付着ずると、ガラス表面で溶け 
て、電球の寿命が短<なりまず。電球 
に触れるとさは、されいななや手袋な 
どを使用するか、パルブの金属部を持 
つよラにしてください。 

Q 指定(がの電球を使用しないで< 
ださい。過熱してレンズを損傷した 
0、故障の原因にな0まず。 

。電球は高温になるため、電球の表 
面に油などが付着ずると切れやず< 
なりまず。触れたときは、薄めた中 
性洗剤を含ませた柔らかい巧で電球 
をよ < 拭いて < ださい。 

Q マルチファンクションディスプ 
レイにランプに関ずる故障/警 
告^ッセージが表示されたとさは 
([>28日ページ）をご覧ください。 

このとさは、ずみやかに電球を交換 
して < ださい。 


A けがのおそれびあ0まず 

• 電球は非常に熱<なります。電球の 
交換は電球が冷えた状態で行なって 
<ださい。火傷をずるおそれがあ0 
まず。 

• 電球は子供の手の届かないところに 
保管してください。 

• 落下したり、衝撃が加わった電球を 
使用しないでください。破裂するお 
それがあ0まず。 

• 電球には圧力のかかったガスが封入 
されているたが、電球が熱<なって 
いるときに電球に触れたり、電球を 
取0外さないでください。破裂する 
おそれがありまず。 

• 電球を交換するとさは、防護眼鏡や 
手袋などを着用し、直接手で電球に 
触れないよラにしてください。 


A けびのおそれびありまず 

エンジンを始動しているとさやエンジ 
ンがかかっているとさ、イグニッショ 
ン位置が2のとさは、バイキセノン 
へッドランプのバルブソケットや配線 
に手を触れないで<ださい。高電圧の 
発生部分や高温部分があ0、それらに 
触れると非常に危険でず。 

バイキセノンへッドランプの交換は行 
なわないでください。交換は必ず分ル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場で行 
なってください。 

Qled やキセノンへッドランプはユ 
こット交換になるため、必ずルセ 
デス-ベンツ指定サービスエ場で交 
換作業を行なって < ださい。 

〇 U アフォグランプはち側のみでず。 


■化：？ 0 >1 り 
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フオグランプ 



ランプ 

ワット数 
け見格） 

① 

フ□ントフォ 
グランプ 

55 W ( H 7) 


テールランプ 


お客様自身で交換でさる電球は iU 下の 
通りでず。交換でさない場合や、その 
他の電球の交換については、必ずル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場に作 
業を依頼して < ださい。 


へッドランプ 



ランプ 

ワット数 
诚樹 

① 

フ□ント方向 
指示灯 

21 W (黄色） 

③ 

車幅灯/パー 
キングランプ 

5 W 

③ 

へッド ランプ 
上问き 

55 W ( H 7) 



ランプ 

ワット数 
(規格） 

① 

1」ァ方向指示灯 

21 W (黄色） 

③ 

パックランプ 

21 W 

③ 

U アフォグラン 
プ（ち側のみ） 

21 W 

④ 

ブレーキランプ 
/テールランプ 
/パーキングラ 
ンプ 

21 W 


I 


《上記の内容は取扱説明書作成時点のものであり、予告なく変更されることびありまず。 
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ワイパーブ レー ドの交換 


ライセンスランプ 



ランプ 

ワット数 
调格） 

① 

ライセンスラ 
ンプ 

5 W 


ワイ パー ブ レー ドの交換 


フ□ントワイ パー 


A 事故のおそれがあ0まず 

ワイバーブレードのゴムび劣化ずる 
と、ウインドウの水滴を十分に拭さ取 
れず、視界を巧げて事故の原因にな0 
まず。 

ワイパーブレードは年に2回の目まで 
交換してください。 


A けびのおそれびありまず 

ワイバーブレードを交換するときは、 
必ずエンジンスイッチからキーを抜し、 
てください。ワイバーび作動してけび 
をずるおそれびあ0まず。 


〇損傷を避けるため、ワイパーアー 
ムを起こずとさは、ワイパーブレー 
ドの: d ' ムに触れないでください。 


■化：？ 0 >1 り 


《上記の内容は取扱説明書作成時点のちのであり、予告なく変更されることびありまず。 
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ワイパーブレードを取り外ず 



左 A ンドル車 
①ワイパーブレード 
⑨ク U ップ 
④ワイ パーアーム 

► エンジンスイッチからキーを巧き 
ます。 

► ワイ パーアーム ④を起こしまず。 

►ク U ップ③を両側から押し込んで 
□ックを外し、ワイパーブレード 
①を③の方向にまねしまず。 

► ワイパーブ レー ド①を⑥の方向に 
押してワイパーアーム④から取り 
外します。 


ワイパーブレードを取り付ける 



ち八ンドル車 

①ワイパーブレード 

③クリップ 

③ ワイ パーアーム 

④ ワイパーアームの 先端 

⑥ワイパーブレードの取り付け部 

► 新しいワイ パーブレー ド①の取り 
付け部⑥をワイパーアーム③の先 
端④に合せまず。 

►ク U ップ③び□ックされるまで、 
ワイパーブレード①を矢印の方向 
に押し込みまず。 

►ワイパーブレードび、ワイパーアー 
ムに確実に固定ごれていることを 
確認します。 

► ワイ パーアームを 元の位置に戻し 
ます。 


I 
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ワイパーブ レー ドの交換 


U アワイ パー 


ワイパーブレードを取り付ける 


A けびのおそれびありまず 

ワイバーブレードを交換するとさは、 
必ずエンジンスイッチからキーを抜い 
てください。ワイバーび作動してけび 
をずるおそれびあ D まず。 

ワイパーブレードを取りがず 



►新しいワイパーブレードを、ワイ 
パーアームに 押し込んで □ ックし 
まず。 

►ワイパーブレードび、ワイパーアー 
ムに確実に固定されていることを 
確認します。 

► ワイパーブレードをワイパーアー 
ムと平行の位置にしまず。 

► ワイ パーアームを 元の位置に戻し 
ます。 


① ワイ パーアーム 
③ワイ バーフレー ド 


エンジンスイッチからキーを巧を 
ます。 

ワイパーアーム①を起こしまず。 
ワイパーブレード③をまわして、 
ワイパーアーム①と垂直の位置に 
します。 

ワイパーブレード③を矢印の方向に 
取り外しまず。 


■化：？ 0 >1 り 
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パンクしたとを 


心 事故のおそれびありまず 

• パンクしたとさは、あわててブレー 
キペダルを踏まないでください。ス 
テアリングをしっかり握って徐々に 
速度を落とし、安全な場所に停車し 
て < ださい。 

• パンクしたタイヤで走行しないでく 
ださい。車のコント □— ルを失い、 
事故を起こすおそれがあります。ま 
た、タイヤが異常に過熱して、火災 
が発生するおそれがあります。 

• 停車したときは、非常点滅なを点滅 
させてください。また、十分注意し 
なびら車の後ちに停止表示板を置い 
て < ださい。 

タイヤの交換または修理の準備 

• AIR マティックサスペンション装備 
車は、車高び通甫走行レベルになっ 
ていることを確認しまず（>170 
ページ)。 

>安全を確保でさる、かにくてずべり 
にくし、水平な場所に停車しまず。 

>非甫点滅灯を点滅させまず。 

>ステア U ングを直進の位置にして、 
パーキングブレーキを確実に効か 
せ、シフトポジションをにし 
ます。 

>エンジンを停止しまず。 

>イグニッション位置を0にずるか、 
エンジンスイッチにキーを差し込ん 
でいるとさは、エンジンスイッチか 
らキーを巧さまず。 


► 周囲の状況にま意しなびら乗員を車 
から降ろし、ただちにま全な場所に 
避難させまず。 

► 車の後方に停止表示板を置さまず。 

〇 高速道路や自動車専用道路では、 
車の後方に停止表示板を置 < ことが 
法律で義務付けられていまず。 


応急用スペアタイヤへの交換 

応急用スペアタイヤが車載されている 

車種は、パンクしたタイヤを応急用ス 

ペアタイヤに交換しまず。 

A 事故のおそれびありまず 

• 応急用スペアタイヤに交換したとさ 
は、必ず 80 km / h し U 下で走行して 
ください。また、 ESP の機能を解 
除しないでください。 

• 応急用スペアタイヤは短い時間の使 
用にとどめ、でさるだけ早く標準夕 
イヤに戻してください。 

• 応急用スペアタイヤと標準タイヤの 
サイズが異なるため、応急用 スペア 
タイヤを装着した場を、走行特性が 
大さく変化しまず。ミ主意して走行し 
て<ださい。 

Q 応急用スペアタイヤを2本政上装 
着して走行しないで<ださい。 

Q 応急用スペアタイヤは各車種専用 
です。他車のちのは使用しないで< 
ださい。 

〇車速感応ドア□ック（[>69ぺ一 
ジ）を設定した状態で車を押した 
り、車を持ち上げるとさは、イグ 
ニッシヨン位置を0にしてくださ 
し、車輪び回転ずると車び自動的 
に施淀され、車外に閉め出される 
おそれびありまず。 


I 
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。タイヤ交換をずるときは、必ず手 
袋を着用して<ださい。素手で作業 
を行なラとけがをずるおそれがあり 
ます。 

。タイヤ交換をずるときは、エンジ 
ンを始動しないで < ださい。 

タイヤ交換の準備 


►輪止め、ぶイールレンチ、ジャッ 
キ、ジャッキ八ンドル、ガイドボル 
卜、応急用スペアタイヤ用ホイール 
ボルト、電動エアポンプを準備しま 
す（[>272ページ）。 

► 作業中に車が動さ出ずのを防ぐた 
め、交換するタイヤの対角線の位 
置にあるタイヤの前後に輪止めを 
します。 

► やむを得ず傾斜地でタイヤ交換をず 
るときは、交換ずるタイヤの反対側 
の両輪の下0側に輪止めをしまず。 

〇 輪止めは1個車載されていまず。 
ちラ1個必要なとさは、適切な大 
ささの木片か石を輪止めとして使用 
して < ださい。 


► ぶイールレンチ①を矢印の方向にま 
わし、交換ずるタイヤのぶイールボ 
ルト （5 本）を約1回転ほどゆるめ 
ます。 

この時点では、ホイールボルトを取 
りがしません。 

P ぶイールレンチを使用ずるとき 
に、ぶイールレンチがホイールボル 
卜からがれるとけがをしたり、ボル 
卜を損傷ずるおそれがありまず 。 LU 
下の点に注意してください。 

• ホイールレンチを確実に差し込 
んで < ださい。 

• 足で踏んでまわさないで<だ 
さい。 

•両手で握り、ぶイール側に押し 
付けるよラにしながらまねして 
<ださい。 


ジヤツキアップ 



①ジャッキ 
©ダイヤル部 
@ジャッキサポート 



■化：？ 0 >1 り 


①巧イールレンチ 
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► ダイヤル部③を手で時計回りにまわ 
してジャッキを伸ばしなびら、交換 
するタイヤにおいジャッキサポート 
③にジャッキ①をあてまず。 

このとさ、ジャッキ①びジャッキサ 
ポート③に接してぐらつかない程度 
までダイヤル部③をまわしまず。 



④ジャッキ八ンドル 


► ジャッキ八ンドル④を 、 "AUF UP " 
の文字び見える面び手前にくるよ5 
に取り付けまず。 

► ジャッキ八ンドル④を繰り返し操作 
し、タイヤび i せ面から離れるまで 
ゆつ< りとジャッキアップしまず。 

A けびのおそれびあ0まず 

車び車載のジャッキだけですえ!5れて 
いるとさは、ミ夫して車の下に身体を入 
れないで < ださい。 

ジャッキび外れると、車に巧まれて致 
命的なけびをするおそれびあ0まず。 
ジャツキは車を一時的に持ち上げると 
さだけに使用して < ださい。 


[I ジャッキアップしているとさは、 
(下のことを行なわないでくださ 
しん車び落下ずるおそれびありまず。 

• エンジンの始動 
• ドアやテールゲートの開閉 
• パーキングブレーキの解除 

〇ジャッキアップしたとさのタイヤ 
の高さは、 i せ面から 3 cm (内にし 
て < ださし、。 

P ジャッキアップずる前に柔員や荷 
物を車ひら降ろして < ださい。 

。ジャ ッ キサ ポー トしツ外の位置で 
ジャッキアップしないで<ださい。 
車び落下ずるおそれびあ0まず。 

〇ジャッキ アームの 先端び正しく 
ジャッキサポートに入っていること 
を確認してください。 

H 側面から見て、ジャッキび垂直に 
なるように取り付けてください。 

H ジャッキの底面び、確実に路面 
に接化ずるように取り付けてくだ 
さし、。 



⑥正しい取り付けかた 
⑥間違つた取り付けかた 


〇 ジャッキサポートは前輪の後方、 
後輪の前方のボディ下部4力所に 
設けられていまず。 


I 
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タイヤの取りがし 



①ガイドボルト 


► 上側のホイールボルトを1本がし 
9 〇 

► そのネジ巧に車載工具のガイドボル 
卜①をねじ込みまず。 

►残りのホイールボルトを外して、夕 
イヤを取り外しまず。 

Q ホイールボルトに砂や泥が付着し 
ないように注意してください。 

H タイヤを地面に置くときは、ぶ 
イールの外側を下にしないで<ださ 
し、。ホイールに傷が付くおそれがあ 
りまず。 

H ホイールをがしたときは、ホイー 
ルの内側を十分に清掃し、点検をし 
て<ださい。 U ムの凹みや曲がりは 
タイヤ空気圧減少の原因になり、夕 
イヤを損傷するおそれがありまず。 

Q ホイールボルトに損傷や謂がある 
ときは交換してください。また、ネ 
ジ山には決してオイルやグ U スを塗 
巧しないでください。ボルトがゆる 
むおそれがあ0まず。 

Q ホイール八ブのネジ山を損傷した 
とさは、走行しないで^ルセデス- 
べンツ指定サービスエ場に連絡して 
<ださい。 


ホイールポルト 



①標準タイヤ用ホイ ー >1レボルト 
©応急用スペアタイヤ用ホイールボルト 

車載工具などが収納されているトレイ 
(1>273ページ）、または応急用スペア 
タイヤのホイールに添付されているぶ 
イールボルト©を使用しまず。 

標準タイヤ用ホイールで使用している 
ぶイールボルト①は使用しないで<だ 
さい。 

A 事故のおそれびありまず 

• 応急用スペアタイヤを装着するとさ 
は、必ずホイールボルト©を使用し 
て < ださい。 

標準タイヤのホイールボルトで応急 
用スペアタイヤを取り付けると、ホ 
イールを十分に固定ずることがでさ 
ず、走行中にタイヤが外れて事故を 
起こしたり、ブレーキシステムを損 
傷するおそれがあります。 

• ホイールボルトは、ホイールに適合 
した純正品だけを使用して<ださ 
し、。純正品！;^外のボルトを使用する 
と、ホイールが脱落して事故を起こ 
ずおそれがありまず。 


■化：？ 0 >1 り 
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応急用スペアタイヤの取り付け 



①応急用スペアタイヤ 
③ガイドボルト 


► 応急用スペアタイヤ①のホイールお 
よびノ \ブの接合面に砂やミちれなどび 
ないことを確認しまず。 

► ガイドボルト③に合わせて応急用ス 
ペアタイヤ①を取り付けまず。 

► 4本のホイールボルトを取り付け、 
巧ち線の順まに軽く締め付けまず。 

► ガイドボルトを取り外し、5本目の 
ホイールボルトを取り付け、軽く締 
め付けまず。 

A けがのおそれびあ0まず 

ジャッキアップした状態でホイールボ 

ルトを強 < 締め付けないで < ださい。 

締め付ける勢いでジヤツキび外れるお 

それびあ0まず。 


応急用スペアタイヤに空気を入れる 

車種や仕様により車載されている電動 

エアポンプび異なりまず。 

A 事故のおそれびあ0まず 

• 空気圧の低いタイヤで走巧しないで 
ください。タイヤび過熱して破裂し 
た0、火災を起こずおそれびあ0ま 
ず。おず規定の空気圧を守って<だ 
さし、。 

• タイヤに空気を入れずざないでくだ 
さい。空気を入れすぎたタイヤは、 
路上の破片や凹みなどにより損傷し 
たりパンクしやすくなります。必ず 
規定の空気圧を守ってください。 

• 必ず応急用スペアタイヤに空気を入 
れてからジヤツキダウンしてくださ 
し、。ホイールリムを損傷ずるおそれ 
がおりまず。 

嫁電動エアポンプの形状や絵柄などは、 
イラストと異なる場合がありまず。使 
用ち法がわからないとさは、^ルセデ 
ス-ベンツ指定サービスエ場におたず 
ね < ださい。 


I 
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空気圧ゲージ別体型 



①フラップ 
③電源スイッチ 

③ 電源プラグ 

④ 空気圧 ゲージ 
⑥ エアホース 
⑥空気圧調整バルブ 

► フラップ①を開いて電源プラグ③と 
エアホース⑥を取り出しまず。 

► 空気圧バルブ⑥び閉じていることを 
確認します。 


空気圧ゲージー体型 



③電源スイッチ 

③ 電源プラグ 

④ 空気圧ゲージ 

⑥ エアホース 

⑦ 空気圧調整ボタン 

► 電動エアポンプの裏面から電源プラ 
グ③とエアホース⑥を取り出しまず。 



⑨バルブキャップ 


► 応急用スペアタイヤのバルブキヤッ 
プ⑨を外しまず。 



⑥ エアホース 
⑨バルブ 


► 電動エアポンプのエアホース⑤を応 
急用スペアタイヤのバルブ⑨に取り 
付けまず。 

► 電動エアポンプの電源スイッチ③を 
0 (オフの位置）にしまず。 

► 電源プラグ③をラゲッジルームか、 
センターコンソール後方の1 2 V 電 
源ソケットい230ページ）に差し 
込みます。 

〇ライター用ソケットには電源プラ 
グ③を差し込まないでください。 

► イグニッシヨン位置を2にしまず。 


■化：？ 0 >1 り 
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► 電動エアポンプの電源スイッチ③を 
I (オンの位置）にしまず。 

電動エアポンプび作動して、応急 
用スペアタイヤに空気び送り込ま 
れます。 

► 空気圧 ゲージ ④び 3.0 バールになっ 
たら、電動エアポンプの電源スイッ 
チ③を〇 (オフの位置）にしまず。 

► 3.0 ba 「 を超えたときは、空気正調 
整ノりレブ⑥をゆるめるか、空気圧調 
整ボタン⑦を押して、空気を巧いて 
調整します。 

►12 V 電源ソケット電源プラグ③を 
抜さ、応急用スペアタイヤのバルブ 
からエアホース⑥を取り外しまず。 

► 応急用スペアタイヤのバルブキャッ 
プを取0付けまず。 

P 電動エアポンプを作動させるとさ 
は、電動エアポンプに貼付されてい 
る取扱方法を参考にして < ださい。 

P 応急用スペアタイヤを取り付ける 
前に、応急用スペアタイヤに空気を 
入れないで < ださい。 

P 電動エアポンプの最大連続作動時 
間を守ってください。ポンプび過熱 
して損傷したり、乂傷をずるおそれ 
びありまず。最大連続作動時間は、 
電動エアポンプに貼付されているス 
テッカーに記載されていまず。 

P 電動エアポンプを作動させている 
とさはエンジンを始動しないで<だ 
さい。 

P 電動エアポンプやエア ホースは 作 
動中に金属部分などび熱<なりま 
す。必ず手袋を着用して作業を行 
なって < ださい。 


〇電動エアポンプを再び作動させる 
とさは、ポンプび;ちえた状態になつ 
ていることを確認して < ださい。 

ジャッキダウン 


► ジャッキ八ンドルを 、 "AB DOWN " 
の文字び見える面び手前にくるよ5 
に取り付けまず。 

► ジャッキ八ンドルを繰り返し操作 
し、ゆっくりボディを下げてタイヤ 
を接地させます。 

► ジャッキを外しまず。 

P ジャッキ八ンドルは 、" AB DOWN " 
の文字び見える面び手前にくるよラ 
に取り付けないと、ジャッキダウン 
でさません。 


ホイールボルトの締め付け 



► 図の順までホイールボル h を均一に 
締め付けまず。 


ホイールボルトの締め付けトルクの 
規定値は15 kg-m (150 Nm ) でず。 

A 事故のおそれびあ0まず 

ホイールを交換した後は、ずみやかに 
メルセデス-ベンツ指定サービスエ場 
でホイールボルトの締め付けトルクを 
確認してくださし、。 


I se—^ 
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► ジャッキを元の状態に戻し、車載エ 
具や輪止めなどととちに元の位置に 
戻しまず。 

► 外したタイヤはラゲッジルーム内 
に収納し、確実に固定してくだ 
さい。 

P ホイールレンチを使用ずるとき、 
ホイールレンチがホイールボルトか 
らがれると、けがをしたり、ボルト 
を損傷するおそれがありまず。下 
の点にミ主意して < ださい。 

• ホイールレンチを確実に差し込 
んで<ださい 

• 足で踏んでまわさないで<ださい 

•両手で握り、ぶイール側に押し 
付けるようにしながらまわして 
<ださい 

また、ホイールレンチにパイプを継 
ざ足してまわすなど、必要(上にホ 
イールボルトを締め付けないで<だ 
さい。ぶイールボルトやネジ巧を損 
傷するおそれがありまず。 


タイヤフィットび車載されている 
車種 

応急用スペアタイヤが車載されていな 
い車種は、タイヤフィットでパンクし 
たタイヤを修理しまず。 

パンクしたタイヤをタイヤフィットで 
修理ずると、一時的に走行ずることが 
でさまず。 

タイヤフィットはが気温度が一20で 
上のとさに使用でさまず。 

応急用スペアタイヤが車載されている 
場をは、パンクしたタイヤを応急用ス 
ペアタイヤに交換しまず。詳しくは 
0313ページ）をご覧<ださい。 

A 事故のおそれびありまず 

• タイヤフィットによるパンク修理 
は、応急的なをのです。修理後は、 
空気圧が適正であってを、必ず標準 
タイヤに交換してください。 

• し U 下の状況のとさはタイヤフィット 
でタイヤを修理することがでさませ 
ん。他の方法で車両を移動させて< 
ださい。 

◊タイヤの傷が約 4 mm し U 上の場 
合や、凹み、亀裂、ひびなどが 
ある場合' 


◊タイヤの接地面 LU 外に傷がある 

+口- 

场口 

〇ホイールに損傷がある場合 
◊タイヤの空気圧が非常におかつ 
たり、空気び完全に抜けた状態 
のタイヤで走行した場含 
このよラなときは、絶対に走行しな 
いで、メルセデス-ベンツ指定ヴー 
ビスエ場に連絡してください。 


■化：？ 0 >1 り 


※タイヤフィットは、日本仕様には装備されません。 
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P タイヤを修理ずるとさは、必ず手 
袋を着用して<ださい。素手で作業 
を行なうとけがをずるおそれがあり 
ます。 

P タイヤを修理ずるときは、エンジ 
ンを始動しないでください。 

P 異甫のない適正な空気圧のタイヤ 
には、タイヤフィットを使用しなし、 
でください。タイヤの空気圧でタイ 
ヤフィットび漏れ出ずおそれびあり 
ます。 

P タイヤフィットが塗装面に付着し 
た場合は、ただちに湿らせた巧でお 
さ取って < ださい。 

Q タイヤフィットで修理したタイヤ 
は必ず交換して<ださい。そのまま 
使用することはできません。 

P タイヤフィットには使用期限があ 
りまず。期限が過ざたとさは新品 
に交換してください。また、タイヤ 
フイットの使用期限が過ざている場 
合は使用しないでください。 


タイヤフイットの準備 


心 けびのおそれびあ0まず 

使用上のま意を記載したステツカーが、 
電動エアポンプに貼付してありまず。 
使用ずる前に内容を確認してくださし、。 


車種や仕様により、車載されている電 
動エアポンプが異な0まず。 

►タイヤに刺さった、パンクの原因と 
思われるクギまたはネジなどは取り 
除かないで < ださい。 

► トランクフ□アボードの下からタイ 
ヤフィット、電動エアポンプを準備 
しまず。 



①最局速度表 7 JT のステツカー 


©タイヤフイット使用表示のステッカー 

► タイヤフイットに付属の最高速度表 
示のステッカー①をはがし、運転者 
の見やすい場所に貼りまず。 

► 修理ずるタイヤのパルブ付近に夕 
イヤフイット使用表示のステッ 
カー®を貼りまず。 


I 
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A けがのおそれびありまず 

タイヤフィットは、身体や衣服に付着 

しないよラにミ主意して < ださい。 

• 眼や皮膚に付着した場含は、ただち 
に清潔な水で十分に洗い流してくだ 
さし、。 

• 衣服に付着した場合は、ただちに付 
着した巧服を着替えてください。 

• アレルギー症状が出た場をは、ただ 
ちに医師の診断を受けてください。 

タイヤフィットは、子供の手が届かな 

い場所に保管してください。 

• 万一、子供がタイヤフィットを飲み 
込んだ場合は、ただちに水で口を十 
分すずぎ、水を大量に飲ませてくだ 
さし、 

• タイヤフィットを吐かせないでくだ 
さい。ただちに医師の診断を受けて 
<ださい。 

• タイヤフィットの臭気を暇い込まな 
いで <ださい。 

〇 タイヤフィットが漏れ出た場合 
は、そのまま乾燥させてください。 
乾燥すればフィルム状になり、剥が 
すことがでさまず。 

ちし、衣類にタイヤフィットが付着 
した場合は、ずみやかに洗濯して< 
ださい。 


タイヤを修理ずる 
(空気圧ゲージ別体型) 



①タイヤフィット 

©フラップ 

③ 凹部 

④ 電源スイッチ 

©電源プラグ 

©エア ホース 

©バルブ 

《電動エアポンプの形状や絵柄などは、イラス 
卜と異なることびありまず。使用ち法びわか 
らないとさは、メルセデス-ベンツ指定ヴー 
ビスエ場におたずねください。 

► 電動エアポンプのフラップ®を開さ 
ます。 

► 電源プラグ感とエアす、ース®を取り 
出しまず。 

► エアホース®をタイヤフィット①の 
バルブ③に確実に取り付けまず。 

〇電動エアポンプのエアホースは夕 
イヤフィットのバルブに確実に取り 
付けて<ださい。電動エアポンプの 
作動時に接続部からタイヤフィット 
び漏れ、身体や巧類に付着ずるおそ 
れびあ0まず。 


■化：？ 0 >1 り 
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► タイヤフイット①のバルブ⑦を下に 
して持ち、電動エアポンプの凹部③ 
に差し込みまず。 



rtmvmn jm 

⑨タイヤフ イツ トのホース 
⑨タイヤのバルブ 


►パンクしたタイヤのバルブ⑨からバ 
ルブキヤツプを取り外しまず。 



⑩空気圧調整(ルブ 
⑩ 空気圧 ゲージ 


► 空気圧調整ノ U レブ⑩び閉じているこ 
とを確認します。 

►タイヤフィットのホース⑨を、パン 
クしにタイヤのバルブ⑨に確実に取 
り付けまず。 

► 電動エアポンフの電源スイッチ④ 
び0 (停止の位置）になっているこ 
とを確認します。 

►12 V 電源ソケット（[>230ぺージ） 
に、電源プラグ③を差し込みまず。 


► イクニッシヨン位置を2にしまず。 

► 電動エアポンプの電源スイッチ④を 
I (作動の位置）にしまず。 

電動エアポンプび作動して、タイヤ 
び膨らみはじめまず。 

〇 最初にタイヤフィットびパンクし 
にタイヤに送り込まれまず。このと 
を、空気圧び一時的に約5バール 
まで高まることがありまず。 

この間は電動エアポンプの電源ス 
イッチ④を〇 (停止の位置）にしな 
いで < ださい。 

► 電動エアポンプを約日分間作動さ 
せます。空気圧がかな < とち 1.8 
バールに達していることを確認して 
<ださい。 

〇電動エアポンプを、作動時間の上 
限を超えて連続して作動させないで 
ください。ポンプび過熱して損傷し 
た0、乂傷をずるおそれびあ0まず。 

連続作動時間の上限は、電動エアポ 
ンプに貼付してあるステッカーに記 
載されています。 

電動エアポンプを再び作動させると 
をは、ポンプび;ちえた状態になって 
いることを確認してください。 

電動エアポンプを約5分間作動させ 
ても、空気圧び 1.8 バールに達しな 
し、場己： 

► 電動エアポンプの電源スイッチ④ 
を0 (停止の位置）にして、タイヤ 
のバルブからタイヤフ ィッ トのホー 
スを取り外し、タイヤフィットび夕 
イヤ内に行き;度るように、低速で車 
を約1 Om 前進または後退させまず。 


■化：？ Q >- り 
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〇タイヤのバルブからタイヤフィッ 
卜のホースを取り外ずとさは、接 
続部にタイヤフィットび入ってし、 
に袋か巧などを被せて < ださい。 
取り外ずときにタイヤフィットび 
漏れ、身体やを服に付着ずるおそ 
れびあ0まず。 

► 電動エアポンプひらタイヤフィット 
①を取り外しまず。 

► 電動エアポンプのエアホース⑥を、 
タイヤのバルブ⑨に確実に取り付け 
ます。 

►再度、タイヤに空気を入れまず。 

A 事故のおそれびありまず 

電動エアポンプを約5分間作動させ 
てを空気圧び 1.8 バールに達しない 
場合は、タイヤびかな0損傷してし、 
まず。それな上走行せず、メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場に連絡して 
<ださい。 

空気圧び 1.8 バールに達している 
場合： 

► 電動エアポンプの電源スイッチ④ 
を0 (停止の位置）にしまず。 

電動エアポンプび停止しまず。 

►12 V 電源ソケットひら電源プラグ 
⑥を巧きまず。 

► タイヤのバルブ⑨からタイヤフィッ 
卜のホース⑨を取り外しまず。 

〇タイヤのバルブからタイヤフィッ 
卜のホースを取り外ずとさは、接 
続部にタイヤフィットび入ってし、 
に袋か巧などを被せて < ださい。 
取り外ずときにタイヤフィットび 
漏れ、身体やを服に付着ずるおそ 
れびあ0まず。 


〇タイヤフィットを使用した後は、 
タイヤフィットのホースからタイヤ 
フィットび漏れることびありまず。 
タイヤフィットはシミやサビの原因 
になりまずので、タイヤフィットび 
収納されていた袋にタイヤフィット 
を入れて < ださい。 

► 修理したタイヤのバルブキャップを 
取り付けまず。 

► タイヤフィットと電動エアポンプ、 
停止表示板を収納しまず。 

► ただちに走行しまず。 

タイヤフィットびタイヤ内に行を 
ミ度り、損傷箇所び固まりやずくな 
りまず。 

►約10分間走行した後、電動エアポ 
ンプのエアホース⑥を修理した夕 
イヤのバルブに取り付けて、空気 
圧ゲージ⑩でタイヤ空気圧を点検 
し 9 〇 

A 事故のおそれびありまず 

空気圧び1 .3 バール！; TR こなっている 
場合は、タイヤびかな0損傷していま 
す。それな上走行せず、メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場に連絡して < 
ださい。 

► 空気圧び1 .3 バールし U 上の場合は、 
規定の空気圧に調整しまず。規定の 
空気圧は燃料給油フラップ裏側に貼 
付されているタイヤ空気圧ラベルを 
参照してください。 

規定の空気圧に達していない場合 
は、電動エアポンプでタイヤに空気 
を入れまず。 


■化：？ 0 >1 り 
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規定の空気圧を超えている場合は、 
空気圧ゲージ⑩の空気圧調整バル 
ブ⑩を緩めて調整します。 

► 最寄りのメルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場まで走行し、パンク 
したタイヤを交換します。 

► 新しいタイヤフイットについては、 
メルセデス-ベンツ指定サービス 
工場でお買い巧めください。 

A 事故のおそれびありまず 

タイヤフイットでタイヤを修理した 
後に走行するとさの最高速度は約 
80 km/h です。 

最高速度のステッカー " max . 80 km / h " 
は、必ず運転者の見やすい場所に貼つ 
て < ださい。 

車両操縦性に変化が現れることがあり 
まず。 カーブ 走行時や ブレーキ 時には 
慎重に運転してください。 

平環境 

タイヤフイットやそのボトルの廃棄 
は、メルセデス-ベンツ指定ヴービ 
スエ場で行なつてください。 


►タイヤフィットは、4年ごとに新品 
と交換してください。 


タイヤを修理ずる 
(空気圧ゲージー体型) 



①タイヤフィット 


③凹部 

③ 電源スイッチ 

④ 電源プラグ 

⑥ エアホース 

⑧バルブ 

《電動エアポンプのお状や絵柄などは、イラス 
卜と異なることびあります。使用ちをびわか 
S ないとさは、メルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場におたずねください。 

► 電動エアポンプの背面から電源プ 
ラグ④とエアホース⑥を取り出し 
9 〇 

► エア ホース ⑥をタイヤフ イッ ト① 
のバルブ⑧に確実に取り付けまず。 

〇電動エアポンプのエアホースは夕 
イヤフィットのバルブに確実に取り 
付けてください。電動エアポンプの 
作動時に接続部からタイヤフィット 
び漏れ、身体や巧類に付着ずるおそ 
れびありまず。 

►タイヤフィット①のバルブ⑥を下に 
して持ち、電動エアポンプの凹部③ 
に差し込みまず。 


■化：？ S - り 
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© 



⑦タイヤのバルブ 
⑨タイヤ フィッ トの ホース 

►パンクしたタイヤのパルブ⑦からバ 
ルブキャップを取り外しまず。 

►タイヤフィットのホース⑨を、パン 
クしたタイヤのバルブ⑦に確実に取 
り付けまず。 

► 電動エアポンプの電源スイッチ③び 
0 (停止の位置）になっていること 
を確認します。 

► 12 V 電源ソケット （0230 ぺージ） 
に、電源プラグ③を差し込みまず。 

► イグニッシヨン位置を2にしまず。 

► 電動エアポンプの電源スイッチ③を 
I (作動の位置）にしまず。 

電動エアポンプび作動して、タイヤ 
び膨らみはじめまず。 

〇 最初にタイヤフィットびパンクし 
たタイヤに送り込まれまず。このと 
さ、空気圧び一時的に約5バール 
まで高まることがありまず。 

この間は電動エアポンプの電源ス 
イッチ③を〇 (停止の位置）にしな 
いで < ださい。 


► 電動エアポンプを約5分間作動さ 
せます。空気圧がかなくとち 1.8 
バールに達していることを確認して 
<ださい。 

〇電動エアポンプを、作動時間の上 
限を超えて連続して作動させないで 
ください。ポンプび過熱して損傷し 
に0、乂傷をずるおそれびあ0まず。 

連続作動時間の上限は、電動エアポ 
ンプに貼付してあるステッカーに記 
載されています。 

電動エアポンプを再び作動させると 
をは、ポンプび;ちえた状態になって 
いることを確認してください。 

電動エアポンプを約5分間作動させ 
てち、空気圧び 1.8 バールに達しな 
し、場己： 

► 電動エアポンプの電源スイッチ③を 
0 (停止の位置）にして、タイヤの 
ノ U レブからタイヤフィットのホース 
を取り外し、タイヤフィットびタイ 
ヤ内に行さミ度るよラに、ほ速で車を 
約1 Om 前進まには後退ごせまず。 

P タイヤのバルブからタイヤフィッ 
卜のホースを取り外ずとさは、接 
続部にタイヤフィットび入ってい 
た袋か巧などを被せて < ださい。 
取り外ずときにタイヤフィットび 
漏れ、身体や巧服に付着ずるおそ 
れびあ0まず。 

► 電動エアポンプからタイヤフィット 
①を取り外しまず。 

► 電動エアポンプのエアホース⑥を、 
タイヤのバルブ⑦に確実に取り付け 
ます。 


■か：？ 0 >1 り 


►再度、タイヤに空気を入れまず。 
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心 事故のおそれびありまず 

電動エアポンプを約5分間作動させ 
てを空気圧が 1.8 バールに達しない 
場合は、タイヤがかなり損傷してい 
ます。それ上走行せず、メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場に連絡して 
<ださい。 


空気圧が 1.8 バールに達している 

•I ■日 - ■ 

场□- 

► 電動エアポンプの電源スイッチ③を 
0 (停止の位置）にしまず。 

電動エアポンプび停止しまず。 

►12 V 電源ソケットから電源プラグ 
④を巧きまず。 

► タイヤのバルブ⑦からタイヤフィッ 
卜のホース⑨を取り外しまず。 

〇タイヤのバルブからタイヤフィッ 
卜のホースを取り外ずとさは、接 
続部にタイヤフィットび入ってい 
た袋か巧などを被せて < ださい。 
取り外ずときにタイヤフィットび 
漏れ、身体やを服に付着ずるおそ 
れびありまず。 

H タイヤフィットを使用した後は、 
タイヤフィットのホースからタイヤ 
フィットび漏れることびありまず。 
タイヤフィットはシミやサビの原因 
になりまずので、タイヤフィットび 
収納されていに袋にタイヤフィット 
を入れて < ださい。 

► 修理したタイヤのノ U レブキャップを 
取り付けまず。 

► タイヤフイットと電動エアポンプ、 
停止表示板を収納します。 


► ただちに走行しまず。 

タイヤフイットびタイヤ巧に行き 
ミ度り、損傷箇所び固まりやずくな 
りまず。 



⑨ 空気圧調整ボタン 

⑩ 空気圧ゲージ 


►約10分間走行した後、電動エアポ 
ンプのエアホース⑥を修理した夕 
イヤのバルブに取り付けて、電動 
エアポンプの空気圧ゲージ⑩で夕 
イヤ空気圧を点検しまず。 

A 事故のおそれびあ0まず 

空気圧び1 .3 バール！; TF になっている 
場合は、タイヤびかなり損傷していま 
す。それ L ツ上走行せず、メルセデス- 
ベンツ指定サービスエ場に連絡 してく 
ださい。 


► 空気圧び1 .3 バールし U 上の場合は、 
規定の空気圧に調整しまず。規定の 
空気圧は燃料給油フラップ裏側に貼 
付されているタイヤ空気圧ラベルを 
参照して < ださし、。 

規定の空気圧に達していない場合 
は、電動エアポンプでタイヤに空気 
を入れまず。 


■化：？ Q >- り 





バツテリー 


規定の空気圧を超えている場合は、 
タイヤ フイツ トの ホー ス⑨の先端に 
ある空気圧調整ボタン⑨を押して調 
整します。 

► 最寄りのメルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場まで走行し、パンク 
したタイヤを交換しまず。 

► 新しいタイヤフイツトについては、 
メルセデス-ベンツ指定サービス 
工場でお買い巧めください。 

A 事故のおそれびありまず 

タイヤフイツトでタイヤを修理した 
後に走行するとさの最高速度は約 
80 km/h でず。 

最高速度のステ ツカー " max . 80 km / h " 
は、必ず運転者の見やすい場所に貼つ 
て < ださい。 

車両操縦性に変化が現れることがあり 
ます。 カーブ 走行時や ブレーキ 時には 
慎重に運転してください。 

9環境 

タイヤフイツトやそのボトルの廃棄 
は、メルセデス-ベンツ指定サービ 
スエ場で行なつてくださし、。 

►タイヤフィットは、4年ごとに新品 
と交換して < ださし、。 


バッテ U - 取り扱いの一般的な注意] 

バッテ U —の性能を長期にわたつて最 
大限に発揮させるためには、バッテ 
U —び苗に十分充電されていることび 
必要でず。 

車を長期間使用しないとさや、短距離、 
短時間の走行が多いとさは、通常より 
ち頻繁にパッテ U —液量などを点検し 
て < ださい。 

バッテ U —の爆発を防ぐため、バッ 
テ U —は必ず指定品を使用して<だ 
さい。 

車を長期間使用しないとさの保管方法 
などは、ルセデス-ベンツ指定サー 
ビスエ場におたずね < ださい。 

爆発の危険があ0ます。 


バッテ U —を取0扱ってし、 
るときは、火気や裸乂、乂 
巧、タパコなどを近付けな 
いで < ださい。 

火巧が出ないよラにま意し 
て < ださい。 

バッテ U —液は腐食性があ 
りまず。皮膚や眼、衣服に 
付着しないように注意して 
<ださい。 

手袋やエプ□ン、マスクを 
着用して < ださい。 

バッテ U -液が付着したと 
さは、ずぐに清潔な水で十 
分に洗い流し、医師の診断 
を受けて < ださい。 





■化：？ 0 >1 り 
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バッテ U —を取り扱5とき 
は保護眼鏡を着用してくだ 
ごい。 

(§) 

モ供をお付けないで<だ 
ごい。 

0 

取扱説明書の指示に従って 
<ださい。 

/ K けびのおそれびあ0まず 


爆発や火傷を防ぐため、バッテリーを 
取り扱ラとさはじ(下の事項を守ってく 
ださい。 


• バッテ U —を傾けたり横倒しにしな 
いで < ださし、。 

• 金属製の工具などをバッテリーの上 
に置かないでください。バッテリー 
がショートして可燃性のガスに発火 
し、バッテ U —が爆発するおそれび 
お0ます。 

• 静電気を防ぐため、含成繊維の衣服 
を着用しないで < ださい。また、カー 
ぺットの上などでバッテリーを引を 
ずらないでください。 

• バッテ U —に触れるときは、先に車 
体などに触れて、身体の静電気を放 
電させて < ださい。 

• 布などでバッテ U —を拭かないでく 
ださい。静電気や火花が発生して、 
バッテ U —が爆発ずるおそれがあり 
ます。 


〇安全のため、バッテ U —端テをゆ 
るめたりがずときは、エンジンス 
イッチからキーを抜くか、キーレス 
3— スイッチ*を押してイグこッ 
ション位置を0にし、ずべての表 
示口/警告灯が消灯していること 
を確認して<ださい。<ださい。電 
気系部品やオルタネーターを損傷ず 
るおそれがあ0まず。 

バッテ U —の点検や交換は、ルセ 
デス-ベンツ指定サービスエ場で行 
なってください。かなくとち2年 
ごとまたは20,000 km ごとに点検- 
交換を行なって < ださい。 

〇 バッテ U —端テの取りがし、バッ 
テ U —の取りがし、充電、交換につ 
し、ては、ルセデス•ベンツ指定ヴー 
ビスエ場で作業ずることをお勧めし 
9 〇 

〇 バッテ U —の接続が一時的に断た 
れたとさは、下のよ5な作業が必 
要になることがありまず。 

• COMAND システムの再設定 

• ドアウインドウの U セット 
01 13ページ） 

• パノラミックスライディング 
ルーフ * のリセット0208ペー 
ジ） 

• 施錠時のドア S ラー格納の U 
セット（[>92ページ） 

9 環境 

環境保護のため、使用済みのバッテ 
リーを廃棄するとさは、新しいバッテ 
リーをお買いまめになった販売店に廃 
妻処分を依頼してください。 


I 


オプションや仕様により、異なる装備です。 
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バッテリーの位置 


VRLA バッテ U — 


バッテ U —はち側フ□ントシート下部 
にありまず。 

バッテ U —の交換や充電はメルセデ 
ス-ベンツ指定サービスエ場で行なつ 
て < ださい。 

〇他車のバッテ U —を電源としてエ 

■ ンジンを始動ずるとさは、エンジン 

ルーム 内の端テに ブースターケー ブ 
ルを接続してください （>332 ぺ一 
化 ジ)。 


I インジケーター付き■バッテ IJ — 



①インジケーター 


バッテ U —のケースび黒色で、上面に 
VRLA - BATTERY のラベルびある場合 
は、バッテ U —液量の点検や補充はで 
さません。また、危険でずので分解は 
絶対に行なわないでください。点検に 
ついてはメルセデス.ベンツ指定サー 
ビスエ場におたずねください。 


ケースび黒色で、上面にインジケー 
夕一①びあるバッテリーは、バッテ 
U —液の補充はでさません。 

インジケーター①は、バッテ U —の液 
量や充電状態び適正なとさは黒色に、 
バッテ U —の交換び必要なとさは白色 
になりまず。 

インジケーターび白色になったとを 
は、メルセデス-ベンツ指定サービス 
工場に交換を依頼してくだごい。 

また、を険でずので分解は絶対に行な 
わないで < ださい。 
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バッテリーびあびつたとを 


バッテ U —の電圧びほ下し、エンジ 
ンの始動び困難なとさは、ブースター 
ケーフルを使用してイ也車のバッテ 
1」一を電源として始動ずることびで 
さまず。 

他車のバッテ U —とブースターケーブ 
ルを接続するとをは、エンジンルーム 
の向かって左側にある®端子と台端モ 
にブースターケーブルを接続しまず。 

作業を始める前に、おず(降に記載ず 
る説日月を読んで < ださい。 

• エンジンと触媒び;ちえているとさに 
行なってくださし)。 

• バッテ U —び凍結しているとさは 
エンジン始動を行なわないで<だ 
ごい。 

• 救援車のバッテ1」一び、1 2 V バッ 
テリーであることを確認してくだ 
ごい。 

• 十分な容量と太さびあり、絶縁され 
にクランプを持つ ブースターケーブ 
ルを使用してください。 

〇 放電したバッテ U —液は、約一 
10でで凍結しまず。凍結している 
とさは、火気を近付けずにバッテ 
リー全体を暖め（約日 crcLU 下）、バッ 
テリー液を解凍してからエンジンを 
始動して < ださい。 

〇 他車のバッテ U —を電源としたエ 
ンジン始動について、詳し<はル 
セデス-ベンツ指定サービスエ場に 
おたずね < ださい。 


A けびのおそれびありまず 

• 作業を始める前に必ずし U 降に記載す 
る説明を読んでください。説明を守 
らないと、電気装備を損傷したり、 
バッテ U —が爆発してけがをずるお 
それがあ0まず。 

• たばこなどの火気を近付けたり、乂 
花を発生させたりしないで<ださ 
し、。バッテ U —が爆発してけがをす 
るおそれがあ0まず。 

• 他車のバッテ U —を電源として始動 
しているとさは、バッテ U —をのぞ 
き込まないでください。万一、爆発 
したとさにけがをずるおそれがあり 
まず。 

• 他車のバッテリーを電源として始動 
ずるとさは、バッテリーを傾けない 
で<ださい。バッテリーが爆発して 
けがをするおそれがあります。 

P エンジン始動操作を長時間繰り返 
して行なわないで <ださい。 

エンジン始動を2〜3回試みてち 
始動でさないとさはルセデス-ベ 
ンツ指定サービスエ場に連絡して< 
ださい。 

エンジンを始動でさたとさち、ずみ 
やかにルセデス-ベンツ指定ヴー 
ビスエ場でバッテ U —の点検を行 
なって < ださい。 

Q 急速充電器によりエンジン始動を 
行なわないで < ださい。 

Q エンジンが暖まっているとさは、 
他車のバッテ U —を電源として始動 
しないで < ださい。 

D 救援車により接続方法が異なるこ 
とがありまず。接続前に救援車の取 
扱説明書ちお読み < ださい。 


■化：？ S - り 
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始動の方法 



①自車の货端子カバー 

③自車の货端子 

③ 救援車の货端モ 

④ 救援車の台端モ 

⑥救援車の台端モ 

►バッテ U - 電圧び同じ （12 V ) で、 
バッテ U —容量び同程度の救援車を 
用意します。 

► 自車と救援車び接触していないこと 
を確認します。 

► パーキングブレーキを確実に効かせ 
て、シフトポジションを ■ミ ■ にし 
ます。 

► 救援車のエンジンを停止しまず。 

► 両車の電気装備をすべて停止し 
ます。 

► ボンネットを開をまず。 

► 自車の®端モカバー①を矢印の方向 
に開をまず。 


► 自車の苗端モ③に赤色ブースター 
ケーブルを接続しまず。 

► 救援車のバッテ U — の苗端子③にホ 
色ブースターケーブ j レの反対側を接 
続します。 

► 救援車のエンジンを始動し、アイド 
U ング状態にしまず。 

► 救援車のバッテ1」一の台端子④に 
黒色ブースターケーブルを接続し 
ます。 

► 自車の台端モ⑥に黒色ブースター 
ケーブルの反対側を接続しまず。 

〇 仕様により、自車の台端モ⑥には 
キャップび取り付けられていまず。 

► 自車のエンジンを始動しまず。 


■か：？ 0 >1 り 
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► 両車の台端子を接続しているケーブ 
ル、次に両車の®端テを接続してい 
るケーブルを取り外しまず。 

し、ずれのケーブルを取り外ずとさ 
を、自車の端子から先に取り外し 
まず。 

► 必要のない電気装備を停止しまず。 

► メルセデス-ベンツ指定サービスエ 
場でバッテ U —の点検を受けてくだ 
さし、。 


けん引 


A 事故のおそれびありまず 

• エンジンがかかっていないとをはブ 
レーキやステアリングの操作に非常 
に大さな力が必要になります。 

• けん引されるとさは、ステアリング 
が□ックしていないことを確認して 
<ださい。 

Q けん引はでさるだけ避けて<ださ 
し、。自走でさないとさは、専門業者 
に依頼して車両運搬車で搬送して< 
ださい。 

Q トランスミッションを損傷してい 
るとさは、車両運搬車で搬送して< 
ださい。 

H やむを得ず、他車にけん引してち 
らラとさは iu 降に記載する説明に 
従ってください。 

Q 前輪または後輪のみを持ち上げた 
状態でけん引しないで<ださい。駆 
動装置などを損傷ずるおそれがあり 
ます。 

U けん引されるときは、車速感応ド 
ア□ックを解除してください069 
ページ）。車輪が回転ずると車が自 
動的に施錠され、車がに閉め出され 
るおそれがあ0まず。 

Q -般道では 30 km/h Li (下の速度 
で、距離は日 OkmLU 内に限り、け 
ん引走行ずることがでさまず。距離 
が 50 km を超えるときは、必ず車 
両運搬車を利用して<ださい。トラ 
ンス S ッションを損傷ずるおそれが 
ありまず。 


■化：？ Q >- り 






けん引 


P けん引□ープを使用してけん引さ 

れるとをは、 LU 下の点にミ主意してく 

ださい。 

• ワイヤー□ープやチェーンを使 
用しないで < ださい。車を損傷 
するおそれびありまず。 

• □—プの長さは 5 m じ(巧とし、 
□—プの中央に白巧 （30 cm X 
30 cm Li (上）を付けて2台の車 
び□ーフでつなびれていること 
を周囲に明示して < ださい。 

• □ープは両車とちできるだけ同 
じ側につないで < ださい。 

• けん引フック LU がには□ープを 
かけないで <ださい。 

• □ープに無理な力や衝撃がかか 
らないよ5にして < ださい。 

• 走行中、□ープをたるませない 
ように前車のブレーキランプに 
注意しながら車間距離を調整し 
て < ださい。 


けん引フックの取り付け _ 

けん引フックの取り付け位■(フ□ント) 



マ -.- ii 


① カバー 
③ マーク 

フ□ントバンパーの向かって左側にあ 
りまず。 

► マーク③を押しなびら、カバー①を 
手前に引いて外しまず。 

けん引フックの取り付け位置（リア） 



① カバー 


■化：？ 0 >1 り 


リアバン J (—の向かってち側にありまず。 

► カバー①の上側にヘラなどを差し込 
んで、カバー①を取り外しまず。 
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けん引フックを取り付ける 

► 車載工具0272ページ）からけん 
引フックとホイールレンチを取り出 
します。 

► 内部のネジ巧にけん引フックをねじ 
込み、停止するまで手で締め込みまず。 

► さらに、ホイールレンチの柄の部分 
をけん引フックの U ング部分に差し 
込み、確実に締め付けまず。 


けん引ずる _ 

エンジンむ‘巧台動でをるとを 

► エンジンを始動し、シフトポジショ 
ンを m にしまず。 

エンジンむ巧台動でをないとを 

► キーレスゴー装備車は、エンジンス 
イッチからキーレス zl —スイッチを 
取り外しまず。 

► エンジンスイッチにキーを差し込 
み、イグニッション位置を2にし 
てシフ h ポジションを m にしま 
す。さらにイグニッション位置を0 
にして、エンジンスイッチにキーを 
差し込んだままにしまず。 

バッテリーびあびっているとを 

バッテ1」一びあびっているとさは、シ 
フトポジションび匿ミ ■ に□ックされ 
ることびありまず。シフトポジション 
を El にずるには、ブースターケー 
ブ J レを使用して他車のバッテ U —から 
電力を巧給してください （^331 ペー 
ジ)。 

それでをシフトポジションを m に 
でさないとさはメルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場に連絡してください。 


車を運搬ずる _ 

けん引フックは、車両運搬車に車を積 
載ずるとさにを使用でさまず。 

D 車両運搬車に積載して車両を固定 
ずるときは、固定□ープをヴスペン 
シヨ ンなとの乂ン )(一部分にかけな 
いで<ださい。車体を損傷ずるおそ 
れがありまず。 


「けん引ずるときの注意 

トランスファーやアクスルが故障して 
いるとさは、 Li (下の点に注意してけん 
引して < ださい。 

この作業はでさるだけ専門業者に依頼 
して < ださい。 

Q プ□ペラシャフトの取り付けナツ 
卜は再使用でさません。プ□ペラ 
シャフトを取り付けるときは、必ず 
新品の取り付けナツトを使用して< 
ださい。 

詳し<はルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場におたずね<ださい。 

トランスファーび故障しているとを 

► 前後のアクスルとトランスファーの 
間のプ□ペラシャフトをがしまず。 

► フ□ントアクスルを上げてけん引し 
^ 〇 


I se—^ 
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ーズの交換 


フ□ントアクスルび損傷しているとき 

► リアアクスルとトランスファーの間 
のプ□ペラシャフトをがしまず。 

► フ□ントアクスルを上げてけん引し 
ます。 

リアアクスルび損傷しているとを 

► フ□ントアクスルとトランスファー 
の間のプ □ペラシャフ 卜をがしまず。 

► リアアクスルを上げてけん引しまず。 

めかるみなどか5けん引ずるとを 

めかるみなどで動けな<なったとさ 
は、 iU 下の点にミ主意してけん引して< 
ださい。 

• 車を急激に引き出したり、斜めに引 
さ出さないで<ださい。車体を損傷 
するおそれがありまず。 

• トレーラーをけん引している場合 
は、絶対にトレーラーを接続したま 
ま車を弓 I さ出さないで < ださい。 

この場合はトレーラーをがし、車両 
後部のトレーラーカップ U ングを引 
くようにし、できるだけ走行してき 
たわだちに沿って後方へ引さ出して 
<ださい。 


-ズの交換 


電気装備が作動しないとさはヒューズ 
が切れていることが考えられまず。 

ヒューズが切れているとさは、ヒュー 
ズを交換して < ださい。 

ヒューズー覧は0338ページ）をご 
覧< ださい。 

A 事故のおそれびありまず 

規格や容量の異なるヒューズ、改造や 
修理をしたヒューズなどを使用しない 
でください。また、針金などで代用し 
ないで<ださい。火災が発生ずるおそ 
れがおりまず。 

H カバーを取りがしたときに、 
ヒューズボックスの内部に水や湿 
気、ほこりなどが入らないようにし 
て < ださい。 



①切り欠さ部 
©カバー 

► 切り欠さ部①にマイナスドライバー 
などを差し込んで、カバー③を開き 
ます。 


■化：？ 0 >1 り 
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〇 ドライバーなどの先端を巧切れな 
どで覆ラと、カバーなどの損傷を 
防ぐことびでさまず。 

► カバーを取り付けるとさは、最初に 
カノ く一の上部を差し込みまず。 

ラゲッジルームのヒューズボックス 


エンジン ルー ム内のヒ ューズボツ クス 




①内張0 

ラゲッジ ルームのヒューズ ボックス 
は、ラゲッジフ□アボード下のち側に 
ありまず。 

► ラゲッジフ□アボードを開さまず 
(0271 ページ）。 

► ち側の巧張り①を矢印の方向にめく 
りまず。 

► 巧部にある内張りをめくりまず。 


①ノブ 
③ カバー 

► ノブ①を矢印の方向に引き上げ 
ます。 

► カバー③を取り外しまず。 

H カバーを取り付けるときは、 
ヒューズボックスの シールび 正し< 
密着ずるよ5にしてください。また、 
ノブ①を確実に押し込んで、カバー 
を装着してください。 


ヒューズを交換ずる 


► キーを巧くか、イグニッシヨン位置 
を0にしまず。 

► ずべての電気装備を停止しまず。 

► ヒューズー覧（1>338ぺージ）を参 
考に作動しない電気装備に該当ずる 
ヒューズを確認します。 

► 該当ヒューズを取り外しまず。 

► ヒューズを点検し、む線部び切れて 
いる（溶断）とさは同じ電流値（色） 
のヒューズと交換します。 


I 
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ーズの交換 


〇 ヒューズ配置表（英文）は、ラゲッ 
ジフ□アボード下の車載工具などび 
入ったトレイにありまず。 

〇け下のよ5なとさは、ただちにメ 
ルセデス.ベンツ指定サービスエ場 
で点検を受けてください。 

• ヒューズを交換してちすぐに切 
れにり、装備び作動しないとさ 

• ヒューズに異常はないび、電気 
装備び作動しないとき 


ヒューズー覧 


ダッシュボードち側のヒューズボックス 


ヒューズ 

番号 

アンペア 

数 

装置名 

10 

1曰 A 

U アエアコンディショ 
ナーブ n アモーター 

11 

5A 

インストルメントパネル 

12 

15A 

エアコンディショナーモ 
ジュール 

13 

5A 

ステアリング調整 
スイッチパネル 

14 

7.5A 

イグニッション n ック 

15 

己 A 

コンパスモジュール 
ディアインターフエース 

16 

— 

未使用 

17 

— 

未使巧 

18 

— 

未使用 


ラゲッジルーム①ヒューズボックス 


ヒューズ 

番号 

アンペア 

数 

装置名 

20 

己 A 

アンテナ 

21 

5A 

U アエアコンディショナー 
コント n —ルパネル 

22 

己 A 

パークトロニック 
を熱ヒーター/ベンチ 
レーション 


ヒューズ 

アンペア 

装置名 

番号 

数 


23 

1 日 A 

携帯電話ユニット 

24 

4 日 A 

シートべ J レトテンショナー 

25 

15A 

C0MAND システム 

26 

25A 

助手席側ドアコント□一 
ルユニット 

27 

3 曰 A 

助手席シート調整 

28 

3 曰 A 

運転席シート調整 

29 

斗 0A 

シートべ J レトテンショナー 

30 

4 日 A 

燃料ポンプコント□ール 

ユニット 

31 

1 日 A 

オプション 

32 

15A 

AIR マティックサスペン 
ション 

33 

25A 

キーレス Zl — 

34 

25A 

運転席側ドアコント□一 
ルユニット 

35 

3 曰 A 

オーディオアンプ 

36 

10A 

Vに S システム 

37 

5A 

パーキングアシストリア 
ビユーカ;>^ラ 

38 

10A 

C0MAND システム 

39 

7.5A 

タイヤ空気圧警告システム 

40 

3 日 A 

EASY-PACK 自動開閉 
テールゲート 

41 

25A 

ルーフユニット 

42 

25A 

パノラミックスライディ 
ングルーフ 

43 

2 日 A 

燃料ポンプコントロール 
ユニット 

44 

— 

未使 巧 



12V 電源ソケット（セン 

45 

20A 

ターコンソール後で、ラ 
ゲッジルーム） 

46 

15A 

ライター 

47 

1 日 A 

オプション 

48 

己 A 

オプション 

49 

30A 

U アデフォッガー 

50 

15A 

U ァワィ パー 


■か：？ 0 >1 り 














ヒューズ 

アンペア 

装置名 

番号 

数 


51 

5A 

エンジンコント n— ルユ 

ニット 

52 

己 A 

オプション 



AIR マティックサスペン 

53 

已 A 

ション 

燃料ポンプコント□ール 

ユニット 

5 斗 

己 A 

へッドランプ照射角度調整 

己 5 

7.5A 

インストル;ントパネル 
ランプスイッチ 

56 

已 A 

オプション 

己 7 

20A 

燃料ポンプ 

己 8 

7.5A 

自己診断ソケット 

己 9 

7.5A 

NECK PRO アクティブ 
へッ ドレ スト 



グ n —ブボックス照明 

60 

已 A 

フ□ントワイパー 
wcs システム 

61 

7.5A 

エアバッグシステム 

62 

— 

ま使用 

63 

— 

ま使用 

6 斗 

— 

ま使用 

65 

— 

ま使用 

66 

— 

ま使用 

67 

2 已 A 

送風 □ (後席） 

68 

— 

ま使用 

69 

— 

ま使用 

70 

— 

ま使用 

71 

— 

ま使用 

72 

— 

未使用 


エンジンルーム内のヒューズボックス 


ヒユーズ 
番号 

アンペア 

数 

装置名 

100 

30A 

フロントワイパー 

101 

1 日 A 

エンジン制御 

102 

— 

ま使用 

103 

20A 

エンジン制御 


ヒューズ 

アンペア 

装置名 

番号 

数 


10 斗 

1 己 A 

エンジン制御 

105 

1 日 A 

エンジン制御 
エンジンスターター 

106 

— 

ま使用 

107 

40A 

二次エアボンプ 

108 

40A 

AIR マテイックサスペン 

ション 

109 

2 日 A 

ESP 

110 

10A 

ホーン 

(盗難防止警報システム） 

111 

30A 

オートマチックトランス 
S ッション 

112 

7.5A 

へッドランプ照射角度調整 

113 

1 日 A 

ホーン 

114 

5A 

エンジンコント□—ルュ 

ニット 

115 

5A 

ESP 

116 

7.5A 

オートマチックトランス 
S ッション 

117 

7.5A 

オプション 

118 

5A 

エンジンコント□—ルュ 

ニット 

119 

— 

ま使用 

120 

10A 

エンジンコント□—ルュ 

ニット 

121 

20A 

余熱ヒーター/ベンチ 
レーション 

122 

2 日 A 

エンジンスターター 

123 

— 

ま使用 

12 斗 

— 

ま使用 

125 

— 

ま使用 


(2009-03-03 . A1 64 006 64 99) 


〇 仕様-装備などの違いにより、 
ヒューズび異なることびありまず。 

〇 記載の内容は取扱説明書作成時点 
のをので、予告なく変更されること 
びありまず。 






純正部品/純正アクセサリー•342 
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純正部品/純正アクセサ U - 


純正部品/純正アクセサリー 


Daimler AG では、点検や整備に必要 
な純正部品を豊富に用意してし''まず。 

純正部品は厳格な基準により品質管 
理されています。点検や整備、修理 
のとさは、必ず純正部品を使用して 
<ださい。 

アクセサリーについても 、 Daimler 
AG またはルセデス-ベンツ日本株 
式会社が指定ずる製品だけを使用して 
<ださい。 

A 事故のおそれびありまず 

どんな場含でわ、ブレーキ関連部品な 
どの重要保安部品や走行系統に使用す 
る部品には、純正部品し U 外のをのを使 
用しないでください。事故や故障の原 
因になります。 


D 車の電モ制御部品やソフトウェア 
を改造しないで<ださい。事故や故 
障の原因になりまず。また、関連ず 
る他の装備にち悪影響を与えるおそ 
れがあ0まず。 

〇車載無線機など電装アクセヴリー 
を装着するときは、^ルセデス-ベ 
ンツ指定サービスエ場に相談して< 
ださい。装着方法などが適切でない 
と、車の電モ制御部品に悪影響を与 
えるおそれがありまず。また、電気 
配線を間違えると、火災や故障の原 
因になりまず。 

Q ウインドウに透日月な吸盤を貼付し 
ないで<ださい。透明な吸盤がレン 
ズとして作用して、火災が発生ずる 
おそれがあ D まず。 


下の場所の周辺には、エアバッ 
グやシートベルトテンシヨナーの本 
体、乗員保護装置のコント□ールユ 
こットやセンサー類が取り付けられ 
ていまず。これらの部位にオーディ 
才などを追加装備したり、修理や銀 
金作業などを行な5と、乗員保護装 
置の作動に悪影響を与えるおそれが 
ありまず。 

-エアバッグ収納部 
•シートベルト 
-インスト ル ントパネル 
• センターコンソール 
. ドア 
•シート 
• ピラー 付近 
-サイドシル付近 

詳しくはルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場におたずね<ださい。 

〇 純正部品(がの部品を使用したと 
さは、該当箇所だけでな< 関連箇所 
に不具合が生じてち、保証を適用で 
さないことがありまず。 

夺環境 

Daimler AG では、資源の有効利用を 
促進するため、リサイクル部品を積極 
的に導入しています。 


■み—も 51.4 
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ビークルプレート 


純正部品をミ主文ずるとをに車台ま号あ 
るいはエンジンま号などび必要になる 
ことびありまず。 

車台ま号やエンジンま号などは図の箇 
所に記されていまず。 


ニューカープレート 


の一»» 



① ニューカー プ レー ト 

運転席側または助手席側のセンターピ 
ラー下部に、車台ま号およびカラー 
コードを記載したニューカープレート 
①び貼付されてし ) まず。 



③フ□ントウインドウ左下部の車台番号 


車台番号③は、ダッシュパネルの図の 
位置に表示されていまず。また、ち側 
セカンドシート下部のボディフレーム 
にを車台番号び巧刻されていまず。 


ち側セカンドシート下部の車台番号を 
確認ずる 



③ ち側セカンドシート下部の車台番号 

④ カバ ー 

⑥ち側セカンドシート 


► ち側セカンドシート⑥をもっとを後 
ろの位置まで下げまず。 

カバー④を矢印の方向にめくり上げ 
ます。 


■も—度；：11.4 


車台ま号③び確認できまず。 
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■J — 



⑥オプションコードプレート 

ボンネットの裏側にオプションコー 
ドを示ずプレート⑧び貼付されてい 
まず。 


エンジンま号 



R 350 

⑦エンジンま号 

エンジンブ□ック後部にエンジンま号 
⑦び巧刻されていまず。 


オイル•液類/パ’ツ; 


オイル-液類に関ずる注意 」 

オイル-液類には(下のちのが含まれ 
ます。 

• 燃料 
• 冷却水 
• ブレーキ液 

• 油脂類（エンジンオイル、オートマ 
チックトランスミッションオイル、 
ノてワーステア U ングオイルなど） 

• ウオッシャー液 

点検や整備、修理のとさは、必ず 
Daimler AG またはルセデス-ベン 
ツ曰本株式会社の指定品のみを使用し 
て < ださい。 

詳し<は、ルセデス•ベンツ指定ヴー 
ビスエ場におたずね < ださい。 

〇 指定品 iU がのオイル-液類を使用 
したとさは、該当箇所だけでな< 関 
連箇所に不具合が生じてち、保証を 
適用でさないことがありまず。 

A けびのおそれびありまず 

オイル-液類は子供の手の届かない場 
所に保管してください。また、火気の 
近くには保管しないで<ださい。 

オイル-液類が目や粘膜、傷に触れな 
いよラにしてください。万一目に入つ 
たり皮膚に付着したとさは、ずぐに清 
潔な水で十分に洗い流し、医師の診断 
を受けてください。 


9 環境 


■み—も51.4 


オイル-液類は、環境に配慮して廃棄 
して < ださい。 











オイル•液類/バッ s 
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A 爆発のおそれびありまず 

燃料は可燃性の高い物質です。燃料を 
取り扱ラときは、乂を近付けたり、近 
くで喫煙をしないでください。 

燃料を給油する前に、エンジンを停止 
してくださし、。 


A けがのおそれがあ0まず 

燃料び皮膚やを類に軸れないよラにを 
意してください。 

燃料び皮膚に直接触れた0、気化した 
燃料を吸い込むと、健康に悪影響を与 
无ます。 


燃料タンク容量 


燃料タンク容量 

約8日 G 

警告な点む時の 
残量 

約13 G 


〇軽油を給油しないでください。ま 
た、軽油を混ぜにガソ U ンを給油し 
ないでください。か量でち軽油を給 
油すると、燃料噴射システムを損傷 
するおそれびありまず。誤って軽油 
を給油して故障び発生したときは、 
保記の対象外になりまず。 

[ I 指定(外の燃料（高濃度アルコー 
ル含有燃料など）を使用ずると、燃 
料系部品の腐食や損傷などによりエ 
ンジンを損傷しにり、乂災び発生ず 
るおそれびありまず。指定(外の 
燃料を使用して故障び発生したとさ 
は、保証の対象外になりまず。 


燃料消費について 


し U 下のよ5な状況では、燃料をより消 
費しまず。 

• 気温び非常にほいとさ 
• 市街地を走行するとさ 
• 短い距離を走行ずるとさ 
• 山道や坂道を走行しているとさ 

〇燃料に添加剤を使用しないでくだ 
さい。エンジン内部の摩耗び道んだ 
り、エンジンを損傷ずるおそれびあ 
りまず。添加剤を使用して故障び発 
生したとさは、保証の対象外になり 
9 〇 

平環境 

C 02 (二酸化炭素）の排出は、地球温 
暖化の大さな原因となります。 

緩やかな運転をむびけ、定期的に点検- 
整備を行なラことにより、 C 0 2 排出量 
を最ル旧に抑えることびでさます。 


エンジンオイル 

[ I エンジンオイルに添加剤を使用し 
ないでください。エンジン内部の摩 
耗び進んだり、エンジンを損傷ずる 
おそれびありまず。添加剤を使用し 
て故障び発生したとさは、保証の巧 
象外になりまず。 

〇エンジンオイルは、使用している 
間にミちれに0劣化ずるだけでな<、 
消費され減かしまず。定期的に点検 
し、必要であれば必ず補給をしくは 
交換して < ださい。 














エンジンオイル容量 


車種 

容量 

R 350 4 MATIC 

約8.日 G 

R 550 4 MATIC 

約9.日 e 


〇 容量は、オイルフィルター分を含 
む、交換時の数値でず。 

使用ずるエンジンオイル 

指定のエンジンオイルを使用してくだ 
さい。詳しくはメルセデス-ベンツ指 
定サービスエ場におたずねください。 

グレードと粘度は、下図を参考にして、 
使用ずる場所の外気温度に合わせて選 
おしてください。 



才ートマチックトランスミッション 
オイル 

オートマチックトランス S ッションオ 
イルの交換については、別冊 r 整備手 
帳」を参照してください。 

〇オートマチックトランス S ツシヨ 
ンオイルは専用品のみを使用してく 
ださい。 


Q オートマチックトランス S ッショ 
ンオイルに添加剤を使用しないでく 
ださい。トランスミッション内部の 
摩耗び進んだり、トランス S ッショ 
ンを損傷ずるおそれびありまず。添 
加剤を使用して故障び発生したとさ 
は、保証の対象外になりまず。 

〇オートマチックトランス S ッショ 
ンオイルの漏れを見つけたり、卜 
ランス S ッションの作動に異常を 
感じたときは、^ルセデス-ベン 
ツ指定サービスエ場で点検を受け 
て < ださい。 


を却水 


冷却水は時間の経過ととちに劣化しま 
ずので、整備手帳に従い定期的に交換 
してください。詳しくはルセデス- 
べンツ指定サービスエ場におたずね < 
ださい。 

また、冷却水の補給が必要なとさは 
必ず指定品を使用して補給して < だ 
さし、。 

A 义災のおそれびあ0まず 

:令却水をエンジンルームにこぼさな 
いで<ださい。発火するおそれびあ 
0ます。 

不ま液の濃度 

通常は水道水に純正の不凍液を混ぜて 
使用します。 

車を使用ずる i 也域の最ほ気温によって 
濃度を変えまず。 


み—も K .71 I .4 

























O ウォッシャー液は、 U ザーブタン 
クに補給ずる前に別の容器で適正な 
混合比にミ居ぜてください。 

A 义災のおそれがありまず 

ウォッシャー液は可燃性の高い液体で 
す。ウォッシャーミ夜を取り扱ラときは、 
火気をち付けた0、近<で喫煙しない 
で < ださい。 

〇 ウォッシャー液には夏用とぞ用び 
ありまず。夏用には油膜を防ぐ効果 
びあり、を用には凍結温度を下げる 
効果びあ0まず。 

ウインドウウォッシャー液と へッ ド 
ランプウオツシヤー液の1」ザーブタ 
ンクは兼用でず。 


車載バッテリーの電圧/容量 


電圧 

12 V 

容量 

9己 Ah 


t 曰ぶ□□目 

純正ブレーキ液 

規格 

DOT 4プラス規格 


A 事故のおそれびありまず 

ブレーキ液を補給するとさは、づ S や 
水分がリヴーブタンクの中に入らない 
よラにしてください 。たとえ小さなづ 
S でち、ブレーキが効かな<なるおそ 
れがおりまず。 

ブレーキ液は使用している間に大気中 
の湿気を吸収して努化します。劣化し 
た状態で使用すると、過酷な条件下で 
はべーノ く一 □ックが発生するおそれが 
あ0まず。 

ベーパー□ックとは、長い下り坂や急 
な下り坂などでブレーキペダルを踏み 
続けると、ブレーキ液が沸騰して気泡 
が発生し、ブレーキペダルを踏んでを 
圧力が伝わらず、ブレーキが効かなく 
なる現象のことです。 


不ま液混合率 

ま結温度 

約已日％ 

- 37で 

約已已％ 

- 4日 。 C 


Q 不凍液の濃度は約50%から約 
日5%の間にしてください。濃度を 
約日日％上にずると、冷却性能が 
低下します。 


定期的にルセデス-ベンツ指定ヴー 
ビスエ場で交換をして<ださい。詳し 
くはルセデス-ベンツ指定サービス 
工場におたずね < ださい。 


バッテリー 


ウオッシヤー液 


ブレーキ液 


347 


オイル•液類/パッ. 
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積載荷物の制限重量、テールゲートを開いたとをの高さ 


E 


車種 

ルーフ 

全車 

100 kg 


〇 ルーフの 制限重量には、 ルーフ 
ラックやアタッチメントの重量ち含 
まれます。 


①テールゲートを開いたとさの高さ（外側) 
③テールゲートを開いたときの高さ（内側) 

テールゲー h をいっぱいまで開いたと 
きの高さは、 iiTF のよ5になりまず。 


の 

2044〜 2047 mm 

⑤ 

1899〜1902 mm 

ぷ車種传仕様により、数値び異なりまず。 




積載荷物の制限重量 




《上記の数値は取扱説明書作成時点のちのであり、予告なく変更されることびありまず。 
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タイヤとホイール 


〇タイヤとホイールは必ず純正品および承認された製品を使用してください。 
詳しくはメルセデス-ベンツ指定サービスエ場におたずねください。 

ABS や ESP などの装備は、純正品および承認された製品を使用ずることで 
効果び発揮されまず。 


純正品および承認された製品し i (外のタイヤやホイールを装着した場合は、ま 
全性の保記はでさません。 


〇純正品および承認された製品(外のタイヤやホイールを装着した場合は、 
車両操縦性や騒音、燃料消費などに影響をちえるおそれびありまず。また、 
指定されたサイズし U がのタイヤやホイールを装着ずると、フェンダーの内側 
やサスペンションなどに接触し、車やタイヤを損傷ずるおそれびありまず。 

〇 燃料給油フラップの裏側に、規定のタイヤ空気圧を記載したラベルび貼付 
してありまず0249ページ）。 

〇 タイヤやホイールに関して、詳しくはメルセデス-ベンツ指定サービスエ場 
におたずね < ださい。 


標準タイヤ 


車種 

タイヤサイズ 

ホイール 
サイズ 

オフセット 

ホイール 
材質 

R 350 4 MATIC 

2已5 / 55 R 18 

8.0 J X 18 

67 mm 

軽合金 

R 550 4 MATIC 

2已5 / 50 R 19 

8.0 J X 19 

67 mm 

軽合金 



み 

I 

1K 

K 

U 

I 

わ 


オプション装着用タイヤ/ホイール 



タイヤサイズ 

ホイールサイズ 

オフセット 

19インチ 
ホイール 

2已己 / 50 R 19 

8.0 J X 19 

67 mm 


8.引 X 19 

64 mm 

2日インチ 
ホイール 

265 / 45 R 20 

8.引 X 2日 

6日 mm 

21インチ 
ホイール 

前輪 265 / 40 R 21 
後輪265 / 40 R 21 

前輪 9.0 J X 21 
後輪 9 .Oj X 21 

前輪 60 mm 
後輪 48 mm 


※き種や仕様により、還巧できるオプション装着用タイヤ/ホイールは異なります。 


〇20インチおよび21インチのオプション装着用タイヤ/ホイールにはス 
ノーチェーンを装着しないでください。 
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タイヤとホイール 


車種や仕様により、上記のどちらかび装備されまず。 

〇応急用スペアタイヤにはスノーチェーンを装着しないでください。 
〇 燃料給油フラップの裏側にタイヤ空気圧ラベルび貼付してありまず。 


車種 

タイヤサイズ 

ホイールサイズ 

オフセット 

R 350 4 MATIC 

255 / 5已 R 18 M+S 

8.0 J X 18 

67 mm 

R 550 4 MATIC 

255 / 50 R 19 M+S 

8.0 J X 19 

67 mm 

8.引 X 19 

64 mm 


〇ウィンタータイヤのサイズは Daimler AG び指定ずるもので、日本国内で 
発売されているスタッドレスタイヤは、表記のサイズに対応していないこと 
びありまず。 

〇 スノーチェーンはウィンタータイヤの後輪に装着できまず。 

〇 ウインタータイヤやスノーチェーンについては、メルセデス-ベンツ指定 
サービスエ場におたずねください。 


ウインタータイヤ 


車種 

タイヤサイズ 

ホイール 
サイズ 

オフセット 

ホイール 
材質 

タイヤ 
空気圧 

全車 

195 / 75-18 

6.5 B X 18 

40 mm 

スチール 

3.0 bar 
/44 psi 

185 / 65-19 

5.5 B X 19 

1 3 mm 

スチール 

3.5 bar 
/51 psi 


応急用スペアタイヤ 






















対象モデル 


民350 4 MATIC 
民550 4 MATIC 


"ESP®" は Daimler AG の登録商標でず。 

ぷこの取扱説明書の内容は、2009年1日月現在のわのです。 





総輸入元 

メルセデス-ベンツ日本株式を社 


干1 06-8 己06東京都港区； A： 本木 一 T 目9蚕9号六本木ファーストビル 


環境保護のため、この取扱説明書は再生紙を使用致しました。 


MBJCSD 32420-100900060 H 
6515 183120 AJ 2009/1 a , 10/09 


